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FC4A シ リーズと FC5A シ リーズの違い

FC4A シ リーズ FC5A シ リーズ

プログラム容量＊ 1

＊ 1 1 ステップは、 6 バイ トに相当します。

大 31,200 バイ ト

（5,200 ステップ）

大 62,400 / 127,800 バイ ト

（10,400 / 21,300 ステップ） ＊ 2

＊ 2 FC5A-D12x1E のみ、 プログラム容量は 62,400 バイ ト と 127,800 バイ トのどちらを使用するか選択可能ですが、 127,800 バイ
ト を選択した場合、 RUN 中ダウンロード機能は使用できません。

大 I/O 点数 264 点 512 点

演算命令数 大 72 種 大 152 種

32 ビ ッ ト 演算 － ○

浮動小数点演算 － ○

三角関数 ・ 対数関数 － ○

処理速度

LOD 命令 1μs 小 0.056μs

MOV 命令 66μs 小 0.167μs

基本命令実行時間 1.65ms/1000 ステップ 83μs/1000 ステップ

END 処理＊ 3

＊ 3 増設 I/O サービス、 カレンダタイマ処理、 データ リ ンク処理、 割り込み処理の時間は含みません。

0.64ms 0.35ms

内部リ レー 大 1,584 点 2,048 点

シ フ ト レジス タ 大 128 点 大 256 点

データ レジス タ 大 7,600 点 大 48,000 点

基本命令でのビ ッ ト ア ド レス指定 － ○

加算 ・ 可逆カウン タ点数 大 100 点 256 点

タ イマ点数 大 100 点 256 点

キャ ッ チ入力 / 割り込み入力 　 小ターンオン / 大ターンオフパルス幅

入力 4 点 （X2 ～ X5） 40μs/150μs 40μs/150μs （X2, X5）

5μs/5μs （X3, X4）

高速カウン タ

大計数周波数 大 20kHz 大 100kHz

カウン ト 範囲 0 ～ 65,535
（16 ビッ ト ）

0 ～ 4,294,967,295
（32 ビッ ト ）

多段比較 － ○

比較一致時割り込みプログラム実行 － ○

周波数測定 － ○

パルス出力

点数 大 2 点 大 3 点

大出力周波数 大 20kHz 大 100kHz

通信

通信速度 大 19200 （38400）＊ 4 bps

＊ 4 （） 内の値はデータ リ ンク使用時の 大値です。

大 57600bps＊ 5

＊ 5 システムバージ ョ ン 220 以上と FC5A-SIF4、 FC5A-SIF2(V200 以上 ) の組み合わせで 大 115200bps の通信ができます。

Modbus マス タ / スレーブ通信 － ○

AS-Interface マス タ接続台数 大 1 台 大 2 台

PID 命令拡張オー ト チューニング － ○

オン ラ イ ンエデ ィ ッ ト からのテス ト プログラム － ○

RUN 中ダウンロー ドのプログラムサイズ制限 600 バイ ト まで 制限なし＊ 2

システムダウンロー ド － ○

メ モ リ カー ト リ ッ ジからのプログラム転送 ○ ○
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序 -2
製品を安全にご使用いただ く ために

• 本製品の取り付け、 配線作業、 運転および保守 ・ 点検を行う前に、 このインス ト ラ クシ ョ ンマ
ニュアルをよ くお読みいただき、 正し く ご使用ください。

• 本製品は弊社の厳しい品質管理体制のも とで製造されており ますが、 万一本製品の故障によ り
重大な事故や損害の発生のおそれがある用途へご使用の際は、 バッ クアップやフェールセーフ
機能をシステムに追加してください。

• 本書では、 誤った取り扱いをした場合に生じるこ とが想定される危険の度合いを 「警告」 「注
意」 と して区分しています。 それぞれの意味する と ころは以下の通りです。

取り扱いを誤った場合、 人が死亡または重傷を負う可能性があ り ます。

取り扱いを誤った場合、 人が傷害を負うか物的損害が発生する可能性があ り ます。

• 取り付け、 取り外し、 配線作業および保守 ・ 点検は必ず電源を切って行ってください。 感電お
よび火災発生のおそれがあ り ます。

• 本製品の設置、 配線、 プログラムの入力および操作を行うには専門の知識が必要です。 専門の
知識のない一般消費者が扱う こ とはできません。

• 非常停止回路やインターロ ッ ク回路などはマイ クロスマートの外部回路で構成してください。
これらの回路をマイ クロスマートの内部で構成する と、 マイ ク ロスマートが故障した場合、 機
械の暴走、 破損や事故のおそれがあ り ます。

• インス ト ラ クシ ョ ンマニュアルに記載の指示にしたがって取り付けてください。 取り付けに不
備がある と落下、 故障、 誤動作の原因とな り ます。

• 本製品は、 装置内への組み込み設置専用品ですので、 装置外には設置できません。

• カタログ、 インス ト ラ クシ ョ ンマニュアルに記載の環境下で使用してください。 高温、 多湿、
結露、 腐食性ガス、 過度の振動 ・ 衝撃のある所で使用する と感電、 火災、 誤動作の原因とな り
ます。

• 本製品の使用環境の汚染度は “ 汚染度 2” です。 汚染度 2 の環境下で使用してください。

（IEC60664-1 規格に基づく）

• 移動 ・ 運送時などに本製品を落下させないでください。 本製品の破損や故障の原因とな り ます。

• 設置 ・ 配線作業時に配線くずやド リルの切り粉などが本製品内部に入らないよ うに注意して く
ださい。 配線くずなどが本製品内部に入り ますと火災、 故障、 誤動作の原因になり ます。

• 定格にあった電源を接続してください。 定格と異なる電源を接続する と火災の原因になるおそ
れがあ り ます。

• 本製品の電源ラインの外側には、 IEC60127 承認品のヒ ューズをご使用ください。 （マイ ク ロス

マート を組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



•

• 出力回路には、 IEC60127 承認のヒ ューズをご使用ください。 （マイ ク ロスマート を組み込んだ

機器を欧州に出荷する場合に適用）

• サーキッ トブレーカーは、 EU 承認品をご使用ください。 （マイ ク ロスマート を組み込んだ機器

を欧州に出荷する場合に適用）

• 運転中の強制出力、 運転、 停止などの操作は、 十分に安全を確認してから行ってください。 操
作ミ スによ り機械の破損や事故の原因になるこ とがあ り ます。

• 出力ユニッ トおよび出力モジュールのリ レー、 ト ランジスタなどの故障によ り、 出力が ON あ

るいは OFF の状態になったままになるこ とがあ り ます。 重大事故の可能性のある出力信号につ

いては、 外部に状態を監視する回路を設けてください。

• 本製品から直接保護接地に接続しないでください。 保護接地は装置側で M4 以上のねじを使用

して接地して ください。 （マイ ク ロスマート を組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）

• 分解、 修理、 改造等は行わないでください。

• 本製品の使用済みバッテ リは、 関連規則にしたがって廃棄しなければなり ません。 バッテ リ を
保存または廃棄する場合は、 それぞれの目的のために設置された適切な容器を用いて処理を
行ってください。 （マイ ク ロスマート を組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）

• 製品を廃棄する場合は、 産業廃棄物と して扱って ください。
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序 -4
はじめに

このたびは、 IDEC 株式会社製マイク ロスマート をお買い求めいただきまして誠にあ りがと う ござ

います。
本書は、 マイ ク ロスマートのシステム構成、 仕様および取り付け方法などのハードウェアの説明か
ら、 命令語などのソフ ト ウェアの説明を記載しています。
ご使用の前に本書をよ くお読みいただき、 本製品の機能、 性能を十分にご理解した うえで正し く ご
使用いただきますよ うお願いいたします。

お断り

1. 本書の一部あるいは全部を無断で複写、 転載、 販売、 譲渡、 賃貸する こ とは固 く お断わ

り いた し ます。

2. 本書の内容については、 将来お断り な しに変更する こ とがあ り ます。

3. 本書の内容については万全を期し て作成し ま し たが、 万一誤りや記載もれなどがあ り ま

し たら、 お買い求めの販売店 ・ 営業所 ・ 出張所までご連絡 く だ さい。
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



改定内容

本マニュアル （FC9Y-B1267） の改訂内容を記載しています。

改訂日付 改訂内容 参照頁

2011 年 3 月 初版 －

2014 年 8 月 形番一覧のオプシ ョ ン製品を更新 付録 -6 頁
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編 序 -5
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序 -6
関連マニュアル

FC5A シ リーズに関連するマニュアルには、 下記のものがあ り ます。 併せてご覧ください。

形式 マニュアル名称 内容

FC9Y-B1267 FC5A シ リーズ 
マイ ク ロスマートペン ト ラ  
インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル
 基本編 ( 本マニュアル )

モジュール仕様、 設置方法、 配線方法、 基本操作、 ファンクシ ョ
ン設定、 デバイス一覧、 命令語一覧、 基本命令、 アナログモ
ジュール、 ユーザー通信、 データ リ ンク通信、 Modbus ASCII/RTU
通信、 ト ラブル対策について記述しています。

FC9Y-B1272 FC5A シ リーズ 
マイ ク ロスマートペン ト ラ  
インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 
応用編

命令語一覧、 転送命令、 データ比較命令、 四則演算命令、 論理演
算命令、 シフ ト命令、 データ変換命令、 時計比較命令、 表示命
令、 分岐命令、 リ フレッシュ命令、 割込制御命令、 XY 変換命令、

アベレージ命令、 パルス出力命令、 PID 命令、 特殊タイマ命令、

機能モジュールアクセス命令、 三角関数命令、 指数関数 ・ 対数関
数命令、 ファ イル処理命令、 時計命令、 パソコン リ ンク通信、 モ
デム通信、 Modbus TCP 通信、 増設シ リ アル通信モジュール、 AS-
Interface マスタ通信モジュールについて記述されています。

FC9Y-B1277 FC5A シ リーズ 
マイ ク ロスマートペン ト ラ  
インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 
Web サーバー CPU モジュール編

FC5A 形ス リ ムタイプ Web サーバー CPU モジュールの仕様、 機

能について記述されています。

FC9Y-B1282 温調モジュール
インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル

温調モジュールの仕様、 機能について記述されています。
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編
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略称の説明

本マニュアル中で使用する略称の意味

本マニュアル中で使用する WindLDR の操作手順の略称の意味

操作手順などの詳細については、 WindLDR のヘルプも合わせてご覧ください。

本文中の使用名称 形番または正式名称

マイク ロスマート
（FC5A 形マイ ク ロスマート ）

FC5A 形 MICROSmart pentra

FC4A 形マイ ク ロスマート FC4A 形 MICROSmart

オープンネッ ト コン ト ローラ FC3A 形オープンネッ ト コン ト ローラ

CPU
モジュール

オールイン
ワンタイプ

AC 電源タイプ FC5A-C10R2, FC5A-C16R2, FC5A-C24R2

DC24V
電源タイプ

FC5A-C10R2C, FC5A-C16R2C, FC5A-C24R2C

DC12V
電源タイプ

FC5A-C10R2D, FC5A-C16R2D, FC5A-C24R2D

ス リ ムタイプ FC5A-D16RK1, FC5A-D16RS1, FC5A-D32K3, FC5A-D32S3
FC5A-D12K1E, FC5A-D12S1E

FC5A-C10R2x FC5A-C10R2, FC5A-C10R2C, FC5A-C10R2D

FC5A-C16R2x FC5A-C16R2, FC5A-C16R2C, FC5A-C16R2D

FC5A-C24R2x FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C, FC5A-C24R2D

FC5A-D16Rx1 FC5A-D16RK1, FC5A-D16RS1

FC5A-D32x3 FC5A-D32K3, FC5A-D32S3

FC5A-D12x1E FC5A-D12K1E, FC5A-D12S1E

増設シ リアル通信モジュール FC5A-SIF2, FC5A-SIF4

メモ リ カート リ ッジ FC4A-PM32, FC4A-PM64, FC4A-PM128

増設モジュール 増設 I/O モジュール、 機能モジュール

増設 I/O モジュール 入力モジュール、 出力モジュール、 入出力混合モジュール

機能モジュール アナログモジュール、 AS-Interface マスタモジュール、

温調モジュール

通信拡張モジュール HMI ベースモジュール、 RS232C 通信拡張モジュール、

RS485 通信拡張モジュール

オプシ ョ ンモジュール HMI モジュール、 メモ リ カート リ ッジ、 時計カート リ ッジ、

RS232C 通信ボード、 RS485 通信ボード

WindLDR アプリ ケーシ ョ ンソフ ト ウェア 「WindLDR」

本文中の使用名称 WindLDR 操作手順

“ ファンクシ ョ ン設定 ” ［設定］ タブの ［ファンクシ ョ ン設定］ グループ

“ モニタ ” ［オンラ イン］ タブの ［モニタ］ で ［モニタ］ から ［モニタ開始］ をク リ ッ
ク

“PLC ステータス ” ［オンラ イン］ タブの ［PLC 本体］ で ［ステータス］ をク リ ッ ク

“ 通信設定 ” ［オンラ イン］ タブの ［通信］ で ［設定］ をク リ ッ ク

“Modbus マスタ リ クエス ト テーブル ” ［設定］ タブの ［ファンクシ ョ ン設定］ で ［通信ポート ］ をク リ ッ ク し、 表
示されるファンクシ ョ ン設定ダイアログボッ クス内の 「通信ポート 」 の通
信モードから Modbus ASCII マスタ、 Modbus RTU、 も し くは Modbus TCP
マスタを選択

“ アプリ ケーシ ョ ンボタン ” メニューバーの左に表示されるボタン。 ク リ ッ クする と 「新規」、 「保存」、
「名前を付けて保存」 などのメニューや 近使ったプロジェク ト 、 ならびに
［WindLDR オプシ ョ ン］ や ［WindLDR の終了］ ボタンが表示
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編 序 -7
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序 -8
■ FC5A 形マイ ク ロスマー ト 追加機能情報

FC5A 形マイクロスマートに新しい機能および命令語が追加されました。 対応機種とシステムバー

ジ ョ ンをご確認のうえ、 ご使用ください。 システムバージ ョ ンは、 WindLDR の “PLC ステータス ”
で確認できます。 また、 マイ ク ロスマートのシステムソフ ト ウェアは WindLDR よ りアップデート

できます。 アップデート方法については 「付録　FC5A システムアップデート 」　（付録 -10 頁） を

参照して ください。
WindLDR のバージ ョ ンは、 WindLDR の “ アプ リ ケーシ ョ ンボタン ” から、 ［WindLDR オプシ ョ ン

（I）］ ＞ ［ リ ソース］ ＞ ［バージ ョ ン情報 （T）］ で確認できます。

新規機能

マイ ク ロスマー ト の
システムバージ ョ ン

WindLDR 対応
バージ ョ ン

オールイ ン
ワン タ イ プ

ス リムタ イ プ

FC5A-C10R2x
FC5A-C16R2x
FC5A-C24R2x

FC5A-D16Rx1
FC5A-D32x3
FC5A-D121xE＊ 1

HMI モジュール機能追加＊ 2 （5-63 頁） 110 以上 101 以上 －

増設シ リ アル通信モジュール対応＊ 3 （応用編 26-1 頁） 110 以上 5.1 以上

Modbus 通信機能拡張＊ 4 （応用編 25-2 頁）

32 ビッ トデータの格納方法の指定追加 （5-97 頁） 5.2 以上

I/O フォース機能追加 （5-100 頁） 200 以上 200 以上

メモ リ カート リ ッジアップロード機能追加＊ 5 （5-82 頁）

RUN LED 点滅モード追加 （5-106 頁）

ユーザー通信受信命令拡張 （10-11 頁）

MOV、 IMOV 命令の処理単位に浮動小数点型 “F” を追加

（応用編 2-1 頁） （応用編 2-6 頁）

BTOA、 ATOB 命令の処理単位にダブルワード型 “D” を追加

（応用編 7-9 頁） （応用編 7-12 頁）

CMP 命令に論理和オプシ ョ ン追加 （応用編 3-4 頁）

オフディ レータイマ命令 （TMLO/ TIMO/ TMHO/ TMSO）

（8-17 頁）

ダブルワードカウンタ命令 （CNTD/ CDPD/ CUDD）

（8-24 頁）

データ比較接点命令 （LC=/ <>/ </ >/ <=/ >=） （応用編 3-8 頁）

データ入れ替え命令 （SWAP） （応用編 7-23 頁）

データ分割 ・ 合成 （DTDV/ DTCB）
（応用編 7-21 頁） / （応用編 7-22 頁）

タイマ ・ カウンタ現在値セッ ト命令 （TCCST）
（応用編 2-19 頁）

数値一括設定命令 （NSET） （応用編 2-13 頁）

数値リ ピート設定命令 （NRS） （応用編 2-15 頁）

ファ イル処理命令 （FIFOF/ FIEX/ FOEX） （応用編 21-1 頁）
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プロテク ト機能強化 （5-56 頁） 210 以上 210 以上 5.3 以上

キーマ ト リ クス機能追加＊ 6 （5-107 頁）

サム命令 （SUM） （応用編 4-22 頁）

ランダム命令 （RNDM） （応用編 4-26 頁）

データ検索命令 （NDSRC） （応用編 21-6 頁）

インク リ メン ト命令 （INC） （応用編 4-18 頁）

デク リ メン ト命令 （DEC） （応用編 4-19 頁）

エクスチェンジ命令 （XCHG） （応用編 2-17 頁）

デク リ メン ト ・ ノン ・ ゼロジャンプ命令 （DJNZ）

（応用編 10-7 頁）

時計命令 （TADD/TSUB/HOUR/HTOS/STOH）

（応用編 22-1 頁）

Modbus TCP 通信追加 （応用編 25-1 頁）

起動時 RUN/STOP 指定機能追加 (5-7 頁 ) 220 以上 220 以上 6.2 以上

増設 RS485 通信モジュール対応＊ 7 （2-107 頁）

PID 機能改善 （比例帯選択時、 積分開始係数を設定できるよ

うに仕様追加） 
246 以上 246 以上

 (FC5A-D16Rx1、
FC5A-D32x3)

131 以上

 (FC5A-D12x1E)

7.20 以上

＊ 1 FC5A-D12x1E はシステムバージ ョ ン 100 で全ての機能が使用可能です。

＊ 2 HMI モジュール機能を使用するには、 HMI モジュール （FC4A-PH1） が別途必要です。

＊ 3 増設 RS232C 通信モジュールは、 FC5A-C10R2x, FC5A-C16R2x, FC5A-C24R2D では使用できません。

＊ 4 Modbus スレーブ通信は通信ポート 1 と 2、 Modbus マスタ通信は通信ポート 2 で対応しています。 オプシ ョ ンの通信
ボード もし くは通信拡張モジュールが別途必要です。 ( システムバージ ョ ン 220 以上ではポート 3 以降で Modbus 
RTU マスタ / スレーブ通信に対応 )

＊ 5 メモ リ カート リ ッジアップロード機能を使用するには、 メモ リ カート リ ッジ （FC4A-PM32, FC4A-PM64, FC4A-
PM128） が別途必要です。

＊ 6 キーマ ト リ クス機能は、 FC5A-C10R2x, FC5A-C16R2x, FC5A-C24R2D では使用できません。

＊ 7 増設 RS485 通信モジュールは、 FC5A-C10R2x, FC5A-C16R2x, FC5A-C24R2D では使用できません。

新規機能

マイ ク ロスマー ト の
システムバージ ョ ン

WindLDR 対応
バージ ョ ン

オールイ ン
ワン タ イプ ス リムタ イプ

FC5A-C10R2x
FC5A-C16R2x
FC5A-C24R2x

FC5A-D16Rx1
FC5A-D32x3
FC5A-D121xE＊ 1
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序 -1
■ ス リムタ イプ CPU モジュールの命令実行時間

ス リ ムタイプ CPU モジュール （FC5A-D16RK1/-D16RS1/-D32K3/-D32S3/-D12K1E/-D12S1E） におい

て、 下表に示す命令の実行時間が短くな り ました。 ス リ ムタイプ CPU モジュールのロジッ クエンジ

ンのバージ ョ ンが 200 以上、 システムバージ ョ ンが 210 以上から対応しています。 ＊ 2

• スキャンタイムが短くなるこ とでシステム全体の動作に影響が出る場合は、 必要に応じて、 コ
ンスタン ト スキャン機能 （D8022 ： 1ms 単位） を使ってスキャンタイムの調整を行ってくださ

い。 また、 DISP 命令もし くは DGRD 命令をご使用の場合、 スキャンタイムが短くなるこ とで、

命令が正常に動作しない場合があ り ます。 必要に応じて、 コンスタン ト スキャン機能 （D8022 ：

1ms 単位） を使ってスキャンタイムの調整を行ってください。 各命令が正常に動作できるス

キャンタイムについては、 「応用編　第 9 章　表示命令」 （9-1 頁） を参照して ください。

• ロジッ クエンジンバージ ョ ンは、 ス リ ムタイプ CPU モジュールの側面にあるラベルの右下

（LGE:V***） に記載しています。 システムバージ ョ ンは、 ［オンライン］ タブの ［モニタ］ で

［モニタ］ から ［モニタ開始］ をク リ ッ ク してモニタモードへ遷移後、 ［オンライン］ タブの
［PLC 本体］ で ［ステータス］ をク リ ッ ク して、 PLC ステータスダイアログボッ クスの 「PLC
システムバージ ョ ン」 で確認できます。

命令語 命令の実行時間が短 く なる条件＊ 1

＊ 1 条件に当てはまらない場合、 TML、 TIM、 TMH、 TMS の実行時間は 17μs、 CC （=）、 CC （≧）、 DC （=）、 DC （≧）
は 8μs、 ADD （W, I）、 SUB （W, I） は 44μs ～になり ます。

実行時間 （μs）

旧バージ ョ ン 新バージ ョ ン＊ 2

＊ 2 FC5A-D12x1E はシステムバージ ョ ンに関係なく、 新バージ ョ ンの命令実行時間が適用されます。

TML, TIM, TMH, TMS T0 ～ T127 で設定値に定数を指定した場合 17 0.389

CC （=） , CC （≧） 比較値に、 ロジッ クエンジンで実行可能なデ

バイス＊ 3 を指定した場合

＊ 3 ロジッ クエンジンで実行可能なデバイスは、 定数、 データレジスタ （D0 ～ D1999）、 特殊データレジスタ （D8000 ～
D8399）、 タ イマ （設定値）、 タイマ （現在値）、 カウンタ （設定値）、 カウンタ （現在値） です。

8 0.111

DC （=） , DC （≧） データレジスタ番号および比較値に、 ロジッ

クエンジンで実行可能なデバイス＊ 3 を指定し
た場合

8 0.167

ADD （W, I） リ ピート指定なし、 および S1, S2, D1 にロ

ジッ クエンジンで実行可能なデバイス＊ 3 を指
定した場合

44 0.278

SUB （W, I） 60
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この章は、 マイ ク ロスマー ト の概要を理解し ていただ く ためのページです。 マイ ク ロス
マー ト の機能や、 さ まざまな通信を用いた場合のマイ ク ロスマー ト のシステム構成例を
説明し ていますので、 機能や通信を十分ご理解し た う えで、 マイ ク ロスマー ト を有効に
活用し て く だ さい。
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マイ ク ロスマー ト について
MICROSmart pentraTM FC5A シ リーズ （マイ ク ロスマート ） は、 オールインワンタイプ、 ス リ ムタ

イプの 2 種類の CPU モジュールからなる小型プログラマブルコン ト ローラです。 マイ クロスマー

トは高い拡張性と強力な通信機能、 便利な機能を備えています。 また、 FC5A シ リーズは FC4A シ

リーズの上位互換機種で、 オプシ ョ ンの周辺機器をそのまま使用するこ とができます。
オールインワンタイプの CPU モジュールは 10 点、 16 点、 24 点の入出力を備え、 AC100-240V、 ま

たは DC24V、 DC12V の電源に対応しています。 DC24V 電源タイプで 24 点の CPU モジュールの場

合、 増設 I/O モジュールを使用するこ とで、 大 88 点まで入出力点数を増設できます。 また、 プロ

グラム容量は、 10 点タイプが 13,800 バイ ト （2,300 ステップ相当）、 16 点タイプが 27,000 バイ ト

（4,500 ステップ相当）、 24 点タイプが 54,000 バイ ト （9,000 ステップ相当） です。

ス リ ムタイプの CPU モジュールは 16 点 （リ レー出力） または 32 点 （ト ランジスタ出力） の入出

力を備え、 DC24V の電源に対応しています。 増設 I/O モジュールを使用する と、 大で 512 点の入

出力接点が使用できます。 また、 62400 バイ ト （10400 ステップ相当） のプログラム容量を持ち、

ロジッ クエンジン ® によ り、 優れたラダー処理性能を実現しています。
マイ ク ロスマートで使用するプログラムは操作が容易な Windows 対応のラダーソフ ト 「WindLDR」
で作成します。 FC3A オープンネッ ト コン ト ローラにも対応するラダーソフ トによ り、 既存のラ

ダープログラムの資産を活用できます。
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マイ ク ロスマー ト の特長

● ロジ ッ クエンジン ® 搭載 （ス リムタ イプの CPU モジュールのみ）

ス リ ムタイプの CPU モジュールでは、 ロジッ クエンジン ® 搭載によ り基本命令 （LOD） 0.056μs、
演算命令 （MOV） 0.167μs の高速演算性能を実現しています。 これによ り、 プログラム実行時のリ

アルタイム性が向上します。

● 充実し た基本ユニ ッ ト の機能

CPU モジュールはプログラマブルコン ト ローラ と しての機能を豊富に備えており、 適なシステム

の構築を実現できます。

● 強力な通信機能

通信機能を強化しており、 次のよ うな機能を備えています。

● 充実し たオプシ ョ ン機能

マイクロスマートには豊富なオプシ ョ ンモジュールや機能モジュールが用意されており、 お客様の
用途に合わせて機能を追加するこ とができます。 CPU モジュールにオプシ ョ ンモジュールや機能モ

ジュールを取り付ける と、 次の機能が拡張できます。

● 豊富な I/O 点数

マイクロスマートは 大 512 点の入出力を使用できます。 （FC5A-D32K3, FC5A-D32S3 の場合）

● 国際規格に適応し た安全性、 高品質

国際規格に適合し、 世界のあらゆる地域で利用可能な安全性、 高品質を確保しています。

ユーザー通信機能 ： RS232C （RS485） ポート を備えた外部機器 （パソコン、 モデム、 プ リ ン

タ、 バーコード リーダなど） と、 マイ ク ロスマート を接続できます。

パソ コ ン リ ン ク通信機能 ： マイ ク ロスマート と接続したパソコン側から、 マイ ク ロスマートの運転
状態、 I/O 動作の状態、 データの更新、 プログラム変更ができます。

データ リ ン ク機能 ： 大 32 台の CPU モジュール、 および IDEC 製プログラマブルコン ト

ローラを接続するこ とが可能になり、 効率的に分散処理ができます。

Modbus 通信機能 ： Modbus マスタおよびスレーブに対応しており、 Modbus 対応機器と容易

に接続できます。

メ モ リ カー ト リ ッ ジ ： プログラムを保存し持ち運ぶこ とができます。 あらかじめメモ リ カート リ ッ
ジに変更したプログラムを保存しておく と、 メモ リ カート リ ッジを本体に装
着している間、 メモ リ カート リ ッジのプログラムで動作させるこ とができま
す。 また、 メモ リ カート リ ッジの内容を本体にコピーするこ とで、 メモ リ
カート リ ッジ脱着後も、 変更したプログラムで動作させるこ とができます。

時計カー ト リ ッ ジ ： 時計機能を使用して、 年月日や時間を使った演算命令が可能になり ます。

HMI モジュール ： パソ コンを使用せずに、 デバイスのモニタやデータの変更が行えます。

RS485
通信オプシ ョ ン

： データ リ ンク通信機能やユーザー通信機能などを構成する場合に使用しま
す。 オールインワンタイプでは RS485 通信ボードを使用します。 ス リ ムタ

イプではオプシ ョ ンモジュール （RS485） を装着して使用します。

RS232C
通信オプシ ョ ン

： RS232C 機器との通信を構成する場合に使用します。 モデムによる通信も可

能です。 オールインワンタイプでは RS232C 通信ボードを使用します。 ス リ

ムタイプではオプシ ョ ンモジュール （RS232C） を装着して使用します。

アナログモジュール ： 電圧 （0-10V）、 電流 （4-20mA）、 熱電対、 測温抵抗体、 サーミ スタのアナロ

グデータを扱う こ とができます。

AS-Interface
マス タ モジュール

： AS-Interface スレーブ （センサ / アクチュエータ） との間でデジタル情報やア

ナログ情報をやり取りするこ とができます。 1 台の CPU モジュールに、 AS-
Interface マスタモジュールを 2 台まで接続できます。

（FC5A-C10R2x, FC5A-C16R2x, FC5A-C24R2D では使用できません。）

Web Server 
ユニ ッ ト

： マイ ク ロスマート をイーサネッ ト回線に接続する場合に使用します。 リモー
ト メンテナンスや警報メールの送信が行えます。

増設シ リ アル通信モ
ジュール

： RS232C/RS485 機器との通信を構成する場合に使用します。 ユーザー通信や

Modbus 通信などが行えます。
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マイ ク ロスマー ト の機能
マイク ロスマートは、 次に示す様々な機能を搭載しています。
機能の詳細については、 詳細は、 「第 5 章　ファンクシ ョ ン」 （5-1 頁） を参照してください。

● キープ指定機能

停電時に CPU モジュールのデータを保持する機能です。

保持する対象は、 内部リ レー、 シフ ト レジスタ、 カウンタ計数値、 データレジスタ （D0 ～ D1999）
です。

● キャ ッ チ入力機能

スキャンタイムに左右されずに、 センサなどの短パルスを確実に取り込む機能です。 大 4 点の

キャッチ入力が使用できます。

● 入力フ ィ ルタ機能

入力信号の幅に合わせて、 入力フ ィルタを調整する機能です。 入力信号幅によ り、 0ms （入力フ ィ

ルタなし） および、 3 ～ 15ms （1ms 単位） で調整できます。

● 割り込み入力機能

外部からの入力に対して高速な応答が必要な場合に割り込みでユーザープログラムを実行させるこ
とができます。 大 4 点の割り込み入力を使用するこ とができます。

● 高速カウン タ機能

通常のユーザープログラム処理で計測できない高速なパルスをカウン トする機能です。 ロータ リー
エンコーダを使用した位置決めや、 簡単なモータ制御などに使用します。 マイ クロスマートでは単
相高速カウンタ と 2 相高速カウンタを使用するこ とができます。

● 周波数測定機能

入力端子に入力されたパルスの周波数をモニタする機能です。

● プロテ ク ト 機能

マイク ロスマートへダウンロードするユーザープラグラムにプロテク ト を設定して、 マイ クロス
マートからのユーザープログラムの変更やアップロード、 改ざんを防止できる機能です。

● キープデータ破壊時の CPU モジュールの動作設定機能

記憶している情報が壊れた場合に、 電源立ち上げ動作をユーザーが設定できる機能です。

● コ ンス タ ン ト スキャ ン機能

ユーザープログラムの実行、 非実行によって生じるスキャンタイムのばらつきを一定にする機能で
す。

● アナログボリ ウム機能

タイマの設定値など、 ユーザープログラムで使用する値の設定や調整が簡単にできます。

● 外部信号によるス ト ッ プ、 リ セ ッ ト 操作

任意の入力をス ト ップ入力、 リセッ ト入力に設定するこ とができます。

● オン ラ イ ンエデ ィ ッ ト 機能

運転中のユーザープログラムの書き換え （RUN 中ダウンロード） やテス トプログラムが行えます。

● 時計機能 （オプシ ョ ン使用時）

オプシ ョ ンの時計カート リ ッジを使用するこ とで、 タイムスケジュール管理の応用演算命令が使用
できます。

● 通信拡張機能 （オプシ ョ ン使用時）

通信オプシ ョ ンを使用するこ とで、 通信ポート を追加できます。
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● HMI モジュール機能 （オプシ ョ ン使用時）

パソコンなどを使用せずにデバイスのモニタ ・ 変更が簡単にできます。

● アナログ入出力機能 （アナログモジュール使用時）

アナログモジュールを使用するこ とで、 電圧、 電流、 熱電対、 測温抵抗体、 サーミ スタのアナログ
信号を扱えます。 （FC5A-C10R2x, FC5A-C16R2x, FC5A-C24R2D では使用できません）

● パルス出力機能

応用演算命令を使用してパルス出力ができます。 デューティ比固定で周波数を変えて出力できる
PULS 命令、 周波数固定でデューティ比を変えるパルス幅変調が可能な PWM 命令、 台形制御が可

能な RAMP 命令、 原点復帰動作が可能な ZRN 命令があ り ます。 （ス リ ムタイプのみ使用可能です）。

● タ イマ割込機能

スキャンタイムの影響を受けずに、 一定時間ごとに割り込みでユーザープログラムを実行できま
す。

● 内蔵アナログ入力機能

0 ～ 10V のアナログ入力を 256 階調で取り込むこ とができます。 （ス リ ムタイプのみ使用可能で

す）。

● PID 制御機能

PID （比例、 積分、 微分） の演算アルゴ リズムを用いて温調制御などを行う機能です。 マイ ク ロス

マートではオートチューニング機能によ り、 PID の 適値を自動で計算し、 PID 制御を行う こ とが

できます。 PID 制御機能は機能モジュールのアナログ入力と CPU モジュール等の通常出力接点の

ON/OFF 制御を組み合わせて使用します。 また、 アナログ出力を用いた制御も可能です。

● 拡張データ レジス タ

拡張データレジスタの一部を ROM に保存するこ とで、 初期値付きデータレジスタ と して使用でき

ます。 また、 初期値付きデータレジスタ と して使用しない部分は、 通常のデータレジスタ同様に使
用できます （ス リ ムタイプのみ使用可能です）。

● 32 ビ ッ ト / 浮動小数点型の処理単位に対応

演算命令において、 符号なし 32 ビッ ト型 （D）、 符号あ り 31 ビッ ト型 （L） の 32 ビッ ト演算処理

と、 浮動小数点型 （F） の浮動小数点演算処理が可能です。
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ユーザー通信を使用する
CPU モジュールに標準装備のポート 1 （RS232C） と、 RS232C 通信オプシ ョ ンや、 RS485 通信オプ

シ ョ ンを取り付けるこ とで使用可能なポート 2、 増設シ リ アル通信モジュールを増設するこ とで使

用可能なポート 3 以降でパソコンやモデム、 プリ ンタ、 バーコード リーダなどの外部機器の制御を

するこ とができます。

下記の図は、 モデムを通してシステムの情報を遠隔監視し、 その情報をポケッ トベルに送信するア
プリ ケーシ ョ ンの例です。

ユーザー通信の詳細は、 「第 10 章　ユーザー通信」 （10-1 頁） を参照してください。

モデムの使用については 「第 13 章　 ト ラブル対策」 （13-1 頁） を参照してください。

RS232C ポー ト 使用例
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パソ コ ン リ ン ク を使用する
CPU モジュールに標準装備のポート 1 （RS232C） と、 RS232C 通信オプシ ョ ンや、 RS485 通信オプ

シ ョ ンを取り付けるこ とで使用可能なポート 2、 増設シ リ アル通信モジュールを増設するこ とで使

用可能なポート 3 以降でマイクロスマート と接続したパソコン側から、 マイ クロスマートの運転状

態、 I/O 動作の状態、 データの更新、 プログラム変更ができます＊ 1。

パソコン リ ンクの詳細は、 「応用編　第 23 章　パソコン リ ンク通信」 （23-1） を参照してください。

［1 ： 1 通信パソ コ ン リ ン クシステム］

［1 ： N 通信パソ コ ン リ ン クシステム］

＊ 1 各通信ポートで利用可能な機能については 「付録　通信ポート と通信方式」　（付録 -22 頁） をご参照ください。

RS232C/RS485

RS232C
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データ リ ン ク を使用する
CPU モジュールに RS485 通信オプシ ョ ン、 増設 RS485 通信モジュールを取り付けるこ とによ り、

マイ ク ロスマート間でデータの共有が行えます。 また、 他の IDEC 製プログラマブルコン ト ローラ

を接続するこ と もできます。 WindLDR で設定を行い、 大 32 台の分散制御を行う こ とができま

す。

データ リ ンクの詳細は、 「第 11 章　データ リ ンク通信」 （11-1 頁） を参照してください。

Modbus 通信を使用する
CPU モジュールに RS232C 通信オプシ ョ ンや、 RS485 通信オプシ ョ ン、 増設シ リ アル通信モジュー

ルを取り付けるこ とによ り、 マイ ク ロスマート を Modbus 通信のマスタやスレーブと して使用でき

ます。 Modbus 通信では、 Modbus 対応機器との間でデータのアップロードやダウンロードを行う こ

とができます。

Modbus 通信の詳細は、 「第 12 章　Modbus ASCII/RTU 通信」 （12-1 頁） を参照してください。
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表示器との通信
マイクロスマートは、 IDEC 製プログラマブル表示器 HG シ リーズと通信するこ とができます。 HG
シ リーズとの通信にはマイクロスマート または HG シ リーズのいずれかの別売り通信ケーブルを使

用します。

CPU モジュールに標準装備のポート 1 （RS232C） と、 RS232C 通信オプシ ョ ンや、 RS485 通信オプ

シ ョ ン、 また増設シ リ アル通信モジュールを取り付けるこ とで使用可能なポート 2 ～ 7 で通信が可

能です。

通信設定等の詳細はプログラマブル表示器のマニュアルを参照して ください。

＊ 表示器接続用ケーブルの詳細は、 「付録　各種ケーブル」　（付録 -24 頁） を参照してください。
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AS-Interface マス タ を使用する
FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C およびス リ ムタイプの CPU モジュールは AS-Interface マスタモジュー

ル （FC4A-AS62M） を使用するこ とで、 AS-Interface ネッ ト ワークに接続するこ とができます。

AS-Interface はフ ィールドバスの一種で、 メーカー依存性のない標準ネッ ト ワークシステム

（IEC62026 規格） です。 主に 2 線式センサ / アクチュエータの制御に使用されます。 AS-Interface 上

のマスタはスレーブ （センサ、 アクチュエータ、 リモート I/O など） との間でデジタル情報、 また

はアナログ情報をやり取りするこ とができます。

AS-Interface は主に次の 3 つの要素で構成されます。

・ 1 つのマスタ （IDEC 製マスタ FC4A-AS62M）

・ 複数のスレーブ （センサ、 アクチュエータ、 リモート I/O など）

・ DC30V の専用電源 （AS-Interface 電源）

これらの要素は、 信号の伝達、 および電源の供給を行う 2 芯 1 対ケーブルによって接続されます。

AS-Interface は効率のよいシンプルな配線 （省配線化）、 スレーブアドレスの自動割当 （オート アド

レッシング機能） など、 設置、 メンテナンスの効率を向上させる様々な特長を持っています。

AS-Interface マスタの詳細は 「応用編　第 27 章　AS-Interface マスタ機能」 (27-1 頁 ) を参照してく

ださい。

SwitchNet™ は、 AS-Interface に直接接続可能な押ボタン、 表示灯等の制御ユニッ トの商標です。

SwitchNet™ は、 AS-Interface Ver2.1 に準拠しています。
1-9
章

第
1
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 1 章 概要

1-10
増設シ リ アル通信モジュールについて
増設シ リ アル通信モジュールは、 FC5A 形マイ クロスマート用の増設モジュールです。 CPU モ

ジュールへ増設シ リ アル通信モジュールを増設するこ とで、 マイ クロスマートの RS232C/RS485 シ

リ アル通信ポート を 大 5 ～ 7 ポートに拡張できます＊ 1。 増設シ リ アル通信モジュールは、 CPU
モジュールの右側に接続します。

例えば、 CPU モジュールに増設シ リ アル通信モジュールを増設するこ とによ り、 パソコンでマイク

ロスマートのメンテナンスを行いつつ、 プログラマブル表示器やバーコード リーダ、 各種測定器等
の通信機能を持つ多数の外部機器と同時に接続するよ うなシステム構築が可能とな り ます。

増設シ リ アル通信モジュールの詳細は、 「応用編　第 26 章　増設シ リ アル通信モジュール」 (26-1
頁 ) を参照してください。

増設 RS232C 通信モジュールの構成例

＊ 1 CPU モジュールが FC5A-C24R2 または FC5A-C24R2C の場合は、 増設シ リ アル通信モジュールを 3 台接続して

大 5、 ス リ ムタイプの場合は増設シ リ アル通信モジュールを 5 台接続して 大 7 ポートに通信ポート を拡張で

きます。 増設シ リ アル通信モジュールによ り拡張した通信ポート を 「増設通信ポート 」 と呼びます。
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編
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こ こ ではマイ ク ロスマー ト を構成するモジュール、 各部の名称、 仕様について説明し ま
す。
マイ ク ロスマー ト にはオールイ ンワン タ イプの CPU モジュール、 ス リムタ イプの CPU
モジュール、 増設入出力モジュール、 アナログ入出力モジュール、 など各種のモジュー
ルが用意されています。
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CPU モジュール ［オールイ ンワン タ イプ］

■ 名称と機能
2-1
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第 2 章 モジュール仕様

2-2
① 電源端子部

電源を CPU モジュールに供給するための端子です。

AC 電源タイプでは、 AC 電源 （100 ～ 240V） です。

DC12V 電源タイプでは、 DC 電源 （12V） です。

DC24V 電源タイプでは、 DC 電源 （24V） です。

② センサ用電源端子部

センサ用 （入力用電源と しても使用可） に DC 電源 （DC24V, 250mA） を供給する端子です。

CPU モジュール ［オールインワンタイプ］ の DC 電源タイプ （FC5A-C10R2C, FC5A-C16R2C, FC5A-

C24R2C, FC5A-C10R2D, FC5A-C16R2D, FC5A-C24R2D） には、 センサ用電源端子はあ り ません。

③ 入力端子部

押ボタンスイ ッチ、 リ ミ ッ ト スイ ッチなどの入力機器を接続する端子です。 CPU モジュールは DC
入力 （シンク / ソース共用） タイプです。

④ 出力端子部

電磁開閉器、 電磁バルブなどの出力機器を接続する端子です。 CPU モジュールはリ レー出力

（AC240V ： 2A, DC30V ： 2A） タ イプです。

⑤ 増設コネク タ

増設モジュールを接続します。

FC5A-C10R2x, FC5A-C16R2x, FC5A-C24R2D には増設コネクタはあ り ません。

⑥ 電源表示 LED （PWR）

CPU モジュールに電源が供給されている場合に点灯します。

⑦ 運転表示 LED （RUN）

CPU モジュールがプログラムを運転 （RUN） している場合に点灯します。

⑧ エラー表示 LED （ERR）

CPU モジュールにエラーが発生した場合に、 点灯します。

⑨ ステータ ス LED （STAT）

ユーザープログラムで点灯と消灯ができます。
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 2 章 モジュール仕様
第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2

⑩ 出力表示 LED

出力が ON した場合に、 該当する番号の LED が点灯します。

⑪ 入力表示 LED

入力が ON した場合に、 該当する番号の LED が点灯します。

⑫ ポー ト 1

ケーブルを取り付けて、 パソコンと リ ンク させるこ とができます。 WindLDR で作成したプログラ

ムを本体にダウンロードするこ とができます。

⑬ アナログボリ ウム

タイマなどを設定するボ リ ウムです。
10 点、 16 点タイプは 1 個、 24 点タイプは 2 個装備されています。

⑭ ポー ト 2 コネク タ

増設用の通信ボード （RS232 通信ボード、 RS485 通信ボード） を装着します。

⑮ カー ト リ ッ ジ コネク タ

メモ リ カート リ ッジおよび時計カート リ ッジを装着します。

⑯ 端子カバー

入力端子、 出力端子を保護するカバーです。 配線およびメンテナンスする場合はカバーを開けま
す。

⑰ 通信ポー ト カバー

アナログボ リ ウム、 ポート 1、 ポート 2 コネクタを保護するカバーです。 使用する場合はカバーを

開けます。

⑱ カー ト リ ッ ジカバー

メモ リ カート リ ッジおよび時計カート リ ッジを使用する場合は、 取り外します。

⑲ 増設コネク タ保護シール

増設コネクタを保護するシールです。 増設モジュールを接続する場合は、 シールをはがします。

⑳ フ ロン ト カバー

HMI コネクタ部を保護するカバーです。 HMI モジュールを接続する場合は、 取り外します。
2-3
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■ 一般仕様

形番
FC5A-C10R2

FC5A-C10R2C
FC5A-C10R2D

FC5A-C16R2
FC5A-C16R2C
FC5A-C16R2D

FC5A-C24R2
FC5A-C24R2C
FC5A-C24R2D

使用環境

動作周囲温度
（使用周囲温度）

0 ～ 55 ℃

使用相対湿度 10 ～ 95%　結露なきこ と

保存温度 -25 ～＋ 70 ℃ （ただし氷結しないこ と）

保存相対湿度 10 ～ 95%　結露なきこ と

汚染度 2 （IEC60664-1）

保護構造 IP20 （IEC60529）

耐腐食性 腐食性ガスなきこ と

標高 動作時 0 ～ 2,000m

輸送時 0 ～ 3,000m

耐振動性 DIN レール

取り付け

5 ～ 8.4Hz 片振幅 3.5mm

8.4 ～ 150Hz 加速度 9.8m/s2 （1G） XYZ 方向　 2 時間

（IEC61131-2）パネル
取り付け

耐衝撃性 147m/s2 （15G） 11ms　XYZ 各方向 3 回 （IEC61131-2）

耐静電気放電 接触 ±4kV、 気中 ±8kV （IEC61000-4-2）

AC 電源タ イプ電源仕様

形番 FC5A-C10R2 FC5A-C16R2 FC5A-C24R2

定格動作電圧 AC100 ～ 240V

電圧変動範囲 AC85 ～ 264V

定格周波数 50/60Hz （47 ～ 63Hz）

大入力電流 250mA （AC85V 時） 300mA （AC85V 時） 450mA （AC85V 時）

大消費電力 30VA＊ 1

（AC100V の場合 ：

20VA）

＊ 1 CPU モジュール （センサ電源 ： 250mA 使用） の値です。

31VA ＊ 1

（AC100V の場合 ：

22VA）

40VA＊ 2

（AC100V の場合 ：

33VA）

＊ 2 CPU モジュール （センサ電源 ： 250mA 使用） ＋入出力モジュール 4 台を使用した場合の値です。

許容瞬断時間 10ms 以上 （定格電源電圧時）

耐電圧 ①電源端子－ FG 間 ： AC1,500V 1 分間

②入出力端子－ FG 間 ： AC1,500V 1 分間

絶縁抵抗 ①電源端子－ FG 間 ： 10MΩ以上 （DC500V メガ）

②入出力端子－ FG 間 ： 10MΩ以上 （DC500V メガ）

耐 ノ イズ性
（ ノ イズシ ミ ュ レータ）

AC 供給電源端子 ： 1.5kV　 50ns ～ 1μs 直結結合による

入出力端子 ： 1.5kV　 50ns ～ 1μs カップ リ ングアダプタによる

電源突入電流 35A 以下 35A 以下 40A 以下

接地 D 種接地 （第 3 種接地）

接地線 UL1007 AWG16

電源供給線 UL1015 AWG22, UL1007 AWG18

誤接続の影響 逆極性 ： 問題なし

不適切な電圧、 周波数 ： 永久破壊の可能性あ り

不適切な電線の接続 ： 永久破壊の可能性あ り

質量 230g 250g 305g
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DC24V 電源タ イ プの電源仕様

形番 FC5A-C10R2C FC5A-C16R2C FC5A-C24R2C

定格動作電圧 DC24V

電圧変動範囲 DC20.4 ～ 28.8V

大入力電流 160mA （DC24V 時） 190mA （DC24V 時） 360mA （DC24V 時）＊ 1

＊ 1 CPU モジュール （DC24V 時） ＋入出力モジュール 4 台を使用した場合の値です。

大消費電力 3.9W 4.6W 8.7W ＊ 1

許容瞬断時間 10ms 以上 （定格電源電圧時）

耐電圧 ①電源端子－ FG 間 ： AC1,500V 1 分間

②入出力端子－ FG 間 ： AC1,500V 1 分間

絶縁抵抗 ①電源端子－ FG 間 ： 10MΩ以上 （DC500V メガ）

②入出力端子－ FG 間 ： 10MΩ以上 （DC500V メガ）

耐ノ イズ性
（ノ イズシ ミ ュ レータ）

DC 供給電源端子 ： 1.0kV　 50ns ～ 1μs 直結結合による

入出力端子 ： 1.5kV　 50ns ～ 1μs カップ リ ングアダプタによる

電源突入電流 35A 以下 35A 以下 40A 以下

接地 D 種接地 （第 3 種接地）

接地線 UL1007 AWG16

電源供給線 UL1015 AWG22, UL1007 AWG18

誤接続の影響 逆極性 ： 動作しない、 破壊は起きない

不適切な電圧、 周波数 ： 永久破壊の可能性あ り

不適切な電線の接続 ： 永久破壊の可能性あ り

質量 約 240g 約 260g 約 310g

DC12V 電源タ イ プの電源仕様

形番 FC5A-C10R2D FC5A-C16R2D FC5A-C24R2D

定格動作電圧 DC12V

電圧変動範囲 DC10.2 ～ 18.0V

大入力電流 270mA （DC10.2V 時） 330mA （DC10.2V 時） 410mA （DC10.2V 時）

大消費電力 2.8W 3.4W 4.2W

許容瞬断時間 10ms 以上 （定格電源電圧時）

耐電圧 ①電源端子－ FG 間 ： AC1500V 1 分間

②入出力端子－ FG 間 ： AC1500V 1 分間

絶縁抵抗 ①電源端子－ FG 間 ： 10MΩ以上 （DC500V メガ）

②入出力端子－ FG 間 ： 10MΩ以上 （DC500V メガ）

耐ノ イズ性
（ノ イズシ ミ ュ レータ）

IEC61131-2 ゾーン A 準拠

＊参考値 （ノ イズシ ミ ュレータ）

DC 供給電源端子 ： 1.0kV　 50ns ～ 1μs 直結結合による

入出力端子 ： 1.5kV　 50ns ～ 1μs カップ リ ングアダプタによる

電源突入電流 20A 以下

接地 D 種接地 （第 3 種接地）

接地線 UL1007 AWG16

電源供給線 UL1015 AWG22, UL1007 AWG18

誤接続の影響 逆極性 ： 動作しない、 破壊は起きない

不適切な電圧、 周波数 ： 永久破壊の可能性あ り

不適切な電線の接続 ： 永久破壊の可能性あ り

質量 約 240g 約 260g 約 310g
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■ 性能仕様

● CPU モジュールの性能

形番
FC5A-C10R2

FC5A-C10R2C
FC5A-C10R2D

FC5A-C16R2
FC5A-C16R2C
FC5A-C16R2D

FC5A-C24R2
FC5A-C24R2C
FC5A-C24R2D

プログラム容量＊ 1

＊ 1 1 ステップは 6 バイ トに相当します。

13,800 バイ ト

（2,300 ステップ相当）

27,000 バイ ト

（4,500 ステップ相当）

54,000 バイ ト

（9,000 ステップ相当）

I/O の増設 － － 4 モジュール＊ 2

＊ 2 FC5A-C24R2D は、 I/O の増設はできません

I/O 点数 入力 6 9 基本 14 増設 64 ＊ 2＊ 3

＊ 3 同時に ON できる 大出力リ レー点数
AC 電源タイプの場合 ： CPU モジュールを含めて 33 点
DC 電源タイプの場合 ： CPU モジュールを含めて 44 点

大出力リ レー点数を超えた場合、 出力リ レーを ON できない場合があ り ます。

出力 4 7 基本 10

ユーザープログラム
の保存

EEPROM （ダウンロード回数 ： 1 万回）

RAM バッ ク ア ッ プ

保持時間 約 30 日　 25 ℃　TYP （バッテ リ フル充電時）

バッ ク ア ッ プ対象 内部リ レー、 シフ ト レジスタ、 カウンタ、 データレジスタ

電池 リチウム二次電池

充電時間 0 ～ 90％までの充電必要時間約 15 時間

電池寿命 充電 9 時間、 放電 15 時間のモデルケースで 5 年

電池交換 不可

制御方式 ス ト アードプログラム方式

命令語

基本命令 42 種 42 種 42 種

演算命令 103 種 103 種 115 種

処理速度

基本命令実行時間 1.16ms/1000 ステップ

END 処理 0.64ms＊ 4

＊ 4 増設 I/O サービス、 カレンダタイマ処理、 データ リ ンク処理、 割り込み処理の時間は含みません。

内部リ レー 2,048 点

シフ ト レジス タ 128 点

データ レジス タ 2,000 点

加算 ・ 可逆カウン タ 256 点

タ イマ （1ms, 10ms, 
100ms, 1 秒）

256 点

入力フ ィ ルタ機能 0ms （入力フ ィルタなし）、 3 ～ 15ms （1ms 単位） で指定可

キャ ッ チ入力 / 割り込み入力

入力 4 点 （X2 ～ X5） 小ターンオンパルス幅 40μs

小ターンオフパルス幅 150μs
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形番
FC5A-C10R2

FC5A-C10R2C
FC5A-C10R2D

FC5A-C16R2
FC5A-C16R2C
FC5A-C16R2D

FC5A-C24R2
FC5A-C24R2C
FC5A-C24R2D

自己診断機能

キープデータチェッ ク WDT チェッ ク

ユーザープログラムサムチェッ ク （EEPROM） ユーザープログラムダウンロードチェ ッ ク

ユーザープログラムサムチェッ ク （RAM） 停電チェッ ク

タイマ / カウンタ設定値サムチェッ ク 時計エラーチェッ ク

ユーザープログラム文法チェッ ク データ リ ンク接続チェッ ク

ユーザープログラム実行チェッ ク I/O バスイニシャライズチェッ ク

高速カウン タ

大計数周波数
および点数

合計 4 点 1 相 2 相共用 50kHz （1 点）

1 相専用 5kHz （3 点）

カウン ト 範囲 0 ～ 65535 （16 ビッ ト ）

動作モー ド ロータ リーエンコーダモード、 加算カウンタモード

センサ用外部出力電源 （DC 電源タ イプにはセンサ用外部出力電源はあ り ません）

出力電圧 / 電流 24V （＋ 10％, -15％） /250mA

オーバーロー ド検出 不可

絶縁 内部回路

アナログボ リ ウム

点数 1 点 1 点 2 点

範囲 0 ～ 255

運転、 停止の方法

電源の ON/OFF 特殊内部リ レー （M8000） の操作

WindLDR の RUN/STOP コマンド 設定した入力をス ト ップ、 リセッ ト入力端子での
操作

停止、 リ セ ッ ト 、 再始動後の状態

状態 出力 内部リ レー / シフ ト レジス タ / カウン タ / データ

レジス タ

TIM 計数値

ス ター ト 時キープ設定
エ リ ア

ス ター ト 時ク リ ア設定
エ リ ア

運転中 プログラ

ム動作＊ 1
プログラム動作＊ 1 プログラム動作＊ 1 プログラム動作＊ 1

リ セ ッ ト
中

オフ ゼロク リ ア ゼロ ク リ ア ゼロク リ ア

ス ト ッ プ
中

オフ 状態保持 状態保持 状態保持

停止→運
転時

状態保持 状態保持 オフ 初期化

＊ 1 プログラム動作 ： ユーザープログラムに従った動作の事を意味します。
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形番
FC5A-C10R2

FC5A-C10R2C
FC5A-C10R2D

FC5A-C16R2
FC5A-C16R2C
FC5A-C16R2D

FC5A-C24R2
FC5A-C24R2C
FC5A-C24R2D

通信機能

ポー ト 1 電気的特性 EIA　RS232C

大通信速
度

57600bps

通信機能 メ ンテナンス通信、 ユーザー通信、 Modbus 通信

大ケーブ
ル長

専用ケーブル （「付録　各種ケーブル」　（付録 -24 頁） 参照）

内部回路と
の絶縁

非絶縁

ポー ト 2 （オプシ ョ ン）
＊ 1 接続可能

＊ 1 ポート 2 に接続可能な通信ボードには以下のモジュールがあ り ます。

○ ○ ○

メ モ リ カー ト リ ッ ジ （オプシ ョ ン）

種類 EEPROM

アクセス可
能な容量

32KB 13,800 バイ ト使用 27,000 バイ ト使用 30,000 バイ ト使用

64KB 13,800 バイ ト使用 27,000 バイ ト使用 54,000 バイ ト使用

128KB 13,800 バイ ト使用 27,000 バイ ト使用 54,000 バイ ト使用

書込ハー ド ウ ェ ア CPU モジュール

書込ソ フ ト ウ ェ ア WindLDR

書込プログラム数 メモ リ カート リ ッジ 1 個に対しユーザープログラム 1 本

動作 メモ リ カート リ ッジ装着時、 メモ リ カート リ ッジ内のプログラムが優先
して実行される
メモ リ カート リ ッジダウンロード機能によ り本体内蔵の EEPROM にユー

ザープログラムのダウンロードが可能
メモ リ カート リ ッジアップロード機能によ り本体内蔵の EEPROM から

ユーザープログラムのアップロードが可能

時計機能 （オプシ ョ ン）

精度 ±30 秒 / 月 （25 ℃ TYP）

バッ ク ア ッ プ時計 約 30 日 25 ℃ TYP （バッテ リ フル充電時）

電池 リチウム二次電池

充電時間 0 ～ 90％までの充電必要時間約 10 時間

電池寿命
（充放電サイ クル）

放電深度 10％で約 100 回

電池交換 不可

HMI モジュール （オプシ ョ ン）

定格電圧 DC5V （本体よ り供給）

質量 20g

形番 FC4A-PC1 FC4A-PC2 FC4A-PC3

電気的特性 EIA　RS232C EIA　RS485 EIA　RS485

大通信速度 57600bps 57600bps 57600bps

メ ンテナンス通信 ○ ○ ○

ユーザー通信 ○ － ○

データ リ ン ク － － ○

Modbus 通信 ○ － ○

モデム通信 ○ － －

大ケーブル長 専用ケーブル＊ 1
専用ケーブル＊ 1 200m

内部回路との絶縁 非絶縁
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 2 章 モジュール仕様
第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2

● DC 入力仕様 （AC 電源タ イプ、 DC24V 電源タ イプ）

ケーブル
（RS232C/
RS485）

推奨ケーブル 専用ケーブル＊ 1 専用ケーブル＊ 1 0.3mm² シールド付きツイ

ス トペア線

導体抵抗 － 85Ω/km 以下

シールド抵抗 20Ω/km 以下

＊ 1 「付録　各種ケーブル」　（付録 -24 頁） を参照してください。

形番
FC5A-C10R2

FC5A-C10R2C
FC5A-C16R2

FC5A-C16R2C
FC5A-C24R2

FC5A-C24R2C

定格入力電圧 DC24V シンク 　 ソース共用

入力電圧範囲 DC20.4 ～ 28.8V

定格入力電流 X0, X1 6.4mA

X2 ～ X7,
X10 ～ X15

7mA/1 点 （DC24V 時）

端子配列 端子配列仕様参照 （2-16 頁、 2-17 頁）

入力イ ンピーダン
ス

X0, X1 3.7kΩ

X2 ～ X7,
X10 ～ X15

3.4kΩ

入力遅
延時間

OFF →
ON

X0, X1 2μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

X2 ～ X5 35μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

X6, X7, 
X10 ～ X15

40μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

ON →
OFF

X0, X1 16μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

X2 ～ X5 150μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

X6, X7, 
X10 ～ X15

150μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

入力点数 6 点 /1 コモン 9 点 /1 コモン 14 点 /1 コモン

絶縁 入力端子間 非絶縁

内部回路 フォ ト カプラ絶縁

入力タ イ プ Type1 （IEC61131）

入出力相互接続のための外部負荷 不要

信号判定の方法 スタティ ッ ク

入力誤接続の影響 シンク接続、 またはソース接続が可能です。
ただし、 入力電圧範囲を超える高い電圧が印加された場合に
は、 永久破壊の可能性があ り ます。

耐電磁環境性に対応し たケーブル長 3m

形番 FC4A-PC1 FC4A-PC2 FC4A-PC3
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動作範囲について

Type1 （IEC61131-2） の入力モジュールの動作範囲は、 次のとおりです。

入力等価回路

I/O 使用率

45 ℃以上の動作周囲温度で使用時は、 下図にしたがって入力電圧と I/O 使用率 （a％） を軽減して

ください。
この図は、 正常設置状態での温度条件です。

正常設置

I/O 使用率 （＝ a％）

FC5A-C10R2
FC5A-C10R2C

X0 ～ X5 動作周囲温度 55 ℃、 入力電圧 28.8V の条件で入力が 100% 使用でき

ます。

Y0 ～ Y3 動作周囲温度 55 ℃、 入力電圧 28.8V の条件で出力が 100% 使用でき

ます。
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動作周囲温度が 35 ℃以下の場合には上向き、 40 ℃以下の場合には横向きに取り付けるこ とができ

ます。

● リ レー出力仕様 （AC 電源タ イプ、 DC24V 電源タ イプ）

FC5A-C16R2
FC5A-C16R2C

X0 ～ X7
X10

上記のグラフの条件にしたがって入力の使用率 （ON 状態） を a% 以

下にして ください。＊ 1

Y0 ～ Y6 上記のグラフの条件にしたがって出力の使用率 （ON 状態） を a% 以

下にして ください。 ＊ 1

FC5A-C24R2
FC5A-C24R2C

X0 ～ X7
X10 ～ X15

上記のグラフの条件にしたがって入力の使用率 （ON 状態） を a% 以

下にして ください。 ＊ 1

Y0 ～ Y7
Y10 ～ Y11

上記のグラフの条件にしたがって出力の使用率 （ON 状態） を a% 以

下にして ください。 ＊ 1

＊ 1 入力と出力の使用率は、 各々 a% 以下にしてください。

形番
FC5A-C10R2

FC5A-C10R2C
FC5A-C16R2

FC5A-C16R2C
FC5A-C24R2

FC5A-C24R2C

出力点数 4 点 7 点 10 点

1 コ モンあた り

の出力点数

COM0 3 点 4 点 4 点

COM1 1 点 2 点 4 点

COM2 － 1 点 1 点

COM3 － － 1 点

端子配列 端子配列仕様参照 （2-16 頁）

出力の形式 1a 接点

大負荷電流＊ 1

＊ 1 抵抗負荷時および誘導負荷時の値です。

1 点 2A 以下

1 コ モン 8A 以下

小開閉負荷 1mA/DC5V （参考値）

初期接触抵抗 30mΩ以下

電気的寿命 10 万回以上 （定格負荷 1,800 回 / 時）

機械的寿命 2,000 万回以上 （無負荷 18,000 回 / 時）

定格負荷電流＊ 1 AC240V　 2A、 DC30V　 2A

耐電圧 出力端子－ FG AC1,500V　 1 分間

出力端子－内部回路 AC1,500V　 1 分間

出力端子間 （COM 間） AC1,500V　 1 分間

I/O 使用率 （＝ a％）
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出力の遅延について
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● DC 入力仕様 （DC12V 電源タ イプ）

動作範囲について

Type1 （IEC61131-2） の入力モジュールの動作範囲は、 次のとおりです。

形番 FC5A-C10R2D FC5A-C16R2D FC5A-C24R2D

定格入力電圧 DC12V シンク 　 ソース共用

入力電圧範囲 DC10.2 ～ 18.0V

定格入力電流 X0, X1 6mA/1 点 （DC12V 時）

X2 ～ X7,
X10 ～ X15

6mA/1 点 （DC12V 時）

端子配列 端子配列仕様参照 （2-18 頁）

入力イ ンピーダンス X0, X1 1.8kΩ

X2 ～ X7,
X10 ～ X15

2.0kΩ

入力遅延
時間

OFF →
ON

X0, X1 2μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

X2 ～ X5 35μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

X6, X7, 
X10 ～ X15

40μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

ON →
OFF

X0, X1 16μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

X2 ～ X5 150μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

X6, X7, 
X10 ～ X15

150μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

入力点数 6 点 /1 コモン 9 点 /1 コモン 14 点 /1 コモン

絶縁 入力端子間 非絶縁

内部回路 フォ ト カプラ絶縁

入力タ イ プ Type1 （IEC61131-2）

入出力相互接続のための外部負荷 不要

信号判定の方法 スタティ ッ ク

入力誤接続の影響 シンク接続、 またはソース接続が可能です。
ただし、 入力電圧範囲を超える高い電圧が印加された場合には、
永久破壊の可能性があ り ます。

耐電磁環境性に対応し たケーブル長 3m
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入力等価回路

動作周囲温度が 35 ℃以下の場合には上向き、 40 ℃以下の場合には横向きに取り付けるこ とができ

ます。

I/O 使用率

正常設置状態の場合は、 動作周囲温度 55 ℃で入出力が 100％使用できます。
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● リ レー出力仕様 （DC12V 電源タ イプ）

出力の遅延について

形番 FC5A-C10R2D FC5A-C16R2D FC5A-C24R2D

出力点数 4 点 7 点 10 点

1 コ モンあた り

の出力点数

COM0 3 点 4 点 4 点

COM1 1 点 2 点 4 点

COM2 － 1 点 1 点

COM3 － － 1 点

端子配列 端子配列仕様参照 （2-18 頁）

出力の形式 1a 接点

大負荷電流＊ 1

＊ 1 抵抗負荷時および誘導負荷時の値です。

1 点 2A 以下

1 コ モン 8A 以下

小開閉負荷 1mA/DC5V （参考値）

初期接触抵抗 30mΩ以下

電気的寿命 10 万回以上 （定格負荷 1,800 回 / 時）

機械的寿命 2,000 万回以上 （無負荷 18,000 回 / 時）

定格負荷電流＊ 1 AC240V　 2A、 DC30V　 2A

耐電圧 出力端子－ FG AC500V　 1 分間

出力端子－内部回路 AC1,500V　 1 分間

出力端子間 （COM 間） AC1,500V　 1 分間
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■ 端子配列

● FC5A-C10R2

● FC5A-C16R2

● FC5A-C24R2
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● FC5A-C10R2C

● FC5A-C16R2C

● FC5A-C24R2C
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● FC5A-C10R2D

● FC5A-C16R2D

● FC5A-C24R2D
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■ 入出力配線

配線の注意事項については 3-17 頁、 3-19 頁を参照してください。

● AC 電源タ イプ

● DC24V 電源タ イプ

● DC12V 電源タ イプ
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CPU モジュール ［ス リムタ イプ］

■ 名称と機能
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① 電源端子部

電源を CPU モジュールに供給する端子です。 仕様は DC 電源 （24V） です。

② 入出力部

入出力機器を接続する端子です。 リ レー出力仕様は着脱式端子台です。 ト ランジスタ出力仕様は
MIL コネクタです。

③ 増設コネク タ

増設モジュールを接続します。

④ 電源表示 LED （PWR）

CPU モジュールに電源が供給されている場合に点灯します。

⑤ 運転表示 LED （RUN）

CPU モジュールがプログラムを運転 （RUN） している場合に点灯します。

⑥ エラー表示 LED （ERR）

CPU モジュールにエラーが発生した場合に点灯します。

⑦ ステータ ス LED （STAT）

ユーザープログラムで点灯と消灯ができます。

⑧ 入力表示 LED

入力が ON した場合に、 該当する番号の LED が点灯します。

⑨ 出力表示 LED

出力が ON した場合に、 該当する番号の LED が点灯します。

⑩ ポー ト 1

ケーブルを取り付けて、 パソコンと接続させるこ とができます。 WindLDR で作成したプログラム

を本体にダウンロードするこ とができます。

⑪ アナログボリ ウム

アナログタイマなどを設定するボ リ ウムです。

⑫ アナログ入力

コネク タ接続によるアナログ入力部です。

⑬ カー ト リ ッ ジ コネク タ 1

時計カート リ ッジまたはメモ リ カート リ ッジを装着します。

⑭ カー ト リ ッ ジ コネク タ 2

時計カート リ ッジまたはメモ リ カート リ ッジを装着します。

⑮ 拡張コネク タ

通信拡張モジュールまたは HMI ベースモジュールと接続します。

⑯ 通信ポー ト カバー

アナログボ リ ウム、 アナログ入力、 ポート 1、 カート リ ッジコネクタを保護するカバーです。 使用

する場合はカバーを開けます。

⑰ カー ト リ ッ ジカバー

メモ リ カート リ ッジおよび時計カート リ ッジを使用する場合は、 取り外します。

⑱ 増設コネク タ保護シール

増設コネクタを保護するカバーです。 増設モジュールを接続する場合は、 シールをはがします。
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■ 一般仕様

形番
FC5A-D16RK1
FC5A-D16RS1

FC5A-D32K3
FC5A-D32S3

使用環境

動作周囲温度
（使用周囲温度）

0 ～ 55 ℃

保存温度 -25 ～＋ 70 ℃ （ただし氷結しないこ と）

相対湿度 10 ～ 95%　結露なきこ と

汚染度 2 （IEC60664-1）

保護構造 IP20 （IEC60529）

耐腐食性 腐食性ガスなきこ と

標高 動作時 0 ～ 2,000m

輸送時 0 ～ 3,000m

耐振動性 DIN レール

取り付け

5 ～ 8.4Hz 片振幅 3.5mm

8.4 ～ 150Hz 加速度 9.8m/s2 （1G） XYZ 方向　 2 時間

（IEC61131-2）パネル
取り付け

耐衝撃性 147m/s2 （15G） 11ms　XYZ 各方向 3 回 （IEC61131-2）

耐静電気放電 接触 ±4kV、 気中 ±8kV （IEC61000-4-2）

電源仕様

定格動作電圧 DC24V

電圧変動範囲 DC20.4 ～ 26.4V （ リ ップルを含む）

大入力電流 0.7A （DC26.4V） 0.7A （DC26.4V）

大消費電力＊ 1 ＊ 2

＊ 1 CPU モジュール＋入出力モジュール 7 台＋増設拡張モジュール＋入出力モジュール 8 台を使用した場合
の値です。

＊ 2 CPU モジュール単体の場合、 FC5A-D16x1 は 3.0W  (125mA at DC24V)、 FC5A-D32x3 は 3.4W (140mA at 
DC24V) が 大消費電力とな り ます。

19W （DC26.4V） 19W （DC26.4V）

許容瞬断時間 10ms 以上 （DC24V）

耐電圧 ①電源端子－ FG 間 ： AC500V　 　 1 分間

②入出力端子－ FG 間 ： AC500V　 　 1 分間

絶縁抵抗 ①電源端子－ FG 間 ： 10MΩ以上 （DC500V メガ）

②入出力端子－ FG 間 ： 10MΩ以上 （DC500V メガ）

耐ノ イズ性
（ノ イズシ ミ ュ レータ）

DC 供給電源端子 ： 1.0kV　 50ns ～ 1μs 直結結合による

入出力端子 ： 1.5kV　 50ns ～ 1μs カップ リ ングアダプタによる

電源突入電流 50A 以下 （DC24V）

接地 D 種接地 （第 3 種接地）

接地線 UL1015 AWG22, UL1007 AWG18

電源供給線 UL1015 AWG22, UL1007 AWG18

誤接続の影響 逆極性 ： 動作しない、 破壊は起きない

不適切な電圧、 周波数 ： 永久破壊の可能性あ り

不適切な電線の接続 ： 永久破壊の可能性あ り

質量 約 230g 約 190g
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■ 性能仕様

● CPU モジュールの性能

形番
FC5A-D16RK1
FC5A-D16RS1

FC5A-D32K3
FC5A-D32S3

プログラム容量＊ 1

＊ 1 1 ステップは、 6 バイ トに相当します。

62,400 バイ ト （10,400 ステップ相当）

I/O の増設 7 モジュール

拡張増設 8 モジュール

I/O 点数 入力 基本 8 基本増設 224＊ 2

拡張増設 256＊ 3

＊ 2 基本増設と CPU モジュールで合計 54 点までの出力リ レーを同時に ON できます。

＊ 3 増設拡張内で 54 点までの出力リ レーを同時に ON できます。
大出力リ レー点数を超えた場合、 出力リ レーを ON できない場合があ り ます。

基本 16 基本増設 224 ＊ 2

拡張増設 256 ＊ 3出力 基本 8 基本 16

ユーザープログラムの保存 EEPROM （ダウンロード回数 ： 1 万回）

RAM バッ ク ア ッ プ

保持時間 約 30 日　 25 ℃　TYP （バッテ リ フル充電時）

バッ ク ア ッ プ対象 内部リ レー、 シフ ト レジスタ、 カウンタ、 データレジスタ、 拡張
データレジスタ

電池 リチウム二次電池

充電時間 0 ～ 90％までの充電必要時間約 15 時間

電池寿命 充電 9 時間、 放電 15 時間のモデルケースで 5 年

電池交換 不可

制御方式 ス ト アードプログラム方式

命令語

基本命令 42 種 42 種

演算命令 126 種 130 種

処理速度

基本命令実行時間 83μs/1000 ステップ

END 処理 0.35ms＊ 4

＊ 4 増設 I/O サービス、 カレンダタイマ処理、 データ リ ンク処理、 割り込み処理の時間は含みません。

内部リ レー 2,048 点

シフ ト レジス タ 256 点

データ レジス タ 42,000 点＊ 5

＊ 5 42,000 点のうち、 D10000 ～ D49999 は RUN 中ダウンロード との機能選択によ り通常のデータレジスタ
と して使用できます。

拡張データ レジス タ 6,000 点

加算 ・ 可逆カウン タ 256 点

タ イマ （1ms, 10ms, 100ms, 1
秒）

256 点

入力フ ィ ルタ機能 0ms （入力フ ィルタなし）、 3 ～ 15ms （1ms 単位） で指定可

キャ ッ チ入力 / 割り込み入力

入力 4 点 小ターンオンパルス幅 40μs （X2, X5） / 5μs （X3, X4）

小ターンオフパルス幅 150μs （X2, X5） / 5μs （X3, X4）
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形番
FC5A-D16RK1
FC5A-D16RS1

FC5A-D32K3
FC5A-D32S3

自己診断機能

キープデータチェッ ク WDT チェッ ク

ユーザープログラムサムチェッ ク
（EEPROM）

ユーザープログラムダウンロードチェ ッ ク

ユーザープログラムサムチェッ ク
（RAM）

停電チェッ ク

タイマ / カウンタ設定値サムチェッ ク 時計エラーチェッ ク

ユーザープログラム文法チェッ ク データ リ ンク接続チェッ ク

ユーザープログラム実行チェッ ク I/O バスイニシャライズチェッ ク

高速カウン タ

大計数周波数 合計 4 点 1 相 2 相共用 100kHz （2 点）

1 相専用 100kHz （2 点）

カウン ト 範囲 0 ～ 4294967295 （32 ビッ ト ）

動作モー ド ロータ リーエンコーダモード、 加算カウンタモード

パルス出力

点数 2 点 3 点

大出力周波数 100kHz

アナログボ リ ウム

点数 1 点

範囲 0 ～ 255

アナログ入力

点数 1 点

入力範囲 DC0 ～ 10V

入力
イ ンピーダンス

約 100kΩ

デジ タル分解能 0 ～ 255 （8 ビッ ト ）

運転、 停止の方法

電源の ON/OFF 特殊内部リ レー （M8000） の操作

WindLDR の RUN/STOP コマンド 設定した入力をス ト ップ、 リセッ ト入力端子での操作

停止、 リ セ ッ ト 、 再始動後の状態

状態 出力 内部リ レー / シフ ト レジス タ / カウン タ

/ データ レジス タ / 拡張データ レジス タ

TIM 計数値

ス ター ト 時キープ
設定エ リ ア

ス ター ト 時ク リ ア
設定エ リ ア

運転中 プログラム動作＊ 1
プログラム動作＊ 1 プログラム動作＊ 1 プログラム動作＊ 1

リ セ ッ ト 中 オフ ゼロ ク リ ア ゼロク リ ア ゼロ ク リ ア

ス ト ッ プ中 オフ 状態保持 状態保持 状態保持

停止→運転時 状態保持 状態保持 オフ 初期化

＊ 1 プログラム動作 ： ユーザープログラムに従った動作を意味します。
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形番
FC5A-D16RK1
FC5A-D16RS1

FC5A-D32K3
FC5A-D32S3

通信機能

ポー ト 1 電気的特性 EIA　RS232C

大通信速度 57600bps

通信機能 メ ンテナンス通信、 ユーザー通信、 Modbus 通信

大ケーブル長 専用ケーブル （「付録　各種ケーブル」　（付録 -24 頁） 参照）

内部回路との絶縁 非絶縁

ポー ト 2 （オプシ ョ ン）＊ 1

接続可能

＊ 1 ポート 2 に接続可能な通信ボードには以下のモジュールがあ り ます。

○ ○

メ モ リ カー ト リ ッ ジ （オプシ ョ ン）

種類 EEPROM

ア クセ
ス可能
な容量

32KB 30,000 バイ ト使用 30,000 バイ ト使用

64KB 62,400 バイ ト使用 62,400 バイ ト使用

128KB 62,400 バイ ト使用 62,400 バイ ト使用

書込ハー ド ウ ェ ア CPU モジュール

書込ソ フ ト ウ ェ ア WindLDR

書込プログラム数 メモ リ カート リ ッジ 1 個に対しユーザープログラム 1 本

動作 メモ リ カート リ ッジ装着時、 メモ リ カート リ ッジ内のプログラムが優
先して実行される
メモ リ カート リ ッジダウンロード機能によ り本体内蔵の EEPROM に

ユーザープログラムのダウンロードが可能
メモ リ カート リ ッジアップロード機能によ り本体内蔵の EEPROM か

らユーザープログラムのアップロードが可能

時計機能 （オプシ ョ ン）

精度 ±30 秒 / 月 （25 ℃ TYP）

バッ ク ア ッ プ時計 約 30 日 25 ℃ TYP （バッテ リ フル充電時）

電池 リチウム二次電池

充電時間 0 ～ 90％までの充電必要時間約 10 時間

電池寿命
（充放電サイ クル）

放電深度 10％で約 100 回

電池交換 不可

HMI モジュール （オプシ ョ ン）

定格電圧 DC5V （本体よ り供給）

質量 20g

FC4A-HPC1
FC4A-HPH1 ＋

FC4A-PC1

FC4A-HPC2
FC4A-HPH1 ＋

FC4A-PC2

FC4A-HPC3
FC4A-HPH1 ＋

FC4A-PC3

電気的特性 EIA　RS232C EIA　RS485 EIA　RS485

大通信速度 57600bps 57600bps 57600bps

メ ンテナンス通信 ○ ○ ○

ユーザー通信 ○ ○ ○

データ リ ン ク － ○ ○

Modbus ASCII/RTU 通信 ○ ○ ○

Modbus TCP 通信 ○ ○ ○

モデム通信 ○ － －

大ケーブル長 専用ケーブル＊ 1
専用ケーブル＊ 1 200m

内部回路との絶縁 非絶縁
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● DC 入力仕様 （ス リムタ イプ）

ケーブル
（RS232C
・ RS485）

推奨ケーブル 専用ケーブル＊ 1 専用ケーブル＊ 1 0.3mm² シールド付き

ツイス トペア線

導体抵抗 － 85Ω/km 以

シール ド抵抗 20Ω/km 以下

＊ 1 「付録　各種ケーブル」　（付録 -24 頁） を参照して ください。

形番
FC5A-D16RK1
FC5A-D16RS1

FC5A-D32K3
FC5A-D32S3

定格入力電圧 DC24V シンク 　 ソース共用

入力電圧範囲 DC20.4 ～ 28.8V

定格入力電流 X0, X1, X3, 
X4, X6, X7

4.5mA/1 点 （DC24V 時）

X2, X5, 
X10 ～ X17

7mA/1 点 （DC24V 時）

端子配列 端子配列仕様参照 （2-31 頁、 2-32 頁）

入力
イ ンピーダンス

X0, X1, X3, 
X4, X6, X7

4.9kΩ

X2, X5, 
X10 ～ X17

3.4kΩ

入力遅延
時間

OFF →
ON

X0, X1, X3, 
X4, X6, X7

5μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

X2, X5 35μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

X10 ～ X17 40μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

ON →
OFF

X0, X1, X3, 
X4, X6, X7

5μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

X2, X5 150μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

X10 ～ X17 150μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

コネク タ 種類 （基板側） MC1.5/13-G-3.81BK
フェニッ クスコンタ ク ト

FL26A2MA
沖電線

挿抜回数 100 回以上

入力点数 8 点 /1 コモン 16 点 （8 点 /1 コモン）

絶縁 入力端子間 非絶縁

内部回路 フォ ト カプラ絶縁

入力タ イプ Type1 （IEC61131）

入出力相互接続のための外部負荷 不要

信号判定の方法 スタティ ッ ク

入力誤接続の影響 シンク接続、 またはソース接続が可能です。
ただし、 入力電圧範囲を超える高い電圧が印加された場合には、
永久破壊の可能性があ り ます。

耐電磁環境性に対応し たケーブル長 3m

FC4A-HPC1
FC4A-HPH1 ＋

FC4A-PC1

FC4A-HPC2
FC4A-HPH1 ＋

FC4A-PC2

FC4A-HPC3
FC4A-HPH1 ＋

FC4A-PC3
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動作範囲について

Type1 （IEC61131-2） の入力モジュールの動作範囲は、 次のとおりです。

入力等価回路

I/O 使用率

40 ℃以上の動作周囲温度で使用時は、 下図にしたがって入力電圧と I/O 使用率 （a％） を軽減して

ください。 この図は、 正常設置状態での温度条件です。

正常設置
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I/O 使用率 （＝ a％）

FC5A-D16RK1
FC5A-D16RS1

X0 ～ X7 上記のグラフの条件にしたがって入力の使用率 （ON 状態） を a%

以下にして ください。＊ 1

＊ 1 入力と出力の使用率は、 各々 a% 以下にして ください。

Y0 ～ Y7 上記のグラフの条件にしたがって出力の使用率 （ON 状態） を a%

以下にして ください。 ＊ 1

FC5A-D32K3
FC5A-D32S3

C
N
1

X0 ～ X7 上記のグラフの条件にしたがって入力の使用率 （ON 状態） を a%

以下にして ください。 ＊ 1＊ 2

＊ 2 コネク タ CN1 および CN2 の入力の使用率は、 各々 a% 以下にしてください。

Y0 ～ Y7 上記のグラフの条件にしたがって出力の使用率 （ON 状態） を a%

以下にして ください。 ＊ 1＊ 3

＊ 3 コネク タ CN1 および CN2 の出力の使用率は、 各々 a% 以下にしてください。

C
N
2

X10 ～ X17 上記のグラフの条件にしたがって入力の使用率 （ON 状態） を a%

以下にして ください。 ＊ 1 ＊ 2

Y10 ～ Y17 上記のグラフの条件にしたがって出力の使用率 （ON 状態） を a%

以下にして ください。 ＊ 1 ＊ 3
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● リ レー出力仕様

出力の遅延について

形番 FC5A-D16RK1 FC5A-D16RS1

出力点数 8 点

1 コ モンあた り

の出力点数

COM0 2 点 （ ト ランジスタ出力）

COM1 3 点

COM2 2 点

COM3 1 点

端子配列 端子配列仕様参照 （2-31 頁、 2-32 頁）

出力の形式 1a 接点

大負荷電流＊ 1

＊ 1 抵抗負荷時および誘導負荷時の値です。

1 点 2A 以下

1 コ モン 8A 以下

小開閉負荷 1mA/DC5V （参考値）

初期接触抵抗 30mΩ以下

電気的寿命 10 万回以上 （定格負荷 1800 回 / 時）

機械的寿命 2,000 万回以上 （無負荷 18000 回 / 時）

定格負荷電流＊ 1 AC240V　 2A、 DC30V　 2A

耐電圧 出力端子－ FG AC1,500V　 1 分間

出力端子－内部回路 AC1,500V　 1 分間

出力端子間 （COM 間） AC1,500V　 1 分間

コネク タ 種類 （基板側） MC1.5/16-G-3.81BK （フェニッ クスコンタ ク ト ）

100 回以上挿抜回数
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● ト ラ ンジス タ出力仕様

出力等価回路について

形番
FC5A-D16RK1
FC5A-D16RS1

FC5A-D32K3
FC5A-D32S3

出力形式 ト ラ ンジス タ シン ク出力 FC5A-D16RK1 FC5A-D32K3

ト ラ ンジス タ ソース出力 FC5A-D16RS1 FC5A-D32S3

出力点数 2 点 （2 点 /1 コモン） 16 点 （8 点 /1 コモン）

定格負荷電圧 DC24V

使用入力電圧範囲 DC20.4 ～ 28.8V

端子配列 端子配列仕様参照 （2-31 頁、 2-32 頁、 2-33 頁、 2-34 頁）

大負荷電流 1 点 0.3A 以下

1 コ モン 1A 以下

電圧降下 （ON 電圧） 1V 以下 ON 時の COM- 出力端子間電圧

大突入電流 1A

漏れ電流 0.1mA 以下

ク ラ ンプ電圧 39V±1V

大ラ ンプ負荷 8W

誘導負荷 L/R ＝ 10ms （DC28.8V 1Hz）

外部消費電流 100mA 以下 DC24V （＋ V 端子供給電源 （ソース時は -V））

絶縁 出力端子－内部回路 フォ ト カプラ絶縁

出力端子間 非絶縁

コネク タ 種類 （基盤側） MC1.5/16-G-3.81BK
フェニッ クスコンタ ク ト

FL26A2MA
沖電線

挿抜回数 100 回以上

出力遅延
時間

OFF → ON Y0, Y1 ： 5μs 以下 Y0 ～ Y2 ： 5μs 以下

Y3 ～ Y7, Y10 ～ Y17 ：

300μs 以下

ON → OFF Y0, Y1 ： 5μs 以下 Y0 ～ Y2 ： 5μs 以下

Y3 ～ Y7, Y10 ～ Y17 ：

300μs 以下
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■ 端子配列

● FC5A-D16RK1

5 本の COM は、 モジュール内で接続されています。

COM, COM （－） , COM1, COM2, COM3 は、 お互いに独立し

ています。

配線の注意事項については 3-17 頁、 3-19 頁を参照してくださ

い。

Y0 と Y1 はト ランジスタシンク出力です。

Y2 ～ Y7 はリ レー出力です。

下図では Y2 ～ Y4 が DC 接続、 Y5, Y6 および Y7 が AC 接続

の例を示しています。

端子台タ イ プ 左側適合端子台 ： FC5A-PMT13P

右側適合端子台 ： FC4A-PMTK16P
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● FC5A-D16RS1

5 本の COM は、 モジュール内で接続されています。

COM, COM （＋） , COM1, COM2, COM3 は、 お互いに独立して

います。

配線の注意事項については 3-17 頁、 3-19 頁を参照してください。

Y0 と Y1 はト ランジスタ ソース出力です。

Y2 ～ Y7 はリ レー出力です。

下図では Y2 ～ Y4 が DC 接続、 Y5, Y6 および Y7 が AC 接続の

例を示しています。

端子台タ イプ 左側適合端子台 ： FC5A-PMT13P

右側適合端子台 ： FC4A-PMTS16P
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● FC5A-D32K3

コネクタ CN1, CN2 は、 COM がお互いに独立しています。

2 本の＋ V は、 モジュール内で接続されています。

3 本の COM （－） は、 モジュール内で接続されています。

COM と COM （－） はお互いに独立しています。

配線の注意事項については 3-17 頁、 3-19 頁を参照して くださ

い。

コネクタケーブルについては、 付録 -28 頁を参照して ください。

コネク タ タ イプ 適合コネクタ ： FC4A-PMC26P
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● FC5A-D32S3

コネクタ CN1, CN2 は、 COM がお互いに独立しています。

2 本の－ V は、 モジュール内で接続されています。

3 本の COM （＋） は、 モジュール内で接続されています。

COM と COM （＋） はお互いに独立しています。

配線の注意事項については 3-17 頁、 3-19 頁を参照してください。

コネクタケーブルについては、 付録 -28 頁を参照してください。

コネク タ タ イ プ 適合コネクタ ： FC4A-PMC26P
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CPU モジュール ［ス リムタ イプ Web サーバー］

■ 名称と機能
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(1) 電源端子部

電源を CPU モジュールに供給する端子です。 仕様は DC 電源 （24V） です。

(2) I/O 端子台

入力機器、 出力機器を接続する端子です。

(3) 増設コネク タ

増設モジュールを接続します。

(4) 電源表示 LED （PWR）

CPU モジュールに電源が供給されている場合に点灯します。

(5) 運転表示 LED （RUN）

CPU モジュールがプログラムを運転 （RUN） している場合に点灯します。

(6) エラー表示 LED （ERR）

CPU モジュールにエラーが発生した場合に点灯します。

(7) ステータ ス LED （STAT）

ユーザープログラムで点灯と消灯ができます。

(8) 入力表示 LED

入力が ON した場合に、 該当する番号の LED が点灯します。

(9) 出力表示 LED

出力が ON した場合に、 該当する番号の LED が点灯します。

(10) USB ポー ト  

USB ケーブルを取り付けて、 パソコンと接続させるこ とができます。 WindLDR で作成したプログ

ラムを本体にダウンロードするこ とができます。

(11) Ethernet ポー ト

LAN ケーブルを取り付けて、 パソコン、 他 PLC と通信するこ とができます。

(12) Link LED （橙色）

本ユニッ ト と他の端末が LAN ケーブルで接続されている時に、 LED が点灯します。

(13) Network LED （緑色）

CPU モジュールが Ethernet ポートからデータを送受信した場合に、 LED が点滅します。

(14) アナログボ リ ウム

アナログタイマなどを設定するボ リ ウムです。

(15) アナログ入力

コネクタ接続によるアナログ入力部です。

(16) カー ト リ ッ ジコネク タ 1

時計カート リ ッジまたはメモ リ カート リ ッジを装着します。

(17) カー ト リ ッ ジコネク タ 2

時計カート リ ッジまたはメモ リ カート リ ッジを装着します。

(18) 拡張コネク タ

通信拡張モジュールまたは HMI ベースモジュールと接続します。
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(19) 通信ポー ト カバー

アナログボ リ ウム、 アナログ入力、 カート リ ッジコネクタを保護するカバーです。 使用する場合は
カバーを開けます。

(20) カー ト リ ッ ジカバー

メモ リ カート リ ッジおよび時計カート リ ッジを使用する場合は、 取り外します。

(21) USB カバー

USB を使用する場合は、 カバーを開きます。

(22) 増設コネク タ保護シール

増設コネクタを保護するシールです。 増設モジュールを接続する場合は、 シールをはがします。
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■ 一般仕様

形番
FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

使用環境

動作周囲温度
（使用周囲温度）

0 ～ 55 ℃

保存温度 -25 ～＋ 70 ℃ （ただし氷結しないこ と）

相対湿度 10 ～ 95%　結露なきこ と

汚染度 2 （IEC60664-1）

保護構造 IP20 （IEC60529）

耐腐食性 腐食性ガスなきこ と

標高 動作時 0 ～ 2,000m

輸送時 0 ～ 3,000m

耐振動性 DIN レール

取り付け

5 ～ 8.4Hz 片振幅 3.5mm

8.4 ～ 150Hz 加速度 9.8m/s2 （1G） XYZ 方向　 2 時間

（IEC61131-2）パネル
取り付け

耐衝撃性 147m/s2 （15G） 11ms　XYZ 各方向 3 回 （IEC61131-2）

耐静電気放電 接触 ±4kV、 気中 ±8kV （IEC61000-4-2）

電源仕様

定格動作電圧 DC24V

電圧変動範囲 DC20.4 ～ 26.4V （ リ ップルを含む）

大入力電流 0.7A （DC26.4V）

大消費電力＊ 1 ＊ 2

＊ 1 CPU モジュール＋入出力モジュール 7 台＋増設拡張モジュール＋入出力モジュール 8 台を使用した場合
の値です。

＊ 2 CPU モジュール単体の場合、 3.0W  (125mA at DC24V) が 大消費電力とな り ます。

19W （DC26.4V）

許容瞬断時間 10ms 以上 （DC24V）

耐電圧 ①電源端子－ FG 間 ： AC500V　 　 1 分間

②入出力端子－ FG 間 ： AC500V　 　 1 分間

絶縁抵抗 ①電源端子－ FG 間 ： 10MΩ以上 （DC500V メガ）

②入出力端子－ FG 間 ： 10MΩ以上 （DC500V メガ）

耐ノ イズ性
（ノ イズシ ミ ュ レータ）

DC 供給電源端子 ： 1.0kV　 50ns ～ 1μs 直結結合による

入出力端子 ： 1.5kV　 50ns ～ 1μs カップ リ ングアダプタによる

電源突入電流 50A 以下 （DC24V）

接地 D 種接地 （第 3 種接地）

接地線 UL1015 AWG22, UL1007 AWG18

電源供給線 UL1015 AWG22, UL1007 AWG18

誤接続の影響 逆極性 ： 動作しない、 破壊は起きない

不適切な電圧、 周波数 ： 永久破壊の可能性あ り

不適切な電線の接続 ： 永久破壊の可能性あ り

質量 約 200g
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■ 性能仕様

● CPU モジュールの性能

形番
FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

プログラム容量＊ 1

＊ 1 1 ステップは、 6 バイ トに相当します。

62,400 / 127,800 バイ ト （10,400 / 21,300 ステップ相当）＊ 2

＊ 2 プログラム容量は 62,400 バイ ト と 127,800 バイ トのどちらかを選択できます。 127,800 バイ ト を選択し
た場合は、 RUN 中ダウンロード機能は使用できません。

I/O の増設 7 モジュール

拡張増設 8 モジュール

I/O 点数 入力 基本 8 基本増設 224＊ 3

拡張増設 256＊ 4

＊ 3 基本増設と CPU モジュールで合計 54 点までの出力リ レーを同時に ON できます。

＊ 4 増設拡張内で 54 点までの出力リ レーを同時に ON できます。
大出力リ レー点数を超えた場合、 出力リ レーを ON できない場合があ り ます。

出力 基本 4

ユーザープログラムの保存 FROM （ダウンロード回数 ： 1 万回）

RAM バッ ク ア ッ プ

保持時間 約 30 日 25 ℃ TYP （バッテ リ フル充電時）

バッ ク ア ッ プ対象 内部リ レー、 シフ ト レジスタ、 カウンタ、 データレジスタ、 拡張
データレジスタ

電池 リチウム二次電池

充電時間 0 ～ 90％までの充電必要時間約 15 時間

電池寿命 充電 9 時間、 放電 15 時間のモデルケースで 5 年

電池交換 不可

制御方式 ス ト アードプログラム方式

命令語

基本命令 42 種

演算命令 152 種

処理速度

基本命令実行時間 83μs/1000 ステップ

END 処理 0.35ms＊ 5

＊ 5 増設 I/O サービス、 カレンダタイマ処理、 データ リ ンク処理、 割り込み処理、 USB 通信処理、 イーサ
ネッ ト通信処理の時間は含みません。

内部リ レー 2,048 点

シフ ト レジス タ 256 点

データ レジス タ 42,000 点

拡張データ レジス タ 6,000 点

加算 ・ 可逆カウン タ 256 点

タ イマ （1ms, 10ms, 100ms, 1
秒）

256 点

入力フ ィ ルタ機能 0ms （入力フ ィルタなし）、 3 ～ 15ms （1ms 単位） で指定可

キャ ッ チ入力 / 割り込み入力

入力 4 点 小ターンオンパルス幅 40μs （X2, X5） / 5μs （X3, X4）

小ターンオフパルス幅 150μs （X2, X5） / 5μs （X3, X4）
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形番
FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

自己診断機能

キープデータチェッ ク WDT チェッ ク

ユーザープログラムサムチェッ ク
（FROM, 外付 EEPROM）

ユーザープログラムダウンロードチェ ッ ク

ユーザープログラムサムチェッ ク
（RAM）

停電チェッ ク

タイマ / カウンタ設定値サムチェッ ク 時計エラーチェッ ク

ユーザープログラム文法チェッ ク データ リ ンク接続チェッ ク

ユーザープログラム実行チェッ ク I/O バスイニシャライズチェッ ク

メモ リ カート リ ッジ転送エラー
チェッ ク

高速カウン タ

大計数周波数 合計 4 点 1 相 2 相共用 100kHz （2 点）

1 相専用 100kHz （2 点）

カウン ト 範囲 0 ～ 4,294,967,295 （32 ビッ ト ）

動作モー ド ロータ リーエンコーダモード、 加算カウンタモード

パルス出力

点数 3 点

大出力周波数 100kHz

アナログボ リ ウム

点数 1 点

範囲 0 ～ 255

アナログ入力

点数 1 点

入力範囲 DC0 ～ 10V

入力
イ ンピーダンス

約 100kΩ

デジ タル分解能 0 ～ 255 （8 ビッ ト ）

運転、 停止の方法

電源の ON/OFF 特殊内部リ レー （M8000） の操作

WindLDR の RUN/STOP コマンド 設定した入力をス ト ップ、 リセッ ト入力端子での操作

停止、 リ セ ッ ト 、 再始動後の状態

状態 出力 内部リ レー / シフ ト レジス タ / カウン タ

/ データ レジス タ / 拡張データ レジス タ

TIM 計数値

ス ター ト 時キープ
設定エ リ ア

ス ター ト 時ク リ ア
設定エ リ ア

運転中 プログラム動作＊ 1
プログラム動作＊ 1 プログラム動作＊ 1 プログラム動作＊ 1

リ セ ッ ト 中 オフ ゼロ ク リ ア ゼロク リ ア ゼロ ク リ ア

ス ト ッ プ中 オフ 状態保持 状態保持 状態保持

停止→運転時 状態保持 状態保持 オフ 初期化

＊ 1 プログラム動作 ： ユーザープログラムに従った動作を意味します。
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形番
FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

通信機能

USB 機能 メ ンテナンス通信＊ 1

＊ 1 USB ポート を使用する場合は、 ご使用のパソコンにド ライバをインス トールする必要があ り ます。 ド ラ
イバのインス トール方法については 「Web 編　付録　USB ド ラ イバーのインス トール方法」 （付録 -3）
を参照してください

　 ケーブル 市販の USB ケーブル （A コネクター mini B コネク タ）＊ 2

＊ 2 オプシ ョ ン品と して、 USB メ ンテナンスケーブル （HG9Z-XCM42） と USB-mini B ポート用延長ケーブ
ル （HG9Z-XCE21） をご用意しています。 USB 延長ケーブルに関する使用方法の詳細は、 「第 3 章　
USB 延長ケーブルの結束バンドを用いた固定方法」 （3-5 頁） を参照してください。

内部回路との絶縁 非絶縁

USB タ イ プ USB mini - B type

USB 規格 USB 2.0

Ethernet 電気的特性 IEEE802.3 規格準拠

伝送速度 10BASE-T、 100BASE-TX

機能 メ ンテナンス通信、 ユーザー通信、
Modbus TCP 通信サーバー / ク ラ イアン ト

E メール、 Web サーバー

推奨ケーブル CAT. 5  STP

内部回路との絶縁 パルス ト ランス絶縁

ユーザー Web データ

格納先

FROM

ユーザー Web データ

大サイズ

1MB

ポー ト 2 （オプシ ョ ン）＊ 3

接続可能

＊ 3 ポート 2 に接続可能な通信ボードには次項のモジュールがあ り ます。

○

メ モ リ カー ト リ ッ ジ （オプシ ョ ン）

種類 EEPROM

アクセ
ス
可能な
容量

32KB 30,000 バイ ト使用

64KB 62,400 バイ ト使用

128KB 127,800 バイ ト使用

書込ハー ド ウ ェ ア CPU モジュール

書込ソ フ ト ウ ェ ア WindLDR

書込プログラム数 メモ リ カート リ ッジ 1 個に対しユーザープログラム 1 本＊ 4

＊ 4 ユーザー Web データは含まれません。

動作 メモ リ カート リ ッジ装着時、 メモ リ カート リ ッジ内のプログラム
が優先して実行される
メモ リ カート リ ッジダウンロード機能によ り本体内蔵の FROM に

ユーザープログラムのダウンロードが可能
メモ リ カート リ ッジアップロード機能によ り本体内蔵の FROM か

らユーザープログラムのアップロードが可能

時計機能 （オプシ ョ ン）

精度 ±30 秒 / 月 （25 ℃ TYP）

バッ ク ア ッ プ時計 約 30 日 25 ℃ TYP （バッテ リ フル充電時）

電池 リチウム二次電池

充電時間 0 ～ 90％までの充電必要時間約 10 時間

電池寿命
（充放電サイ クル）

放電深度 10％で約 100 回

電池交換 不可

HMI モジュール （オプシ ョ ン）

定格電圧 DC5V （本体よ り供給）

質量 20g
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FC4A-HPC1
FC4A-HPH1 ＋

FC4A-PC1

FC4A-HPC2
FC4A-HPH1 ＋

FC4A-PC2

FC4A-HPC3
FC4A-HPH1 ＋

FC4A-PC3

電気的特性 EIA　RS232C EIA　RS485 EIA　RS485

大通信速度 115200bps 115200bps 115200bps

メ ンテナンス通信 ○ ○ ○

ユーザー通信 ○ ○ ○

データ リ ン ク － ○＊ 1

＊ 1 データ リ ンクを使用する場合、 大通信速度は 57600bps になり ます。

○＊ 1

Modbus ASCII/RTU 通信 ○ ○ ○

Modbus TCP 通信 － － －

モデム通信 － － －

大ケーブル長 専用ケーブル＊ 2

＊ 2 「付録　各種ケーブル」　（付録 -24 頁） を参照して ください。

専用ケーブル＊ 2 200m

内部回路との絶縁 非絶縁

ケーブル
（RS232C
・ RS485）

推奨ケーブル 専用ケーブル＊ 2 専用ケーブル＊ 2 0.3mm² シールド付き

ツイス トペア線

導体抵抗 － 85Ω/km 以下

シール ド抵抗 20Ω/km 以下
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● DC 入力仕様 （ス リムタ イプ Web サーバー）

動作範囲について

Type1 （IEC61131-2） の入力モジュールの動作範囲は、 次のとおりです。

形番
FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

定格入力電圧 DC24V シンク 　 ソース共用

入力電圧範囲 DC20.4 ～ 28.8V

定格入力電流 X0, X1, X3, 
X4, X6, X7

4.5mA/1 点 （DC24V 時）

X2, X5, 7mA/1 点 （DC24V 時）

端子配列 端子配列仕様参照 （2-46 頁、 2-47 頁）

入力
イ ンピーダンス

X0, X1, X3, 
X4, X6, X7

4.9kΩ

X2, X5 3.4kΩ

入力遅延
時間

OFF →
ON

X0, X1, X3, 
X4, X6, X7

5μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

X2, X5 35μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

ON →
OFF

X0, X1, X3, 
X4, X6, X7

5μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

X2, X5 150μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

コネク タ 種類 （基板側） MC1.5/13-G-3.81BK
フェニッ クスコンタ ク ト

挿抜回数 100 回以上

入力点数 8 点 /1 コモン

絶縁 入力端子間 非絶縁

内部回路 フォ ト カプラ絶縁

入力タ イ プ Type1 （IEC61131-2）

入出力相互接続のための外部負荷 不要

信号判定の方法 スタティ ッ ク

入力誤接続の影響 シンク接続、 またはソース接続が可能です。
ただし、 入力電圧範囲を超える高い電圧が印加された場合には、
永久破壊の可能性があ り ます。

耐電磁環境性に対応し たケーブル長 3m
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2-44
入力等価回路

I/O 使用率

40 ℃以上の動作周囲温度で使用時は、 下図にしたがって入力電圧と I/O 使用率 （a％） を軽減して

ください。 この図は、 正常設置状態での温度条件です。

正常設置

I/O 使用率 （＝ a％）

FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

X0 ～ X7 上記のグラフの条件にしたがって入力の使用率 （ON 状態） を a%

以下にして ください。＊ 1

＊ 1 入力と出力の使用率は、 各々 a% 以下にして ください。

Y0 ～ Y3 上記のグラフの条件にしたがって出力の使用率 （ON 状態） を a%

以下にして ください。 ＊ 1
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● ト ラ ンジス タ出力仕様

出力等価回路について

形番
FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

出力形式 ト ラ ンジス タ シン ク出力 FC5A-D12K1E

ト ラ ンジス タ ソース出力 FC5A-D12S1E

出力点数 4 点 （4 点 /1 コモン）

定格負荷電圧 DC24V

使用入力電圧範囲 DC20.4 ～ 28.8V

端子配列 端子配列仕様参照 （2-46 頁、 2-47 頁）

大負荷電流 1 点 0.3A 以下

1 コ モン 1A 以下

電圧降下 （ON 電圧） 1V 以下 （ON 時の COM- 出力端子間電圧）

大突入電流 1A

漏れ電流 0.1mA 以下

ク ラ ンプ電圧 39V±1V

大ラ ンプ負荷 8W

誘導負荷 L/R ＝ 10ms （DC28.8V 1Hz）

外部消費電流 100mA 以下 DC24V （＋ V 端子供給電源 （ソース時は -V））

絶縁 出力端子－内部回路 フォ ト カプラ絶縁

出力端子間 非絶縁

コネク タ 種類 （基盤側） MC1.5/16-G-3.81BK
フェニッ クスコンタ ク ト

挿抜回数 100 回以上

出力遅延
時間

OFF → ON Y0 ～ Y2 ： 5μs 以下

Y3 ： 300μs 以下

ON → OFF Y0 ～ Y2 ： 5μs 以下

Y3 ： 300μs 以下
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■ 端子配列

● FC5A-D12K1E

2 本の COM は、 モジュール内で接続されています。

COM, COM （－） は、 お互いに独立しています。

配線の注意事項については 3-17 頁、 3-19 頁を参照して くださ

い。

Y0 ～ Y3 はト ランジスタシンク出力です。

端子台タ イプ 左側適合端子台 ： FC5A-PMTK16EP
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● FC5A-D12S1E

2 本の COM は、 モジュール内で接続されています。

COM, COM （＋） は、 お互いに独立しています。

配線の注意事項については 3-17 頁、 3-19 頁を参照して くださ

い。

Y0 ～ Y3 はト ランジスタソース出力です。

端子台タ イ プ 適合端子台 ： FC5A-PMTS16EP
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入力モジュール

■ 名称と機能

① 形式ラベル

入力モジュールの形番や仕様を記載しています。

② 入力表示 LED

入力 ON 時に点灯します。

③ 端子名

端子名を記載しています。

④ ケーブル接続端子

端子台タイプと コネクタタイプがあ り ます。

⑤ 増設コネク タ

増設モジュールおよび CPU モジュールを接続します。 ただし、 FC5A-C10R2x, FC5A-C16R2x, FC5A-
C24R2D は増設できません。

■ 機種一覧

DC 入力モジュール

モジュール名称 DC 入力 8 点 DC 入力 16 点 DC 入力 32 点

端子台タイプ
（3.81mm ピッチ）

FC4A-N08B1 FC4A-N16B1 －

コネクタタイプ － FC4A-N16B3 FC4A-N32B3

AC 入力モジュール

モジュール名称 AC 入力 8 点

端子台タイプ
（3.81mm ピッチ）

FC4A-N08A11
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■ 性能仕様

● DC 入力モジュール仕様

動作範囲について

Type1 （IEC61131-2） の入力モジュールの動作範囲は、 次のとおりです。

形番 FC4A-N08B1 FC4A-N16B1 FC4A-N16B3 FC4A-N32B3

定格入力電圧 DC24V シンク 　 ソース共用

使用入力電圧範囲 DC20.4 ～ 28.8V

定格入力電流 7mA/1 点 （DC24V 時） 5mA/1 点 （DC24V 時）

入力点数 8 点

（8 点 / コモン）

16 点

（16 点 /1 コモン）

32 点

（16 点 /1 コモン）

端子配列 端子配列仕様参照 （2-53 頁、 2-54 頁、 2-55 頁、 2-56 頁）

入力イ ンピーダンス 3.4kΩ 4.4kΩ

入力遅延
時間
（DC24V）

OFF → ON 4ms

ON → OFF 4ms

絶縁 チャネル間 非絶縁

内部回路 フォ ト カプラ絶縁

入出力相互接続のための
外部負荷

不要

信号判定の方法 スタティ ッ ク

入力誤接続の影響 シンク接続またはソース接続が可能です。 ただし、 定格を超える電圧が印加
された場合には、 永久破壊の可能性があ り ます。

耐電磁環境性に対応し た
ケーブル長

3m

コネク タ 種類 （基板
側）

MC1.5/10-G-3.81BK
（フェニッ クスコンタ ク ト ）

FL20A2MA
（沖電線）

挿抜回数 100 回以上

モジュー
ルの
内部消費
電流

全点 ON 25mA （DC5V）

0mA （DC24V）

40mA （DC5V）

0mA （DC24V）

35mA （DC5V）

0mA （DC24V）

65mA （DC5V）

0mA （DC24V）

全点 OFF 5mA （DC5V）

0mA （DC24V）

5mA （DC5V）

0mA （DC24V）

5mA （DC5V）

0mA （DC24V）

10mA （DC5V）

0mA （DC24V）

質量 約 85g 約 100g 約 65g 約 100g
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入力等価回路

I/O 使用率

30 ℃以上の動作周囲温度で使用時は、 下図にしたがって入力電圧と I/O 使用率 （a％） を軽減して

ください。
この図は、 正常設置状態での温度条件です。

正常設置

I/O 使用率 （＝ a％）

FC4A-N08B1 X0 ～ X7 動作周囲温度 55 ℃、 入力電圧 28.8V の条件で入力が 100% 使用で

きます。

FC4A-N16B1 X0 ～ X7
X10 ～ X17

上記のグラフの条件にしたがって入力の使用率 （ON 状態） を a%
以下にして ください。

FC4A-N16B3 X0 ～ X7
X10 ～ X17

上記のグラフの条件にしたがって入力の使用率 （ON 状態） を a%
以下にして ください。

FC4A-N32B3 C
N
1

X0 ～ X7
X10 ～ X17

上記のグラフの条件にしたがって入力の使用率 （ON 状態） を a%

以下にして ください。＊ 1

＊ 1 コネク タ CN1 および CN2 の入力の使用率は、 各々 a% 以下にしてください。

C
N
2

X20 ～ X27
X30 ～ X37

上記のグラフの条件にしたがって入力の使用率 （ON 状態） を a%

以下にして ください。 ＊ 1
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● AC 入力モジュール仕様

動作範囲について

Type1, 2 （IEC61131-2） の入力モジュールの動作範囲は次のとおりです。

FC4A-N08A11

形番 FC4A-N08A11

定格入力電圧 AC100 ～ 120V

使用入力電圧範囲 AC85 ～ 132V

定格周波数 50/60Hz

定格入力電流 17mA/1 点 （AC120V, 60Hz 時）

入力点数 8 点 /2 コモン

端子配列 端子配列仕様参照 （2-57 頁）

入力タ イ プ AC 入力 Type1, 2 （IEC61131-2）

入力イ ンピータ ンス 0.8kΩ （60Hz 時）

入力遅延時間 OFF → ON 25ms

ON → OFF 30ms

絶縁 同一コ モンチャネル間 非絶縁

2 コ モン間 絶縁

入力と内部回路間 フォ ト カプラ絶縁

入出力相互接続のための外部負荷 不要

信号判定の方法 スタティ ッ ク

入力誤接続の影響 定格を超える電圧が印加された場合には、 永久破壊の可能性が
あ り ます。

コネク タ 種類 （基板側） MC1.5/11-G-3.81BK
（フェニッ クスコンタ ク ト ）

挿抜回数 100 回以上

モジュールの
内部消費電流

全点 ON 60mA （DC5V）

0mA （DC24V）

全点 OFF 30mA （DC5V）

0mA （DC24V）

質量 約 80g
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入力等価回路

I/O 使用率

正常設置

I/O 使用率 （＝ 100％）

FC4A-N08A11 X0 ～ X7 動作周囲温度 55 ℃、 入力電圧 132V の条件で入力が 100% 使用できま

す。
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■ 端子配列

● FC4A-N08B1

2 本の COM は、 お互いにモジュール内で接続されています。

配線の注意事項については、 3-17 頁を参照してください。

DC ソース入力配線例

DC シン ク入力配線例

端子台タ イ プ 適合コネクタ ： FC4A-PMT10P
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2-54
● FC4A-N16B1

4 本の COM は、 お互いにモジュール内で接続されています。

配線の注意事項については、 3-17 頁を参照してください。

DC ソース入力配線例

DC シン ク入力配線例

端子台タ イプ 適合コネクタ ： FC4A-PMT10P
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編
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● FC4A-N16B3

2 本の COM は、 お互いにモジュール内で接続されています。

配線の注意事項については、 3-17 頁を参照してください。

またコネクタケーブルについては、 付録 -28 頁を参照してください。

DC ソース入力配線例

DC シン ク入力配線例

コネク タ タ イプ 適合コネクタ ： FC4A-PMC20P
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2-56
● FC4A-N32B3

2 本の COM0 および COM1 は、 各々モジュール内で接続され

ています。
COM0, COM1 は、 お互いに独立しています。

配線の注意事項については、 3-17 頁を参照してください。

またコネクタケーブルについては、 付録 -28 頁を参照して くだ

さい。

DC ソース入力配線例

DC シン ク入力配線例

コネク タ タ イ プ 適合コネクタ ： FC4A-PMC20P
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 2 章 モジュール仕様
第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2

● FC4A-N08A11

COM0, COM1 は、 お互いに独立しています。

配線の注意事項については、 3-17 頁を参照してください。

AC 入力配線例

外部負荷は接続しないでください。

端子台タ イ プ 適合コネクタ ： FC4A-PMT11P
2-57
章

第
2
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 2 章 モジュール仕様

2-58
出力モジュール

■ 名称と機能

① 形式ラベル

出力モジュールの形番や仕様を記載しています。

② 出力表示 LED

出力 ON 時に点灯します。

③ 端子名

端子名を記載しています。

④ ケーブル接続端子

端子台タイプと コネクタタイプがあ り ます。

⑤ 増設コネク タ

増設モジュールおよび CPU モジュールを接続します。 ただし、 FC5A-C10R2x, FC5A-C16R2x, FC5A-
C24R2D は増設できません。

■ 機種一覧

・ リ レー出力モジュール

リ レー出力 8 点 リ レー出力 16 点

端子台タ イプ FC4A-R081 FC4A-R161

・ ト ラ ンジス タ シン ク出力モジュール

Tr シン ク出力 8 点 Tr シン ク出力 16 点 Tr シン ク出力 32 点

端子台タ イプ FC4A-T08K1 － －

コネク タ タ イ プ － FC4A-T16K3 FC4A-T32K3

・ ト ラ ンジス タ ソース出力モジュール

Tr ソース出力 8 点 Tr ソース出力 16 点 Tr ソース出力 32 点

端子台タ イプ FC4A-T08S1 － －

コネク タ タ イ プ － FC4A-T16S3 FC4A-T32S3
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■ 性能仕様

● リ レー出力モジュール仕様

CPU モジュールにリ レー出力モジュールを増設する場合、 同時に ON できる リ レー点数に以下の制

限があ り ます （CPU モジュール上のリ レーを含みます）。

大出力リ レー点数を超えた場合、 出力リ レーを ON できない場合があ り ます。

出力の遅延について

形番 FC4A-R081 FC4A-R161

出力点数 8 点 （4 点 /1 コモン） 16 点 （8 点 /1 コモン）

出力の形式 1a 接点

端子配列 端子配列仕様参照 （2-62 頁、 2-63 頁）

負荷電流 1 点 2A 以下

1 コ モン 7A 以下 8A 以下

小開閉負荷 1mA/DC5V （参考値）

初期接触抵抗 30mΩ以下

電気的寿命 10 万回以上 （定格負荷 1,800 回 / 時）

機械的寿命 2,000 万回以上 （無負荷 18,000 回 / 時）

定格負荷 AC240V　 2A （抵抗負荷、 cosφ＝ 0.4 誘導負荷）

DC30V　 2A （抵抗負荷、 L/R ＝ 7ms 誘導負荷）

耐電圧 出力端子－ FG AC1,500V　 1 分間

出力端子－内部回路 AC1,500V　 1 分間

出力端子間 （COM 間） AC1,500V　 1 分間

コネク タ 種類 （基板側） MC1.5/11-G-3.81BK
（フェニッ クスコンタ ク ト ）

MC1.5/10-G-3.81BK
（フェニッ クスコンタ ク ト ）

挿抜回数 100 回以上 100 回以上

モジュールの
内部消費電流

全点 ON 30mA （DC5V）

40mA （DC24V）

45mA （DC5V）

75mA （DC24V）

全点 OFF 5mA （DC5V）

0mA （DC24V）

5mA （DC5V）

0mA （DC24V）

モジュール内部消費電力
： 全点 ON 　 DC24V 換算

1.16W 2.10W

質量 約 110g 約 145g

機種
オールイ ンワン タ イプ

ス リムタ イプ
AC 電源タ イ プ DC 電源タ イプ

大同時出力点数 33 点 44 点 54 点＊ 1

＊ 1 増設拡張モジュール側で別途合計 54 点のリ レー出力を同時に ON できます。
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2-60
● ト ラ ンジス タ シン ク出力モジュール仕様

出力等価回路について

形番 FC4A-T08K1 FC4A-T16K3 FC4A-T32K3

出力信号 ト ランジスタシンク出力

定格負荷電圧 DC24V

使用入力電圧範囲 DC20.4 ～ 28.8V

出力点数 8 点

（8 点 /1 コモン）

16 点

（16 点 /1 コモン）

32 点

（16 点 /1 コモン）

定格負荷電流 0.3A　 1 点 0.1A　 1 点

端子配列 端子配列仕様参照 （2-64 頁、 2-65 頁、 2-66 頁）

負荷電流 1 点 （DC28.8V 時） 0.3A 以下 0.1A 以下

1 コ モン （DC28.8V 時） 3A 以下 1A 以下

電圧降下 （ON 電圧） 1V 以下 ON 時の COM- 出力端子間電圧

許容突入電流 1A 以下

漏れ電流 0.1mA 以下

ク ラ ンプ電圧 39V±1V

ラ ンプ負荷 8W 以下

誘導負荷 L/R ＝ 10ms （DC28.8V　 1Hz）

外部消費電流 100mA 以下 DC24V （＋ V 端子供給電源）

絶縁 出力端子－内部回路 フォ ト カプラ絶縁

出力端子間 非絶縁

コネク タ 種類 （基板側） MC1.5/10-G-
3.81BK
（フェニッ クスコン
タ ク ト ）

FL20A2MA
（沖電線）

挿抜回数 100 回以上

モジュールの
内部消費電流

全点 ON 10mA （DC5V）

20mA （DC24V）

10mA （DC5V）

40mA （DC24V）

20mA （DC5V）

70mA （DC24V）

全点 OFF 5mA （DC5V）

0mA （DC24V）

5mA （DC5V）

0mA （DC24V）

10mA （DC5V）

0mA （DC24V）

モジュール内部消費電力
： 全点 ON 　 DC24V 換算

0.55W 1.03W 1.82W

出力遅延 OFF → ON 300μs 以下

ON → OFF 300μs 以下

質量 約 85g 約 70g 約 105g
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● ト ラ ンジス タ ソース出力モジュール仕様

出力等価回路について

形番 FC4A-T08S1 FC4A-T16S3 FC4A-T32S3

出力信号 ト ランジスタ ソース出力

定格負荷電圧 DC24V

使用入力電圧範囲 DC20.4 ～ 28.8V

出力点数 8 点

（8 点 /1 コモン）

16 点

（16 点 /1 コモン）

32 点

（16 点 /1 コモン）

定格負荷電流 0.3A　 1 点 0.1A　 1 点

端子配列 端子配列仕様参照 （2-64 頁、 2-65 頁、 2-67 頁）

負荷電流 1 点 （DC28.8V 時） 0.3A 以下 0.1A 以下

1 コ モン （DC28.8V 時） 3A 以下 1A 以下

電圧降下 （ON 電圧） 1V 以下 ON 時の COM- 出力端子間電圧

許容突入電流 1A 以下

漏れ電流 0.1mA 以下

ク ラ ンプ電圧 39V±1V

ラ ンプ負荷 8W 以下

誘導負荷 L/R ＝ 10ms （DC28.8V　 1Hz）

外部消費電流 100mA 以下 DC24V （-V 端子供給電源）

絶縁 出力端子－内部回路 フォ ト カプラ絶縁

出力端子間 非絶縁

コネク タ 種類 （基板側） MC1.5/10-G-
3.81BK
（フェニッ クスコン
タ ク ト ）

FL20A2MA
（沖電線）

挿抜回数 100 回以上

モジュールの
内部消費電流

全点 ON 10mA （DC5V）

20mA （DC24V）

10mA （DC5V）

40mA （DC24V）

20mA （DC5V）

70mA （DC24V）

全点 OFF 5mA （DC5V）

0mA （DC24V）

5mA （DC5V）

0mA （DC24V）

10mA （DC5V）

0mA （DC24V）

モジュール内部消費電力
： 全点 ON 　 DC24V 換算

0.55W 1.03W 1.82W

出力遅延 OFF → ON 300μs 以下

ON → OFF 300μs 以下

質量 約 85g 約 70g 約 105g
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2-62
■ 端子配列

● FC4A-R081

COM0, COM1 は、 お互いに独立しています。

配線の注意事項については、 3-17 頁を参照してください。

端子台タ イプ 適合コネクタ ： FC4A-PMT11P
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● FC4A-R161

2 本の COM0 および COM1 は、 各々モジュール内で接続され

ています。
COM0, COM1 は、 お互いに独立しています。

配線の注意事項については、 3-17 頁を参照してください。

端子台タ イ プ 適合コネクタ ： FC4A-PMT10P
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2-64
● FC4A-T08K1, FC4A-T08S1

配線の注意事項については、 3-17 頁を参照してください。

負荷に対応したヒ ューズを挿入してください。

負荷に対応したヒ ューズを挿入してください。

端子台タ イプ 適合コネクタ ： FC4A-PMT10P
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● FC4A-T16K3, FC4A-T16S3

2 本の COM （＋） および COM （－） は、 各々モジュール内で接続され

ています。
2 本の＋ V および－ V は、 各々モジュール内で接続されています。

配線の注意事項については、 3-17 頁を参照してください。

コネクタケーブルについては、 付録 -28 頁を参照してください。

負荷に対応したヒ ューズを挿入してください。

負荷に対応したヒ ューズを挿入してください。

コネク タ タ イプ 適合コネクタ ： FC4A-PMC20P
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第 2 章 モジュール仕様

2-66
● FC4A-T32K3

2 本の COM0 （－） および COM1 （－） は、 各々モジュール内で接続さ

れています。
COM0 （－） , COM1 （－） は、 お互いに独立しています。

2 本の＋ V0 および＋ V1 は、 各々モジュール内で接続されています。

＋ V0, ＋ V1 は、 お互いに独立しています。

配線の注意事項については、 3-17 頁を参照してください。

コネクタケーブルについては、 付録 -28 頁を参照してください。

CN1

負荷に対応したヒ ューズを挿入してください。

CN2

負荷に対応したヒ ューズを挿入してください。

コネク タ タ イ プ 適合コネクタ ： FC4A-PMC20P
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● FC4A-T32S3

2 本の COM0 （＋） および COM1 （＋） は、 各々モジュール内で接続さ

れています。
COM0 （＋） , COM1 （＋） は、 お互いに独立しています。

2 本の－ V0 および－ V1 は、 各々モジュール内で接続されています。

－ V0, － V1 は、 お互いに独立しています。

配線の注意事項については、 3-17 頁を参照してください。

コネクタケーブルについては、 付録 -28 頁を参照してください。

CN1

負荷に対応したヒ ューズを挿入してください。

CN2

負荷に対応したヒ ューズを挿入してください。

コネク タ タ イプ 適合コネクタ ： FC4A-PMC20P
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入出力混合モジュール

■ 名称と機能

① 形式ラベル

入出力混合モジュールの形番と仕様を記載しています。

② 入力表示 LED

入力 ON 時に点灯します。

出力表示 LED

出力 ON 時に点灯します。

③ 端子名

端子名を記載しています。

④ ケーブル接続端子

用途別に 2 種類の端子台があ り ます。

端子台タイプ （3.81mm ピッチ） と端子台タイプ （ワイヤーク ランプ ： 着脱不可） があ り ます。

⑤ 増設コネク タ

増設モジュールおよび CPU モジュールを接続します。 ただし、 FC5A-C10R2x, FC5A-C16R2x, FC5A-
C24R2D は増設できません。

■ 機種一覧

モジュール名称 DC 入力 4 点 / リ レー出力 4 点 DC 入力 16 点 / リ レー出力 8 点

端子台タイプ （3.81mm ピッチ） FC4A-M08BR1 －

端子台タイプ （ワイヤーク ランプ） － FC4A-M24BR2
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 2 章 モジュール仕様
第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2

■ 性能仕様

● 入出力混合モジュール仕様

形番 FC4A-M08BR1 FC4A-M24BR2

点数 入力点数 4 点 （4 点 /1 コモン） 16 点 （16 点 /1 コモン）

出力点数 4 点 （4 点 /1 コモン） 8 点 （4 点 /1 コモン）

端子配列 端子配列仕様参照 （2-70 頁、 2-71 頁）

コネク タ 種類
（基板側）

MC1.5/11-G-3.81BK
（フェニッ クスコンタ ク
ト ）

F6018-17P （フジコン ： 入力用）

F6018-11P （フジコン ： 出力用）

挿抜回数 100 回以上 不可

モジュールの
内部消費電流

全点 ON 25mA （DC5V）

20mA （DC24V）

65mA （DC5V）

45mA （DC24V）

全点 OFF 5mA （DC5V）

0mA （DC24V）

10mA （DC5V）

0mA （DC24V）

モジュール内部消費電力
： 全点 ON 　 DC24V 換算

0.65W 1.52W

質量 約 95g 約 140g

入力仕様

定格入力電圧 DC24V シンク 　 ソース共用

使用入力電圧範囲 DC20.4 ～ 28.8V

定格入力電流 7mA/1 点 （DC24V 時）

入力イ ンピーダンス 3.4kΩ

入力遅延時間
（DC24V）

OFF → ON 4ms

ON → OFF 4ms

絶縁 チャネル間 非絶縁

内部回路 フォ ト カプラ絶縁

入出力相互接続のための外部負荷 不要

信号判定の方法 スタティ ッ ク

入力誤接続の影響 シンク接続、 またはソース接続が可能です。
ただし、 定格を超える電圧が印加された場合には、 永久破壊
の可能性があ り ます。

耐電磁環境性に対応し たケーブル長 3m

出力仕様

1 コ モンあた

りの出力点数

COM1 4 点 4 点

COM2 － 4 点

出力の形式 1a 接点

負荷電流 1 点 2A 以下

1 コ モン 7A 以下

小開閉負荷 1mA/DC5V （参考値）

初期接触抵抗 30mΩ以下

電気的寿命 10 万回以上 （定格負荷 1,800 回 / 時）

機械的寿命 2,000 万回以上 （無負荷 18,000 回 / 時）

定格負荷電流 AC240V　 2A （抵抗負荷、 cosφ＝ 0.4 誘導負荷）

DC30V　 2A （抵抗負荷、 L/R ＝ 7ms 誘導負荷）

耐電圧 出力端子－ FG AC1,500V　 1 分間

出力端子－内部回路 AC1,500V　 1 分間

出力端子間 （COM 間） AC1,500V　 1 分間
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■ 端子配列

● FC4A-M08BR1

COM0, COM1 は、 お互いに独立しています。

配線の注意事項については、 3-17 頁を参照してください。

DC ソース入力配線例

DC シン ク入力配線例

端子台タ イプ 適合コネクタ ： FC4A-PMT11P
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● FC4A-M24BR2

COM0, COM1, COM2 は、 お互いに独立しています。

配線の注意事項については、 3-17 頁を参照してください。

DC ソース入力配線例

端子台タ イ プ
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動作範囲について

Type1 （IEC61131-2） の入力モジュールの動作範囲は、 次のとおりです。

I/O 使用率

45 ℃以上の動作周囲温度で使用する場合は、 下図の制限範囲を超えないよ うに入力電圧と I/O 使用

率 （a％） を軽減してください。

この図は、 正常設置状態での温度条件です。

正常設置

出力の遅延について

I/O 使用率 （＝ a％）

FC4A-M08BR1 X0 ～ X3 動作周囲温度 55 ℃、 入力電圧 28.8V の条件で入力が 100% 使用できま

す。

FC4A-M24BR2 X0 ～ X7
X10 ～ X17

上図の制限範囲を超えないよ うに、 入力の使用率 （ON 状態） を a%
以下にして ください。
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アナログモジュール

■ 名称と機能

① 形式ラベル

アナログモジュールの形番と仕様を記載しています。

② 電源表示 LED （PWR）

アナログモジュールに電源が供給されている場合に点灯します。 電源表示 LED は、 FC4A-L03A1, 

FC4A-L03AP1, FC4A-J2A1, FC4A-K1A1, FC4A-K4A1 ＊のみにあ り ます。

ステータ ス LED （STAT）

アナログモジュールのステータスを表します。 ステータス LED は、 FC4A-J4CN1, FC4A-J8C1, 
FC4A-J8AT1, FC4A-K2C1 のみにあ り ます。

③ 端子名

端子名を記載しています。

④ ケーブル接続端子

端子台は着脱可能です。

⑤ 増設コネク タ

増設モジュールおよび CPU モジュールを接続します。 ただし、 FC5A-C10R2x, FC5A-C16R2x, FC5A-
C24R2D は接続できません。

＊ FC4A-K4A1 の電源表示 LED は外部電源供給ビッ トが 「1」 の場合点滅、 その他動作中 ( 他の動作ステータスビッ トが

「1」 の場合を含む ) は点灯します。 動作ステータスについては 「第 9 章　アナログ入力動作ステータス」 （9-20 頁）、

「第 9 章　アナログ出力動作ステータス」 （9-23 頁） を参照して ください。

ステータス LED の状態

アナログ入力動作ステータスのビッ トが全て ‘0’ の場合は、 アナログモジュールのステータス LED
が点灯します。

ステータ ス LED アナログ入力動作ステータ ス

消灯 アナログモジュールが動作していない

点灯 アナログ入力動作ステータスのビッ トがすべて ‘0’ の場合、 正常動作中

点滅 動作ステータスビッ ト または、 外部電源供給ビッ トが ‘1’ の場合
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■ 機種一覧

■ 大接続台数

アナログモジュールはマイクロスマートの CPU モジュールに 7 台まで接続可能です。 大接続台

数は使用する CPU モジュールの型番によって異なり ます。

＊増設拡張モジュールの右側にアナログモジュールを接続するこ とはできません。

FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C に、 アナログモジュールと下表の機能モジュールを組合わせて使用

する こ とはできません。 アナログモジュールと機能モジュールを組合わせてご使用になる場合は、
ス リムタ イプの CPU モジュールをご使用 く だ さい。

アナログモジュール形番一覧

モジュールタ イプ 入出力点数 種類 形番

アナログ入出力
モジュール

入力 2
電圧入力 （0 ～ 10V）、

電流入力 （4 ～ 20mA）
FC4A-L03A1

出力 1
電圧出力 （0 ～ 10V）、

電流出力 （4 ～ 20mA）

入力 2 熱電対 （K, J, T）、 測温抵抗体 （Pt100）

FC4A-L03AP1
出力 1

電圧出力 （0 ～ 10V）、

電流出力 （4 ～ 20mA）

アナログ入力
モジュール

入力

2
電圧入力 （0 ～ 10V）、

電流入力 （4 ～ 20mA）
FC4A-J2A1

4

電圧入力 （0 ～ 10V）、

電流入力 （4 ～ 20mA）

熱電対 （K, J, T）
測温抵抗体 （Pt100, Pt1000, Ni100, Ni1000）

FC4A-J4CN1

8
電圧入力 （0 ～ 10V）、

電流入力 （4 ～ 20mA）
FC4A-J8C1

8 サーミ スタ （PTC, NTC） FC4A-J8AT1

アナログ出力
モジュール

出力

1
電圧出力 （0 ～ 10V）、

電流出力 （4 ～ 20mA）
FC4A-K1A1

2
電圧出力 （-10 ～＋ 10V）、

電流出力 （4 ～ 20mA）
FC4A-K2C1

4
電圧出力 （0 ～ 10V）、

電流出力 （4 ～ 20mA）
FC4A-K4A1

形番
FC5A-C10R2

FC5A-C10R2C
FC5A-C10R2D

FC5A-C16R2
FC5A-C16R2C
FC5A-C16R2D
FC5A-C24R2D

FC5A-C24R2
FC5A-C24R2C

FC5A-D16RK1
FC5A-D16RS1
FC5A-D32K3
FC5A-D32S3

FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

大接続台数 － 4 7

モジュール種類 形番

増設シ リ アル通信モジュール FC5A-SIF2, FC5A-SIF4

AS-Interface マスタモジュール FC4A-AS62M
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■ 性能仕様

● アナログモジュール仕様

形番 FC4A-L03A1 FC4A-L03AP1 FC4A-J2A1 FC4A-K1A1

外部電源 電源電圧 DC24V

許容変動範囲 DC20.4 ～ 28.8V

端子配列 端子配列仕様参照 （2-84 頁、 2-85 頁、 2-89 頁）

コネク タ 種類 （基板側） MC1.5/11-G-3.81BK （フェニッ クスコンタ ク ト ）

挿抜回数 100 回以上

モジュール
内部消費電流

DC5V 50mA

DC24V 0mA

モジュール外部供給電源部の

消費電流 （DC24V）＊ 1

＊ 1 入力を非オープン、 出力を 100% 出力にした場合の値です。

50mA

（45mA）＊ 2

＊ 2 （） 内の数値はアナログモジュールのバージ ョ ンが V200 未満の場合です。 バージ ョ ンの確認方法は
「本章　バージ ョ ンの確認方法」 （2-83 頁） を参照して ください。

50mA

（40mA） ＊ 2

40mA

（35mA） ＊ 2

40mA

質量 約 100g （約 85 ｇ ） ＊ 2

形番 FC4A-J4CN1 FC4A-J8C1 FC4A-J8AT1

外部電源 電源電圧 DC24V

許容変動範囲 DC20.4 ～ 28.8V

端子配列 端子配列仕様参照 （2-86 頁、 2-87 頁、 2-88 頁）

コネク タ 種類 （基板側） MC1.5/10-G-3.81BK （フェニッ クスコンタ ク ト ）

挿抜回数 100 回以上

モジュール
内部消費電流

DC5V 50mA 40ｍA 45ｍA

DC24V 0ｍA

モジュール外部供給電源部の
消費電流 （DC24V）

55ｍA 50mA 55mA

質量 約 140g 約 140g 約 125g

形番 FC4A-K2C1 FC4A-K4A1

外部電源 電源電圧 DC24V

許容変動範囲 DC20.4 ～ 28.8V

端子配列 端子配列仕様参照 （2-89 頁、 2-90 頁）

コネク タ 種類 （基板側） MC1.5/10-G-3.81BK （フェニッ ク

スコンタ ク ト ）

MC1.5/11-G-3.81BK （フェニッ ク

スコンタ ク ト ）

挿抜回数 100 回以上

モジュール
内部消費電流

DC5V 60mA 65mA

DC24V 0ｍA

モジュール外部供給電源部の
消費電流 （DC24V）

85mA 130ｍA

質量 約 110g 約 100g
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■ アナログ入力仕様 （FC4A-L03A1, FC4A-J2A1, FC4A-L03AP1）

形番 FC4A-L03A1/ FC4A-J2A1 FC4A-L03AP1

入力種類 電圧入力 電流入力 測温抵抗体 熱電対

入力レンジ 0 ～ 10V 4 ～ 20mA Pt100　 3 線式

（-100
～ 500 ℃）

K タイプ

（0 ～ 1300 ℃）

J タイプ

（0 ～ 1200 ℃）

T タイプ

（0 ～ 400 ℃）

入力イ ンピーダンス 1MΩ以上 250Ω以下 1MΩ以上 1MΩ以上

許容導線抵抗 （1 線あた り） ― ― 200Ω以下 ―

入力検出電流 ― ― 1.0mA 以下 ―

AD 変換 サンプ リ ング時間 10ms （20ms）＊ 1 20ms 10ms

（20ms） ＊ 1

サンプ リ ング間隔 20ms 40ms

（20ms） ＊ 1

20ms

総合入力遅延時間＊ 2 60ms （105ms） ＊ 1

＋ 1 スキャンタイム

80ms

（200ms） ＊ 1

＋ 1 スキャン

タイム

60ms

（200ms） ＊ 1

＋ 1 スキャン

タイム

入力の種類 シングルエン
ド入力

差動入力

動作モー ド 自己スキャン

変換方法 ΣΔ型 ADC

入力誤差 25 ℃時の 大誤差 フルスケールの ±0.2％ フルスケール
の ±0.2％＋冷

接点補償精度
（±4 ℃以下）

温度係数 フルスケールの ±0.006％/ ℃

安定時間後の再現性 フルスケールの ±0.5％

非直線性 フルスケールの ±0.2％

総合誤差 フルスケールの ±1％

データ デジ タル分解能 4,096 階調　 12bit 大 13,000 階調　 14bit 相当

（4,096 階調　 12bit） ＊ 1

下位ビ ッ ト の入力値 2.5mV 4μA 0.100 ℃ /

（0.150 ℃） ＊ 1

K タイプ

0.100 ℃

（0.325 ℃） ＊ 1

J タイプ

0.100 ℃ /

（0.300 ℃） ＊ 1

T タイプ

0.100 ℃

アプ リ ケー
シ ョ ンでの
データ形式

バイナ リ
データ

0 ～ 4,095 （標準）

任意設定 -32,768 ～ 32,767 の範囲で CH ごとに任意に設定可能＊ 3

単調性 あ り

範囲外入力検出 検出可能＊ 4
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耐ノ イズ ノ イズ試験中の

大瞬時偏差＊ 5
±1％以下 （±3％以下） ＊ 1 ±1％以下 （保

証なし） ＊ 1

±1％以下 （±3

％以下） ＊ 1

入力フ ィ ルタ なし

ノ イズイ ミ ュニテ ィ の
推奨ケーブル

ツイス トペアシールドケーブル ―

ク ロス ト ーク 2LSB 以下

絶縁 入力－電源回路間 ト ランス絶縁

入力－内部回路間 フォ ト カプラ絶縁

入力誤配線時の影響 非破壊

大許容定常過負荷 （非破壊） DC13V 40mA ― ―

入力種類の変更 ソフ ト ウェアプログラ ミ ング

校正 （誤差の調整） 不可

＊ 1 （） 内の数値はアナログモジュールのバージ ョ ンが V200 未満の場合です。 バージ ョ ンの確認方法は、
「本章　バージ ョ ンの確認方法」 （2-83 頁） を参照して ください。

＊ 2 総合入力遅延時間とは、 サンプ リ ング間隔と内部演算時間を足した合計を表します。

＊ 3 任意設定とは、 デジタル分解能データを、 任意のデータ （下限値、 上限値を任意に設定） に、 スケール
変換して使用する機能で、 範囲設定 （-32,768 ～ 32,767） はデータレジスタで指定します。

＊ 4 範囲外入力検出はアナログモジュールのステータスに反映されます。

＊ 5 アナログモジュールのバージ ョ ンが V200 未満の場合は、 電源および入出力配線に 500V ク ランプ印加
時の結果を記載しています。 V200 以上の場合は、 電源に 1KV 直接印加、 入出力配線に 1KV ク ランプ印
加時の結果を記載しています。

形番 FC4A-L03A1/ FC4A-J2A1 FC4A-L03AP1

入力種類 電圧入力 電流入力 測温抵抗体 熱電対
2-77
章

第
2
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 2 章 モジュール仕様

2-78
■ アナログ入力仕様 （FC4A-J4CN1, FC4A-J8C1）

形番 FC4A-J4CN1/ FC4A-J8C1 FC4A-J4CN1

入力種類 電圧入力 電流入力 測温抵抗体 熱電対

入力レンジ 0 ～ 10V 4 ～ 20mA Pt100
Pt1000
（-100~500 ℃）
Ni100
Ni1000
（-60~180 ℃）

K タイプ

（0 ～ 1,300 ℃）

J タイプ

（0 ～ 1,200 ℃）

T タイプ

（0 ～ 400 ℃）

入力イ ンピーダンス 1MΩ 7Ω
（FC4A-J4CN1）

― 1MΩ

100Ω
（FC4A-J8C1）

入力検出電流 ― ― 0.1mA ―

AD 変換 サンプ リ ング時間 2ms 以下

サンプ リ ング間隔 10ms 以下 （FC4A-J4CN1） 10ms 以下 30ms 以下

2ms 以下 （FC4A-J8C1）

総合入力遅延時間＊ 1 50ms× 使用チャンネル数

＋ 1 スキャンタイム

（FC4A-J4CN1）

50ms×
使用チャンネ
ル数
＋ 1 スキャン

タイム

85ms×
使用チャンネ
ル数
＋ 1 スキャン

タイム
8ms× 使用チャンネル数

＋ 1 スキャンタイム

（FC4A-J8C1）

入力の種類 シングルエンド入力

動作モー ド 自己スキャン

変換方法 ΣΔ型 ADC （FC4A-J4CN1）

逐次比較レジスタ方式 （FC4A-J8C1）

入力誤差 25 ℃時の 大誤差 フルスケールの ±0.2％ Pt100, Ni100 ：

フルスケール
の ±0.4%
Pt1000, 
Ni1000 ：

フルスケール
の ±0.2%

フルスケール
の ±0.2％＋冷

接点補償精度

冷接点補償精度 ― ― ― ±3 ℃以下

温度係数 フルスケールの ±0.005％/ ℃

安定時間後の再現性 フルスケールの ±0.5％

非直線性 フルスケールの ±0.04％

総合誤差 フルスケールの ±1％
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データ デジ タル分解能 50000 階調 （16bit 相当） Pt100 ：

約 6,400 階調

（13bit 相当）

Pt1000 ：

約 64,000 階調

（16bit 相当）

Ni100 ：

約 4,700 階調

（13bit 相当）

Ni1000 ：

約 47,000 階調

（16bit 相当）

K タイプ

約 24,000 階調

（15bit 相当）

J タイプ

約 33,000 階調

（15bit 相当）

T タイプ

約 10,000 階調

（14bit 相当）

下位ビ ッ ト の入力値 0.2mV 0.32μA Pt100 ：

0.086 ℃

Pt1000 ：

0.0086 ℃

Ni100 ：

0.037 ℃

Ni1000 ：

0.0037 ℃

K タイプ

0.058 ℃

J タイプ

0.038 ℃

T タイプ

0.042 ℃

アプ リ ケー
シ ョ ンでの
データ形式

バイナ リ
データ

0 ～ 50,000 Pt100, Ni100 ：

0 ～ 6,000
Pt1000,  
Ni1000 ：

0 ～ 60,000

0 ～ 50,000

任意指定 -32768 ～ 32767 の範囲で CH ごとに任意に設定可能＊ 2

温度指定 ― 摂氏、 華氏

単調性 あ り

範囲外入力検出 検出可能＊ 3

耐ノ イズ ノ イズ試験中の

大瞬時偏差＊ 4
±3％以下 保証なし ±3％以下

入力フ ィ ルタ特性 ソフ ト フ ィルタ

ノ イズイ ミ ュニテ ィ の
推奨ケーブル

ツイス トペアシールドケーブル ―

ク ロス ト ーク 2LSB 以下

絶縁 入力－電源回路間 ト ランス絶縁

入力－内部回路間 フォ ト カプラ絶縁

入力誤配線時の影響 非破壊

大許容定常過負荷 （非破壊） DC11V DC22mA ― ―

入力種類の変更 ソフ ト ウェアプログラ ミ ング

定格の精度を保つための校正 機能なし

＊ 1 総合入力遅延時間とは、 サンプ リ ング間隔と内部演算時間を足した合計を表します。 使用する入力 CH
数に比例し総合入力遅延時間が増加します。

＊ 2 任意設定とは、 デジタル分解能データを、 任意のデータ （下限値、 上限値を任意に設定） に、 スケール
変換して使用する機能で、 範囲設定 （-32,768 ～ 32,767） はデータレジスタで指定します。

＊ 3 範囲外入力検出はアナログモジュールのステータスに反映されます。

＊ 4 電源および入出力配線に 500V ク ランプ印加時の結果を記載しています。

形番 FC4A-J4CN1/ FC4A-J8C1 FC4A-J4CN1

入力種類 電圧入力 電流入力 測温抵抗体 熱電対
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■ アナログ入力仕様 （FC4A-J8AT1）

形番 FC4A-J8AT1

入力種類 NTC PTC

入力レンジ -50 ～ 150 ℃

接続可能なサー ミ ス タ 100kΩ以下

入力検出電流 0.1mA

AD 変換 サンプ リ ング時間 2ms 以下

サンプ リ ング間隔 2ms 以下

総合入力遅延時間＊ 1

＊ 1 総合入力遅延時間とは、 サンプ リ ング間隔と内部演算時間を足した合計を表します。 使用する入力 CH
数に比例し総合入力遅延時間が増加します。

10ms× 使用チャンネル数＋ 1 スキャンタイム

入力の種類 シングルエンド入力

動作モー ド 自己スキャン

変換方法 逐次比較レジスタ方式

入力誤差 25 ℃時の 大誤差 フルスケールの ±0.2％

温度係数 フルスケールの ±0.005％/ ℃

安定時間後の再現性 フルスケールの ±0.5％/ ℃

非直線性 直線性なし

総合誤差 フルスケールの ±1％

データ デジ タル分解能 約 4,000 階調 （12bit 相当）

下位ビ ッ ト 入力値 25Ω

アプ リ ケー
シ ョ ンでの
データ形式

バイナ リ
データ

0 ～ 4,000

任意指定 -32,768 ～ 32,767 の範囲で CH ごとに任意に設定可能＊ 2

＊ 2 任意設定とは、 デジタル分解能データを、 任意のデータ （下限値、 上限値を任意に設定） に、 スケール
変換して使用する機能で、 範囲設定 （-32,768 ～ 32,767） はデータレジスタで指定します。

温度指定 摂氏、 華氏 ―

抵抗値 0 ～ 10,000

単調性 あ り

範囲外入力検出 検出可能＊ 3

＊ 3 範囲外入力検出は、 アナログモジュールのステータスに反映されます。

耐 ノ イズ ノ イズ試験中の

大瞬時偏差＊ 4

＊ 4 電源および入出力配線に 500V ク ランプ印加時の結果を記載しています。

±3％以下

入力フ ィ ルタ ソフ ト フ ィルタ

ノ イズイ ミ ュニテ ィ の
推奨ケーブル

―

ク ロス ト ーク 2LSB 以下

絶縁 入力－電源回路間 ト ランス絶縁

入力－内部回路間 フォ ト カプラ絶縁

入力誤配線時の影響 非破壊

入力種類の変更 ソフ ト ウェアプログラ ミ ング

定格の精度を保つための校正 機能なし
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■ アナログ出力仕様 （FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, FC4A-K1A1）

形番 FC4A-L03A1 FC4A-L03AP1 FC4A-K1A1

出力種類 電圧レンジ 0 ～ 10V

電流レンジ 4 ～ 20mA

負荷 イ ンピーダンス 1kΩ以上 （2kΩ以上）＊ 1 （電圧）

300Ω以下 （電流）

＊ 1 （） 内の数値はアナログモジュールのバージ ョ ンが V200 未満の場合です。 バージ ョ ンの確認方法は、
「本章　バージ ョ ンの確認方法」 （2-83 頁） を参照して ください。

負荷の種類 抵抗負荷

DA 変換 セ ッ ト リ ング時間 10ms

（50ms） ＊ 1

10ms

（130ms） ＊ 1

10ms

（50ms） ＊ 1

総合出力遅延時間 セッ ト リ ング時間＋ 1 スキャンタイム

出力誤差 25 ℃時の 大誤差 フルスケールの ±0.2％

温度係数 フルスケールの ±0.015％/ ℃

安定時間後の再現性 フルスケールの ±0.5％

出力の電圧降下 フルスケールの ±1％

非直線性 フルスケールの ±0.2％

出力リ ッ プル 1LSB 以下

オーバーシュー ト 0％

総合誤差 フルスケールの ±1％

データ デジ タル分解能 4,096 階調 （12bit 相当）

下位ビ ッ
ト 出力値

電圧 2.5mV

電流 4μA

アプ リ ケー
シ ョ ンでの
データ形式

バイナ リ
データ

0 ～ 4095 （電圧、 電流）

任意指定 -32,768 ～ 32,767 の範囲で任意に設定可能＊ 2

＊ 2 任意設定とは、 デジタル分解能データを、 任意のデータ （下限値、 上限値を任意に設定） に、 ス
ケール変換して使用する機能で、 範囲設定 （-32,768 ～ 32,767） はデータレジスタで指定します。

単調性 あ り

電流ループの開放 検出不可

耐ノ イズ ノ イズ試験中の

大瞬時偏差＊ 3

＊ 3 アナログモジュールのバージ ョ ンが V200 未満の場合は、 電源および入出力配線に 500V ク ランプ印
加時の結果を記載しています。 V200 以上の場合は、 電源に 1KV 直接印加、 入出力配線に 1KV ク ラ
ンプ印加時の結果を記載しています。

±1％以下 （±3％以下） ＊ 1

ノ イズイ ミ ュニテ ィ の
推奨ケーブル

ツイス トペアシールドケーブル

ク ロス ト ーク 出力 1 点であるため、 なし

絶縁 出力－電源回路間 ト ランス絶縁

出力－内部回路間 フォ ト カプラ絶縁

出力誤配線時の影響 非破壊

出力種類の変更 ソフ ト ウェアプログラ ミ ング

定格の精度を保つための校正 不可
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■ アナログ出力仕様 （FC4A-K2C1, FC4A-K4A1）

形番 FC4A-K2C1 FC4A-K4A1

出力種類 電圧レンジ -10 ～＋ 10V 0 ～ 10V

電流レンジ 4 ～ 20mA

負荷 イ ンピーダンス 2kΩ以上 1kΩ以上

負荷の種類 抵抗負荷

DA 変換 セ ッ ト リ ング時間 1ms/ch 2ms/ch＊ 1

＊ 1 立ち上がり時間は含みません。

総合出力遅延時間 1ms× 使用チャンネル数＋ 1 ス

キャンタイム

2ms× 使用チャンネル数 +1 ス

キャンタイム

出力誤差 25 ℃時の 大誤差 フルスケールの ±0.2％

温度係数 フルスケールの ±0.005％/ ℃ フルスケールの ±0.015％/ ℃

安定時間後の再現性 フルスケールの ±0.5％

出力の電圧降下 フルスケールの ±1％

非直線性 フルスケールの ±0.2％

出力リ ッ プル フルスケールの ±0.1％ 大 20mV

オーバーシュー ト 0％

総合誤差 フルスケールの ±1％

データ デジ タル分解能 50,000 階調 （16bit 相当） 4,096 階調 （12bit）

下位ビ ッ
ト 出力値

電圧 0.4mV 2.5mV

電流 0.32μA 4μA

アプ リ ケー
シ ョ ンでの
データ形式

バイナ リ
データ

-25,000 ～ 25,000 （電圧） 0 ～ 4,095 （電圧、 電流）

0 ～ 50,000 （電流）

任意指定 -32,768 ～ 32,767 の範囲で任意に設定可能＊ 2

＊ 2 任意設定とは、 デジタル分解能データを、 任意のデータ （下限値、 上限値を任意に設定） に、 ス
ケール変換して使用する機能で、 範囲設定 （-32,768 ～ 32,767） はデータレジスタで指定します。

単調性 あ り

電流ループの開放 検出不可

耐 ノ イズ ノ イズ試験中の

大瞬時偏差＊ 3

＊ 3 アナログモジュールのバージ ョ ンが V200 未満の場合は、 電源および入出力配線に 500V ク ランプ印
加時の結果を記載しています。 V200 以上の場合は、 電源に 1KV 直接印加、 入出力配線に 1KV ク ラ
ンプ印加時の結果を記載しています。

±3％以下 ±4％以下

ノ イズイ ミ ュニテ ィ の
推奨ケーブル

ツイス トペアケーブル ツイス トペアシールドケーブ
ル

ク ロス ト ーク 2LSB 以下

絶縁 出力－電源回路間 ト ランス絶縁 ト ランス絶縁

出力－内部回路間 フォ ト カプラ絶縁

出力誤配線時の影響 非破壊

出力種類の変更 ソフ ト ウェアプログラ ミ ング

定格の精度を保つための校正 機能なし
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● バージ ョ ンの確認方法

アナログモジュールのバージ ョ ン番号は、 アナログモジュール本体形式ラベルの下図位置に記載さ
れています。 ( 出荷時期が古いものは、 バージ ョ ン番号が印刷されていないこ とがあ り ます ) バー

ジ ョ ンの違いによ り性能および入出力仕様が異なる部分があ り ますので、 必ずバージ ョ ン番号をご
確認のうえご使用ください。
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■ 端子配列

接続の際は、 図の位置に印加電圧、 通電電流に適し た IEC60127 承認ヒ ューズを入れて く だ さい。

（マイ ク ロスマー ト を組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）
熱電対は危険電圧部 （DC60V または 42.4V ピーク以上の部分） に接続し ないで く ださい。

電源投入前に必ず配線をご確認 く だ さい。 誤った配線を行う と アナログモジュールが破損する恐れ
があ り ます。
また、 ノ イズによる誤動作の恐れがある場合、 アナログ出力の配線にはシールド線を使用し、 シー
ルドの両端は FG に接続し て く だ さい。

● FC4A-L03A1

配線の注意事項については 3-17 頁、 3-19 頁を参照してください。

端子台タ イプ 適合コネクタ ： FC4A-PMT11P
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編
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● FC4A-L03AP1

配線の注意事項については 3-17 頁、 3-19 頁を参照してください。

● FC4A-J2A1

配線の注意事項については 3-17 頁、 3-19 頁を参照してください。

端子台タ イ プ 適合コネクタ ： FC4A-PMT11P

端子台タ イ プ 適合コネクタ ： FC4A-PMT11P
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● FC4A-J4CN1

配線の注意事項については 3-17 頁、 3-19 頁を参照してください。

＊アナログ動作入力モードを電圧入力、 測温抵抗体、 熱電対のいずれかに設定した場合、 I- 端子は

オープンにして ください。 アナログ動作入力モードを電流入力に設定した場合、 I- 端子は－端子と

接続して ください。

IN0 ～ IN3 の－端子は内部で接続されています。

端子台タ イプ 適合コネクタ ： FC4A-PMT10P
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● FC4A-J8C1

配線の注意事項については 3-17 頁、 3-19 頁を参照してください。

IN0 ～ IN7 の－端子は内部で接続されています。

端子台タ イ プ 適合コネクタ ： FC4A-PMT10P
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● FC4A-J8AT1

配線の注意事項については 3-17 頁、 3-19 頁を参照してください。

端子台タ イプ 適合コネクタ ： FC4A-PMT10P
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● FC4A-K1A1

配線の注意事項については 3-17 頁、 3-19 頁を参照してください。

● FC4A-K2C1

配線の注意事項については 3-17 頁、 3-19 頁を参照してください。

端子台タ イ プ 適合コネクタ ： FC4A-PMT11P

端子台タ イ プ 適合コネクタ ： FC4A-PMT10P
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● FC4A-K4A1

配線の注意事項については 3-17 頁、 3-19 頁を参照してください。

端子台タ イプ 適合コネクタ ： FC4A-PMT11P
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 2 章 モジュール仕様
第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2

■ 保護の種類と注意事項

● 入力等価回路

● FC4A-L03AP1 （V200 以上）

● FC4A-L03A1, FC4A-J2A1 （V200 以上）
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● FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, FC4A-J2A1 （V200 未満）

● FC4A-J4CN1
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● FC4A-J8C1

● FC4A-J8AT1
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● 出力等価回路

● FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, FC4A-K1A1 （V200 以上）

● FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, FC4A-K1A1 （V200 未満）

● FC4A-K2C1
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編
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● FC4A-K4A1

電圧

電流
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■ アナログモジュール電源供給時の注意事項

アナログモジュールに電源を供給する際に、 以下の注意事項があ り ます。

● FC4A-L03A1, FC4A-J2A1, FC4A-L03AP1, FC4A-K1A1, FC4A-K4A1

上記アナログモジュールに電源を供給する場合は、 マイ クロスマート CPU モジュールの電源と別

電源にして、 マイ クロスマート CPU モジュールよ り 1 秒以上先に投入するこ とを推奨いたします。

FC4A-L03A1, FC4A-J2A1, FC4A-L03AP1 の外部電源を入り切りする場合は、 一定の時間間隔をあけ

てから外部電源を再投入して ください。 FC4A 形 /FC5A 形 CPU モジュールと FC4A-L03A1、 FC4A-
J2A1、 FC4A-L03AP1 を別電源で使用している場合は 30 秒 （動作周囲温度 25 ℃） の時間間隔をあ

けてください。 （同一電源で使用している場合は 5 秒 （動作周囲温度 25 ℃） の時間間隔をあけてく

ださい。）

● FC4A-J4CN1, FC4A-J8C1, FC4A-J8AT1, FC4A-K2C1

上記アナログモジュールに電源を供給する場合はノ イズ影響を軽減するため、 マイ クロスマート
CPU モジュールの電源と同じ電源をご使用するこ とを推奨いたします。

また、 アナログ入力モジュールとマイクロスマート CPU モジュールの電源を同じ電源にした場合、

電源立上げ後、 マイクロスマート CPU モジュールが RUN してから 大で 5 秒程度、 アナログ入力

モジュールが初期化処理のため、 アナログ入力データは不定です。 必ずアナログ入力動作ステータ
スが ‘0’ （正常動作中） を確認した後、 アナログ入力データをラダープログラムに反映してくださ

い。

● アナログモジュールの電力線と アナログ入出力の配線

アナログ入出力 （特に測温抵抗体入力） の配線と電力線は、 ノ イズ影響を軽減するため、 極力離し
て ください。
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増設拡張モジュール

■ 機能説明

ス リ ムタイプの CPU モジュール （FC5A-D16RK1/-D16RS1/-D32K3/-D32S3/-D12K1E/-D12S1E） に本

モジュールを取り付けるこ とによ り、 デジタル入出力モジュールの接続台数を 大 8 台、 I/O 点数

を 大 256 点まで拡張するこ とができます。

増設拡張モジュールには一体型 （FC5A-EXM2） と、 盤内において分散配置が可能なケーブル引き

出し型 （FC5A-EXM1M/-EXM1S/-KX1C） の 2 種類があ り ます。

■ 名称と機能

増設拡張モジュール （一体型 ： FC5A-EXM2）

① 形式ラベル

増設拡張モジュールの形番や仕様を記載しています。

② 電源表示 LED （PWR1）

CPU モジュール側からの電源が供給されている場合に点灯します。

③ 電源表示 LED （PWR2）

増設拡張モジュールに電源が供給されている場合に点灯します。

④ 運転表示 LED （RUN）

増設拡張モジュールが運転 （I/O リ フレッシュをしている） 時に点灯します。

⑤ エラー表示 LED （ERR）

増設拡張モジュールにエラーが発生した場合に点灯 / 点滅します。

⑥ 電源端子台

電源を増設拡張モジュールに供給する端子です。 仕様は DC 電源 （24V） です。

⑦ 増設コネク タ 1

FC5A ス リ ムタイプ CPU モジュールおよび増設モジュールを接続します。

⑧ 増設コネク タ 2

増設モジュール （デジタル I/O モジュール） を接続します。
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⑨ 取り外しボタ ン

CPU モジュールまたは増設モジュールとの接続を固定するためのボタンです。

増設拡張モジュール （ケーブル引出し型マス タ ： FC5A-EXM1M）

① 形式ラベル

増設拡張モジュールの形番や仕様を記載しています。

② 電源表示 LED （PWR1）

CPU モジュール側からの電源が供給されている場合に点灯します。

③ 運転表示 LED （RUN）

増設拡張モジュールが運転 （I/O リ フレッシュしている） 時に点灯します。

④ エラー表示 LED （ERR）

増設拡張モジュールにエラーが発生した場合に点灯 / 点滅します。

⑤ 増設コネク タ 1

FC5A ス リ ムタイプ CPU モジュールおよび増設モジュールを接続します。

⑥ 通信ケーブル用コネク タ

マスタ とスレーブを専用ケーブル （FC5A-KX1C） で接続します。

⑦ 取り外しボタ ン

CPU モジュールまたは増設モジュールとの接続を固定するためのボタンです。
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増設拡張モジュール （ケーブル引出し型スレーブ ： FC5A-EX1S）

① 形式ラベル

増設拡張モジュールの形番や仕様を記載しています。

② 電源表示 LED （PWR2）

増設拡張モジュールに電源が供給されている場合に点灯します。

③ 電源端子部

電源を増設拡張モジュールに供給する端子です。 仕様は DC 電源 （24V） です。

④ 増設コネク タ 2

増設モジュール （デジタル I/O モジュール） を接続します。

⑤ 通信ケーブル用コネク タ

マスタ とスレーブを専用ケーブル （FC5A-KX1C） で接続します。
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■ 機種一覧

■ 性能仕様

モジュール名称 形番

増設拡張モジュール （一体型） FC5A-EXM2

増設拡張モジュール （ケーブル引出し型マスタ） FC5A-EXM1M

増設拡張モジュール （ケーブル引出し型スレーブ） FC5A-EXM1S

専用ケーブル （1ｍ） FC5A-KX1C

型番
FC5A-EXM2

（一体型）

FC5A-EXM1M
（ケーブル引出し型

マス タ）

FC5A-EXM1S
（ケーブル引出し型

スレーブ）

定格動作電圧 外部 DC24V － 外部 DC24V

電圧変動範囲 DC20.4 ～ 26.4V
（ リ ップルを含む）

－ DC20.4 ～ 26.4V
（ リ ップルを含む）

消費電流
（内部電源 / 外部電源）

内部電源 ：
CPU モジュール側供給

50mA （DC5V） 0mA
（DC24V）

外部電源 ：

・ 大接続時＊ 1

0.75A （DC26.4V）

内部電源 ：
CPU モジュール側供給

90mA （DC5V）

0mA （DC24V）

内部電源 ：
CPU モジュール側供給

0mA （DC5V）

0mA （DC24V）

外部電源 ：

・ 大接続時＊ 1

0.75A （DC26.4V）

大消費電力＊ 1

（外部電源）

19W （DC26.4V） － 19W （DC26.4V）

許容瞬断時間 10ms 以上 （DC24V） － 10ms 以上 （DC24V）

I/O 増設 ［基本増設側］
・ 接続可能な CPU モジュール
   FC5A-D16RK1, FC5A-D16RS1, FC5A-D32K3, FC5A-D32S3
   FC5A-D12K1E, FC5A-D12S1E

・ 接続可能な増設モジュール
   合計 7 台

［拡張増設側］

    大 8 台 （ 大 I/O256 点）＊ 2

    但し、 デジタル入出力モジュールのみ （AC 入力モジュールは除く）

・ 接続可能な増設モジュール
   FC4A-N08B1, FC4A-N16B1, FC4A-N16B3, FC4A-N32B3
   FC4A-R081, FC4A-R161, FC4A-T08K1, FC4A-T08S1, 
   FC4A-T16K3, FC4A-T16S3, FC4A-T32K3, FC4A-T32S3
   FC4A-M08BR1, FC4A-M24BR2

大 I/O リ フ レ ッ シュ

時間＊ 3

2.8ms 3.6ms

CPU モジュール－増

設拡張モジュール間の
通信モー ド

非同期通信
（基本増設側と拡張増設側の I/O リ フレッシュが非同期で行われます。）

内部回路との絶縁 非絶縁 通信インターフェース部のみ絶縁

耐電圧 電源端子－ FG 間 ： AC500V　 1 分間

絶縁抵抗 電源端子－ FG 間 ： 10MΩ以上 （DC500V メガ）

耐 ノ イズ性
（ ノ イズシ ミ ュ レータ）

DC 供給電源 ： 1.0kV　 50ns ～ 1μs 直結結合による

通信インターフェース
ケーブル

： 1.5kV　 50ns ～ 1μs カップ リ ングアダプタによる

電源突入電流 50A 以下 （DC24V）

接地 D 種接地 （第 3 種接地）

接地線 UL1015 AWG22, UL1007 AWG18

電源供給線 UL1015 AWG22, UL1007 AWG18
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・ 拡張増設側に AC 入力モジュールは接続できませんが、 接続されていても エラー表示 LED が点灯し

ませんのでご注意 く だ さい。

・ コ ンス タ ン ト スキャ ン D8022 は 1,000ms を超えないよ う に設定し て く だ さい。

耐電磁環境性に対応し
た通信ケーブルおよび
長さ

－ 専用ケーブル /1ｍ （FC5A-KX1C）

電源部
コネク タ

種類
（基板側）

MSTB2.5/3-GF-5.08BK
（フェニッ クス
コンタ ク ト ）

－ MKDSN1.5/3-5.08-BK
（フェニッ クス
コンタ ク ト ）

挿抜回数 100 回以上 － －

通信部
コネク タ

種類
（基板側）

－ FCN-365P024-AU
（富士通コンポーネン ト ）

FCN-365P024-AU
（富士通コンポーネン ト ）

挿抜回数 － 100 回以上 100 回以上

電源部の誤接続の影響 逆極性 ： 動作しない、 破壊は起きない

不適切な電圧 ： 永久破壊の可能性あ り

不適切な電線の接続 ： 永久破壊の可能性あ り

通信イ ン ターフ ェース
部の誤接続の影響

－ 誤配線 ： 永久破壊の可能性あ り
不適切な接続 ： 永久破壊の可能性あ り
不適切な電線の接続 ： 永久破壊の可能性あ り

質量 約 140g 約 70g 約 135g

＊ 1 増設拡張モジュール＋入出力モジュール 8 台を使用した場合の値です。

＊ 2 増設拡張モジュールで同時に ON できる 大出力リ レー点数は 54 点です。

＊ 3 拡張増設側の I/O リ フレッシュ時間の 大値です。 D8252 に実時間が格納されます。 なお、 CPU モ
ジュール側の増設モジュールに対する END 処理時間は付録 -8 頁を参照して ください。

・ エラー表示 LED は以下の場合に点灯 / 点滅し ます。

点灯 ： CPU モジュール側の異常または、 スキャンタイムが 1000ms 以上の場合

点滅 （500ms 周期） ： 増設拡張モジュール （一体型またはケーブル引出し型スレーブ型） の外部
電源が未接続

点滅 （1 秒周期） ： ①拡張増設側に接続されているモジュールが初期化エラーとなった場合

②拡張増設側に 9 台以上のデジタル入出力モジュールを接続した場合

③拡張増設側にデジタル入出力モジュール以外のモジュールを接続してい
る場合

型番
FC5A-EXM2

（一体型）

FC5A-EXM1M
（ケーブル引出し型

マス タ）

FC5A-EXM1S
（ケーブル引出し型

スレーブ）
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■ 端子配列

● FC5A-EXM2

配線の注意事項については 2-104 頁を参照してください。

● FC5A-EXM1M

適合ケーブル ： FC5A-KX1C
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● FC5A-EXM1S

配線の注意事項については 2-104 頁を参照してください。

■ 接続方法

● FC5A-EXM2

適合ケーブル ： FC5A-KX1C
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● FC5A-EXM1M/EXM1S

・ CPU モジュールと増設拡張モジュールの電源は同一電源から供給する こ と を推奨し ます。

別電源で用いる場合は、 ノ イズ環境に注意し て く だ さい。

・ 動作中に通信ケーブルが外れる と、 FC5A-EXM1S に接続された増設モジュールは OFF にな り ます

（自動的に リ セ ッ ト がかかり、 入出力 I/O が OFF にな り ます）。

ケーブルが外れた際は一度電源を切断し た後に通信ケーブルを接続し、 電源を再投入し てだ さい。

・ 通信ケーブルは必ず専用ケーブルをご使用 く だ さい。

・ 拡張増設側にアナログモジュール、 AS-Interface マス タ モジュール、 AC 入力モジュールなどのデ

ジ タル I/O 以外の増設モジュールは接続できません。 AC 入力モジュールの場合は接続されてもエ

ラー表示 LED が点灯し ませんので、 十分に接続をご確認う え、 ご使用 く だ さい。

電源配線の例

・ CPU モジュールと増設拡張モジュールの電源を別電源で用いる場合は、 電源を投入する順番および

切断する順番を誤る と CPU モジュールがエラーになり ます。 電源投入の順番は増設拡張モジュー

ル、 CPU モジュールの順で、 電源切断の順番は CPU モジュール、 増設拡張モジュールの順にして

ください。

・ 増設拡張モジュールは、 1 台の CPU モジュールに対して 1 台しか接続できません。
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AS-Interface マス タ モジュール

■ 機能説明

AS-Interface マスタモジュールはスレーブ （センサ、 アクチュエータ、 リモート I/O など） との間で

デジタル情報、 またはアナログ情報をやり取りするこ とができます。 2 線式センサ / アクチュエー

タの制御などに使用します。

■ 名称と機能

① 形式ラベル

モジュールの形番や仕様を記載しています。

② LED 表示部

増設拡張モジュールに電源が供給されている場合に点灯します。

ステータ ス LED

ネッ ト ワークおよびマスタの状態を表示します。

入出力 LED

アドレス LED で表示中のスレーブの入出力状態を表示します。

ア ド レス LED

スレーブのアドレスを表示します。

③ 押ボタ ン （上 ： PB1/ 下 ： PB2）

モードの切り換え、 コンフ ィギュレーシ ョ ンの設定、 スレーブアドレスの切り換え等に使用しま
す。

④ AS-Interface コネク タ

ケーブルを接続したケーブル接続端子台 （⑤） を取り付けます。

⑤ ケーブル接続端子台

AS-Interface に接続するケーブルを配線します。

⑥ 増設コネク タ

増設モジュールおよび CPU モジュールを接続します。 ただし、 FC5A-C10R2x, FC5A-C16R2x, FC5A-
C24R2D は増設できません。
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⑦ 取り外しボタ ン

CPU モジュールまたは増設モジュールとの接続を固定するためのボタンです。

■ 性能仕様

● 性能仕様

・ 通常、 ス リムタ イプの CPU モジュールには増設モジュールを 7 台まで接続できますが、 AS-
Interface マス タ モジュールを使用する場合、 他の増設モジュールも含めて 6 台までの接続にな り ま

す。 7 台以上接続し た場合、 発熱等の原因にな り ます。 （制限台数以上接続し た場合、 特殊データ レ

ジス タ D8037 にエラーコー ド 20 （16 進） が格納されます。）

・ 通常、 FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C には増設モジュールを 4 台まで接続できますが、 AS-Interface
マス タ モジュールを使用する場合、 他の増設モジュールも含めて 3 台までの接続にな り ます。 4 台

以上接続し た場合、 発熱等の原因にな り ます。 （制限台数以上接続し た場合、 特殊データ レジス タ
D8037 にエラーコー ド 20 （16 進） が格納されます。）

・ AS-Interface には VLSV （very low safety voltag） で電源供給を行って く だ さい。

本製品は CPU モジュールに 2 台まで接続できます。 3 台以上接続した場合特殊データレジスタ

D8037 にエラーコード 40 （16 進） が格納されます。

形番 FC4A-AS62M

大スレーブ数 1 台使用時 62 スレーブ

2 台使用時 124 スレーブ

大 I/O 点数 1 台使用時 434 点 （入力 248 点 / 出力 186 点）

2 台使用時 868 点 （入力 496 点 / 出力 372 点）

大リ ピータ台数 2 台

ケーブル 大総延長 100m （ リ ピータなし）

300m （ リ ピータ 2 台）

電源 専用電源 （AS-Interface 電源） 定格　DC　 29.5V ～ 31.6V

AS-Interface 部の消費電流 大 110mA　通常 65mA

コネク タ 種類 （基盤側） MSTB2.5/3-GF-5.08BK （フェニッ クスコンタ ク ト ）

挿抜回数 100 回以上

入力誤配線時の影響 非破壊

モジュールの内部消費電流 80mA （DC5V）

0mA （DC24V）

モジュール内部消費電力 0.54W

質量 85g
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増設シ リ アル通信モジュール

■ 名称と機能

① 増設コネク タ

増設モジュールおよび CPU モジュールを接続します。 ただし、 FC5A-C10R2x, FC5A-C16R2x, FC5A-
C24R2D は増設できません。

② 形式ラベル

モジュールの形番や仕様を記載しています。

③ 表示 LED

電源 ON、 送信、 受信時に点灯します。

④ 端子名

端子名を記載しています。

⑤ ケーブル接続端子

通信ケーブルを接続します。

① 電源表示 LED （PWR）

増設シ リアル通信モジュールに電源が供給されている場合に点灯しま
す。
増設 RS485 通信モジュールの場合、 RS485 ド ラ イバ部への電源供給が不

十分な場合、 点滅します。

② 送信表示 LED （SD）

増設シ リアル通信モジュールからデータを送信時に点灯します。

③ 受信表示 LED （RD）

増設シ リアル通信モジュールにデータを受信時に点灯します。
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■ 一般仕様

■ 通信仕様

形番 FC5A-SIF2 FC5A-SIF4

名称 増設 RS232C 通信モジュール 増設 RS485 通信モジュール

チャ ンネル数 1ch

伝送方式 調歩同期式通信

電気的仕様 EIA RS232C 規格準拠 EIA RS485 規格準拠

端子配列 「端子配列」 参照 （2-110 頁） 「端子配列」 参照 （2-111 頁）

動作周囲温度 （使用周囲温度） 0 ～ 55 ℃

使用相対湿度 10 ～ 95％RH （結露なし）

接続ケーブ
ル条件

種類 シールド付多芯ケーブル ：
24AWGx6 芯

シールド付よ り対ケーブル ：

0.3mm2 (22AWG) 2P

耐圧 2,000V/1 分間 AC700V/1 分間

絶縁抵抗 100MΩ/km 以上

導体抵抗 88.0Ω/km 以下 (20 ℃ ) 65.7Ω/km 以下 (20 ℃ )

接続推奨ケーブル KIDU-SB 24AWG x 6C （日本電

線工業） UL 認証品

KNPEV-SB 0.3sq 2C （日本電線

工業 )

大ケーブル長 10m 1,200m

ネ ッ ト ワークへの 大接続台数 2 台 (1:1 通信 ) 32 台

コネク タ    
仕様

種類 （基板側） MC1.5/10-G-3.81BK ( フェニッ クスコンタ ク ト社）

適合コネク タ FC4A-PMT10P

挿抜回数 100 回以上

内部回路との絶縁タ イプ ト ランス絶縁

入力誤接続
の影響

誤配線 誤動作の原因とな り ます。

不適切な電圧印加 永久破壊の可能性があ り ます。

耐電圧 通信端子 - 内部回路間 ： AC500V 1 分間

CPU
モジュール
への 大接
続台数

FC5A-C24R2
FC5A-C24R2C

3 台＊ 1

＊ 1 FC5A-SIF2,FC5A-SIF4 の合計台数です。

FC5A ス リムタ イ プ

CPU モジュール
5 台＊ 1

モジュールの内部消費電流＊ 2

＊ 2 ［］ 内の値は V200 未満を使用した場合です。

40mA ［85mA］ （DC5V）

40mA ［0mA］ （DC24V）

40mA （DC5V）

40mA （DC24V）

質量 約 100g

形番 FC5A-SIF2 FC5A-SIF4

通信条件 通信速度 1200/ 2400/ 4800/ 9600/ 19200/ 

38400/ 57600/ 115200bps＊ 1

＊ 1 57600/ 115200bps には V200 以上のみ対応

1200/ 2400/ 4800/ 9600/ 19200/ 
38400/57600/115200bps

データ ビ ッ ト 長 7/8 ビッ ト

パリ テ ィ なし / 奇数 / 偶数

ス ト ッ プビ ッ ト 1/2 ビッ ト

プロ ト コル メ ンテナンス通信 ○＊ 2
○＊ 2

ユーザー通信 ○ ○

データ リ ン ク - ○

Modbus 通信 ○＊ 3 ○

モデム通信 - -
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・ CPU モジュールのシステムバージ ョ ンとの組み合わせで利用できるプロ ト コルが異なり ます。 「付

録　通信ポート と通信方式」　（付録 -22 頁） を参照してください。

・ 通信品位は接続台数、 ケーブル長、 通信速度に依存します。 通信品位に著しい低下が認められる場
合には、 これらの項目を十分確認し、 検討を行ってください。

■ データ送受信処理時間

CPU モジュールは以下の場合に接続中の増設シ リ アル通信モジュールとデータ送受信処理を実行し

ます。

・ エンド処理

・ COMRF 命令

・ 通信ポートのファンクシ ョ ン設定で [ ポート 3 ～ 7 の通信リ フレッシュ ] を [10ms 毎 ] に設定した

と き、 10ms 毎。

増設シ リ アル通信モジュール 1 台のデータ送受信処理にかかる時間は下記の通りです。 下記は、 増

設シ リ アル通信モジュールのデータの送受信処理が発生しているものと して記載しています。

■ バージ ョ ンの確認方法

バージ ョ ン番号がモジュール本体形式ラベルの下図位置に記載されています。 FC5A-SIF2 について

はバージ ョ ンの違いによ り性能が異なる部分があ り ますので、 必ずバージ ョ ン番号をご確認の上ご
使用ください。
バージ ョ ン番号の記載位置は 2-83 頁を参照ください。

＊ 2 ユーザープログラムのアップロード / ダウンロードは転送モードを ASCII モードにして行って くださ
い。 RUN 中ダウンロードはできません。

＊ 3 Modbus 通信には V200 以上のみ対応。

CPU モジュール

システムバージ ョ ン

増設シ リ アル
通信モジュール

システムバージ ョ ン
大データ送受信処理時間＊ 1

＊ 1 上記は増設シ リアル通信モジュールを 1 台接続している場合の 大処理時間です。 複数台接続した場合
の 大処理時間は、 上記値に接続台数を乗算した値とな り ます。

220 未満 200 未満 約 4ms

200 以上

220 以上 200 未満

200 以上 約 10ms
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■ 端子配列

● FC5A-SIF2

・ 配線ケーブルは、 推奨ケーブル又は同等品のシールド付ケーブルを、 お客様にて加工し てご使用 く
ださい。 推奨ケーブルについては 「本章 　 一般仕様」 （2-108 頁） を参照し て く だ さい。

・ ノ イズによる誤動作の恐れがある場合は、 配線ケーブルのシールド線を接地し て く だ さい。

・ 増設 RS232C 通信モジュールの通信相手と なる機器のマニュアルを熟読し た う えで配線し て く だ さ

い。

端子台タイプ 適合コネクタ ： FC4A-PMT10P

端子名 入出力方向 信号名称など

RS （RTS）＊ 1

＊ 1 RS 端子は、 一定出力端子です。

出力 送信要求

ER （DTR） 出力 データ ター ミ ナルレデ ィ

SD （TxD） 出力 送信データ

RD （RxD） 入力 受信データ

DR （DSR） 入力 データ セ ッ ト レデ ィ

SG （SG） - 信号グラ ン ド

NC - -

FE - 機能接地＊ 2

＊ 2 機能接地の中継端子と し て使用できます。

FE - 機能接地＊ 2

FE - 機能接地＊ 2
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● FC5A-SIF4

・ 配線ケーブルは、 推奨ケーブル又は同等品のシールド 付ケーブルを、 お客様にて加工し てご使用 く
だ さい。 推奨ケーブルについては 「本章 　 一般仕様」 （2-108 頁） を参照し て く ださい。

・ ノ イズによる誤動作の恐れがある場合は、 配線ケーブルのシールド線を接地し て く だ さい。

・ 増設 RS485 通信モジュールの通信相手と なる機器のマニュアルを熟読し た う えで配線し て く だ さ

い。

・ 配線ケーブルの両端にケーブルの特性イ ンピーダンスに合わせた終端抵抗を入れて く だ さい。
推奨ケーブル使用時には 100Ω 1/2W。

端子台タ イ プ 適合コネクタ ： FC4A-PMT10P

端子名 入出力方向 信号名称など

NC -

A 入出力 データ A＊ 1

＊ 1 端子 A は本モジュール内部で短絡されています。

A 入出力 データ A ＊ 1

B 入出力 データ B＊ 2

＊ 2 端子 B は本モジュール内部で短絡されています。

B 入出力 データ B ＊ 2

SG - 信号グランド＊ 3

＊ 3 端子 SG は本モジュール内部で短絡されています。

SG - 信号グランド＊ 3

FE - 機能接地＊ 4

＊ 4 端子 FE1,FE2,FE3 は本モジュール内部で短絡されています。 これらの端
子は機能接地の中継端子と して使用できます。

FE - 機能接地＊ 4

FE - 機能接地＊ 4

端子名

NC

A

A

B

B

SG

SG

FE

FE

FE

R
S

485 I/F

を
持
つ
機
器

シールド

終端抵抗

終端抵抗
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HMI モジュール

■ 名称と機能

① 表示部

タイマ、 カウンタの現在値や設定値、 各デバイスの内容を表示します。

② ESC キー

設定を取り消し、 1 つ前の操作に戻り ます。

③ ▲キー

操作画面の切替、 デバイスや設定値の桁移動と値を設定します。

④ ▼キー

操作画面の切替、 デバイスや設定値の桁移動と値を設定します。

⑤ OK キー

操作画面の切り替え、 デバイスや設定値の変更を決定します。

⑥ 接続コネク タ

CPU モジュール （オールインワンタイプ） と接続します。 CPU モジュールのス リ ムタイプは、 オプ

シ ョ ンモジュール （FC4A-HPH1） に接続します。

■ 機種一覧

ユニ ッ ト 名称 形番

HMI モジュール FC4A-PH1
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■ 性能仕様

● モジュール仕様

・ 本体との脱着時には、 必ず電源を切って く だ さい。 製品を破損する恐れがあ り ます。

・ 脱着時に、 HMI モジュール裏面のコネク タには触れないよ う に注意し て く ださい。 コネク タ破損や

接触不良の恐れがあり ます。

形番 FC4A-PH1

定格電圧 （本体よ り供給） DC5V

質量 約 20g
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HMI ベースモジュール

■ 機能説明

HMI ベースモジュールは、 HMI モジュールとス リ ムタイプ CPU モジュールを接続するための製品

です。
また、 ユーザーのアプリ ケーシ ョ ンに合わせて通信ポート （RS232C 通信ボード、 RS485 通信ボー

ド） を拡張できるポート 2 コネクタがあ り ます。

■ 名称と機能

① 拡張コネク タ

ス リ ムタイプ CPU モジュールに接続します。

② ポー ト 2 コネク タ

増設用の通信ポート （RS232C 通信ボード、 RS485 通信ボード） を装着します。

③ 通信ポー ト カバー

ポート 2 を保護するカバーです。 使用する場合にカバーを開けます。

④ 接続コネク タ

HMI モジュールに接続します。

■ 機種一覧

オールインワンタイプの CPU には、 HMI モジュールを直接取り付けるこ とができますので、 HMI
ベースモジュールは不要です。

ユニ ッ ト 名称 形番

HMI ベースモジュール FC4A-HPH1
4 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 2 章 モジュール仕様
第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2

通信オプシ ョ ン

■ 機能説明

マイク ロスマートはユーザーのアプリ ケーシ ョ ンに合わせて、 CPU モジュールに RS232C 通信ポー

ト または RS485 通信ポート を拡張するこ とができます。 このポートでは、 メンテナンス通信、 ユー

ザー通信、 データ リ ンク機能、 Modbus 通信およびモデム通信がサポート されています。

モデム通信は、 ポート 2 の RS232C 通信オプシ ョ ンでのみ使用できます。 データ リ ンク機能は、

ポート 2 の RS485 通信オプシ ョ ンのみで使用できます。 メンテナンス通信、 ユーザー通信、 および

Modbus 通信は、 全ての RS232C 通信と RS485 通信のオプシ ョ ンで使用できます。

■ 名称と機能

● 通信ボー ド

● ス リムタ イプ専用通信拡張モジュール

RS232C 通信ボー ド (MiniDIN タ イ プ )
RS485 通信ボー ド (MiniDIN タ イ プ )

RS485 通信ボー ド ( 端子台タ イプ )

① ポー ト 2 ： 通信用ポートです。

② コネク タ ： オールインワンタイプ CPU モジュールまたは HMI ベースモジュールに接続します。

RS232C 通信ボー ド (MiniDIN タ イ プ )
RS485 通信ボー ド (MiniDIN タ イ プ )

RS485 通信ボー ド ( 端子台タ イプ )

① 拡張コネク タ ： CPU モジュールに接続します。

② ポー ト 2 ： 通信用ポートです。

③ 通信ポー ト カバー ： ポート 2 を保護するカバーです。 使用する場合にカバーを開けます。
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■ 機種一覧

■ 性能仕様

● 通信オプシ ョ ン仕様

モジュール名称 機能 ・ 用途 形番

RS232C 通信ボー ド RS232C 通信ボード （Mini DIN タイプ） FC4A-PC1

RS485 通信ボー ド RS485 通信ボード （Mini DIN タイプ） FC4A-PC2

RS485 通信ボード （端子台タイプ） FC4A-PC3

RS232C 通信拡張モジュール RS232C 通信拡張モジュール （Mini DIN タイプ） FC4A-HPC1

RS485 通信拡張モジュール RS485 通信拡張モジュール （Mini DIN タイプ） FC4A-HPC2

RS485 通信拡張モジュール （端子台タイプ） FC4A-HPC3

形番
FC4A-PC1

FC4A-HPC1
FC4A-PC2

FC4A-HPC2
FC4A-PC3

FC4A-HPC3

電気的特性 EIA RS232C EIA RS485 EIA RS485

通信モー ド 非同期 非同期 非同期

ポー ト 番号 2 2 2

大使用可能台数 1 1 1

大通信速度 115200bps＊ 1

＊ 1 FC5A-D12x1E 以外を使用する場合、 大通信速度は 57600bps になり ます。

115200bps ＊ 1 115200bps ＊ 1

メ ンテナンス通信 ○ ○ ○

ユーザー通信 ○ ○ ○

データ リ ン ク － ○＊ 2

＊ 2 データ リ ンクを使用する場合、 大通信速度は 57600bps になり ます。

○＊ 2

Modbus ASCII/RTU 通信 ○ ○ ○

Modbus TCP 通信＊ 3

＊ 3 FC5A-D12x1E は通信オプシ ョ ンを用いての Modbus TCP 通信を行えませんが、 本体内蔵の Ethernet ポー
ト を使用するこ とで、 Modbus TCP 通信が可能です。

○ ○ ○

大ケーブル長 専用ケーブル＊ 4

＊ 4 「付録　各種ケーブル」　（付録 -24 頁） を参照して ください。

専用ケーブル＊ 4 200m

内部回路との絶縁 非絶縁

ケーブル
（RS485）

推奨ケーブル 専用ケーブル＊ 4 専用ケーブル＊ 4 0.3mm² シールド付き

ツイス トペア線

導体抵抗 － 85Ω/km 以下

シールド抵抗 20Ω/km 以下
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■ 取り付け方法

● 通信ボー ド

CPU モジュールの通信ポート カバーを開けて、 通信拡張コネクタに通信ボード （別売 ：下記参照）

を、 正面からカチッ と音がするまでしっかり差し込みます。

HMI ベースモジュールに取り付ける場合も同様の操作で行います。

・ 通信ボー ドの脱着は、 必ず電源を切った状態で行って く だ さい。

・ 取り付けが不十分の場合は、 正常に動作し ません。
必ず CPU モジュール底面のカー ト リ ッ ジカバーを

外し て、 通信ボー ドの高さが端子台よ り低い位置ま
で差し込まれている こ と を確認し て く だ さい。

● 通信拡張モジュール

1. CPU モジュールの拡張コネク タ カバーを抜き取り ま

す。 （3-16 頁参照）

2. 取り外しボタ ンを押し下げ、 CPU モジュールと通信

拡張モジュールを平行に並べます。

3. 拡張コネク タの位置に注意し て、 カチ ッ とい う 音が

するまで、 そのまま通信拡張モジュールを押し込み
ます。
モジュールが固定されます。

通電状態では作業し ないで く だ さい。 製品を破損する恐れがあ り ます。
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■ 取り外し方法

● 通信ボー ド

1. CPU モジュールの通信ポー ト カバーを開けます。

2. カー ト リ ッ ジカバーを外し ます。

3. カー ト リ ッ ジ部から通信ボー ド を指で押し上げながら、 通信ボー ド に引っ掛かったフ ッ ク を外し ま

す。

● 通信拡張モジュール

1. モジュールの接続部にある取り外しボタ ン

を引き上げて、 右図のよ う に取り外し ます。

通電状態では作業し ないで く だ さい。 製品を破損する恐れがあ り ます。
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メ モ リ カー ト リ ッ ジ

■ 名称と機能

ユーザープログラムを保存するカート リ ッジです。 CPU モジュールにカート リ ッジを装着する と、

メモ リ カート リ ッジがマイク ロスマート内蔵のメモ リ よ り優先して実行されます。
またメモ リ カート リ ッジ装着時、 メモ リ カート リ ッジダウンロード機能によ り本体内蔵の不揮発性
メモ リ  にユーザープログラムのダウンロードが可能です。 この機能を使う と、 パソコンを使用せず

に簡単にマイク ロスマートの動作を変更できます。 メモ リ カート リ ッジアップロード機能によ り本
体内蔵の不揮発性メモ リ  からユーザープログラムのアップロードするこ と も可能です。

メモ リ カート リ ッジを使用する場合のプログラム容量は、 本体のプログラム容量 （2-6 頁、 2-23 頁、

2-39 頁参照） と同様です。

■ 機種一覧

CPU モジュール 1 台に対して同時に使用できる メモ リ カート リ ッジは 1 個です。

■ 性能仕様

● メ モ リ カー ト リ ッ ジ仕様

メ モ リ カー ト リ ッ ジの有無 ユーザープログラム

装着 メモ リ カート リ ッジ装着時、 メモ リ カート リ ッジ内のプ
ログラムが優先して実行される
メモ リ カート リ ッジダウンロード機能によ り本体内蔵の
ROM にユーザープログラムのダウンロードが可能

メモ リ カート リ ッジアップロード機能によ り本体内蔵の
ROM からユーザープログラムのアップロードが可能

非装着 本体内蔵のメモ リで実行

名称 形番

32KB メモ リ カート リ ッジ FC4A-PM32

64KB メモ リ カート リ ッジ FC4A-PM64

128KB メモ リ カート リ ッジ FC4A-PM128

形番 FC4A-PM32 FC4A-PM64 FC4A-PM128

種類 EEPROM

アクセス可能な容量 32KB 64KB 128KB

書込ハー ド ウ ェ ア CPU モジュール

書込プログラム数 メモ リ カート リ ッジ 1 個に対してユーザープログラム 1 本
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■ 取り付け方法

● オールイ ンワン タ イプ

1. カー ト リ ッ ジカバーを外し て、 メ モ リ カー ト

リ ッ ジを上下方向に注意し て奥まで確実に差し
込んで く ださい。
カー ト リ ッ ジ表面の丸突起部を下側にし て本体
にま っすぐ装着し て く ださい。 斜めに取り付け
ますと端子が変形する恐れがあ り ます。

● ス リムタ イプ

1. 通信ポー ト カバーを開け、 メ モ リ カー

ト リ ッ ジコネク タに装着し て く だ さい。

・ CPU モジュール 1 台に対して同時に使用できる メモ リ カート リ ッジは 1 個です。

・ オールインワンタイプの CPU モジュールについては、 時計カート リ ッジとの併用はできません。

メ モ リ カー ト リ ッ ジの脱着は、 必ず CPU モジュールの電源を切った状態で行って く だ さい。

電源を入れた状態で脱着する と、 マイ ク ロスマー ト の動作保証ができません。 また、 製品が故障す
る可能性があ り ます。

■ 取り外し方法

メモ リ カート リ ッジの上下のリブを持ち、 真っ直ぐ引き出して外して ください。
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時計カー ト リ ッ ジ

■ 用途

照明や空調設備などのタイムスケジュール制御に使用します。

■ 性能仕様

● 時計カー ト リ ッ ジ仕様

時計カート リ ッジを使用する場合、 WindLDR で時計カート リ ッジの設定 （応用編　 8-6 頁参照）、

時計合わせ （応用編　 8-6 頁参照）、 時計誤差補正 （厳密な時計精度が必要な場合、 応用編　 8-9 頁

参照） を行ってください。
時間情報は時計カート リ ッジ内に格納され、 バッ クアップ電池によ り保持されます。

電源を入れた状態で脱着する と、 マイ ク ロスマー ト の動作保証ができません。 また、 製品が故障す
る可能性があり ます。

時計カート リ ッジ装着後に、 WindLDR で時計カート リ ッジの設定を行ってください。 時計カート

リ ッジ装着前に WindLDR の設定を行った場合、 時計エラーとな り ます。

■ 取り付け方法

● オールイ ンワン タ イプ

1. カー ト リ ッ ジカバーを外し て、 時計カー ト リ ッ

ジを上下方向に注意し て奥まで確実に差し込ん
で く だ さい。
カー ト リ ッ ジ表面の丸突起部を下側にし て本体
にまっすぐ装着し て く だ さい。 斜めに取り付け
ますと端子が変形する恐れがあ り ます。

オールインワンタイプの CPU モジュールについては、 メモ リ カート リ ッジとの併用はできません。

形番 FC4A-PT1

精度 ±30 秒 / 月 （25 ℃ TYP）

バッ ク ア ッ プ時間 約 30 日　 25 ℃ TYP （バッテ リ フル充電時）

電池 リチウム二次電池

充電時間 0 ～ 90％までの充電必要時間約 10 時間

電池交換 不可
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● ス リムタ イプ

1. 通信ポー ト カバーを開け、 時計カー ト リ ッ

ジコネク タに装着し て く だ さい。

CPU モジュール 1 台に対してメモ リ カート リ ッジおよび時計カート リ ッジがそれぞれ 1 個使用でき

ます。

■ 取り外し方法

時計カート リ ッジの上下のリブを持ち、 真っ直ぐ引き出して外して ください。
2 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 2 章 モジュール仕様
第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2
章

第
2

外形寸法図

■ CPU モジュール ［オールイ ンワン タ イプ］

● FC5A-C10R2, FC5A-C10R2C, FC5A-C10R2D, FC5A-C16R2, FC5A-C16R2C, 
FC5A-C16R2D

＊　フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。

● FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C, FC5A-C24R2D

＊　フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。                                                                 単位 ： mm
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■ CPU モジュール ［ス リムタ イプ］

● FC5A-D16RK1, FC5A-D16RS1

＊　フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。

● FC5A-D32K3, FC5A-D32S3

＊　フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　       単位 ： mm
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■ CPU モジュール ［ス リムタ イプ Web サーバー］

● FC5A-D12K1E, FC5A-D12S1E

＊　フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。
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■ 入出力モジュール、 増設シ リ アル通信モジュール

● FC4A-N08B1, FC4A-T08K1, FC4A-T08S1, FC5A-SIF2, FC5A-SIF4, 
FC4A-K2C1

＊　フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。

● FC4A-N08A11, FC4A-R081, FC4A-M08BR1, FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, 
FC4A-J2A1, FC4A-K1A1,FC4A-K4A1

＊　フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　       単位 ： mm
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● FC4A-N16B1, FC4A-R161, FC4A-J4CN1, FC4A-J8C1, FC4A-J8AT1

＊　フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。

● FC4A-M24BR2

＊　フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。

● FC4A-N16B3, FC4A-T16K3, FC4A-T16S3

＊　フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　       単位 ： mm
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● FC4A-N32B3, FC4A-T32K3, FC4A-T32S3

＊　フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。

CPU モジュール 1 台 （オールインワン 24 点タイプ） と、 入出力モジュール 2 台 （8 点出力タイプ、

16 点出力タイプ） を接続した場合、 次のよ うになり ます。

＊　 フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　       単位 ： mm
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■ 通信拡張モジュール、 オプシ ョ ンモジュール

● FC4A-HPC1, FC4A-HPC2, FC4A-HPC3

＊　フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。

● FC4A-HPH1

＊　フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。

● FC4A-PH1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　単位 ： mm
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■ 増設拡張モジュール

● FC5A-EXM2

＊　フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。

● FC5A-EXM1M

＊ 1　 フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。

＊ 2　ケーブル屈折時の長さの目安です。                                                                                         単位：mm
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● FC5A-EXM1S

＊ 1　 フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。

＊ 2　ケーブル屈折時の長さの目安です。

■ AS-Interface マス タ モジュール

● FC4A-AS62M

＊　フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます。                                                                        単位：mm
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この章は、 マイ ク ロスマー ト の設置と配線の方法を理解し ていただ く ためのページです。
設置と配線を十分ご理解し た う えで、 マイ ク ロスマー ト を正し く 取り扱っ て く だ さい。
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設置と配線時の注意

・ 取り付けや取り外し、 配線作業および保守、 点検は必ず電源を切って行って く だ さい。 感電および
火災の原因と な り ます。

・ 非常停止回路やイ ン ターロ ッ ク回路などは、 マイ ク ロスマー ト の外部回路で作成し て く だ さい。 非
常停止回路やイ ン ターロ ッ ク回路をマイ ク ロスマー ト の内部で作成する と、 マイ ク ロスマー ト が故
障し た場合に、 機械の暴走や破壊、 事故の発生する恐れがあ り ます。

・ マイ ク ロスマー ト の設置、 配線を行う には専門の知識が必要です。 専門の知識のない一般消費者が
扱う こ とはできません。

・ マイ ク ロスマー ト の設置、 配線を行う 場合には、 配線 く ずやド リルの切り粉などがマイ ク ロスマー
ト 内部に入らないよ う に注意し て く だ さい。 配線 く ずなどがマイ ク ロスマー ト 内部に入る と、 火災
や故障、 誤動作の原因にな り ます。

・ 静電気破壊防止のため、 コネク タ類のピンに直接触れないよ う にし て く だ さい。

・ マイ ク ロスマー ト の配線は動力線から離し て く だ さい。

■ 設置場所

・ 下記のよ うな環境で使用する と感電や火災、 誤動作の原因になり ます。

動作周囲温度が 0 ～ 55 ℃を超える場所

相対湿度が 30 ～ 95％RH を超える場所

じん塵、 塩分、 鉄粉などの多い場所
直射日光の当たる場所
ユニ ッ ト 本体に直接振動や衝撃が伝わる場所
腐食性ガス、 可燃性ガスの発生する場所

・ マイ ク ロスマートは、 右図のよ うに必ず垂直面
に取り付けてください。 また、 通気性がよ くな
るよ うに、 周囲取付物、 発熱体および盤面から
十分なスペースをとって取り付けてください。

・ マイ ク ロスマートは装置内への組み込み専用品
です。

・ マイ ク ロスマートの設置環境は “ 汚染度 2
（IEC60664） ” です。
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組み立て方法

マイ ク ロスマー ト は、 DIN レール組み込み前に組み立てて く だ さい。 DIN レール設置後に組み立て

る と、 破損の原因にな り ます。

■ CPU モジュールと増設モジュールを組み立てる

オールインワンタイプ CPU モジュールと入出力モジュールの組み立てを例にして、 説明していま

す。 （ス リ ムタイプも同様の操作で組み立てます。）

1. FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C に貼り付けてあ

る保護シールをはがし てコネク タ を露出させま
す。

2. CPU モジュールと入出力モジュールを平行に

し て並べます。

増設コネクタの位置を目安にする と、 平行に並べやすくな り ます。

3. 入出力モジュールの取り外しボタ ンを押し

下げ、 増設コネク タの位置に注意し て、 カ
チ ッ とい う音がするまでそのまま入出力モ
ジュールを押し込みます。
モジュールが固定されます。

通電状態では作業し ないで く だ さい。 製品を破損する恐れがあ り ます。
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■ CPU モジュールと HMI モジュールを組み立てる

● オールイ ンワン タ イプ

オールインワンタイプ CPU モジュールと HMI モジュールの組み立てについて説明します。

1. CPU モジュールに装着し ている フ ロン ト カバーを外し

てコネク タ を露出させます。

2. CPU モジュールに HMI モジュールを差し込みます。

この場合、 コネク タの位置に注意し て、 カチ ッ とい う
音がするまで、 そのまま HMI モジュールを押し込みま

す。

通電状態では作業し ないで く だ さい。 製品を破損する恐れがあ り ます。

● ス リムタ イプ

ス リ ムタイプ CPU モジュールと HMI モジュールの組み立てについて説明します。

1. HMI ベースモジュール （FC4A-HPH1） に HMI モ

ジュールを差し込みます。

この場合、 コネク タの位置に注意し て、 カチ ッ とい
う音がするまで、 そのまま HMI モジュールを押し込

みます。

2. CPU モジュール （ス リムタ イプ） の拡張コネク タの

拡張コネク タ カバーを抜き取った （3-16 頁参照） あ

と、 HMI ベースモジュールを接続し ます。

通電状態では作業し ないで く だ さい。 製品を破損す
る恐れがあり ます。
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■ HMI モジュールを取り外す

ス リ ムタイプ CPU モジュール用の HMI ベースモジュールから HMI モジュールを取り外す方法につ

いて説明します。

1. HMI モジュール上部の隙間に ド ラ イバ＊ 1 を差し込んで く だ さい。

この場合、 ド ラ イバの先端が突き当たるまで差し込みます。

2. 差し込んだ ド ラ イバを矢印の方向に倒し ながら HMI モ

ジュールの連結ロ ッ ク部を押し外し て全体を上に引き
上げて く ださい。

3. モジュールを取り外し て く だ さい。

＊ 1 使用する ド ライバはビッ トの先端形状が （－） でビッ トの直径 φ3.0mm 以下のド ライバをご使用ください。
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■ USB 延長ケーブルの結束バン ド を用いた固定方法

制御盤内に設置した FC5A-D12x1E に対して、 USB ポート を使用して通信する場合、 USB 延長ケー

ブル＊ 1 を使用し、 盤面に穴加工を施すこ とで、 盤面から通信を行う こ とができます。 USB 延長

ケーブルを使用する場合、 制御盤内で PLC から USB 延長ケーブルが抜けないよ う、 USB カバーと

USB 延長ケーブルを結束バンド＊ 2 で固定するこ とを推奨します。

以下に結束バンドを用いた固定方法について説明します。

1. USB カバーをあけ、USB 延長ケーブルを USB ポー ト に差し

込んで く だ さい。

2. USB カバーにある窪みに沿わし て USB延長ケーブルの周り

に結束バン ド を一周させます。

3. 結束バン ドのロ ッ ク部分の穴に反対側の先端部分を差し込

み、 輪をつ く り ます。 適当な大き さ まで輪を縮め、 結束バ
ン ドの余った部分をニ ッパーなどで切断し ます。

＊ 1 USB 延長ケーブルと して、 弊社の USB-mini B ポート用延長ケーブル （HG9Z-XCE21） を推奨します。

＊ 2 結束バンド と して、 ヘラマンタイ ト ン社製のインシュロ ッ ク （T18R-1000） を推奨します。
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取り付け方法
マイクロスマートの取り付け方法には、 DIN レールへ取り付ける場合と盤内に直付けする場合の 2
種類があ り ます。

取り付ける場合は、 本書に記載し てある指示にし たがって行って く だ さい。 取り付けに不備がある
と落下や故障、 誤動作の原因にな り ます。

■ DIN レールへの取り付け

35mm 幅 DIN レールへ取り付けるこ とができます。

適合レール ： IDEC 製 ・ BAA1000 形 （長さ 1000mm） など

1. DIN レールを取付板にし っかり とねじ止めし

て固定し ます。

2. 右図のよ う に、 各モジュールの DIN レール

フ ッ ク を下げて、 モジュール溝部をはめ込
み、 DIN レールフ ッ ク を上げます。

3. ユニ ッ ト 両側には固定のため、 BNL6 形止め

金具を使用し て く ださい。

■ 盤内への直付け

盤内中板などの取付板に直接取り付けるこ とができます。

ス リ ムタイプ CPU モジュール、 入出力モジュール、 通信拡張モジュール、 HMI ベースモジュール

を直付けするには直取り付け金具 （FC4A-PSP1P） を取り付ける必要があ り ます。 また、 取付板に

所定の取付穴 （3-7 頁、 3-8 頁、 3-9 頁、 3-10 頁参照） をあける必要もあ り ます。

直取り付け金具の組み立て方法

1. DIN レールフ ッ ク を取り外し ます。

2. 直取り付け金具を本体ケースの溝に挿入し

（①）、 ケースの く ぼみにし っかり と奥までスラ
イ ド させます （②）。

再度、 直取り付け金具を使用する場合の注意事
項

一度外した直取り付け金具を使用する と、 まげ
部 「取り外し図の斜線部」 （3-7 頁参照） の本体

ケースへの引っ掛かりが不十分な場合があ り、
外れやすくな り ます。
再度、 使用する場合は、 必ず曲げ部を押し込ん
で、 本体ケースに固定されているこ とをご確認
ください。
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 3 章 設置と配線
第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3
章

第
3

直取り付け金具の取り外し方法

直取り付け金具をマイナスド ライバーなどで持
ち上げ （①）、 引き抜きます （②）。

● 取付穴寸法

下図のよ うに取付板を加工して取付穴をあけ、 M4 ねじで取り付けます。 取付ねじは、 M4 ナベねじ

（6 または 8mm） を使用してください。

● CPU モジュール

単位 ： mm

FC5A-C10R2, FC5A-C16R2
FC5A-C10R2C, FC5A-C16R2C
FC5A-C10R2D, FC5A-C16R2D

FC5A-C24R2
FC5A-C24R2C
FC5A-C24R2D

FC5A-D16RK1, FC5A-D16RS1FC5A-D32K3, FC5A-D32S3, FC5A-D12K1E, FC5A-D12S1E
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● 入出力モジュール

単位 ： mm

FC4A-N08B1、 FC4A-N08A11、 FC4A-N16B1、
FC4A-R081、 FC4A-R161、 FC4A-T08K1、
FC4A-T08S1、 FC4A-M08BR1、 FC4A-L03A1、
FC4A-L03AP1、 FC4A-J2A1、 FC4A-J4CN1、
FC4A-J8C1、 FC4A-J8AT1、 FC4A-K1A1
FC4A-K2C1、 FC4A-K4A1

FC4A-N16B3、 FC4A-T16K3、 FC4A-T16S3

FC4A-N32B3、 FC4A-T32K3、 FC4A-T32S3 FC4A-M24BR2
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● オプシ ョ ンモジュール

単位 ： mm

FC4A-HPC1、 FC4A-HPC2、 FC4A-HPC3 FC4A-HPH1

FC4A-AS62M FC5A-EXM2
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● 増設シ リ アル通信モジュール

FC5A-EXM1M FC5A-EXM1S

FC5A-SIF2、 FC5A-SIF4
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・ FC5A-C24R2 および 23.5mm 幅の入出力モジュール 4 台を直付けする場合

・ FC4A-HPH1, FC5A-D16RK1, FC4A-N16B3, FC4A-N32B3 および FC4A-M24R2 を直付けする場合
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・ FC5A-C24R2 および増設 RS232C 通信モジュール 3 台を直付けする場合

単位 ： mm

・ 取り付けに際しては、 操作性、 保守性、 耐環境性を十分考慮して ください。

オールイ ンワン タ イプ

・ 下向きには取り付けないでください。 また、 動作周囲温度が 35 ℃を超える場合は上向き、 40 ℃を

超える場合は横向きには、 取り付けないでください。
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ス リムタ イプ

・ 上向きや下向き、 および横向きには取り付けないでください。
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取り外し方法

■ DIN レールからの取り外し

1. 右図のよ う に、 DIN レールフ ッ ク貫孔にマイナス ド

ラ イバーを差し込みます。

2. すべてのモジュールの DIN レールフ ッ ク を下げま

す。

3. ユニ ッ ト を手前に引 く 感じ で持ち上げます。

■ モジュールの取り外し

各モジュールを取り外します。

1. モジュールの接続部にある、 取り外しボタ ン

を引き上げて、 図のよ う に取り外し ます。

（ス リ ムタイプも同様の操作で取り外しま
す。）

通電状態では作業し ないで く だ さい。 製品を破損する恐れがあ り ます。
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■ 端子台の取り外し方法

ス リ ムタイプ CPU モジュール （FC5A-D16RK1, -16RS1, -12K1E, -12S1E） の端子台を取り外す場合、

無理な取り外しをする と端子台を破損する恐れがあ り ます。 以下の手順に従って端子台を取り外し
てください。

1. 端子台を外す場合は、 電線を外し てから先に短い方の端子台 （①）

を外し てから長い方の端子台 （②） を外し て く だ さい。

2. 長い方の端子台 （②） を外す場合は、 端子台の中

央を持ってまっすぐ引き抜いて く だ さい。

一方の端のみを一度に引 く と端子台を破損する恐れ
があり ます。
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■ 拡張コネク タ カバーの取り外し方法

CPU モジュール （ス リ ムタイプ） に通信拡張モジュールや

HMI ベースモジュールを装着するためには、 CPU モジュー

ルの拡張コネクタカバーを取り外す必要があ り ます。

1. ①を指で押し込んで、 つなぎ部分 （A） を割って く ださい。

割り方は下図のどちらかの方法を参考にして ください。

2. 起き上がってきた②を逆に押し込んで く だ さい。

3. 起き上がってきた③をつかんで、 つなぎ部分

（B） を引きちぎって く ださい。

②の部分を押し込む際に、 つなぎ部分 （A） が引っかかり

③の部分が起き上がってこない場合 （元の位置までしか
戻らない場合） は、 ③の横の溝に棒状の器具などを差し
込んで③部分を引き起こして ください。

・ 棒状の器具に金属性などの硬いものを使用し た場合、 製品内部への接触によ り電子部品が破損する
可能性があ り ますので注意し て く だ さい。

・ つなぎ部分を割る際に、 指をけがし ないよ う気をつけて く だ さい。
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入出力配線

■ 入力配線

入力線は、 電源線、 出力線、 動力線と分離し て配線し て く だ さい。
オールイ ンワン タ イプ CPU モジュールの電線は UL1015AWG22, または UL1007AWG18 を使用し

て く だ さい。
ス リムタ イプ CPU モジュールおよび入出力モジュールの電線は UL1015AWG22 を使用し て く だ さ

い。

■ 出力配線

・ 出力部のリ レー、 ト ラ ンジス タ などの故障によ り、 出力が ON あるいは OFF の状態のままになる

こ とがあり ます。 重大事故の可能性がある出力信号については、 外部に状態を監視する回路を設け
て く だ さい。

・ 出力モジュールには、 負荷に応じ た ヒ ューズを使用し て く だ さい。

・ マグネ ッ ト やバルブなどのノ イズを発生する負荷を駆動する場合は、 DC 電源ではダイオー ド、 AC
電源ではサージアブ ソーバなどのご使用をおすすめし ます。

・ オールイ ンワン タ イプ CPU モジュールの電線は UL1015AWG22、 または UL1007AWG18 を使用し

て く だ さい。

・ ス リムタ イプ CPU モジュールおよび入出力モジュールの電線は UL1015AWG22 を使用し て く だ さ

い。

・ 欧州に出荷する場合は、 IEC60127 承認品のヒ ューズを使用し て く だ さい。
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接点保護回路について

必要に応じて、 リ レー接点の保護回路をマイクロスマートの外部に設けてください。
保護回路は、 使用する電源などに合わせて、 下記の A ～ D の中から選択してください。

なお、 ト ランジスタ出力の場合は、 下記 C の保護回路を使用して ください。

A AC 電源で、 負荷インピーダンスが CR のインピーダンスよ り小さい場合に使用可能です。

C ： 0.1 ～ 1μF, R ： 負荷と同程度の抵抗値

B AC、 DC 電源と もに使用可能です。

C ： 0.1 ～ 1μF, R ： 負荷と同程度の抵抗値

C DC 電源専用で、 ダイオードの逆耐電圧は回路電圧の 10 倍以上必要です。

また、 順方向電流は負荷電流以上のものを使用します。

D AC、 DC 電源と もに使用可能です。
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電源、 電源配線

■ 電源

・ 定格にあった電源を接続し て く だ さい。 定格と異なる電源を接続する と、 火災の原因になる恐れが
あり ます。

・ マイ ク ロスマー ト の電源ラ イ ンの外側に、 IEC60127 承認品のヒ ューズを使用し て く だ さい。 マイ

ク ロスマー ト を組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に必要です。

● オールイ ンワン タ イプの CPU モジュール

（AC 電源タ イプ、 DC24V 電源タ イプ）

電源遮断時

電源投入時の突入電流について

・ 本製品の使用電源電圧は、 AC 電源タ イプの場合 AC85 ～ 264V、 DC 電源タ イプの場合 20.4 ～

28.8V です。 この電圧範囲以外では使用し ないで く だ さい。

特に AC 電源タ イプの電源電圧の立ち上がり / 立ち下がりが AC15 ～ 50V 間を緩やかに変動する環

境でご使用の場合、 この電圧範囲内で RUN/STOP 動作が繰り返される場合があ り ます。

・ マイ ク ロスマー ト の入出力に重大な事故につながる恐れのある外部装置を接続し ている場合、 異常
時に安全側に機能するよ う に外部回路 （電圧監視など） による対策を行って く だ さい。

・ オールインワンタイプの CPU モジュールの使用可能な

電源電圧は、 AC 電源タイプの場合 AC85 ～ 264V、 DC
電源タイプの場合 DC20.4 ～ 28.8V の範囲です。

・ 停電検出電圧は入出力点数の使用状態によ り変動しま
す。 基本的には、 AC 電源タイプの場合 AC85V 未満、

DC 電源タイプの場合 DC20.4V 未満になる と停電検出

します。

・ AC 電源の場合、 10ms 以下の瞬時停電では停電検出し

ません （定格電圧時）。
DC 電源の場合、 10ms 以下の瞬時停電では停電検出し

ません （定格電圧時）。

・ マイ ク ロスマートは電源投入時に 10 点 ・ 16 点タイプは 35A 以下、 24 点タイプは 40A 以下の突入電

流が流れます。
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● オールイ ンワン タ イプの CPU モジュール （DC12V 電源タ イプ）

電源遮断時

電源投入時の突入電流について

・ 定格にあった電源を接続し て く だ さい。 定格と異なる電源を接続する と、 火災の原因になる恐れが
あ り ます。

・ マイ ク ロスマー ト の電源ラ イ ンの外側に、 IEC60127 承認品のヒ ューズを使用し て く ださい。 マイ

ク ロスマー ト を組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に必要です。

・ DC12V 対応 CPU モジュールの使用可能な電源電圧 （主電源と DC 入力 I/O 電源） は、 10.2 ～

18.0V の範囲です。 この電圧範囲以外では使用し ないで く ださい。 故障や火災の原因になる恐れが

あ り ます。

・ 電源電圧の立ち上がり / 立ち下がり を緩やかに変動する環境でご使用の場合、 RUN/STOP 動作が繰

り返される場合があ り ます。

・ マイ ク ロスマー ト の入出力に重大な事故につながる恐れのある外部装置を接続し ている場合、 異常
時に安全側に機能するよ う に外部回路 （電圧監視など） による対策を行って く だ さい。

・ DC12V 対応 CPU モジュールの使用可能な電源

電圧 （主電源と DC 入力 I/O 電源） は、 DC10.2
～ 18.0V の範囲です。

・ 停電検出電圧は入出力点数の使用状態、 動作周
囲温度によ り変動します。 基本的には、 DC 電

源タイプの場合 DC10.2V 未満になる と停電検

出します。

・ 10ms 以下の瞬時停電では停電検出しません

（定格電圧時）。

・ マイ ク ロスマートは電源投入時に 20A 以下の突入電流が流れます。
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● ス リムタ イプの CPU モジュール、 増設拡張モジュール

電源遮断時

電源投入時の突入電流について

・ ス リムタ イプの CPU モジュールの使用電源電圧は DC20.4 ～ 26.4V です。 この電圧範囲以外では

使用し ないで く だ さい。
特に電源電圧の立ち上がり / 立ち下がりが緩やかに変動する環境でご使用の場合、 定格電圧未満で

は RUN/STOP 動作および入出力動作が不安定になる場合があ り ます。

ス リムタ イプの CPU モジュールおよび増設拡張モジュール使用時、 重大な事故につながる恐れの

ある外部装置を入出力に接続し ている場合、 異常時に安全側に機能するよ う に外部回路 （電圧監視
など） による対策を行って く だ さい。

・ CPU モジュールと増設拡張モジュールの電源は同一電源から供給する こ と を推奨し ます。

・ CPU モジュールと増設拡張モジュールの電源を別電源で用いる場合は、 電源を投入する順番および

切断する順番を誤る と CPU モジュールがエラーにな り、 運転を停止し ます。 （エラー内容 ： I/O バ

スイニシャ ラ イズエラー） 電源投入の順番は増設拡張モジュール、 CPU モジュールの順で、 電源切

断の順番は CPU モジュール、 増設拡張モジュールの順にし て く ださい。

・ CPU モジュールと増設拡張モジュールの電源を別電源で用いる場合は、 ノ イズ環境に注意し て く だ

さい。

● AS-Interface マス タ モジュール

AS-Interface の電源は、 AS-i 認証を受けた DC30V 電源 （AS-Interface 電源） を使用します。 汎用の

電源ユニッ トは使用できません。

詳細につきましては AS-Interface 機器カタログをご覧ください。

AS-Interface には VLSV （very low safety voltage） で電源供給を行って く だ さい。

・ ス リ ムタイプの CPU モジュールおよび増設拡張モジュール

（FC5A-EXM2, FC5A-EXM1S） の使用可能な電源電圧は DC20.4
～ 26.4V の範囲です。

・ 停電検出電圧は入出力点数の使用状態によ り変動します。
基本的には、 DC20.4V 未満になる と停電検出され、 運転を停止

し、 誤動作を防止します。

・ 10ms 以下の瞬時停電では停電検出しません （定格電圧時）。

・ ス リ ムタイプの CPU モジュールおよび増設拡張モジュールは電源投入時に 50A 以下の突入電流が流

れます。

IDEC 製 PS2R 形 AS-Interface 電源

形番 定格出力 入力電圧 出力電圧

PS2R-Q30ABL 73W AC100-240V DC30.5V

PS2R-F30ABL 145W
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■ 電源配線

・ 電源線は UL1015AWG22、 または UL1007AWG18 のよ り線を使用して ください。 できるだけ短く配

線して ください。

・ 電源線と動力線はできるだけ距離を離して ください。

感電やノ イズによる誤動作のおそれがある場合は、 以下の項目を検討して ください。

■ 通信配線時の注意事項

マイクロスマート を通信機器と配線する場合、 以下の注意事項があ り ます。

マイ ク ロスマー ト と外部機器 （機能接地端子と SG が内部で接続されている通信機器 （IDEC 製の

表示器の場合、 HG3F/HG4F が該当し ます。）） を同じ電源で使用される場合、 外部機器からのノ イ

ズがマイ ク ロスマー ト と通信機器の内部回路に悪影響を与える可能性があり ます。 使用環境に合わ
せて以下の対策をご検討 く だ さい。

・ FG 端子は、 D 種接地 （接地抵抗 100Ω以下） と して ください。

・ 接地線は、 動力機器の接地線と共通ラインに接続しないでください。

・ 接地線は、 オールインワンタイプの場合は UL1007AWG16 を使用して ください。

ス リ ムタイプの場合には UL1015AWG22 または UL1007AWG18 を使用して ください。

・ ノ イズ源となる外部機器とマイ ク ロスマートの接地を分けてください。

・ ノ イズ源となる外部機器から発生する ノ イズを正常に接地方向に誘導できるよ うに、 マイ ク ロス
マートの接地用電線を太く短く して ください。

対策

・ ノ イズ源となる外部機器と電源系統を分けるこ とによって、 ノ イズ回り込み回路の形成を防止し
て ください。

・ マイ クロスマートの通信相手機器の機能接地端子を接地線から切り離して ください。 （EMC 性能

が低下する場合があ り ますので、 システム全体と しての EMC 性能を確認の上、 実施して くださ

い。）

・ 外部機器からのノ イズが通信経路を通らないよ うに、 マイ ク ロスマートの通信相手機器の機能接
地端子を電源の 0V と接続して ください。

・ 通信経路にアイソレータを接続するこ とによって、 ノ イズ回り込み回路の形成を防止して くださ
い。
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増設モジュールの 大接続台数

■ 増設モジュールの接続制限

通常、 CPU モジュールへ増設モジュールを接続する場合、 FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C で 大 4 台、

ス リ ムタイプの CPU モジュールで 大 7 台接続するこ とが可能です。 但し、 増設 RS232C 通信モ

ジュールを接続する場合、 接続した各増設モジュールの内部消費電流 （DC5V） の合計によって、

大接続台数が制限される場合があ り ます。 下記の条件を満たすよ う、 増設モジュールを接続して
ください。

接続し た各増設モジュールの内部消費電流 （DC5V） の合計が、 上記の値を超えないよ う にし て く

だ さい。 マイ ク ロスマー ト では、 内部消費電流 （DC5V） の合計が超過し たこ と を検知できません。

CPU モジュール 増設モジュールの 大接続台数
各増設モジュールの

内部消費電流 （DC5V） の合計

FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C 4 台＊ 1 ＊ 2

＊ 1 増設 RS232C 通信モジュールの 大接続台数は、 FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C で 大 3 台、 ス リ ムタイ
プの CPU モジュールで 大 5 台です。

＊ 2 FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C に、 増設 RS232C 通信モジュールと機能モジュールを組み合わせて使用す
るこ とはできません。 増設 RS232C 通信モジュールと機能モジュールと組み合わせてご使用になる場合
は、 ス リ ムタイプの CPU モジュールをご使用ください。 接続制限の対象となる機能モジュールの詳細
は、 「応用編　第 26 章　増設シ リアルモジュールの機能」 (26-1 頁 ) を参照してください。

≦ 260mA

ス リ ムタイプ 7 台＊ 1 ≦ 455mA
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増設拡張モジュール （FC5A-EXM2, FC5A-EXM1M, FC5A-EXM1S） は、 接続制限の対象にはなり ま

せん。

各増設モジュールの内部消費電流 （DC5V）

モジュール種類 形番 内部消費電流 （DC5V）

デジタル入力モジュール FC4A-N08B1 25mA

FC4A-N16B1 40mA

FC4A-N16B3 35mA

FC4A-N32B3 65mA

FC4A-N08A11 60mA

リ レー出力モジュール FC4A-R081 30mA

FC4A-R161 45mA

ト ランジスタ出力モジュール FC4A-T08K1 10mA

FC4A-T08S1 10mA

FC4A-T16K3 10mA

FC4A-T16S3 10mA

FC4A-T32K3 20mA

FC4A-T32S3 20mA

入出力混合モジュール FC4A-M08BR1 25mA

FC4A-M24BR2 65mA

アナログ入出力モジュール FC4A-L03A1 50mA

FC4A-L03AP1 50mA

アナログ入力モジュール FC4A-J2A1 50mA

FC4A-J4CN1 50mA

FC4A-J8C1 40mA

FC4A-J8AT1 45mA

アナログ出力モジュール FC4A-K1A1 50mA

FC4A-K2C1 60mA

FC4A-K4A1 65mA

増設 RS232C 通信モジュール FC5A-SIF2 40mA （85mA）＊ 1

＊ 1 （） 内の値は V200 未満を使用した場合です。

増設 RS485 通信モジュール FC5A-SIF4 40mA

AS-Interface マスタモジュール＊ 2

＊ 2 AS-Interface マスタモジュールは、 「本章　増設モジュールの接続制限」 （3-23 頁） で説明した、 内部消
費電流 （DC5V） の合計の範囲内であっても 2 台までしか接続できません。

FC4A-AS62M 80mA

温調モジュール＊ 3

＊ 3 温調モジュールの詳細な仕様については、 温調モジュールインス ト ラ クシ ョ ンマニュアルを参照してく
ださい。

FC5A-F2MR2 65mA

FC5A-F2M2 65mA
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接続例
ス リ ムタイプの CPU モジュールに増設 RS232C 通信モジュールを 5 台接続した場合

上記の状態であれば、 消費電流 30mA 以内で 2 台まで増設モジュールを追加するこ とが可能です。

以下に接続制限の上限まで増設モジュールを接続した例を示します。

モジュール種類 形番 台数 内部消費電流 （DC5V）

増設 RS232C 通信モジュール

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

合計 5 425mA

ス リ ムタイプの接続制限事項 ≦ 7 ≦ 455mA

－）

残り接続可能条件 ≦ 2 ≦ 30mA

モジュール種類 形番 台数 内部消費電流 （DC5V）

増設 RS232C 通信モジュール

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

ト ランジスタ出力
FC4A-T08S1 1 10mA

FC4A-T32K3 1 20mA

合計 7 455mA

ス リ ムタイプの接続制限事項 ≦ 7 ≦ 455mA
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ス リ ムタイプの CPU モジュールに増設拡張モジュール （FC5A-EXM2, FC5A-EXM1M, FC5A-
EXM1S） を接続するこ とで、 「本章　増設モジュールの接続制限」 （3-23 頁） で説明した接続制限

台数を超えて I/O 点数を増やすこ とができます。

例えば、 通常下記の状態であれば、 大消費電流 30mA 以下のモジュールしか追加するこ とできま

せんが、 増設拡張モジュールを追加するこ とで、 増設 I/O モジュールを 大 8 台 （ 大 I/O256 点）

追加するこ とが可能です。

以下に、 上記構成に増設拡張モジュールを追加して、 接続制限の上限まで増設 I/O モジュールを接

続した例を示します。

増設拡張モジュール （FC5A-EXM2, FC5A-EXM1M, FC5A-EXM1S） を使用した場合の接続例

増設 RS232C 通信モジュールは、 増設拡張モジュール （FC5A-EXM2, FC5A-EXM1M, FC5A-EXM1S）
の右側へは接続できません。
増設拡張モジュールの詳細は、 「第 2 章　増設拡張モジュール」 （2-97 頁） を参照して ください。

モジュール種類 形番 台数 内部消費電流 （DC5V）

増設 RS232C 通信モジュール

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

合計 5 425mA

基本増設側＊ 1

モジュール種類 形番 台数 内部消費電流 （DC5V）

増設 RS232C 通信モジュール

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

＋

増設拡張モジュール （FC5A-EXM2, FC5A-EXM1M, FC5A-EXM1S）

＋

拡張増設側＊ 1

＊ 1 通常の （増設拡張モジュールを使用しない） 増設を 「基本増設側」、 それに対して増設拡張モジュールの
右側へ接続する増設を 「拡張増設側」 と呼びます。 拡張増設側には増設 I/O モジュールを 大 8 台 （
大 I/O256 点） 増設するこ とが可能です。

デジタル入力

FC4A-N32B3 1 65mA

FC4A-N32B3 1 65mA

FC4A-N32B3 1 65mA

FC4A-N32B3 1 65mA

ト ランジスタ出力

FC4A-T32K3 1 20mA

FC4A-T32K3 1 20mA

FC4A-T32K3 1 20mA

FC4A-T32K3 1 20mA
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端子

・ 定格、 環境条件などの仕様範囲外では使用し ないで く だ さい。

・ 必ず接地線を接地し て く だ さい。 感電の恐れがあ り ます。

・ 通電中の端子に触れないで く だ さい。 感電の恐れがあ り ます。

・ 通電中は接続される端子は高温状態と なる場合があ り ます。 通電後に取り外し
てすぐの端子には触れないで く だ さい。

・ 入力を遮断し たあと、 すぐには端子に触れないで く だ さい。 感電の恐れがあ り
ます。

・ 使用できる棒端子および工具は下記表のとお り です。
棒端子の先端部まで、 電線を差し込んで圧着し て く だ さい。

・ よ り線および、 複数の電線を端子台に配線する場合は、 必ず棒端子を使用し て く だ さい。
電線が外れる恐れがあり ます。

端子台の締め付け ト ルク

上記推奨の棒端子、 圧着工具、 ド ライバはフェニッ クス社製品です。

端子台用棒端子

ケーブル仕様 フ ェ ニ ッ クス コ ン タ ク ト 社形番 （オーダー番号）

UL1007 AWG16 用 （FG 用）

： 電線 1 本用 AI 1.5-8 BK （3200043）

UL1007 AWG18 用

： 電線 1 本用

： 電線 2 本用

AI 1-8 RD （3200030）
AI-TWIN 2×0.75-8 GY （3200807）

UL1015 AWG22 用

： 電線 1 本用

： 電線 2 本用

AI 0.5-8 WH （3200014）
AI-TWIN 2×0.5-8 WH （3200933）

UL2464AWG24 用

： 電線 1 本用 AI 0.25-8 YE （3203037）

工具

工具名 フ ェ ニ ッ クス コ ン タ ク ト 社形番 （オーダー番号）

圧着工具 CRIMPFOX ZA3 （1201882）

ド ラ イバ

： 電源端子 SZS 0.6×3.5 （1205053）

： 入出力端子 （オールインワンタイプ以外）
： 通信ボード、 通信拡張モジュール
： 増設シ リ アル通信モジュール

SZS 0.4×2.5 （1205037）

電源端子 0.5 N•m

入出力モジュール、 通信ボード、 通信拡張モジュール、
増設シ リ アル通信モジュール 0.22 ～ 0.25 N•m
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この章は、 マイ ク ロスマー ト の基本操作を理解し ていただ く ためのページです。 基本操
作や機能を十分ご理解し た う えで、 マイ ク ロスマー ト を有効に活用し て く だ さい。
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WindLDR の基本設定
こ こ では、 システム立ち上げ時に必要な WindLDR の基本設定について説明し ています。

■ メ ンテナンス環境のセ ッ ト ア ッ プ

はじめに、 メンテナンス環境のセッ ト アップを行ってください。 WindLDR がインス トールされた

パソコンとマイ ク ロスマート をパソコン I/F ケーブルで接続します。 Windows パソコンに WindLDR
がインス トールされていない場合は、 WindLDR のインス トールを行ってください。

ポート 1 の通信モードがユーザー通信に設定されている場合でも、 メンテナンス通信ケーブル

（FC2A-KP1C） を接続している場合は自動的にポート 1 はメンテナンス通信設定とな りユーザープ

ログラムの転送が可能になり ます。

■ WindLDR の起動

● 操作手順

1. Windows のス ター ト から ［プログラム （P）］ ＞ ［Automation Organizer］ ＞ ［WindLDR］ ＞

［WindLDR］ を順にク リ ッ ク し ます。

WindLDR が起動します。
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■ CPU モジュールの機種設定

● 操作手順

1. ［設定］ タ ブの ［PLC］ で ［機種］ を ク リ ッ ク し ます。

機種設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 一覧から機種を選択し、 ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ クする と機種設定が完了し ます。

WindLDR では CPU モジュールをタイプ別に分類し、 形番を以下のよ うに表記しています。

機種を選択し ［デフォルトに設定］ ボタンをク リ ッ クする と、 WindLDR 起動時のデフォルト機種

に設定するこ とができます。

WindLDR 上の分類 マイ ク ロスマー ト 形番

FC5A-C10R2x FC5A-C10R2, FC5A-C10R2C, FC5A-C10R2D

FC5A-C16R2x FC5A-C16R2, FC5A-C16R2C, FC5A-C16R2D

FC5A-C24R2x FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C, FC5A-C24R2D

FC5A-D16Rx1 FC5A-D16RK1, FC5A-D16RS1

FC5A-D32x3 FC5A-D32K3, FC5A-D32S3

FC5A-D12x1E FC5A-D12K1E, FC5A-D12S1E
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■ パソ コ ンの通信ポー ト 設定

● 操作手順

1. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［通信］ で ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

通信設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. パソ コ ン側で使用する通信ポー ト の通信条件、 受信タ イムアウ ト 、 ネ ッ ト ワークの設定を行いま

す。

COM ポート使用時、 自動的に設定する場合は、 ［通信設定の自動検出 （A）］ ボタンをク リ ッ ク しま

す。

COM ポー ト 使用時

イーサネ ッ ト 経由の通信ポー ト 使用時

＊ Web Server ユニッ ト使用時は、 COM ポートの代わりにイーサネッ ト経由の通信ポート を使用しま

す。

＊ 別冊 Web Server ユニッ ト インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル （日本語マニュアル形番 ： FC9Y-B918） 内

の説明に従って設定して ください。
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運転と停止の操作
こ こ では、 マイ ク ロスマー ト を運転、 停止する操作方法について説明し ます。

運転 / 停止操作は、 十分に安全を確認し て行って く ださい。 操作 ミ スによ り機械の破損や事故の原

因と なる恐れがあ り ます。

マイクロスマートの運転 （RUN） / 停止 （STOP） は、 WindLDR や HMI、 ス ト ップ入力機能、 リ

セッ ト入力機能を使用するこ とで切り替えるこ とができます。 運転 （RUN） から停止 （STOP） へ

の切り替えはユーザープログラムの END 処理で行われ、 以下の機能が停止します。

また、 停止 （STOP） から運転 （RUN） に切り替えた場合、 デバイスの状態は “ ファンクシ ョ ン設

定 ” の ［メモ リバッ クアップ］ に従ってク リ アまたはキープされます。 詳細は、 「第 5 章　キープ

指定」 （5-8 頁） を参照して ください。

■ WindLDR による運転 （RUN） / 停止 （STOP） 操作

こ こでは、 WindLDR を使用する方法について説明しています。

HMI モジュールによる運転 （RUN） / 停止 （STOP） の操作については、 「第 5 章　RUN/STOP の切

り替え」 （5-76 頁） を、 ス ト ップ入力機能、 リセッ ト入力機能については、 それぞれ 「第 5 章　 ス

ト ップ入力」 （5-2 頁）、 「第 5 章　 リセッ ト入力」 （5-4 頁） を参照してください。

● 操作手順

1. マイ ク ロスマー ト の状態を STOP から RUN に変更する場合、

［オン ラ イ ン］ タ ブの ［PLC 本体］ で ［ス ター ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

2. マイ ク ロスマー ト の状態を RUN から STOP に変更する場合

［オン ラ イ ン］ タ ブの ［PLC 本体］ で ［ス ト ッ プ］ を ク リ ッ ク し ます。

高速カウンタ / ユーザー割込 / キャ ッチ入力 / タイマ割込 / ユーザー通信 / パルス出力 （ス リ ムタイプの

み） / モデム通信 （メンテナンス通信に切り替わり ます）

＊ 停止 （STOP） 中の Y 出力は、 M8025 （STOP 中出力保持） によ り保持 / ク リ アを選択できます。

＊ タイマ命令 （TML, TIM, TMH, TMS） の現在値はリセッ ト されます。
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■ 電源による運転 / 停止操作

マイク ロスマートの電源を ON/OFF するこ とで、 マイ クロスマートの運転 / 停止が行えます。 ユー

ザープログラムの運転 （RUN） 中に電源を OFF した場合、 ユーザープログラムの実行でも停止

（パワーフェ ィル） 処理が行われます。

● 操作手順

1. 電源端子に電源を接続し ます。

2. 電源を ON にする と運転を開始し ます。 また電源を OFF にする と停止し ます。

電源 ON 後の運転までの時間は、 ユーザープログラムの内容、 データ リ ンク設定、 システム構成な

どによ り異なり ます。 下表をひとつの目安と してください。

電源を接続する場合は、 CPU モジュール側電源

と入出力モジュール側電源は同時、 または入出
力モジュール側電源→本体側電源の順に投入し
ます。 また、 電源を遮断する場合は同時、 また
は CPU モジュール側電源→入出力モジュール側

電源の順に遮断してください。

マイ ク ロスマートは、 電源が OFF になる直前の

情報を記憶しています。 電源再投入時には、 電
源を OFF にする直前の RUN/STOP の情報で運転を開始します。

また、 停電状態でバッ クアップ時間が経過する と、 記憶している情報が失われます。 この場合
は、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” の ［メモ リバッ クアップ］ の設定 （RUN/STOP） にしたがって運転を

行います。
詳細は、 「第 5 章　キープデータエラー発生時の RUN/STOP 指定」 （5-6 頁） を参照して ください。

プログラムサイズ 電源 ON から運転までの時間

13,800 バイ ト （2,300 ステップ） 0.5 秒

27,000 バイ ト （4,500 ステップ） 1.2 秒

54,000 バイ ト （9,000 ステップ） 2 秒

62,400 バイ ト （10,400 ステップ） 5 秒
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ユーザープログラムの作成と動作確認
こ こ では、 WindLDR で作成し たユーザープログラムをマイ ク ロスマー ト に転送し、 その

動作を確認するまでの一連の流れを説明し ます。

命令語の詳細は、 「第 8 章　基本命令」 （8-1 頁） を参照して ください。

プログラ ミ ングツール （WindLDR） と本体の接続方法については、 「第 12 章　Modbus ASCII/RTU
通信」 （12-1 頁） を参照して ください。

■ 作成するプログラム

下記の仕様でプログラムを作成します。
・入力 X0 だけが ON の場合、 出力 Y0 が ON する。

・ 入力 X1 だけが ON の場合、 出力 Y1 が ON する。

・ 入力 X0 と入力 X1 がと もに ON の場合、 出力 Y2 が 1 秒周期でフ リ ッカする。

■ ラダープログラムを作成する

● 操作手順

1. WindLDR を起動し ます。

「本章　WindLDR の起動」 （4-1 頁） を参照してください。

2. A 接点 X0 をプログラムする。

ラ ング番号 X0 X1 動作

1 ON OFF 出力 Y0 が ON

2 OFF ON 出力 Y1 が ON

3 ON ON 出力 Y2 が 1 秒周期でフ リ ッカ

① ［ホーム］ タブの ［命令］ で ［基本］ から ［A
（A 接点）］ をク リ ッ ク します。

マウスポインタに A 接点のシンボルが表示さ

れます。

② シンボルを配置する場所でク リ ッ ク します。

A 接点のダイアログボッ クスが表示されま

す。
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右ク リ ッ ク メニュー、 もし くはキー入力によっても命令を入力できます。
右ク リ ッ ク メニューから入力する場合、 メニューを開き、 ［基本命令 （B）］ ＞ ［A （A 接点）］ をク

リ ッ ク します。 キーボードで入力する場合、 キー A を押し、 表示されるコイル選択ダイアログボッ

クスで ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。

3. B 接点 X1 をプログラムする。

4. OUT Y0 をプログラムする。

③ タグ名に 「X0」 と入力し、 ［OK］ ボタンをク

リ ッ ク します。

A 接点 X0 が作成されます。

④ ［ホーム］ タブの ［命令］ で ［基本］ から ［B （B 接点）］ をク リ ッ ク します。

マウスポインタに B 接点のシンボルが表示されます。

⑤ シンボルを配置する場所でク リ ッ ク します。

⑥ タグ名に 「X1」 と入力し、 ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。

B 接点 X1 が作成されます。

⑦ ［ホーム］ タブの ［命令］ で ［基本］ から ［OUT （出力）］ をク リ ッ ク します。

マウスポインタにアウ トのシンボルが表示されます。

⑧ シンボルを配置する場所でク リ ッ ク します。

アウ トのダイアログボッ クスが表示されます。

⑨ タグ名に 「Y0」 と入力し、 ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。

X0 と X1 の AND プログラムに OUT Y0 が接続されます。
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5. ラ ング 2 と ラ ング 3 を作成する。

ラング 1 のプログラムを作成後に、 キーボード上の キーを入力しても、 同様にラングが追加さ

れます。 同様に、 ラング 3 の 1 行目を作成後にカーソルキー 「↓」 を入力するこ とでも、 ラダー行

が追加されます。

6. プログラムが正し く 作成されている こ と をチ ェ ッ クする。

7. フ ァ イルに名前を付けて保存する。

⑩ 手順 1 ～ 3 と同様にして作成します。

ラングを追加するには、 ［ホーム］ タブの ［編集］ で ［追加］ から ［ラングを追加］ をク リ ッ ク し
ます。 ラングを追加せずにラダー行を追加するには、 ［ホーム］ タブの ［編集］ で ［追加］ から
［行を追加］ をク リ ッ ク します。

⑪ ［ホーム］ タブの ［プログラム］ で ［変換］ をク リ ッ ク します。

命令同士が正し く接続されている と変換が成功します。 エラーが見つかった場合はその一覧が表示
されるので、 順番に修正します。

⑫ WindLDR の “ アプリ ケーシ ョ ンボタン ” から、 ［保存 （S）］ をク リ ッ ク します。

ファ イル名を 「TEST01.pjw」 と して、 保存先のフォルダを指定し ［OK］ ボタンをク リ ッ ク しま

す。

作成したファ イルが保存されます。
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■ シ ミ ュ レーシ ョ ン機能で動作を確認する

［オンライン］ タブの ［シ ミ ュレーシ ョ ン］ で ［シ ミ ュレーシ ョ ン］ をク リ ッ ク します。

マイ ク ロスマートにユーザープログラムを転送する前に、 プログラムの動作確認ができます。

シ ミ ュレーシ ョ ン機能は外部入力を持たないため、 入力 X の状態も WindLDR で変更できます。 変

更したい A/B 接点を選択して右ク リ ッ ク メニューを開き、 ［セッ ト （S）］ も し くは ［ リセッ ト （R）］
をク リ ッ ク します。

ラング 1 『入力 X0 が ON し、 入力 X1 が OFF する と、 出力 Y0 が ON します。』

ラング 2 『入力 X0 が OFF し、 入力 X1 が ON する と、 出力 Y1 が ON します。』

ラング 3 『入力 X0、 X1 と も ON する と、 出力 M10 が点灯 （ON） します。

入力 M10 が ON する と、 M8121 の 1 秒周期の点滅が出力 Y2 にも反映されます。』

・ A/B 接点の状態は、 接点を選択してダブルク リ ッ クするこ とでも変更できます。

・ シ ミ ュレーシ ョ ン機能を終了する場合は、 再び ［オンライン］ タブの ［シ ミ ュレーシ ョ ン］ で ［シ
ミ ュレーシ ョ ン］ をク リ ッ ク します。
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■ ユーザープログラムを転送する

［ホーム］ タブの ［プログラム］ で ［ダウンロード］ を、 または ［オンライン］ タブの ［転送］ で
［ダウンロード］ から ［ダウンロード］ をク リ ッ ク します。

ダウンロードのダイアログボッ クスが表示されます。

［OK］ ボタンをク リ ッ クする と、 ユーザープログラムがマイクロスマートに書き込まれます。

作成したラダープログラムは、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” の情報と と もに、 マイ クロスマートに転送

されます。

■ マイ ク ロスマー ト の動作を確認する

［オンラ イン］ タブの ［モニタ］ で ［モニタ］ から ［モニタ］ をク リ ッ ク します。

マイ クロスマートの状態が WindLDR の画面上で確認できます。

■ WindLDR の終了

WindLDR の “ アプリ ケーシ ョ ンボタン ” から、 ［WindLDR の終了 （X）］ をク リ ッ ク します。

WindLDR が終了します。
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この章は、 マイ ク ロスマー ト のさ まざまな機能を理解し ていただ く ためのページです。
各機能の用途、 使用方法を十分ご理解し た う えで、 マイ ク ロスマー ト を有効に活用し て
く だ さい。
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フ ァ ン クシ ョ ン設定のダイアログボ ッ クス
こ こ では、 “ フ ァ ン ク シ ョ ン設定 ” のダイアログボ ッ ク スについて説明し ます。

●運転 / 停止制御 ス ト ップ入力 （5-2 頁）、 リセッ ト入力 （5-4 頁） の設定とキープ

データエラー発生時のユーザープログラムの動作指定 （5-6 頁） を

行います。

●メ モ リバッ クア ッ プ STOP → RUN 時の内部リ レー、 シフ ト レジスタ、 カウンタ、 デー

タレジスタの保持／ク リ ア指定 （5-8 頁） を行います。

●入力 入力 X0 ～ X7 （オールインワンタイプの CPU モジュールの場合

X5） の機能の設定 （5-13 頁） （5-24 頁） （5-41 頁）、 入力フ ィルタ

の設定 （5-46 頁）、 タイマ割込の設定 （5-48 頁） を行います。

●通信ポー ト 通信ポートの設定 （5-54 頁） を行います。

●キーマ ト リ ッ クス キーマ ト リ ッ クス （5-107 頁） の設定を行います。

●カー ト リ ッ ジ &
　 　 　 　 　 　 モジュール

時計カート リ ッジの設定 （応用編 8-6 頁） や、 メモ リ カート リ ッ

ジ （5-81 頁）、 AS-Interface など増設モジュールの設定を行います。

●デバイス設定 デバイスの設定 （5-99 頁） を変更します。

●プログラムプロテ ク ト ユーザープログラムのプロテク ト （5-57 頁） を設定します。

●自己診断 自己診断機能の設定 （5-106 頁） を行います。

すべてのファンクシ ョ ン設定をデフォルトの状態に戻します。
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ス ト ッ プ入力
こ こ では、 運転状態を外部入力で制御するス ト ッ プ入力について説明し ています。

■ 用途

マイクロスマートのユーザープログラムの運転状態を外部入力で制御する機能です。

■ 機能説明

ス ト ップ入力を設定する と、 マイ ク ロスマートのユーザープログラムの運転 / 停止を外部入力から

制御できます。
ス ト ップ入力には CPU モジュールの任意の入力番号が指定できます。

■ WindLDR の設定

● 操作手順

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［運転 / 停止 制御］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 「ス ト ッ プ入力を使用」 のチ ェ ッ クボ ッ クスをオンにし ます。

3. 設定する入力番号 （例 :X0） を入力し ます。

4. ダウンロー ド を行います。

以上で、 設定が有効になり ます。
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マイク ロスマートは、 外部信号によるス ト ップ操作のほかに、 WindLDR による運転 / 停止の操作が

できます。 また、 リセッ ト入力が ON の間も、 マイ クロスマートのユーザープログラムは停止しま

す。
ス ト ップ入力端子を設定している場合、 WindLDR のスタート、 ス ト ップ操作よ り優先されます。

① M8000 （スタート コン ト ロール） を OFF しても、 ス ト ップ入力が設定されていて、 かつ設定され

た入力が OFF の場合は、 マイ ク ロスマートは運転 （RUN） 状態を保持します。

② ス ト ップ入力を OFF しても、 M8000 （スタート コン ト ロール） が OFF のため、 RUN 状態にな り

ません。
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リ セ ッ ト 入力
こ こ では、 マイ ク ロスマー ト を外部入力で リ セ ッ ト する リ セ ッ ト 入力について説明し て
います。

■ 用途

マイクロスマート を外部入力でリセッ トする機能です。

■ 機能説明

マイクロスマートのユーザープログラムのリセッ ト を、 外部入力で制御できます。
CPU モジュールの任意の入力番号を指定するこ とによ り、 マイ ク ロスマートの入力で、 ユーザープ

ログラムを リセッ ト します。 マイ クロスマートは、 リセッ ト入力が ON になる とすべてのデバイス

をク リ アして、 ユーザープログラムを停止します。 リセッ ト入力が OFF される と先頭からユーザー

プログラムを実行します。

■ WindLDR の設定

● 操作手順

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［運転 / 停止 制御］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 「リ セ ッ ト 入力を使用する」 のチ ェ ッ クボ ッ クスをオンにし ます。

3. 設定する入力番号 （例 :X1） を入力し ます。

4. ユーザープログラムをダウンロー ド し ます。

以上で、 設定が有効になり ます。
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運転 （RUN）、 停止 （STOP）、 リセッ ト操作を行った場合の各データの状態は、 次のよ うになり ま

す。

内部リ レー、 シフ ト レジスタ、 カウンタ、 データレジスタのキープ / ク リ ア指定は、 ファンクシ ョ

ン設定で行います。 特殊データレジスタ、 拡張データレジスタ、 データレジスタの D10000 ～

D49999 はキープ / ク リ ア指定はできません。 スタート時はキープ動作になり ます。

状態 出力

内部リ レー、 シフ ト レジス タ、
カウン タ、 データ レジス タ、
拡張データ レジス タの状態

タ イマ計数値

ス ター ト 時
キープ設定エ リ ア

ス ター ト 時
ク リ ア設定エ リ ア

運転中 プログラム動作 プログラム動作 プログラム動作 プログラム動作

リセッ ト中
（ リセッ ト入力 ON 時）

OFF ク リ ア ク リ ア ク リ ア

ス ト ップ中 OFF 状態保持 状態保持 状態保持

停止→運転時 状態保持 状態保持 ク リ ア 初期化
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キープデータ エラー発生時の RUN/STOP 指定
こ こ では、 データのバッ ク ア ッ プ時間を超えた場合に、 電源投入し た場合のユーザープ
ログラム動作を設定するキープデータ エ ラー発生時の RUN/STOP 指定について説明し て

います。

■ 用途

データの保存期間が長期間になりバッ クアップ時間を超えた場合に、 マイ クロスマートの電源を投
入した場合のユーザープログラムの動作を設定する機能です。

■ 機能説明

マイクロスマートは、 電源が OFF になる直前の状態を記憶しています。 電源再投入時には、 起動時

の RUN/STOP の設定によ り ますが、 電源を OFF する直前の RUN/STOP 状態で運転を開始するこ と

があ り ます。
しかし、 停電記憶機能を利用したバッ クアップ時間を超えてしま う と、 記憶している情報が失われ
ます。
記憶している情報が失われた場合には、 この設定にしたがって RUN/STOP を決定します。

・ マイ ク ロスマートのメモ リ内容は、 内蔵のリチウム 2 次電池によってバッ クアップされています。

電池をフル充電した場合の保持時間は約 30 日です。

・ キープデータエラー発生時の RUN/STOP 指定を STOP 指定と した場合に、 バッ クアップ時間を超え

た場合にユーザープログラムを RUN するには、 「第 4 章　運転と停止の操作」 （4-4 頁） を参照して

ください。

・ バッ クアップ時間を超えてデータが消えた場合は、 起動時の RUN/STOP 指定の設定内容によらず、

キープデータエラー発生時の RUN/STOP 指定に従います。
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起動時の RUN/STOP 指定
こ こ では、 起動時の RUN/STOP 状態を設定する起動時の RUN/STOP 指定について説明

し ています。

■ 用途

起動時の RUN/STOP 状態を決定するのに使用します。

マイ ク ロスマート を メモ リ カート リ ッジを使って動作させる と き、 本機能によ り起動時に RUN す

るよ うに設定しておく と、 別途 WindLDR などによ り設定するこ とな く、 RUN させるこ とができま

す。

■ 機能説明

マイク ロスマートの RUN/STOP 状態は特殊内部リ レー M8000 （「第 6 章　 ・ M8000 ： スタート コン

ト ロール」 （6-9 頁） 参照） によ り決定されます。 M8000 は電源が OFF になる と き直前の状態を記

憶していますが、 起動時の RUN/STOP 指定によ り、 起動時に強制的に ON または OFF にするこ と

ができます。 これによ り、 起動時に RUN/STOP させるこ とができます。

・ ス ト ップ入力およびリセッ ト入力はスタート コン トールよ り優先されるこ とにご注意ください。

・ バッ クアップ時間を超えてデータが消えた場合は、 起動時の RUN/STOP 指定の設定内容によらず、

キープデータエラー発生時の RUN/STOP 指定に従います。

・ 本設定の使用には CPU モジュールのシステムバージ ョ ン 220 以上、 WindLDR バージ ョ ン 6.20 以上

が必要です。
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キープ指定
こ こ では、 ユーザープログラムの運転開始時に、 CPU モジュールのデータの保持 / ク リ

アを指定するキープ指定について説明し ています。

■ 用途

ユーザープログラムの運転開始時に、 CPU モジュールのデータの保持 / ク リ アを指定する機能で

す。

■ 機能説明

データの保持 / ク リ アを指定できるデバイスは、 内部リ レー、 シフ ト レジスタ、 カウンタ計数値、

データレジスタ D0 ～ D1999 です。

■ WindLDR の設定

● 操作手順

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［メ モ リ  バッ クア ッ プ］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

［デフォルト ］ ボタンをク リ ッ クする と、 すべてのファンクシ ョ ン設定を初期値 （デフォルト ） に
セッ ト します。

内部リ レー

［すべてク リ ア］ ： 運転スタート時にすべての内部リ レーをク リ アします。

［すべてキープ］ ： 電源 OFF 時に内部リ レーの状態を保持します。

［指定範囲をキープ］ ： 電源 OFF 時に指定した範囲の内部リ レーの状態を保持します。

・ 特殊内部リ レーはキープ指定できません。

・ 初期設定は ［すべてク リ ア］ です。
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シフ ト レジス タ

［すべてク リ ア］ : 運転スタート時にすべてのシフ ト レジスタをク リ アします。

［すべてキープ］ : 電源 OFF 時にシフ ト レジスタの状態を保持します。

［指定範囲をキープ］ : 電源 OFF 時に指定した範囲のシフ ト レジスタの状態を保持します。

・ 初期設定は ［すべてク リ ア］ です。

カウン タ

［すべてキープ］ ： 電源 OFF 時にカウンタの計数値を保持します。

［すべてク リ ア］ ： 運転スタート時にすべてのカウンタ計数値をク リ アします。

［指定範囲をク リ ア］ ： 運転スタート時に指定した範囲のカウンタ計数値のみク リ アします。

・ 初期設定は ［すべてキープ］ です。

データ レジス タ

［すべてキープ］ ： 電源 OFF 時にデータレジスタの計数値を保持します。

［すべてク リ ア］ ： 運転スタート時にすべてのデータレジスタの値をク リ アします。

［指定範囲をク リ ア］ ： 運転スタート時に指定した範囲のデータレジスタの値のみク リ アします。

・ 特殊データレジスタ、 拡張データレジスタ、 データレジスタ D10000 ～ D49999 は設定できません。

・ 初期設定は ［すべてキープ］ です。
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高速カウン タ
こ こ では、 ロータ リ エン コーダや近接スイ ッ チなどからの高速パルスを CPU モジュール

のスキャ ン タ イムと無関係に計数できる高速カウン タについて説明し ています。

■ 機能説明

高速カウンタ機能は、 ロータ リエンコーダや近接スイ ッチなどからの高速パルスを CPU モジュー

ルのスキャンタイムと無関係に計数 / 監視して、 モータの制御や寸法検出などを行う機能です。 マ

イ クロスマートは入力端子を単相高速カウンタ /2 相高速カウンタ と して使用できます。 高速カウン

タ機能は WindLDR の “ ファンクシ ョ ン設定 ” と、 特殊内部リ レー / 特殊データレジスタの設定を行

う こ とで使用可能になり ます。

高速カウンタ機能はロータ リーエンコーダの出力パルス数を読み取る場合などに使用します。 下図
のよ うに、 ロータ リエンコーダから出力された位相差をもつ 2 つのパルス （A 相、 B 相） を取り込

み、 計数を行う こ とができます。

■ 高速カウン タ使用時の注意事項

ゲート入力が ON の状態でプログラムをダウンロード した場合、 カウン ト動作は停止します。

マイ クロスマートが RUN 状態で （3 スキャン以上 RUN で動作している必要があ り ます ： サンプル

グラム 5-20 頁、 5-21 頁、 5-37 頁、 5-39 頁を参照）、 ゲート入力を一度 OFF → ON するか、 PLC を

一度 STOP → RUN させる とカウン ト動作可能とな り ます。

プログラムをダウンロードする場合は、 ゲート入力が OFF の状態で行う こ とをお勧めします。
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■ オールイ ンワン タ イプの高速カウン タ

● 基本動作

オールインワンタイプの CPU モジュールでは、 X0-X5 までの入力端子が高速入力に対応しており、

これらの入力端子を 4 つの高速カウンタ （グループ 1 ～グループ 4 の高速カウンタ） と して用いる

こ とができます。 グループ 1 は 大 50kHz のパルス入力に対応した単相高速カウンタまたは 2 相高

速カウンタ と して使用可能で、 グループ 2 ～グループ 4 は 大 5kHz のパルス入力に対応した単相

高速カウンタ と して使用できます。 オールインワンタイプの CPU モジュールでは、 0 ～ 65535 （16
ビッ ト ） の範囲で計数できます。

単相高速カウン タ

単相高速カウンタでは、 パルス入力で計数値をアップカウン ト します。 また、 計数値が設定値と一
致した場合に外部一致出力を ON するこ とができます。 リセッ トについてはグループ 1 が内部リ

レーによるソフ ト リセッ トおよび外部ク リ ア入力による計数値のリセッ トに対応し、 グループ 2 ～

4 がソフ ト リセッ トのみに対応しています。 計数値リセッ ト時、 計数値には 0 がセッ ト されます。

2 相高速カウン タ

2 相高速カウンタでは、 A 相パルスと B 相パルス入力が ON のタイ ミ ングで計数を行います。 A 相

パルスが B 相パルスに先行する場合、 B 相パルス入力で計数値をアップカウン ト します。 A 相パル

スが B 相パルスよ り遅れる場合、 B 相パルス入力で計数値をダウンカウン ト します。 また、 計数値

がオーバーフロー / アンダーフローした場合に外部一致出力を ON するこ とができます。 リセッ ト

については内部リ レーによるソフ ト リセッ ト 、 外部ク リ ア入力による計数値リセッ トに対応してい
ます。 計数値リセッ ト時、 計数値には任意のプリセッ ト値がセッ ト されます。

・ 周測定機能を使用するグループは、 通常の高速カウンタ と して計数が行えません。

・ プログラムをダウンロードする場合は、 ゲート入力が OFF の状態で行う こ とをお勧めします。

ON の状態でプログラムをダウンロード した場合、 カウン ト動作が停止します。
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● 高速カウン タの仕様

下記の表は、 オールインワンタイプの CPU モジュールにおける高速カウンタの動作仕様を示して

います。

● 入力端子

以下の表では高速カウンタで使用する入力端子の割り付けを示しています。
単相高速カウンタ、 2 相高速カウンタ使用時における入力端子の割付は、 下図のよ うに示されます。

マイ クロスマートは、 グループごとに通常入力、 高速カウンタ、 キャ ッチ入力、 割込入力を切り替
えて使用します。 高速カウンタを使用する場合は、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” で該当するグループを

高速カウンタに設定する必要があ り ます。 通常入力、 キャ ッチ入力、 割込入力を使用するグループ
は、 高速カウンタを使用できません。
配線には 2 芯 1 対シールドケーブルをご使用ください。

CPU モジュール オールイ ンワン タ イプ

グループ グループ 1 グループ 2 ～グループ 4

種類 単相高速カウンタ 2 相高速カウンタ 単相高速カウンタ

計数モー ド 加算式カウンタ 1 逓倍 加算式カウンタ

大入力周波数 50kHz 5kHz

計数範囲 0 ～ 65,535 （16 ビッ ト ）

一致条件 設定値との一致 オーバーフロー /

アンダーフロー

設定値との一致

一致時動作 外部一致出力 －

リ セ ッ ト

ソ フ ト リ セ ッ ト ○ （特殊内部リ レーによる リセッ ト 5-15 頁、 5-17 頁参照）

外部ク リ ア入力 ○ －

計数値リ セ ッ ト ゼロ リセッ ト プ リセッ ト値 ゼロ リセッ ト

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4

入力端子＊ 1

＊ 1 入力端子は COM との間に 24V の電位差がある場合、 ON します。 正負いずれの電圧でも入力できます。

X0 X1 X2 X3 X4 X5

単相高速
カウン タ

－＊ 2

＊ 2 通常入力と して使用するこ とができます。

パルス入力
外部ク リ ア

入力＊ 3

＊ 3 外部ク リ ア入力を使用しない場合、 通常入力と して使用するこ とができます。

パルス入力 パルス入力 パルス入力

2 相高速

カウン タ
A 相 B 相

外部ク リ ア
入力

（Z 相） ＊ 3
－ － －
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● WindLDR の設定

高速カウンタを使用するには、 ファンクシ ョ ン設定を行ってプログラムをダウンロードする必要が
あ り ます。

・ グループ 1 ～ 4 の設定

はじめに、 ［設定］ タブの ［ファンクシ ョ ン設定］ で ［入力］ をク リ ッ ク します。 次に、 ファンク
シ ョ ン設定画面において、 高速カウンタを使用するグループの設定を 「2 相 / 単相高速カウンタ」

にします。

高速カウンタ設定のダイアログボッ クスが表示されます。

・ モー ド

グループ 1 の高速カウンタを使用する場合、 単相高速カウンタ /2 相高速カウンタが選択できます。

グループ 2 ～ 4 の高速カウンタは単相高速カウンタのみ使用できます。

・ 比較を有効にする

この項目のチェッ クボッ クスをオンにする と、 外部一致出力を用いるこ とができます。 外部一致出
力には、 CPU モジュール内の任意の出力から選択できます。

・ ク リ ア入力を使用する

チェッ クボッ クスをオンにした場合、 外部入力 （ク リ ア入力） による計数値リセッ トが行えます。
ク リ ア入力には X2 を使用し、 X2 が ON した際に計数値が変更されます。 単相高速カウンタの場合

計数値に 0 がセッ ト され、 2 相高速カウンタの場合計数値にプリセッ ト値が格納されます。 チェッ

クボッ クスがオフの場合は、 X2 が通常の入力接点になり ます。

形番 外部一致出力

FC5A-C10R2、
FC5A-C10R2C
FC5A-C10R2D

Y0-Y3

FC5A-C16R2、
FC5A-C16R2C
FC5A-C16R2D

Y0-Y6

FC5A-C24R2、
FC5A-C24R2C
FC5A-C24R2D

Y0-Y7、 Y10-Y11
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● 単相高速カウン タのデバイス

高速カウンタは特殊内部リ レーと特殊データレジスタの設定によ り、 起動 / 停止の操作や設定値 /
制御入力の読み取り を行います。 また、 高速カウンタ動作中、 計数値や制御出力、 動作ステータス
の値が特殊内部リ レーと特殊データレジスタに反映されます。

・ デバイス割付表

オールインワンタイプの CPU モジュールでは、 単相高速カウンタで使用するデバイス と して以下

の特殊内部リ レーと特殊データレジスタが割り付けられています。

・ 起動 / 停止

マイクロスマートはゲート入力の ON/OFF によ り、 グループごとに高速カウンタの起動 / 停止を行

う こ とができます。

・ 計数値

単相高速カウンタの計数値はグループごとに特殊データレジスタに格納されます。

・ 設定値

単相高速カウンタの計数値はグループごとに特殊データレジスタに格納されます。

・ 設定値による比較一致

計数値が設定値と一致した時点で条件を満足し、 この場合、 特殊内部リ レーが 1 スキャンのみ ON
します。

設定値は CPU モジュール RUN 開始後 2 スキャン目の END 処理によ り有効になり ます。 イニシャ

ライズパルス M8120 の入力リ レーで設定を行ってください。

特殊内部リ レー

グループ
グループ 1
（X0 ～ X2）

グループ 2
（X3）

グループ 3
（X4）

グループ 4
（X5）

リー ド /
ラ イ ト

計数値一致出力ク リ ア M8030 M8034 M8040 M8044 R/W

ゲー ト 入力 M8031 M8035 M8041 M8045 R/W

ソ フ ト リ セ ッ ト M8032 M8036 M8042 M8046 R/W

リ セ ッ ト ステータ ス M8130 － － － R

比較一致 M8131 M8133 M8134 M8136 R

特殊データ レジス タ

グループ
グループ 1
（X0 ～ X2）

グループ 2
（X3）

グループ 3
（X4）

グループ 4
（X5）

リー ド /
ラ イ ト

計数値 D8045 D8047 D8049 D8051 R

設定値 D8046 D8048 D8050 D8052 R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

ゲー ト 入力 M8031 M8035 M8041 M8045 R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

計数値 D8045 D8047 D8049 D8051 R

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

設定値 D8046 D8048 D8050 D8052 R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

比較一致 M8131 M8133 M8134 M8136 R
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・ 計数値一致出力ク リ ア

この特殊内部リ レーが ON する と、 外部出力有効時、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” で選択した外部出力

（計数値一致出力） が OFF します。

・ ソ フ ト リ セ ッ ト

ソフ ト リセッ ト を ON するこ とによって計数値を 0 に戻すこ とができます。

・ ク リ ア入力と リ セ ッ ト ステータ ス

グループ 1 において、 ク リ ア入力有効時、 ク リ ア入力 X2 を ON するこ とによって計数値を 0 に戻

すこ とができます。 この場合、 リセッ ト ステータスが 1 スキャンのみ ON します。

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

計数値一致出力ク リ ア M8030 M8034 M8040 M8044 R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

ソ フ ト リ セ ッ ト M8032 M8036 M8042 M8046 R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

入力端子 X2 － － －

リ セ ッ ト ステータ ス M8130 － － － R
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● 2 相高速カウン タのデバイス

高速カウンタは特殊内部リ レーと特殊データレジスタの設定によ り、 起動 / 停止の操作や設定値 /
制御入力の読み取り を行います。 また、 高速カウンタ動作中、 計数値や制御出力、 動作ステータス
の値が特殊内部リ レーと特殊データレジスタに反映されます。

・ デバイス一覧表

オールインワンタイプの CPU モジュールでは、 2 相高速カウンタで使用するデバイス と して以下の

特殊内部リ レーと特殊データレジスタが割り付けられています。

・ 起動 / 停止

ゲート入力の ON/OFF によ り、 グループ 1 の高速カウンタの起動 / 停止を行う こ とができます。

・ 計数値

2 相高速カウンタの計数値はグループごとに特殊データレジスタに格納されます。

・ プ リ セ ッ ト 値

2 相高速カウンタのプリセッ ト値は特殊データレジスタに格納されます。 ソフ ト リセッ ト または外

部ク リ ア入力が ON した際に計数値はプリセッ ト値に書き換えられます。

・ オーバーフ ロー

計数値が 65535 を超えアップカウン ト した場合、 1 スキャンのみ ON します。 この場合計数値は 0
になり ます。

特殊内部リ レー

グループ
グループ 1
（X0 ～ X2）

グループ 2
（X3）

グループ 3
（X4）

グループ 4
（X5）

リー ド /
ラ イ ト

オーバーフ ロー /
アンダーフ ロー
出力ク リ ア

M8030 － － － R/W

ゲー ト 入力 M8031 － － － R/W

ソ フ ト リ セ ッ ト M8032 － － － R/W

リ セ ッ ト ステータ ス M8130 － － － R

オーバーフ ロー M8131 － － － R

アンダーフ ロー M8132 － － － R

特殊データ レジス タ

グループ
グループ 1
（X0 ～ X2）

グループ 2
（X3）

グループ 3
（X4）

グループ 4
（X5）

リー ド /
ラ イ ト

計数値 D8045 － － － R

プ リ セ ッ ト 値 D8046 － － － R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

ゲー ト 入力 M8031 － － － R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

計数値 D8045 － － － R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

プ リセッ ト値 D8046 － － － R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

オーバーフ ロー M8131 － － － R
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・ アンダーフ ロー

計数値が 0 を超えダウンカウン ト した場合、 1 スキャンのみ ON します。 この場合計数値は 65535
になり ます。

・ オーバーフ ロー / アンダーフ ロー出力ク リ ア

この特殊内部リ レーが ON する と、 オーバーフロー / アンダーフローの特殊内部リ レーおよび “
ファンクシ ョ ン設定 ” で選択した外部出力 （オーバーフロー / アンダーフロー一致出力） が OFF し

ます。

・ ソ フ ト リ セ ッ ト

ソフ ト リセッ ト を ON するこ とによって、 計数値をプリセッ ト値に戻すこ とができます。

・ ク リ ア入力と リ セ ッ ト ステータ ス

ク リ ア入力有効時、 ク リ ア入力 X2 を ON するこ とによって計数値をプリセッ ト値に戻すこ とがで

きます。 この場合、 リセッ ト ステータスが 1 スキャンのみ ON します。

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

アンダーフ ロー M8132 － － － R

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

オーバーフ ロー
アンダーフ ロー
出力ク リ ア

M8030 － － － R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

ソ フ ト リ セ ッ ト M8032 － － － R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

入力端子 X2 － － － －

リ セ ッ ト ステータ ス M8130 － － － R
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5-18
単相高速カウン タ （グループ 2） のタ イ ミ ングチャー ト

設定値が 8 で一致出力を Y0 に指定し た場合

・ ソフ ト リセッ ト （M8036） が ON する と、 計数値 （D8047） が 0 ク リ アされます。

・ ゲート入力 （M8035） が ON 状態の場合の入力パルス （X3） を計数します。

・ 計数値が設定値と一致する と一致出力 （Y0） と比較一致 （M8133） が ON します。

比較一致は 1 スキャンの間だけ ON します。

一致出力 （Y0） は一致出力ク リ ア （M8034） が ON するまでは ON 状態を保持します。

・ 計数値 （D8047） は 1 スキャンごとに更新されます。

・ 計数値が設定値と一致した場合、 またはソフ ト リセッ ト （M8036） が ON した場合に設定値 （D8048）
の値が次の比較動作の設定値と して取り込まれます。
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2 相高速カウン タ （グループ 1） のタ イ ミ ングチャー ト

ク リ ア入力 （X2） を使用し、 オーバーフ ロー / アンダーフ ロー （一致出力） を Y1 に指定し た場合

・ ク リ ア入力 （X2） が ON する と、 プ リセッ ト値 （D8046） が計数値 （D8045） にセッ ト されます。

この場合、 1 スキャンの間だけプリセッ ト ステータス （M8130） が ON します。

ソフ ト リセッ ト と して M8032 を使用した場合には、 M8032 を ON してもプ リセッ ト ステータス

（M8130） は ON しません。

・ ゲート入力 （M8031） が ON 状態の場合、 A 相 （X0） と B 相 （X1） の位相差の状態によ りアップカ

ウン ト またはダウンカウン ト します。

・ 計数値 （D8045） がオーバーフローする とオーバーフロー出力 （Y1 および M8131） が ON します。

Y1 はオーバーフロー出力ク リ ア （M8030） が ON するまでは ON 状態を保持します。

また、 M8131 は 1 スキャンの間だけ ON します。

・ 計数値 （D8045） がアンダーフローする とアンダーフロー出力 （Y1 および M8132） が ON します。

Y1 はアンダーフロー出力ク リ ア （M8030） が ON するまでは ON 状態を保持します。

また、 M8132 は 1 スキャンの間だけ ON します。

・ 計数値 （D8045） は 1 スキャンごとに更新されます。

・ 計数値がオーバーフローまたはアンダーフローした場合、 またはク リ ア入力 X2 または M8032 が ON
した場合にプリセッ ト値 （D8046） を計数値 （D8045） にセッ ト します。
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5-20
単相高速カウンタを使用して 1000 パルス計数する と Y2 を ON するサンプルプログラムを例に説明

します。

連続したワークに一定間隔でマーキングする 2 相高速カウンタプログラムを例に説明します。

アプ リ ケーシ ョ ンの説明

プログラムパラ メ ータ

ファンクシ ョ ン設定

グループ 2 （X3） の設定 ： 単相高速カウンタ

［高速カウンタ設定］

比較を有効にする ： ON

外部一致出力 ： Y2

設定値 （D8048） ： 1000

・ 連続した紙に一定間隔 （ロータ リエンコーダの
2700 パルス周期） でマーク （穿孔） を付けま

す。

・ ロータ リエンコーダを直接、 給紙ローラに接続
します。 ロータ リエンコーダの出力パルスを高
速カウンタで読み取って制御します。

・ 穿孔時間は 0.5 秒必要です。

機種設定

FC5A-C24R2

ファンクシ ョ ン設定

グループ 1 （X0 ～ X2） の設定 ： 2 相 / 単相高速カウンタ

［高速カウンタ設定］

モード ： 2 相高速カウンタ

比較を有効にする ： ON

外部一致出力 ： Y1

ク リ ア入力を使用する ： OFF

特殊データ レジス タ

プ リセッ ト値
（D8046）

： 2700 パルスごとにオーバーフローを発生させるには、 65535-2700 ＋ 1 を

D8046 にセッ トする。
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この例では Z 相の入力は使用していません。
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5-22
■ ス リムタ イプの高速カウン タ

● 基本動作

ス リ ムタイプの CPU モジュールでは、 X0-X7 までの入力端子が高速入力に対応しており、 これら

の入力端子を 4 つの高速カウンタ （グループ 1 ～グループ 4 の高速カウンタ） と して用いるこ とが

できます。 グループ 1/ グループ 4 は単相高速カウンタまたは 2 相高速カウンタ と して使用可能で、

グループ 2/ グループ 3 は単相高速カウンタ と して使用できます。 いずれも 大 100kHz （1 逓倍の

場合） のパルス入力に対応し、 0 ～ 4294967295 （32 ビッ ト ） の範囲で計数できます。

単相高速カウン タ

グループ 2/ グループ 3 の単相高速カウンタでは、 パルス入力で計数値をアップカウン ト します。 計

数値が設定値と一致した場合に外部一致出力または割込みプログラムを使用するこ とができます。
リセッ トについては内部リ レーによるソフ ト リセッ トのみに対応しています。 計数値リセッ ト時、
計数値には 0 がセッ ト されます。

グループ 1/ グループ 4 の単相高速カウンタでは、 通常の加算式カウンタに加え、 加減算双方向の計

数が行える可逆カウンタに対応しています。 （可逆カウンタについては、 5-25 頁を参照してくださ

い。） 設定値 1 と一致、 設定値 2 と一致、 オーバーフローした場合、 アンダーフローした場合に外

部一致出力または割込みプログラムを使用するこ とができます。 リセッ トについては内部リ レーに
よるソフ ト リセッ トおよび外部ク リ ア入力による計数値のリセッ トに対応しています。 計数値リ
セッ ト時、 計数値には任意のプリセッ ト値がセッ ト されます。

2 相高速カウン タ

グループ 1/ グループ 4 は 2 相高速カウンタ と して使用できます。

2 相高速カウンタでは、 A 相パルスと B 相パルス入力の位相差に従って計数を行います。 A 相パル

スが B 相パルスに先行する場合、 B 相パルス入力で計数値をアップカウン ト します。 A 相パルスが

B 相パルスよ り遅れる場合、 B 相パルス入力で計数値をダウンカウン ト します。 ス リ ムタイプの

CPU モジュールは 1 逓倍 /2 逓倍 /4 逓倍の逓倍指定が可能です。 （逓倍機能については、 5-26 頁を参

照して ください。） また、 計数値が設定値 1 と一致、 設定値 2 と一致、 オーバーフローした場合、

アンダーフローした場合に外部一致出力または割込みプログラムを使用できます。

リセッ トについては内部リ レーによるソフ ト リセッ ト 、 外部ク リ ア入力による計数値に対応してい
ます。 計数値リセッ ト時、 計数値には任意のプリセッ ト値がセッ ト されます。

・ 周波数測定機能を使用するグループは、 通常の高速カウンタ と して計数が行えません。

・ プログラムをダウンロードする場合は、 ゲート入力が OFF の状態で行う こ とをお勧めします。

ON の状態でプログラムをダウンロード した場合、 カウン ト動作が停止します。
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● 高速カウン タの仕様

下記の表は、 ス リ ムタイプの CPU モジュールにおける高速カウンタの動作仕様を示しています。

● 入力端子

以下の表では高速カウンタで使用する入力端子の割り付けを示しています。
マイ ク ロスマートは、 グループごとに通常入力、 高速カウンタ、 キャ ッチ入力、 割込入力を切り替
えて使用します。 高速カウンタを使用する場合は、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” で該当するグループを

高速カウンタに設定する必要があ り ます。 通常入力、 キャ ッチ入力、 割込入力を使用するグループ
は、 高速カウンタを使用できません。
配線には 2 芯 1 対シールドケーブルをご使用ください。

CPU モジュール ス リムタ イプ

グループ グループ 1、 グループ 4 グループ 2、 グループ 3

種類 単相高速カウンタ 2 相高速カウンタ 単相高速カウンタ

計数モー ド

加算式カウンタ /
ク ロ ッ ク切換形可逆カウンタ /
ゲート切換形可逆カウンタ

1 逓倍 /2 逓倍 /4 逓倍 加算式カウンタ

大入力周波数 100kHz （1 逓倍） /50kHz （2 逓倍） /25kHz （4 逓倍）

計数範囲 0 ～ 4294967295 （32 ビッ ト ）

一致条件
設定値 1 との一致 / 設定値 2 との一致 /

オーバーフロー / アンダーフロー
設定値との一致

一致時動作 外部一致出力 / 割込みプログラム

リ セ ッ ト

ソ フ ト リ セ ッ ト ○ （特殊内部リ レーによる リセッ ト 5-31 頁、 5-34 頁参照）

外部ク リ ア入力 ○ －

計数値リ セ ッ ト プリセッ ト値 ゼロ リセッ ト

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4

入力端子
＊ 1

＊ 1 入力端子は COM との間に 24V の電位差がある場合、 ON します。 正負いずれの電圧でも入力できます。

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

単相高速
カウン タ

パルス

入力 2＊ 2

＊ 2 計数モード と してク ロ ッ ク切換形可逆カウンタ / ゲート切換形可逆カウンタを選択時に使用します。

パルス
入力 1

外部
ク リ ア

入力＊ 3

＊ 3 外部ク リ ア入力を使用しない場合、 通常入力と して使用するこ とができます。

パルス
入力

パルス
入力

外部
ク リ ア

入力＊ 3

パルス

入力 2 ＊ 2
パルス
入力 1

2 相高速

カウン タ

A 相 B 相 外部
ク リ ア
入力
（Z 相）

－ － 外部
ク リ ア
入力
（Z 相）

A 相 B 相
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● WindLDR の設定

高速カウンタを使用するには、 ファンクシ ョ ン設定を行ってプログラムをダウンロードする必要が
あ り ます。

・ グループ 1 ～ 4 の設定

はじめに、 ［設定］ タブの ［ファンクシ ョ ン設定］ で ［入力］ をク リ ッ ク します。 次に、 ファンク
シ ョ ン設定画面において、 高速カウンタを使用するグループの設定を 「2 相 / 単相高速カウンタ」

にします。

高速カウンタ設定のダイアログボッ クスが表示されます。
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・ 動作モー ド （グループ 1/ グループ 4）

グループ 1/ グループ 4 の高速カウンタを使用する場合、 単相高速カウンタ /2 相高速カウンタが選

択できます。 グループ 2/ グループ 3 の高速カウンタは単層高速カウンタのみ使用できます。

・ 計数モー ド （グループ 1/ グループ 4）

「動作モード」 で単相高速カウンタを指定した場合は、 計数モード と して加算式カウンタ / ク ロ ッ ク

切換形可逆カウンタ / ゲート切換形可逆カウンタを選択できます。 グループ 2/ グループ 3 の高速カ

ウンタは加算式カウンタのみ使用できます。

加算式カウン タ

パルス入力 1 でアップカウン ト します。

ゲー ト 切換形可逆カウン タ

計数方向をパルス入力 2 で切替できるカウンタです。 パルス入力 2 が ON の場合パルス入力 1 で

アップカウン ト します。 パルス入力 2 が OFF の場合パルス入力 1 でダウンカウン ト します。

ク ロ ッ ク切換形可逆カウン タ

アップカウン ト用の入力端子とダウンカウン ト用の入力端子が用意された高速カウンタです。 パル
ス入力 1 でアップカウン ト し、 パルス入力 2 でダウンカウン ト します。
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「動作モード」 で 2 相高速カウンタを指定した場合は、 計数モード と して 1 逓倍 /2 逓倍 /4 逓倍を選

択できます。

1 逓倍

B 相の立ち上がり、 立ち下がりの片側で計数します。

2 逓倍

B 相の立ち上がり、 立ち下がりで計数します。

4 逓倍

A 相、 B 相両方の立ち上がり、 立ち下がりで計数します。

・ 比較一致時動作

外部一致出力または割込みプログラムを使用するこ とができます。 外部一致出力を選択した場合、
比較一致時に CPU モジュール内の任意の出力を ON します。 割込みプログラムを選択した場合、 比

較一致時に任意のラベル番号のラベル命令を呼び出すこ とができます。

・ 設定値 1 を有効にする

このチェッ クボッ クスをオンにする と、 比較一致時動作を行うための条件と して設定値 1 が使用可

能になり ます。 高速カウンタ動作中に設定値 1 を変更する と、 比較一致時に新しい設定値 1 で動作

します。

・ 設定値 2 を有効にする （グループ 1/ グループ 4）

このチェッ クボッ クスをオンにする と、 比較一致時動作を行うための条件と して設定値 2 が使用可

能になり ます。 高速カウンタ動作中に設定値 2 を変更する と、 比較一致時に新しい設定値 2 で動作

します。

・ 設定値 1、 設定値 2 は CPU モジュール RUN 開始後 2 スキャン目の END 処理によ り有効になり ます。

イニシャライズパルス M8120 の入力リ レーで使用する設定値の設定を行ってください。

・ 高速カウンタ使用中に設定値 1、 設定値 2 の値を変更した場合、 比較一致時に新しい設定値で動作し

ます。 割込みプログラム内で新しい設定値を格納し、 比較一致時に呼び出すと設定値変更を容易に行
う こ とができます。
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・ オーバーフ ローを有効にする （グループ 1/ グループ 4）

このチェッ クボッ クスをオンにする と、 比較一致時動作を行うための条件と してオーバーフローが
使用可能になり ます。

・ アンダーフ ローを有効にする （グループ 1/ グループ 4）

このチェッ クボッ クスをオンにする と、 比較一致時動作を行うための条件と してアンダーフローが
使用可能になり ます。

・ ク リ ア入力を使用する （グループ 1/ グループ 4）

この項目はグループ 1/ グループ 4 において指定可能で、 チェッ クボッ クスをオンにした場合、 外部

入力 （ク リ ア入力） による計数値リセッ トが行えます。 ク リ ア入力にはグループ 1 では X2、 グ

ループ 4 では X5 を使用します。 ク リ ア入力が ON した場合、 対応する計数値がプリセッ ト値に変

更されます。
チェッ クボッ クスをオフにした場合は、 X2/X5 が通常の入力接点になり ます。

比較一致時動作が外部一致出力で、 一致条件と して設定値 1/ 設定値 2/ オーバーフロー / アンダーフ

ローのいずれかを有効にした場合、 外部一致出力を選択する項目が新たに表示されます。 外部一致
出力はそれぞれの一致条件ごとに選択するこ とができます。 （それぞれの一致条件ごとに外部一致
出力を変えるこ とができます。） また、 グループ 1/ グループ 4 の高速カウンタにおいて一致条件に

設定値 1/ 設定値 2 のいずれかを有効にした場合、 「現在値を保持」 の項目が新たに表示されます。

外部一致出力

外部一致出力には、 CPU モジュールの出力端子が選択できます。

形番 外部一致出力

FC5A-D16RK1, FC5A-D16RS1 Y0-Y7

FC5A-D32K3, FC5A-D32S3 Y0-Y7, Y10-Y17

FC5A-D12KE, FC5A-D12S1E Y0-Y3
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現在値を保持 （グループ 1/ グループ 4）

一致条件に設定値 1/ 設定値 2 のいずれかを有効にした場合には、 一致条件を満足した後の計数値を

プリセッ ト値にするか、 保持するかを選択できます。 現在値を保持のボッ クスに印を入れる と、 計
数値を保持します。

一致出力動作が割込みプログラムで、 一致条件と して設定値 1/ 設定値 2/ オーバーフロー / アンダー

フローのいずれかを有効にした場合、 ラベル番号を選択する項目が新たに表示されます。 ラベル番
号はそれぞれの一致条件ごとに設定するこ とができます。 また、 グループ 1/ グループ 4 の高速カウ

ンタにおいて一致条件に設定値 1/ 設定値 2 のいずれかを有効にした場合、 現在値を保持の項目が新

たに表示されます。

ラベル番号

マイクロスマートは、 計数値が指定した条件を満足した場合、 LABEL 命令～ LRET 命令間の割込

みプログラムを起動します。 LABEL 命令の詳細につきましては 「応用編　第 10 章　分岐命令」

(10-1 頁 ) を参照してください。

現在値を保持 （グループ 1/ グループ 4）

一致条件に設定値 1/ 設定値 2 のいずれかを有効にした場合には、 一致条件を満足した後の計数値を

プリセッ ト値にするか、 保持するかを選択できます。 現在値を保持のボッ クスに印を入れる と、 計
数値を保持します。
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● 単相高速カウン タのデバイス

高速カウンタは特殊内部リ レーと特殊データレジスタの設定によ り、 起動 / 停止の操作や設定値 /
制御入力の読み取り を行います。 また、 高速カウンタ動作中、 計数値や制御出力、 動作ステータス
の値が特殊内部リ レーと特殊データレジスタに反映されます。

・ デバイス割付表

ス リ ムタイプの CPU モジュールでは、 単相高速カウンタで使用するデバイス と して以下の特殊内

部リ レーと特殊データレジスタが割り付けられています。

＊演算命令で使用する場合には、 処理単位をダブルワード （D） にして ください。

・ 起動 / 停止

ゲート入力の ON/OFF によ り、 グループごとに高速カウンタの起動 / 停止を行う こ とができます。

・ 計数値

単相高速カウンタの計数値はグループごとに特殊データレジスタに格納されます。

特殊内部リ レー

グループ
グループ 1
（X0 ～ X2）

グループ 2
（X3）

グループ 3
（X4）

グループ 4
（X5 ～ X7）

リ ー ド /
ラ イ ト

設定値 1/ 設定値 2
一致出力ク リ ア
オーバーフ ロー / アンダーフ ロー

出力ク リ ア

M8030 M8034 M8040 M8044 R/W

ゲー ト 入力 M8031 M8035 M8041 M8045 R/W

ソ フ ト リ セ ッ ト M8032 M8036 M8042 M8046 R/W

リ セ ッ ト ステータ ス M8130 － － M8135 R

設定値 1 比較一致 M8131 M8133 M8134 M8136 R

設定値 2 比較一致 M8132 － － M8137 R

オーバーフ ロー M8161 － － M8163 R

アンダーフ ロー M8162 － － M8164 R

特殊データ レジス タ

グループ
グループ 1
（X0 ～ X2）

グループ 2
（X3）

グループ 3
（X4）

グループ 4
（X5 ～ X7）

リ ー ド /
ラ イ ト

計数値 （上位ワー ド） D8210 D8218 D8222 D8226 R

計数値 （下位ワー ド） D8211 D8219 D8223 D8227

設定値 1 （上位ワー ド） D8212 D8220 D8224 D8228 R/W

設定値 1 （下位ワー ド） D8213 D8221 D8225 D8229

設定値 2 （上位ワー ド） D8214 － － D8230 R/W

設定値 2 （下位ワー ド） D8215 － － D8231

プ リ セ ッ ト 値 （上位ワー ド） D8216 － － D8232 R/W

プ リ セ ッ ト 値 （下位ワー ド） D8217 － － D8233

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

ゲー ト 入力 M8031 M8035 M8041 M8045 R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

計数値 （上位ワー ド） D8210 D8218 D8222 D8226 R

計数値 （下位ワー ド） D8211 D8219 D8223 D8227
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・ 設定値 1

単相高速カウンタの設定値 1 は特殊データレジスタに格納されます。

・ 設定値 2

単相高速カウンタの設定値 2 は特殊データレジスタに格納されます。

・ 設定値 1 比較一致

計数値が設定値と一致した時点で条件を満足し、 この場合、 特殊内部リ レーが 1 スキャンのみ ON
します。

・ 設定値 2 比較一致

計数値が設定値と一致した時点で条件を満足し、 この場合、 特殊内部リ レーが 1 スキャンのみ ON
します。

・ オーバーフ ロー

計数値が 4294967295 を超えアップカウン ト した場合、 1 スキャンのみ ON します。 この場合計数値

は 0 になり ます。

・ アンダーフ ロー

計数値が 0 を超えダウンカウン ト した場合、 1 スキャンのみ ON します。 この場合計数値は

4294967295 になり ます。

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

設定値 1 （上位ワー ド） D8212 D8220 D8224 D8228 R/W

設定値 1 （下位ワー ド） D8213 D8221 D8225 D8229

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

設定値 2 （上位ワー ド） D8214 － － D8230 R/W

設定値 2 （下位ワー ド） D8215 － － D8231

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

比較一致 M8131 M8133 M8134 M8136 R

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

設定値 2 比較一致 M8132 － － M8137 R

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

オーバーフ ロー M8161 － － M8163 R

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

アンダーフ ロー M8162 － － M8164 R
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・ 設定値 1/ 設定値 2 一致出力ク リ アオーバーフ ロー / アンダーフ ロー出力ク リ ア

この特殊内部リ レーが ON する と、 外部出力有効時、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” で選択した外部出力

（計数値一致出力） が OFF します。

・ ソ フ ト リ セ ッ ト

グループ 1/ グループ 4 の場合、 ソフ ト リセッ ト を ON するこ とによって計数値をプリセッ ト値に戻

すこ とができます。 グループ 2/ グループ 3 の場合、 ソフ ト リセッ ト を ON するこ とによって計数値

を 0 にリセッ トできます。

・ ク リ ア入力と リ セ ッ ト ステータ ス

グループ 1/ グループ 4 において、 ク リ ア入力有効時、 ク リ ア入力 X2/X5 を ON するこ とによって

計数値をプリセッ ト値に戻すこ とができます。 この場合、 リセッ ト ステータスが 1 スキャンのみ

ON します。

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

設定値 1/ 設定値 2
一致出力ク リ ア
オーバーフ ロー /
アンダーフ ロー
出力ク リ ア

M8030 M8034 M8040 M8044 R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

ソ フ ト リ セ ッ ト M8032 M8036 M8042 M8046 R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

入力端子 X2 － － X5 －

リ セ ッ ト ステータ ス M8130 － － M8135 R
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● 2 相高速カウン タのデバイス

高速カウンタは特殊内部リ レーと特殊データレジスタの設定によ り、 起動 / 停止の操作や設定値 /
制御入力の読み取り を行います。 また、 高速カウンタ動作中、 計数値や制御出力、 動作ステータス
の値が特殊内部リ レーと特殊データレジスタに反映されます。

・ デバイス割付表

ス リ ムタイプの CPU モジュールでは、 2 相高速カウンタで使用するデバイス と して以下の特殊内部

リ レーと特殊データレジスタが割り付けられています。

＊演算命令で使用する場合には、 処理単位をダブルワード （D） にして ください。

・ 起動 / 停止

ゲート入力の ON/OFF によ り、 グループごとに高速カウンタの起動 / 停止を行う こ とができます。

・ 計数値

単相高速カウンタの計数値はグループごとに特殊データレジスタに格納されます。

特殊内部リ レー

グループ
グループ 1
（X0 ～ X2）

グループ 2
（X3）

グループ 3
（X4）

グループ 4
（X5 ～ X7）

リー ド /
ラ イ ト

設定値 1/ 設定値 2
一致出力ク リ ア
オーバーフ ロー / アンダーフ ロー

出力ク リ ア

M8030 － － M8044 R/W

ゲー ト 入力 M8031 － － M8045 R/W

ソ フ ト リ セ ッ ト M8032 － － M8046 R/W

リ セ ッ ト ステータ ス M8130 － － M8135 R

設定値 1 比較一致 M8131 － － M8136 R

設定値 2 比較一致 M8132 － － M8137 R

オーバーフ ロー M8161 － － M8163 R

アンダーフ ロー M8162 － － M8164 R

特殊データ レジス タ

グループ
グループ 1
（X0 ～ X2）

グループ 2
（X3）

グループ 3
（X4）

グループ 4
（X5 ～ X7）

リー ド /
ラ イ ト

計数値 （上位ワー ド） D8210 － － D8226 R

計数値 （下位ワー ド） D8211 － － D8227

設定値 1 （上位ワー ド） D8212 － － D8228 R/W

設定値 1 （下位ワー ド） D8213 － － D8229

設定値 2 （上位ワー ド） D8214 － － D8230 R/W

設定値 2 （下位ワー ド） D8215 － － D8231

プ リ セ ッ ト 値 （上位ワー ド） D8216 － － D8232 R/W

プ リ セ ッ ト 値 （下位ワー ド） D8217 － － D8233

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

ゲー ト 入力 M8031 － － M8045 R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

計数値 （上位ワー ド） D8210 － － D8226 R

計数値 （下位ワー ド） D8211 － － D8227
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・ 設定値 1

単相高速カウンタの設定値 1 は特殊データレジスタに格納されます。

・ 設定値 2

単相高速カウンタの設定値 2 は特殊データレジスタに格納されます。

・ 設定値 1 比較一致

計数値が設定値と一致した時点で条件を満足し、 この場合、 特殊内部リ レーが 1 スキャンのみ ON
します

・ 設定値 2 比較一致

計数値が設定値と一致した時点で条件を満足し、 この場合、 特殊内部リ レーが 1 スキャンのみ ON
します。

・ オーバーフ ロー

計数値が 4294967295 を超えアップカウン ト した場合、 1 スキャンのみ ON します。 この場合計数値

は 0 になり ます。

・ アンダーフ ロー

計数値が 0 を超えダウンカウン ト した場合、 1 スキャンのみ ON します。 この場合計数値は

4294967295 になり ます。

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

設定値 1 （上位ワー ド） D8212 － － D8228 R/W

設定値 1 （下位ワー ド） D8213 － － D8229

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

設定値 2 （上位ワー ド） D8214 － － D8230 R/W

設定値 2 （下位ワー ド） D8215 D8231

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

比較一致 M8131 － － M8136 R

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

設定値 2 比較一致 M8132 － － M8137 R

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

オーバーフ ロー M8161 － － M8163 R

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リ ー ド /
ラ イ ト

アンダーフ ロー M8162 － － M8164 R
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・ 設定値 1/ 設定値 2 一致出力ク リ アオーバーフ ロー / アンダーフ ロー出力ク リ ア

この特殊内部リ レーが ON する と、 外部出力有効時、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” で選択した外部出力

（計数値一致出力） が OFF します。

・ ソ フ ト リ セ ッ ト

ソフ ト リセッ ト を ON するこ とによって計数値をプリセッ ト値に戻すこ とができます。

・ ク リ ア入力と リ セ ッ ト ステータ ス

グループ 1/ グループ 4 において、 ク リ ア入力有効時、 ク リ ア入力 X2/X5 を ON するこ とによって

計数値をプリセッ ト値に戻すこ とができます。 この場合、 リセッ ト ステータスが 1 スキャンのみ

ON します。

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

設定値 1/ 設定値 2
一致出力ク リ ア
オーバーフ ロー /
アンダーフ ロー
出力ク リ ア

M8030 － － M8044 R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

ソ フ ト リ セ ッ ト M8032 － － M8046 R/W

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 リー ド /
ラ イ ト

入力端子 X2 － － X5 －

リ セ ッ ト ステータ ス M8130 － － M8135 R
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単相高速カウン タ （グループ 1） のタ イ ミ ングチャー ト

計数モードをゲート切換形可逆カウンタ、 ク リ ア入力 （X2） を使用し、 設定値 1 一致時には計数値

を保持して出力 Y1 を、 設定値 2 使用しない、 オーバーフローおよびアンダーフロー使用しないを、

それぞれ指定した場合

ク リ ア入力 （X2） が ON する と、 プ リセッ ト値 （D8216、 D8217） が計数値 （D8210、 D8211） に

セッ ト されます。 この場合、 1 スキャンの間だけ リセッ ト ステータス （M8130） が ON します。

ゲート入力 （M8031） が ON する と計数を開始します。 パルス入力 2 （X0） の状態によ り、 計数の

方向 （アップカウン ト / ダウンカウン ト ） が決ま り、 パルス入力 1 （X1） によ り計数が行われます。

特殊データレジスタの計数値は 1 スキャンごとに更新されます。

計数値と設定値 1 （D8212、 D8213） が一致する と、 設定値 1 の一致出力 （Y1） および設定値 1 比較

一致 （M8131） が ON します。 “ ファンクシ ョ ン設定 ” に従い、 計数値を保持します。

Y1 は一致出力ク リ ア （M8030） が ON するまで ON 状態を保持します。 また、 M8131 は 1 スキャン

の間だけ ON します。

ゲート入力が OFF する と計数を停止します。
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5-36
2 相高速カウン タ （グループ 1） のタ イ ミ ングチャー ト

ス リ ムタイプ CPU モジュールで 1 逓倍、 ク リ ア入力 （X2） を使用し、 設定値 1 一致時には計数値

を保持して Y1 出力を、 設定値 2 一致時には計数値を保持せず Y2 出力を、 オーバーフローおよび

アンダーフロー使用しないを、 それぞれ指定した場合

ク リ ア入力 （X2） が ON する と、 プ リセッ ト値 （D8216, D8217） が計数値 （D8210, D8211） にセッ

ト されます。 この場合、 1 スキャンの間だけ リセッ ト ステータス （M8130） が ON します。

ゲート入力 （M8031） が ON する と計数を開始します。 B 相パルス （X1） が A 相パルス （X0） に対

し遅れて取り込まれた際にアップカウン ト し、 B 相パルス （X1） が A 相パルスに対し先行して取り

込まれた際、 ダウンカウン ト します。
計数値と設定値 2 （D8214, D8215） が一致する と、 設定値 2 の一致出力 （Y2） および設定値 1 比較

一致 （M8132） が ON します。 “ ファンクシ ョ ン設定 ” に従い、 プリセッ ト値が計数値にセッ ト さ

れます。
Y2 は一致出力ク リ ア （M8030） が ON するまで ON 状態を保持します。 また、 M8132 は 1 スキャン

の間だけ ON します。
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単相高速カウンタを使用して 1000 パルス計数する と Y2 を ON するサンプルプログラムを例に説明

します。

プログラムパラ メ ータ

機種設定

FC5A-D32

ファンクシ ョ ン設定

グループ 2 （X3） の設定 ： 単相高速カウンタ

［高速カウンタ設定］

設定値 1 を有効にする ： ON

外部一致出力 ： Y2

設定値 2 を有効にする ： OFF

オーバーフローを有効にする ： OFF

アンダーフローを有効にする ： OFF

ク リ ア入力を使用する ： OFF

設定値 1 （D8220） ： 0

設定値 1 （D8221） ： 1000
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5-38
連続したワークに一定間隔でマーキングする 2 相高速カウンタプログラムを例に説明します。

アプ リ ケーシ ョ ンの説明

・ 連続した紙に一定間隔 （ロータ リエンコーダ
の 2,700 パルス周期） でマーク （穿孔） を付

けます。

・ ロータ リエンコーダを直接、 給紙ローラに接
続します。 ロータ リエンコーダの出力パルス
を高速カウンタで読み取って制御します。

・ 穿孔時間は 0.5 秒必要です。

プログラムパラ メ ータ

機種設定

FC5A-D32

ファンクシ ョ ン設定

グループ 1 （X0 ～ X2） の設定 ： 2 相 / 単相高速カウンタ

［高速カウンタ設定］

動作モード ： 2 相高速カウンタ

設定値 1 を有効にする ： 1,000

外部一致出力 ： Y1

現在値を保持する ： OFF

設定値 2 を有効にする ： OFF

オーバーフローを有効にする ： OFF

アンダーフローを有効にする ： OFF

ク リ ア入力を使用する ： OFF

特殊データ レジス タ

設定値 1 （D8212） ： 0

設定値 1 （D8213） ： 2,700

プリセッ ト値 （D8216） ： 0

プリセッ ト値 （D8217） ： 0
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この例では Z 相の入力は使用していません。
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5-40
周波数測定
こ こ では、 パルスの周波数を測定する周波数測定機能について説明し ています。 周波数
測定機能を用いる と一定時間ご とに高速カウン タの計数が行われ、 周波数測定値が特殊
データ レジス タに格納されます。

■ 用途

パルスの周波数測定に使用します。

■ 仕様一覧

● オールイ ンワン タ イプ

入力端子に与えられたパルスの周波数を測定し、 その値を特殊データレジスタに格納します。
配線には 2 芯 1 対シールドケーブルをご使用ください。

● ス リムタ イプ

入力端子に与えられたパルスの周波数を測定し、 その値を特殊データレジスタに格納します。

配線には 2 芯 1 対シールドケーブルをご使用ください。

■ 周波数測定使用時の注意事項

・ 周波数測定を使用するグループは、 通常の高速カウンタ と して計数が行えません。

・ プログラムをダウンロードする場合、 ゲート入力が OFF の状態で行う こ とを推奨します。 ゲート入

力が ON の状態でプログラムをダウンロード した場合、 測定が停止します。

・ 特殊データレジスタに測定結果が反映されるまでには、 大で演算周期＋スキャンタイム相当の時
間が必要です。 ただし、 ラダー処理中に FRQRF 命令を用いる と、 入力周波数に関わらず 250ms 以
内に 新の計算結果を読み取るこ とが可能です。

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4

入力端子 X1 X3 X4 X5

ゲー ト 入力 M8031 M8035 M8041 M8045

周波数測定値格納先 D8060 D8062 D8064 D8066

周波数測定範囲 4Hz ～ 50kHz 4Hz ～ 5kHz

測定誤差 ±10% 未満 （40H ｚ 以上 4kHz 未満） ±0.1% 未満 （4kH ｚ 以上）

演算周期 1 秒以内 （4kHz 未満） 250ms 以内 （4kH ｚ 以上）

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4

入力端子 X1 X3 X4 X7

ゲー ト 入力 M8031 M8035 M8041 M8045

周波数測定値
格納先
（32bit）

上位 D8060 D8062 D8064 D8066

下位 D8061 D8063 D8065 D8067

周波数測定範囲 4Hz ～ 100kHz

測定誤差 ±10% 未満 （40H ｚ ～ 4kHz） ±0.1% 未満 （4kH ｚ 以上）

演算周期 1 秒以内 （4kHz 未満） 250ms 以内 （4kH ｚ 以上）
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■ WindLDR の設定

はじめに、 ［設定］ タブの ［ファンクシ ョ ン設定］ で ［入力］ をク リ ッ ク します。

次に、 ファンクシ ョ ン設定画面において、 周波数測定機能を使用する場合、 該当するグループの設
定を 「2 相 / 単相高速カウンタ」 に設定します。

高速カウンタ設定のダイアログボッ クスが表示されます。

■ 高速カウン タ設定

周波数測定機能を使用する場合、 単相高速カウンタのモードを選択します。 その他の設定は行わな
いでください。

■ 使用方法

上記ファンクシ ョ ン設定、 詳細設定を行った うえで、 プログラムをダウンロード します。
プログラムをダウンロード後、 マイ クロスマートが RUN 状態でゲート入力を OFF → ON する と、

周波数測定状態に移行します。
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5-42
キャ ッ チ入力
こ こ では、 センサ信号のよ う な短パルスを確実に取り込むキャ ッ チ入力について説明し
ています。

■ 用途

センサ信号のよ うな短パルスを確実に取り込む機能です。

■ 入力端子

マイクロスマートは、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” によ り、 グループ単位で通常入力、 高速カウンタ、

キャ ッチ入力、 割込入力を切り替えて使用します。
キャ ッチ入力のグループ 1 ～ 4 は通常入力、 高速カウンタ、 割込入力と共用しています。

グループ 1 ～ 4 の設定を通常入力、 高速カウンタ、 割込入力と して使用した場合、 キャ ッチ入力を

使用するこ とはできません。
キャ ッチ入力と して使用するためには、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” で該当するグループをキャ ッチ入

力に設定する必要があ り ます。
配線には 2 芯 1 対シールドケーブルをご使用ください。

■ 機能説明

キャ ッチ入力機能では、 1 スキャン時間未満の時間で変化した短いパルスを取り込みます。 大で

4 点の入力 （X2, X3, X4, X5） に対して設定するこ とができます。

キャ ッチした信号は、 特殊内部リ レー （M8154 ～ M8157） にセッ ト されます。

キャ ッ チ入力機能の仕様

CPU モジュール上の入力 X2, X3, X4, X5 に対して、 1 点単位で設定できます。

キャ ッ チ入力端子と特殊内部リ レー

各キャッチ入力用端子には、 それぞれ特定の特殊内部リ レーが割り当てられています。 また、
キャ ッチ入力端子は、 4 つのグループに分かれています。

入力端子 （オールイ ンワン タ イプ、 ス リムタ イプ）

グループ グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4

入力端子 X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

キャ ッ チ入力 －＊ 1

＊ 1 通常入力と して使用するこ とができます。

－＊ 1 キャ ッチ
入力

キャ ッチ
入力

キャ ッチ
入力

キャ ッチ
入力

－＊ 1 －＊ 1

・ 小ターンオンパルス幅 オールインワンタイプ ： 40us ス リ ムタイプ ： 5us

・ 小ターンオフパルス幅 オールインワンタイプ ： 150us ス リ ムタイプ ： 5us

・ キャ ッチ入力取り込み時の入力フ ィルタは無視されます。 「本章　入力フ ィルタ」 （5-45 頁） 参照

グループ キャ ッ チ入力番号 対応する特殊内部リ レー

グループ 1 X2 M8154

グループ 2 X3 M8155

グループ 3 X4 M8156

グループ 4 X5 M8157
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■ WindLDR の設定

● 操作手順

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［入力］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. キャ ッ チ入力を設定するグループの設定を 「キャ ッ チ入力」 に設定し ます。

キャ ッチ入力のダイアログボッ クスが表示されます。

3. 「立ち上がり エ ッ ジ （↑） で入力をキャ ッ チ」 または 「立ち下がり エ ッ ジ （↓） で入力をキャ ッ チ」

を選択し、 ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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立ち上がり エ ッ ジのキャ ッ チ

立ち下がり エ ッ ジのキャ ッ チ

上図の注 1 のよ うに、 同一スキャン内に 2 つのパルスは 1 パルスと して処理されます。

キャ ッ チ入力を 1 スキャ ン以上保持するユーザープログラム

X2 をキャ ッチ入力と して指定している場合、 下のプログラムでキャ ッチ入力を保持できます。
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入力フ ィ ルタ
こ こ では、 ノ イズなどによる入力の誤動作を防止する入力フ ィ ルタ機能について説明し
ています。

■ 用途

ノ イズなどによる入力の誤動作を防止する機能です。

■ 機能説明

入力フ ィルタは、 基本ユニッ トの入力 X0 ～ X7 が、 4 つのグループ （グループ 1 ： X0、 グループ

2 ： X1、 グループ 3 ： X2, X3、 グループ 4 ： X4 ～ X7） に分かれていて、 各グループ単位で異なる値

を設定できます。
入力フ ィルタの時間は、 0ms （入力フ ィルタなし） と、 3ms から 15ms まで 1ms 刻みで設定できま

す。
デフォルトでは、 各グループと もに 3ms が設定されています。

入力 X10 以降のフ ィルタ時間は固定です。 このフ ィルタ値を変更するこ とはできません。

入力端子に対して入力フ ィルタを使用する場合、 ［設定］ タブの ［ファンクシ ョ ン設定］ で ［入力］
をク リ ッ ク し、 表示されるダイアログボッ クス内の該当する入力端子の設定を 「通常入力」 にする
必要があ り ます。

入力フ ィ ルタグループ グループに属する入力端子 設定値

グループ 1 X0

0ms, 3 ～ 15ms
グループ 2 X1

グループ 3 X2, X3

グループ 4 X4, X5, X6, X7

機種 フ ィ ルタ時間

オールインワンタイプ 16 点 X10 3ms 固定

オールインワンタイプ 24 点 X10 ～ X15

ス リ ムタイプ 32 点 X10 ～ X17

増設入力モジュール X30 ～ 4ms 固定
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■ WindLDR の設定

● 操作手順

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［入力］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 入力フ ィ ルタ を設定するグループの設定を変更し ます。

● 設定値と実際の動作

入力フ ィ ルタ機能の実際の動作では、 設定値に対し て 3 つの領域が存在し ます。

入力フ ィ ルタの設定値と し て 8ms を設定し た場合

入力を確実にカッ トする領域は 8ms-2ms ＝ 6ms とな り ます。

通常入力で信号を取り込むためには、 入力フ ィルタ値＋ 1 スキャンタイムのパルス幅が必要です。

・ 入力 OFF 領域 ： 入力信号を確実にカッ ト して、 入力と して取り込まない領域

・ 入力 ON 領域 ： 入力を確実に取り込む領域

・ 入力不定領域 ： 入力の ON/OFF が定まらない領域

入力フ ィルタの設定値は、 入力 ON 領域の入力を確実に取り込む値で設定されています。

入力 OFF 領域は、 入力フ ィルタの設定値から 2ms を引いた値とな り ます。
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タ イマ割込
こ こ では、 タ イマ割込について説明し ています

■ 用途

タイマ割込は、 決められた間隔での正確な応答が必要な場合に使用します。

■ 機能説明

タイマ割込機能は、 設定した間隔 （10 ～ 140ms） で、 あらかじめ決められたラベル番号の割込プロ

グラムを実行するものです。
タイマは 10 ～ 140ms の値を設定できます。

ジャンプ先のラベル番号は、 特殊データレジスタ D8036 に設定します。

タイマ割込には、 ジャンプ先指定用特殊データレジスタが割り当てられています。

タ イマ割込で実行する割込プログラムを ラベル番号 0 とする場合

D8036 タイマ割込ジャンプ先ラベル番号
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■ WindLDR の設定

● タ イマ割込の場合の操作手順

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［入力］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 「タ イマ割込を使用」 のチ ェ ッ クボ ッ クスをオンにし ます。

3. 間隔を設定し ます。

■ 割込の許可と禁止

タイマ割込は、 割込許可または割込禁止の制御を行う こ とができます。 割込許可は EI 命令を使用

します。 割込禁止は DI 命令を使用します。 EI 命令、 DI 命令に関しては 「応用編　第 12 章　割込

制御命令」 （12-1 頁） を参照して ください。 タイマ割込は、 RUN 開始時に割込許可とな り ます。

■ 制限事項

（1） 通常プログラムと割込プログラムは、 必ず END 命令で区切ってプログラムして ください。

（2） 割込プログラムから さ らにサブルーチンコールを実行する場合のネスティング深度は、 大 3 で

す。 この制限を超える とプログラム実行エラーが発生します。

（3） 割込発生時に実行する割込プログラムのラベル番号は、 タイマ割込に対応する D8036 に必ず設定

して ください。

（4） 割込プログラム実行中に他のユーザー割込が発生した場合は、 先に実行中の割込プログラムを終
了してから、 後から発生したユーザー割込の割込プログラムが実行されます。 多重割込には対応
していません。

（5） 割込プログラム実行時間はユーザー割込発生インターバルよ り も、 十分短くなるよ うプログラム
して ください。

（6） 割込プログラムでは、 使用できない命令が存在します。 詳細は 「第 7 章　命令語リ ファレンス」

（7-1 頁） を参照して ください。
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割込入力
こ こ では、 割込入力について説明し ます。

■ 用途

割込入力は、 位置決め制御など、 外部からの入力に対して高速な応答が必要な場合に使用します。

■ 入力端子

マイク ロスマートは、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” によ り、 グループ単位で通常入力、 高速カウンタ、

キャ ッチ入力、 割込入力を切り替えて使用します。
割込入力のグループ 1 ～ 4 は通常入力、 高速カウンタ、 キャ ッチ入力と共用しています。

グループ 1 ～ 4 の設定と して通常入力、 高速カウンタ、 キャ ッチ入力と して使用した場合、 割込入

力を使用するこ とはできません。
割込入力と して使用するためには、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” で該当するグループを割込入力に設定

する必要があ り ます。
配線には 2 芯 1 対シールドケーブルをご使用ください。

■ 機能説明

割込入力機能は、 外部入力状態の変化時に、 あらかじめ決められたラベル番号の割込プログラムを
優先して実行します。 大で 4 点の入力 （X2, X3, X4, X5） に対して設定するこ とができます。

ジャンプ先のラベル番号は、 特殊データレジスタ （D8032 ～ D8035） に設定します。

割込入力端子と ジャ ンプ先指定用特殊データ レジス タ

割込入力用端子には、 それぞれ特定のジャンプ先指定用特殊データレジスタが割り当てられていま
す。 また、 割込入力端子は、 4 つのグループに分かれています

X2 を割込入力端子と し、 割込プログラムを ラベル番号 0 とする場合

グループ グループ 1 グループ
2

グループ
3 グループ 4

入力端子 X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

割込入力 －＊ 1

＊ 1 通常入力と して使用するこ とができます。

－ 割込入力 割込入力 割込入力 割込入力 － －

グループ 割込入力番号 対応する特殊データ レジス タ

グループ 1 X2 D8032

グループ 2 X3 D8033

グループ 3 X4 D8034

グループ 4 X5 D8035
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■ WindLDR の設定

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［入力］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 割込入力を設定するグループの設定を 「割込入力」 に設定し ます

割込入力のダイアログボッ クスが表示されます。

3. 「立ち上がり エ ッ ジ （↑） で割込発生」、 「立ち下がり エ ッ ジ （↓） で割込発生」、 または 「両エ ッ ジ

（↑↓） で割込発生」 を選択し、 ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

割込処理ユーザープログラム中で、 入力 / 出力の情報を更新する場合には、 IOREF 命令を使用して

ください。 IOREF 命令は、 END スキャンよ り も前に任意の入出力のデータを更新する命令です。
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サンプルプログラム

割込入力を X2 で設定し、 割込発生時、 IOREF 命令を使って入力 （X0） の状態を出力 （Y0） に出力

する。

IOREF 命令に関しては 「応用編　第 11 章　 リ フレッシュ命令」 (11-1 頁 ) を参照してください。

■ 割込の許可と禁止

割込入力 X2, X3, X4, X5 のそれぞれに対して、 割込許可または割込禁止の制御を行う こ とができま

す。 割込許可は EI 命令を使用します。 割込禁止は DI 命令を使用します。 EI 命令、 DI 命令に関し

ては 「応用編　第 12 章　割込制御命令」 (12-1 頁 ) を参照してください。

“ ファンクシ ョ ン設定 ” で設定された割込入力は、 RUN 開始時に割込許可とな り ます。

■ 制限事項

（1） 通常プログラムと割込プログラムは、 必ず END 命令で区切ってプログラムして ください。

（2） 割込プログラムから さ らにサブルーチンコールを実行する場合のネスティング深度は、 大 3 で

す。 この制限を超える とプログラム実行エラーが発生します。

（3） 割込発生時に実行する割込プログラムのラベル番号は、 使用する割込入力用端子に対応する
D8032 ～ D8035 に必ず設定して ください。

（4） 割込入力 X2 ～ X5 が同時に発生した場合、 割込処理される優先順位は X2 ＞ X3 ＞ X4 ＞ X5 とな

り ます。 ただし、 割込プログラム実行中に他のユーザー割込が発生した場合は、 先に実行中の割
込プログラムを終了してから、 後から発生したユーザー割込の割込プログラムが実行されます。
多重割込には対応していません。

（5） 割込プログラム実行時間はユーザー割込発生インターバルよ り も、 十分短くなるよ うプログラム
して ください。

（6） 割込プログラムでは、 使用できない命令が存在します。 詳細は 「第 7 章　命令語リ ファレンス」

（7-1 頁） を参照して ください。
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通信設定
こ こ では、 ユーザー通信モー ド で RS232C ポー ト /RS485 ポー ト を備えた外部機器と マ

イ ク ロスマー ト を接続し、 通信する方法について説明し ています。
「第 11 章 　 データ リ ン ク通信」 （11-1 頁）、 「第 12 章 　 Modbus ASCII/RTU 通信」 （12-1
頁）、 「第 13 章 　 ト ラ ブル対策」 （13-1 頁）、 「応用編 　 第 23 章 　 パソ コ ン リ ン ク通信」

（23-1） についてはそれぞれの章を参照し て く だ さい。

■ ユーザー通信

ユーザー通信モードは、 RS232C ポート （または RS485 ポート ） を備えた外部機器 （モデム、 プ リ

ンタ、 バーコード リーダ、 パソコンなど） とマイ ク ロスマート を リ ンクするためのモードです。
ユーザー通信命令 （送信命令、 受信命令） によ り外部機器の通信プロ ト コルに合わせて自由に設定
し、 通信できます。 ユーザー通信モードで相手機器と接続可能かど うかの判断は、 ユーザー通信
モード仕様表を参考にして ください。 ユーザー通信につきましては 「第 10 章　ユーザー通信」 （10-
1 頁） を参照してください。

● RS232C のユーザー通信

RS232C のユーザー通信では１ポート あた り １台の外部機器と通信できます。

● RS485 のユーザー通信

RS485 のユーザー通信では１ポート あた り、 大 31 台の外部機器と通信できます。

ユーザー通信モー ド仕様

項目
設定値

RS232C RS485

電気的特性 EIA RS232C 規格準拠 EIA RS485 規格準拠

使用可能ポー ト ポート 1 ～ 7 ポート 2 ～ 7

1 ポー ト あた りの 大接続台数 1 台 大 31 台

通信速度 （bps） 115200＊ 1 / 57600 ＊ 1/ 38400/ 19200/ 9600＊ 2 /4800/ 2400/ 1200

＊ 1 115200bps, 57600bps には FC5A-SIF4 または FC5A-SIF2(V200 以上 ) のみが対応しています。 FC5A-
SIF2(V200 未満 ) は 高通信速度 38400bps です。

＊ 2 当該の数値、 設定はデフォルトの設定です。

データ ビ ッ ト 長 7 ＊ 28 ビッ ト

パリ テ ィ なし / 奇数 / 偶数＊ 2

ス ト ッ プビ ッ ト 1 ＊ 2/2 ビッ ト

受信タ イムアウ ト＊ 3

＊ 3 受信タイムアウ トは受信命令 （RXD 命令） を使った場合に有効です。

10 ～ 2,540ms/ なし （なしの場合は 2,550ms に設定してください）

通信モー ド 調歩同期方式

大ケーブル長 2.4m 200m / 1,200m＊ 4

＊ 4 1200m には FC5A-SIF4 のみが対応しています。

大送信データ数 200 バイ ト

大受信データ数 200 バイ ト

BCC の設定 XOR/ADD/ADD-2 の補数 /Modbus ASCII/Modbus RTU
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ケーブル仕様 （形番 ： FC2A-KP1C 長さ 2.4m）

ケーブルは使用する機器に合わせて加工してください。

NC は接続し ないで く だ さい。 誤動作や故障の原因と な り ます。
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■ 通信フ ォーマ ッ ト の設定

外部機器と接続してユーザー通信する場合は、 マイ クロスマートの通信フォーマッ ト を設定しま
す。

● 操作手順

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［通信ポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 使用するポー ト の 「通信モー ド」 を ク リ ッ ク し ます。

3. 表示される メ ニューから 「ユーザー通信」 を選択し ます。

ユーザー通信 （ポート 2） のダイアログボッ クスが表示されます。

受信タイムアウ ト を 「2550ms」 に設定する と、 受信タイムアウ ト時間が 「なし」 とな り ます。

4. ユーザー通信の相手機器と通信フ ォーマ ッ ト を合わせます。

5. ユーザープログラムを転送し ます。
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ポー ト ３ ～ ７ の通信リ フ レ ッ シュ
こ こ では、 増設通信ポー ト ( ポー ト ３ ～ ７ ) を使う と きの通信リ フ レ ッ シュについて説明

し ています。

■ 用途

増設通信ポートの通信リ フレッシュ ( 受信データの読み出し及び送信データの書き込み ) の実行を

調整するこ とによ り、 通信のリ アルタイム性が改善されるこ とがあ り ます。

■ 機能説明

増設通信ポートの通信リ フレッシュは通常、 END 処理のみで行われます。 以下の方法によ り、 通信

リ フレッシュを増やすこ とができます。

・ [ ポート ３～７の通信リ フレッシュ ] で、 [10ms 毎 ] を選択する。

・ ユーザープログラムで COMRF 命令を用いる。

[ ポート ３～７の通信リ フレッシュ ] で、 [10m 毎 ] を選択する と、 ユーザープログラムの実行中で

も、 10ms 毎に通信リ フレッシュが行われます。

COMRF 命令については 「応用編　第 11 章　COMRF （通信リ フレッシュ命令）」 （11-5 頁） を参照

してください。
どちらの場合でも、 END 処理での通信リ フレッシュも行われます。

・ [ ポート ３～７のリ フレッシュ ] が [10ms] のと きはユーザープログラムの COMRF 命令は無効とな

り ます。

・ 通信リ フレッシュの処理時間については 「第 2 章　データ送受信処理時間」 （2-109 頁） を参照して

ください。
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プロテ ク ト
ユーザープログラムのア ッ プロー ド やダウンロー ド を保護するプロテ ク ト について説明
し ます。

■ 用途

ユーザープログラムのアップロードおよび、 ダウンロードに対してプロテク ト をかけるこ とができ
ます。 ユーザープログラムの不用意な変更や、 盗用を防止できます。

■ 機能説明

プロテク トはユーザープログラムのアップロード ・ ダウンロードに対して個別に設定できます。 プ
ロテク トのモードには次の 3 種類があ り ます。

・ 未設定 ： ユーザープログラムがプロテク ト されていない状態です。

・ パスワードプロテク ト ： パスワードを入力してプロテク ト を解除しないとユーザープログラムのダ
ウンロードおよび、 アップロードができな くな り ます。 ユーザープログラ
ムの不用意な変更や、 盗用を防止できます。

・ 禁止 ： ユーザープログラムのアップロードはできません。 ユーザープログラムの
盗用を完全に防止できます。 アップロード禁止のプロテク トモードは、 マ
イ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 210 以上かつ、 WindLDR5.31 以上

のみ使用可能です。 「禁止」 のプロテク トは、 ユーザープログラムのアッ
プロードに対してのみ設定できます。 ユーザープログラムのダウンロード
を禁止するこ とはできません。
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■ WindLDR の設定

● 操作手順

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［プログラム プロテ ク ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 「ユーザープログラム プロテ ク ト 設定」 の項目で、 「プログラム ア ッ プロー ド」 および 「プログラ

ム ダウンロー ド」 に対し てそれぞれ設定し たいプロテ ク ト モー ド を選択し ます。

プロテク トモードでパスワードプロテク ト を選択した場合、 パスワードのテキス ト フ ィールドが有
効になり ます。

パスワードは 1 つのユーザープログラムに対して 1 つしか設定できません。 ユーザープログラムの

ダウンロードおよび、 アップロードの両方に対してパスワードプロテク ト をかける場合は、 同一の
パスワードになり ます。
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3. 「新しいパスワー ド」 と 「パスワー ドの確認入力」 とに同じパスワー ド を設定し ます。

4. ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. ユーザープログラムをダウンロー ド し ます。

ユーザープログラムのダウンロード後、 ユーザープログラムプロテク トが有効になり ます。
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■ プロテ ク ト の解除方法

「禁止」 のプロテク ト を設定したユーザープログラムを読み出すこ とはできません。 プロテク ト を
無効にしたい場合は、 プロテク トが未設定のユーザープログラムを書き込んでください。

● 操作手順

1. プロテ ク ト が設定されたダウンロー ド、 ア ッ プロー ド、 プログラム照会、 またはオン ラ イ ンエ

デ ィ ッ ト を実行し ます。

2. 設定し たパスワー ド を入力し ます。

3. ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

・ パスワードの解除は、 一時的なものです。 プロテク ト を解除した状態で電源を再投入する と、 ユー
ザープログラムに設定されているプロテク ト設定が有効になり ます。

プロテク ト を無効にしたい場合は、 プロテク トが未設定のプログラムを書き込んでください。

・ パスワードは、 メモなどを取り大切に保管しておいてください。 パスワードを忘れてしま う と、 パス
ワードを設定したマイク ロスマートに新しいユーザープログラムを書き込めなくな り ます。

・ パスワードは、 半角で 8 文字まで入力できます。 全角文字は入力できません。
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コ ンス タ ン ト スキャ ン
こ こ では、 スキャ ン タ イムを一定にする コ ンス タ ン ト スキャ ンについて説明し ています。

■ 用途

マイクロスマートは、 命令を実行する / しないによ り スキャンタイムが変動します。

正確な繰り返し制御を行うアプリ ケーシ ョ ンでは、 スキャンタイムを一定にして ください。

■ 機能説明

マイクロスマートの 1 スキャン処理時間を一定にするこ とで、 スキャンタイムの変動を小さ く しま

す。
設定した時間よ り スキャンタイムが長くなる場合は、 1 スキャン処理時間はかわり ません。

設定範囲は 1 ～ 1,000ms です。

サンプルプログラム

イニシャルパルスで 500 を D8022 に書き込みます。 スキャン時間は 500ms になり ます。

設定値に対する誤差は通常 ±1ms です。

コンスタン ト スキャンは、 スキャンタイムよ り大きい値を設定するよ うにして ください。

D8023 ： スキャンタイム （現在値）

D8024 ： スキャンタイム （ 大値）

D8025 ： スキャンタイム （ 小値）
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アナログボリ ウム
こ こ では、 特別な外部機器を使用せずに、 ユーザープログラムで使用するデータ を変更
するアナログボ リ ウム機能について説明し ています。

■ 用途

CPU モジュールに内蔵されているアナログボ リ ウムを使用して、 タイマの設定値などのユーザープ

ログラムで使用するデータを、 特別な外部機器を使わずに変更する機能です。

■ 機能説明

アナログボ リ ウムは、 小値が 0、 大値が 255 です。 特別な外部機器を使用せずに、 0 ～ 255 ま

での値を取り込むこ とができます。 アナログボ リ ウムの値は、 D8057 （全機種）、 D8058 （FC5A-
C24R2, FC5A-C24R2C, FC5A-C24R2D のみ） に格納されています。 この値は、 毎スキャン更新され

ます。
アナログボ リ ウムは CPU モジュールの下記場所に装着しています。

次のプログラムでは、 カウンタの設定値にアナログボ リ ウムの値を使用しています。
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内蔵アナログ入力
こ こ では、 CPU モジュールス リムタ イプに内蔵されているアナログ入力について説明し

ています。

■ 用途

CPU モジュールス リ ムタイプには、 0 ～ 10V 電圧入力のアナログ入力が内蔵されています。

■ 機能説明

内蔵アナログ入力は、 0 ～ 255 の値で D8058 に格納されます。

この値は、 毎スキャン更新されます。
なお、 外部機器との接続には付属のケーブル付コネクタを使用して ください。

0 ～ 10V を超える電圧を内蔵アナログ入力に印加し ないで く だ さい。 （破損の恐れがあり ます。）
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HMI モジュール機能
こ こ では、 HMI モジュールの機能と操作方法について説明し ています。

■ 用途

パソコンを使用せず簡単に、 タイマ ・ カウンタの現在値や設定値、 各デバイスの内容などの表示や
設定変更ができます。

■ 機能説明

HMI モジュールは、 マイ クロスマートの CPU モジュールに接続するこ とで、 次の機能が使用でき

ます。

■ 基本操作

HMI モジュールの機能を使用するための基本操作について説明します。

電源の投入は、 HMI モジュールを CPU モジュールに接続し たあとに行って く ださい。

電源投入中に HMI モジュールを着脱する と、 正常に動作し ません。

・ 実際に存在しないデバイスや 0 ～ 65,535 以外の値を入力する と、 画面全体が点滅するエラー画面を

表示します。

・ エラー画面が表示された場合は、 を押してから、 適切な操作を行ってください。

・ 特殊内部リ レー M8011 または、 M8012 を ON する と HMI モジュールにプロテク ト をかけるこ とが

できます。

・ タイマ、 カウンタの現在値の表示と設定値の変更

・ データレジスタの内容の表示と変更

・ ビッ トデバイスの状態表示とセッ ト / リ セッ ト

・ エラー情報の表示と ク リ ア

・ RUN、 STOP の切替

・ カレンダ / 時計データの表示と変更 （時計カート リ ッジ使用時可能）

・ タイマ、 カウンタの設定値変更の確定

特殊内部リ レー 設定値 動作

M8011 0 HMI 書き込み可能

1 HMI 書き込み禁止

M8012 0 HMI 接続時、 HMI 動作可能

1 HMI 接続時、 HMI 動作禁止
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● HMI モジュールの初期画面設定

特殊データレジスタ （D8068） の設定によ り電源投入時の HMI モジュールの初期画面を停電前の状

態で表示します。 キープデータエラー発生時は、 D8068 の設定に関わらず本体システムバージ ョ ン

を表示します。

● 電源投入から各メ ニュー画面への切替操作

HMI モジュールの電源投入から操作画面の遷移を示します。

各操作画面で を押すと、 それぞれの機能の操作に移り ます。 各機能の操作方法についてはそ

れぞれの項目を参照して ください。

特殊データ レジス タ 設定値 動作

D8068 0 または 2 ～ 65,535 動作 1 ： 電源投入時に毎回本体システムバージ ョ ンを表示

1 動作 2 ： 電源投入時に直前の電源切断時の画面を表示
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● デバイス、 データ指定時の桁移動と値選択の操作

● タ イマ / カウン タの現在値の表示と設定値変更

タイマ / カウンタの操作方法について説明します。

こ こではタイマの操作方法を例にして説明していますが、 カウンタの操作方法も同様です。

タイマの現在値の表示と設定値の変更をします。

カウンタの現在値の表示と設定値の変更をします。

変更したタイマ / カウンタの設定値を不揮発メモリ （ROM） に保存するには、 設定値変更確定の操

作画面で値を確定する必要があ り ます。
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タ イマ T28 の設定値を 820 から 900 に変更する場合

1. タ イマ操作画面を表示し ます。

2. デバイス番号を選択し ます。

3. デバイスが決定し ます。

4. 設定値を変更し ます。
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5. 変更し た設定値を確認し ます。

6. タ イマ操作画面に戻り ます。

タ イマ T28 の設定値が間接指定されている場合

（オールイ ンワン タ イプの CPU モジュールのみ、 データ レジス タの表示を行います）

1. タ イマ操作画面を表示し ます。

2. デバイス番号を選択し ます。

3. デバイスが決定し ます。

4. 間接指定を表示し ます。

設定値を間接指定している場合は、 設定したデータレジスタのデバイス
番号を表示し、 この画面よ り進みません。

タイマ操作画面に戻る場合は、 を押してください。
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● タ イマ / カウン タの設定値変更の確定

変更したタイマ / カウンタの設定値を確定し、 メモ リに保存します。

タイマの現在値の表示と設定値の変更を確定します

変更したタイマ / カウンタの設定値を不揮発メモ リ （ROM） に保存するには、 設定値変更確定の操

作画面で値を確定する必要があ り ます。

1. 設定値変更確定操作画面を表示し ます。

2. 変更し た設定値を確定し ます。

を押すと、 設定値は確定されず、 設定値変更確定操作画面に戻り ます。

3. 設定値変更確定操作画面に戻り ます。
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● タ イマ / カウン タの設定値変更キャ ンセル

タイマ / カウンタの設定値の変更をキャンセルし、 変更前の設定値に戻します。

タ イマ / カウン タ設定値変更キャ ンセル操作画面

キャンセルしたタイマ / カウンタの設定値は、 マイ クロスマートには保存されません。

1. タ イマ / カウン タ設定値変更メ ニュー画面を表示し て、 ［OK］ ボタ ンを押し ます。

タ イマ / カウン タ設定値変更メ ニュー画面

2. タ イマ / カウン タ設定値変更確定操作画面で ［▲］ ボタ ンを押し ます。

タ イマ / カウン タ設定値変更確定操作画面

［ESC］ ボタンを押すと、 設定値は確定されず、 タイマ / カウンタ設定値変更メニュー画面に戻り ま

す。

3. タ イマ / カウン タ設定値変更キャ ンセル操作画面で ［OK］ ボタ ンを押し ます。

タ イマ / カウン タ設定値変更キャ ンセル操作画面

［ESC］ ボタンまたは ［▼］ ボタンを押すと、 キャンセルは実行されず、 タイマ / カウンタ設定値変

更メニュー画面に戻り ます。

4. 設定値の変更のキャ ンセルを実行し て、 タ イマ / カウン タ設定値変更メ ニュー画面を表示し ます。

タ イマ / カウン タ設定値変更メ ニュー画面
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● データ レジス タの表示と変更

データレジスタの操作方法について説明します。

データ レジス タ操作画面 （データ レジス タ 00000 番台）

データレジスタの表示と変更をします。 メニュー画面上で “DR0”, 
“DR1”,“DR2”, “DR3”, “DR4” の選択によ り、 データレジスタの上位 1 桁目 （1
万の位） の番号が決定します。

“ ファンクシ ョ ン設定 ” で 「D10000 ～ D49999 を使用する」 が選択されていない場合、 HMI モ
ジュール上で “DR1”, “DR2”, “DR3”, “DR4” のデータレジスタを選択しても値の表示、 変更が行えま

せん。

データ レジス タ D180 を 1,300 に変更する場合

1. データ レジス タ操作画面を表示し ます。

2. デバイス番号を選択し ます。

3. デバイスが決定し ます。
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4. 値を変更し ます。

5. 変更し た値を確認し ます。

6. データ レジス タ操作画面に戻り ます。
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● ビ ッ ト デバイスの状態表示、 セ ッ ト / リ セ ッ ト

ビッ トデバイスの状態表示、 セッ ト / リ セッ トの操作方法について説明します。

こ こでは内部リ レーの操作方法を例にして説明していますが、 入力 ・出力 ・ シフ ト レジスタの操作
方法も同様です。

入力の表示とセッ ト / リセッ ト をします。

出力の表示とセッ ト / リセッ ト をします。

内部リ レーの表示とセッ ト / リセッ ト をします。

シフ ト レジスタの表示とセッ ト / リセッ ト をします。
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内部リ レー M120 をセ ッ ト する場合

1. 内部リ レー操作画面を表示し ます。

2. デバイス番号を選択し ます。

3. デバイスが決定し ます。

4. セ ッ ト / リ セ ッ ト を選択し ます。

5. 変更し た値を確認し ます。

6. 内部リ レー操作画面に戻り ます
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● 一般エラー情報の表示と ク リ ア

一般エラーの表示と ク リ アをします。

一般エラー情報を確認し、 ク リ アする場合

1. 一般エラー操作画面を表示し ます。

2. 一般エラー情報を確認し、 ク リ ア し ます。

3. 一般エラー操作画面に戻り ます。

・ 一般エラー情報の内容については 「第 13 章　エラー項目とエラー情報 （一般エラー）」 （13-1 頁） を

参照して ください。

・
を押すと、 エラーをク リ アせずにエラー操作画面に戻り ます。
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● ユーザープログラム実行時エラー情報 （D8006） の表示

ユーザープログラム実行時エラー情報 （D8006） 画面

ユーザープログラム実行時、 エラー情報を表示します。

ユーザープログラム実行時エラー情報を確認する場合

1. 一般エラー操作画面を表示し ます。

一般エラー操作画面

2. 一般エラー情報 （D8005） を表示し ます。 ［▲］ ボタ ンを押すと、 ユーザープログラム実行時エ

ラー情報 （D8006） 画面に移行します。

一般エラー情報 （D8005） 画面

3. ユーザープログラム実行時エラー情報 （D8006） 画面を表示し ます。

ユーザープログラム実行時エラー情報 （D8006） 画面

・ 一般エラー情報の内容については 「第 13 章　エラー項目とエラー情報 （一般エラー）」 （13-1 頁）

を参照して ください。

・ ［ESC］ ボタンを押すと、 エラーをク リ アせずにエラー操作画面に戻り ます。

・ ユーザープログラム実行時エラー情報の内容については 「第 13 章　 ト ラブル対策」 （13-1 頁） を参

照して ください。

・ ［▼］ ボタンを押すと、 前画面に移行します。

・ ［OK］ ボタンを押すと、 一般エラー情報はク リ アされますが、 ユーザープログラム実行時エラー情

報は、 ク リ アされません。
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● RUN/STOP の切り替え

RUN/STOP の切り替えをします。

ス ト ップ入力、 リセッ ト入力が設定されている場合は、 その操作が優先されます。

ユーザープログラムを RUN → STOP する場合

1. RUN/STOP 操作画面を表示し ます。

2. 運転状態を表示し ます。

3. RUN/STOP を選択し ます。

4. RUN/STOP 操作画面に戻り ます。
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● カ レンダ情報の表示と変更

カレンダ情報の表示と変更をします。

時計カート リ ッジを CPU モジュールに実装していない場合は、 操作できません。

2000 年 1 月 1 日 （土） を 2001 年 4 月 4 日 （水） に変更する場合

1. カ レンダ操作画面を表示し ます。

2. カ レンダ情報を表示し ます。

3. 年情報を変更し ます。

4. 年情報を決定し、 月情報を変更し ます。

5. 月情報を決定し、 日情報を変更し ます。

6. 日情報を決定し、 曜日情報を変更し ます。
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7. 曜日情報を決定し ます。

8. カ レンダ操作画面に戻り ます。
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● 時計情報の表示と変更

時計情報の表示と変更をします。

時計カート リ ッジを CPU モジュールに実装していない場合は、 操作できません。

12 時 5 分を 10 時 10 分に変更する場合

1. 時計操作操作画面を表示し ます。

2. 時計情報を表示し ます。

3. 時情報を変更し ます。

4. 時情報を決定し、 分情報を変更し ます。

5. 分情報を決定し ます。

6. 時計操作画面に戻り ます。
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メ モ リ カー ト リ ッ ジ
こ こ では、 ユーザープログラムを保存する メ モ リ カー ト リ ッ ジについて説明し ています。

■ 用途

持ち運びに便利なメモ リ カート リ ッジにユーザープログラムを保存して、 パソコンを使用せずに簡
単にマイクロスマートの動作を変更できます。

■ 機能説明

メモ リ カート リ ッジを装着する と、 メモ リ カート リ ッジ内に保存されたユーザープログラムを実行
するこ とができます。 メモ リ カート リ ッジのユーザープログラムは CPU モジュール内のユーザー

プログラムよ り優先的に実行されますが、 メモ リ カート リ ッジにユーザープログラムが保存されて
いない場合、 マイ クロスマートは CPU モジュール内のユーザープログラムの処理を実行します。

メモ リ カート リ ッジ装着時、 WindLDR からの転送 （ダウンロード / アップロード） は、 メモ リ カー

ト リ ッジに対して行われます。

・ メ モ リ カー ト リ ッ ジの脱着は、 必ず CPU モジュールの電源を切った状態で行って く だ さい。 電源

を入れた状態で付け外し を し た場合、 マイ ク ロスマー ト の動作保証ができません。 また、 製品が故
障する可能性があ り ます。

・ メ モ リ カー ト リ ッ ジは、 落下によ り破損する恐れがあ り ますので、 特に取り外しの際には落と さ な
いよ う にご注意 く ださい。

■ メ モ リ カー ト リ ッ ジ使用時の注意事項

・ オールインワンタイプの CPU モジュールでは、 メモ リ カート リ ッジと時計カート リ ッジを併用で

きません。

・ ス リ ムタイプの CPU モジュールでは、 1 個のメモ リ カート リ ッジが使用できます。 2 個装着しない

でください。

・ マイ ク ロスマートにシステムバージ ョ ン未対応の機能がプログラムされたメモリ カート リ ッジを装
着する と正常動作ができな くな り ます。 メモ リ カート リ ッジに書かれているプログラム内容と本体
のシステムバージ ョ ンをご確認のうえ、 ご使用ください。

名称 機能 ・ 用途 形番

メモ リ カート リ ッジ ユーザープログラム保存用メモ リ （32KB） FC4A-PM32

ユーザープログラム保存用メモ リ （64KB） FC4A-PM64

ユーザープログラム保存用メモ リ （128KB） FC4A-PM128

メ モ リ カー ト リ ッ ジ ユーザープログラム

装着 カート リ ッジの内容を優先して実行

非装着 本体内蔵のメモ リで実行
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■ メ モ リ カー ト リ ッ ジからのダウンロー ド

メモ リ カート リ ッジ （FC4A-PM32、 FC4A-PM64 または FC4A-PM128） 内のユーザープログラムを、

マイ ク ロスマート本体へ書き込む （ダウンロードする） こ とができます。 WindLDR を使用できな

い環境でも、 容易にマイク ロスマートの動作を変更できます。

● メ モ リ カー ト リ ッ ジからのダウンロー ド手順

1. メ モ リ カー ト リ ッ ジをマイ ク ロスマー ト に装着し、 電源投入後、 パソ コ ンに接続し ます。

2. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［カー ト リ ッ ジ & モジュール］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

3. 「メ モ リ カー ト リ ッ ジダウンロー ド を有効にする」 のチ ェ ッ クボ ッ クスをオンにし ます。

4. ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. ユーザープログラムをダウンロー ド し ます。

6. マイ ク ロスマー ト の電源を切って、 メ モ リ カー ト リ ッ ジを取り外し ます。

ダウンロード用のメモ リ カート リ ッジの設定が完了しました。

7. ダウンロー ド用のメ モ リ カー ト リ ッ ジを、 ダウンロー ド を行いたいマイ ク ロスマー ト に装着し、 電

源を投入し ます。

メモ リ カート リ ッジ内のユーザープログラムがマイ クロスマート本体に保存されます。

・ メモ リ カート リ ッジ内のユーザープログラムは消去されます。

・ マイ ク ロスマート本体内のユーザープログラムにパスワードプロテク トが設定されている場合は、 メ
モ リ カート リ ッジ内とマイ ク ロスマート本体内のユーザープログラムのパスワードが一致した場合の
みダウンロードを行います。
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■ メ モ リ カー ト リ ッ ジへのア ッ プロー ド

マイクロスマートに装着したメモ リ カート リ ッジ （FC4A-PM32、 FC4A-PM64 または FC4A-PM128）
に、 マイ ク ロスマート本体内のユーザープログラムをアップロード して保存できます。 プログラム
のアップロードを行うためには WindLDR を使い、 前もってメモ リ カート リ ッジにアップロード設

定を行う必要があ り ます。 なお、 アップロード設定は、 ユーザープログラムがメモリ カート リ ッジ
に保存された場合に消去されます。 そのため、 アップロード設定されたメモリ カート リ ッジへの
アップロードは 1 回のみとな り ます。

メモ リ カート リ ッジアップロード機能は、 マイ クロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上か

つ、 WindLDR5.20 以上で使用可能です。

● メ モ リ カー ト リ ッ ジへのア ッ プロー ドの手順

1. メ モ リ カー ト リ ッ ジをマイ ク ロスマー ト に装着し、 電源投入後、 パソ コ ンに接続し ます。

2. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［転送］ で ［ア ッ プロー ド］ から ［メ モ リ カー ト リ ッ ジア ッ プロー ド］ を選

択し ます。

メモ リ カート リ ッジアップロードのダイアログボッ クスが表示されます。

アップロードを行いたいマイクロスマート本体内のユーザープログラムのアップロードに 「パス
ワード」 プロテク トが設定されている場合は、 ［パスワード］ ボタンをク リ ッ ク してパスワードを
設定して ください。

3. ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

メモ リ カート リ ッジ内のユーザープログラムにアップロード設定が行われます。

メモ リ カート リ ッジ内のユーザープログラムは消去されます。

4. マイ ク ロスマー ト の電源を切って、 メ モ リ カー ト リ ッ ジを取り外し ます。

アップロード用のメモ リ カート リ ッジの設定が完了しました。

5. ア ッ プロー ド用のメ モ リ カー ト リ ッ ジを、 ア ッ プロー ド を行いたいマイ ク ロスマー ト に装着し、 電

源を投入し ます。

マイクロスマート本体内のユーザープログラムがメモ リ カート リ ッジに保存されます。
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以下の場合、 ユーザープログラムダウンロードエラーが発生し、 メモ リ カート リ ッジへのアップ
ロードは実行されません。 ユーザープログラムダウンロードエラーが発生する と、 マイ ク ロスマー
トのエラー表示 LED が点灯して、 マイ クロスマートは運転停止 （STOP） 状態とな り ます。

・ 手順 1. および 5. で使用するマイ ク ロスマートは同じ機種で、 それぞれのシステムバージ ョ ンは 200
以上である必要があ り ます。 異なる機種もし くは未対応のシステムバージ ョ ンをご使用の場合、 メ
モ リ カート リ ッジへのアップロードは実行されません。

・ 32KB メモ リ カート リ ッジ （FC4A-PM32） を使用する場合、 30,000 バイ ト を超えるユーザープログ

ラムはアップロードするこ とができません。

・ マイ ク ロスマート本体内のユーザープログラムのアップロードに 「禁止」 プロテク トが設定されて
いる場合は、 メモ リ カート リ ッジへのアップロードは実行されません。 マイ ク ロスマート本体内の
ユーザープログラムのアップロードに 「パスワード」 プロテク トが設定されていて、 メモ リ カート
リ ッジに設定したユーザープログラムのパスワード と不一致の場合は、 メモ リ カート リ ッジへの
アップロードは実行されません。 ユーザープログラムプロテク ト機能は、 ［設定］ タブの ［ファン
クシ ョ ン設定］ で ［プログラムプロテク ト ］ をク リ ッ クする と表示される 「ユーザープログラム  プ
ロテク ト設定」 で設定できます。
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■ 時計カー ト リ ッ ジの設定

時計カート リ ッジを使用する場合、 時計カート リ ッジ装着後に WindLDR で時計カート リ ッジの設

定を行ってください。

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［カー ト リ ッ ジ & モジュール］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 「時計カー ト リ ッ ジを使用する」 のチ ェ ッ クボ ッ クスをオンにし ます。

3. ユーザープログラムをダウンロー ド し ます。

4. 電源を一度オフ し、 再度電源をオン し ます。

時計カート リ ッジの設定を 「時計カート リ ッジを使用する」 にしたまま、 時計カート リ ッジを取り
外して CPU モジュールを動作させる と時計エラーとなり ます。
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■ WindLDR による時計合わせ

1. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［モニ タ］ で ［モニ タ］ から ［モニ タ開始］ を ク リ ッ ク し ます。

モニタモードにします。

2. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［PLC 本体］ で ［ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

PLC ステータスのダイアログボッ クスが表示されます。

3. 「日付と時刻」 の ［変更］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

日付と時刻の設定ダイアログボッ クスが表示されます。

● ユーザープログラムによる時計合わせ

D8015 ～ D8021 の特殊データレジスタを使用する と、 WindLDR の操作を行わずに時計データ書き

込みを行う こ とができます。 D8015 ～ D8021 に変更したい数値を書き込み、 時計データ書き込みフ

ラグ M8020 を OFF → ON する と、 時計データが任意の値に変更されます。

D8015 ～ D8021 の特殊データレジスタには、 不定のデータが格納されていますので、 M8020 を ON
する前に、 必ず D8015 ～ D8021 のすべてのデータレジスタに適切な値を書き込んでください。

スキャンタイムが 500ms 以上の場合、 D8008 ～ D8014 は、 1 スキャンタイムごとに更新されます。

曜日データは、 「0 ： 日、 1 ： 月、 2 ： 火、 3 ： 水、 4 ： 木、 5 ： 金、 6 ： 土」 にな り ます。

時計関連特殊データ レジス タ

番号 内容 設定のタ イ ミ ング

D8008 年 （現在値データ ： 読み出し専用） 0 ～ 99 500ms ごと

D8009 月 （現在値データ ： 読み出し専用） 1 ～ 12 500ms ごと

D8010 日 （現在値データ ： 読み出し専用） 1 ～ 31 500ms ごと

D8011 曜日 （現在値データ ： 読み出し専用） 0 ～ 6 500ms ごと

D8012 時 （現在値データ ： 読み出し専用） 0 ～ 23 500ms ごと

D8013 分 （現在値データ ： 読み出し専用） 0 ～ 59 500ms ごと

D8014 秒 （現在値データ ： 読み出し専用） 0 ～ 59 500ms ごと

D8015 年 （設定データ ： 書き込み専用） 0 ～ 99 設定しません

D8016 月 （設定データ ： 書き込み専用） 1 ～ 12 設定しません

D8017 日 （設定データ ： 書き込み専用） 1 ～ 31 設定しません

D8018 曜日 （設定データ ： 書き込み専用） 0 ～ 6 設定しません

D8019 時 （設定データ ： 書き込み専用） 0 ～ 23 設定しません

D8020 分 （設定データ ： 書き込み専用） 0 ～ 59 設定しません

D8021 秒 （設定データ ： 書き込み専用） 0 ～ 59 設定しません
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プログラム例

入力 X0 を OFF → ON するこ とで、 年、 月、 日、 曜日を変更します。 また、 X1 を OFF → ON する

こ とで、 時、 分、 秒を変更します。 ただし、 D0 ～ D6 に、 正しい年、 月、 日、 曜日、 時、 分、 秒の

データが格納されているものと します。

アジャス ト 機能

時計データアジャス ト フラグ M8021 を OFF → ON する と、 時計を ±30 秒で補正します。

現在の秒が 0 ～ 29 秒の間の場合に M8021 を OFF → ON する と、 秒を 0 に補正します。

現在の秒が 30 ～ 59 秒の間の場合に M8021 を OFF → ON する と、 分を＋ 1、 秒を 0 に補正します。

プログラム例

X2 を OFF → ON する と、 時計を ±30 秒で補正します。

時計カート リ ッジのバッ クアップ時間は約 30 日 （25 ℃ TYP） です。 停電時間がバッ クアップの時

間を超えた場合、 時計データは 00 年 1 月 1 日 0 時 0 分 0 秒で初期設定されます。
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■ 時計誤差補正について

時計カート リ ッジ （オプシ ョ ン） の時計誤差は、 初期状態では月差 ±2 分 （常温） の精度になって

います。

ただし、 次の時計誤差補正機能を実行するこ とで、 よ り精度を高めるこ とができます。

1. 時計カー ト リ ッ ジ （オプシ ョ ン） に記載されている補正パラ メ ータ を確認し ます。

製品出荷時に測定したオプシ ョ ン固有のパラ メータです。

2. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［カー ト リ ッ ジ & モジュール］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

3. 「時計カー ト リ ッ ジ補正を有効にする」 のチ ェ ッ クボ ッ クスをオンにし て、 補正値を入力し ます。

4. ユーザープログラムをダウンロー ド し ます。

5. 電源を一度オフ し、 再度電源をオン し ます。

製品出荷時に測定した補正パラ メータは、 常温 （約 25 ℃） の条件で測定しています。 常温以外の

条件でご使用の場合は、 時計の精度は低下します。

補正値が 60 の場合
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オン ラ イ ンエデ ィ ッ ト と RUN 中ダウンロー ド機能
こ こ では、 マイ ク ロスマー ト の運転を止める こ と な く ユーザープログラムを書き換える
RUN 中ダウンロー ド機能について説明し ます。

■ 用途

マイクロスマートの運転を止めるこ とな く、 ユーザープログラムを書き換える機能です。

・ 運転中のプログラム書き換えは非常に危険です。 機能説明、 注意事項をよ く 理解し た う えでご使用
く ださい。

・ ユーザープログラム文法エラー、 ユーザープログラムダウンロー ド エラーが発生する と、 マイ ク ロ
スマー ト は運転停止 （STOP） 状態と な り、 すべての出力を ク リ ア し ます。 制御対象によ っては非

常に危険な場合があ り ます。

・ RUN 中ダウンロー ド を実行する と、 プログラムの転送が完了し た時点で即座に新しいプログラム

に切り替わり ますが、 ROM へのプログラム保存のために 大で 30 秒程度の時間を必要と し ます。

この間、 スキャ ン タ イムが 1 スキャ ンにつき約 10 ～ 400ms 長 く な り ます。

・ オン ラ イ ンエデ ィ ッ ト 中は絶対にマイ ク ロスマー ト の電源を切った り、 通信ケーブルを抜いた り し
ないで く ださい。 ユーザープログラムダウンロー ド エラーなど致命的なエラーの原因と な り、 制御
対象によ っては非常に危険な場合があ り ます。

・ RUN 中ダウンロー ド前後でデバイス Y の値は保持されます。 そのため、 OUT/OUTN 命令を削除し

た り、 デバイス番号を変更し た り し た場合、 変更前のデバイス Y は RUN 中ダウンロー ド直前の状

態のまま保持されます。 制御対象によ っては非常に危険な場合があり ます。

■ 機能説明

運転中にダウンロードを行い、 次回のラダースキャンまでにプログラムを変更するこ とができま
す。

RUN 中ダウンロード時、 デバイス Y、 M、 R、 T （現在値）、 C （現在値）、 D は、 RUN 中ダウン

ロード直前の状態を保持します。 T （設定値）、 C （設定値） は新たに書き込むユーザープログラム

の設定値で上書きされます。
RUN 中ダウンロードは WindLDR がオンラインエディ ッ トモード時にのみ実行できます。 オンライ

ンエディ ッ トモードを開始するためには、 WindLDR で開いているユーザープログラムとマイ クロ

スマートで実行中のユーザープログラムが一致している必要があ り ます。
オンラインエディ ッ ト中は、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” と拡張データレジスタ設定は変更できません。

ラダープログラムの編集のみ可能です。

・ RUN 中ダウンロードを実行する前に、 必ず変更内容と書き換え後のプログラム動作を再確認してく

ださい。 RUN 中ダウンロードの編集範囲に制限はあ り ませんが、 一度に多くの変更を加える と予期

しない動作を引き起こす可能性が高くな り ます。 RUN 中ダウンロードでのプログラム変更は 小限

にとどめてください。

・ オンラインモニタや HMI モジュールによってマイクロスマートのタイマ、 カウンタの設定値が変

更された状態で RUN 中ダウンロードを行う と、 変更した値は新たに書き込まれるプログラムの値

で上書きされます。 RUN 中ダウンロードの前後でマイ クロスマートのタイマ設定値、 カウンタ設定

値の値を維持する場合、 タイマ / カウンタ設定値変更の確定を行い、 プログラムをアップロード し

た うえでオンラインエディ ッ ト を開始して ください。 タイマ / カウンタ設定値変更の確定は ［オン

ライン］ タブの ［PLC 本体］ で ［ステータス］ をク リ ッ ク し、 「タ イマ / カウンタ設定値」 欄の ［確

定］ ボタンをク リ ッ ク して行います。

・ FC5A-D12x1E のみ、 プログラム容量は 62,400 バイ ト と 127,800 バイ トのどちらを使用するか選択可

能ですが、 127,800 バイ ト を選択した場合、 RUN 中ダウンロード機能は使用できません。
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・ PID, AVRG, DGRD, DISP, PULS, PWM, RAMP, ZRN 命令を新規作成もし くは編集した場合、 命令への

入力が 1 スキャン以上 OFF でなければ命令が初期化されません。 コピーした命令を貼り付けた場

合、 およびコ メン ト化されている命令を有効にした場合も新規作成の命令とみなされます。

・ SOTU/SOTD 命令は RUN 中ダウンロード完了後の 1 スキャン目に初期化されます。

・ オンラインエディ ッ ト中はファンクシ ョ ン設定、 拡張データレジスタ設定を変更できません。 これ
らを変更する場合、 通常のダウンロードでユーザープログラム全体をダウンロード して ください。

・ ユーザー通信命令 （TXD, RXD, ETXD, ERXD） は命令の準備エリ アに命令情報が残っていた場合、

RUN 中ダウンロードで命令の設定が書き換えられたと しても、 準備エリア内の命令がすべて送信 /
受信されるまでは RUN 中ダウンロード前の情報に従って通信を行います。 なお、 RXD 命令は通信

ポート ごとに割り当てられている受信キャンセルフラグを ON するこ とで準備エリ ア内の RXD 命

令をすべて消去できます。

・ RUN 中ダウンロードの途中で通信が途絶えてしまった場合、 RAM で実行されているプログラムと

ROM に保存されているプログラムが不一致となる可能性があ り ます。 その場合はオンラインエ

ディ ッ ト を終了し、 ダウンロードを行ってください。

・ RUN 中ダウンロードはマイクロスマートが運転 （RUN） 状態の場合のみ実行可能です。

・ ス リ ムタイプの CPU モジュールの場合、 RUN 中ダウンロード機能は D10000 ～ D49999 のデータレ

ジスタ拡張との機能選択によって使用可能となり ます。 “ ファンクシ ョ ン設定 ” で 「D10000 ～

D49999 を使用する」 に設定されている場合、 オンラインエディ ッ ト を開始できません。

・ ユーザープログラムのダウンロード後、 もし くはアップロード後、 WindLDR のユーザープログラ

ムとマイ ク ロスマートで動作しているプログラムが一致した状態でオンラインエディ ッ ト を開始し
てください。 プログラムが異なる場合、 オンラインエディ ッ ト を開始できません。

■ RUN 中ダウンロー ド後イニシャ ラ イズパルス （M8126）

M8126 は RUN 中ダウンロード完了後に 1 スキャンだけ ON になる特殊内部リ レーです。

RUN 中ダウンロード後に命令の初期化を確実に行いたい場合に有効です。

RUN 中ダウンロー ド時に AVRG 命令を初期化するユーザープログラム

RUN 中ダウンロード時に M0 の状態が ON であっても、 B 接点 M8126 によ り 1 スキャンタイムだ

け AVRG 命令への入力が OFF になり、 命令が初期化されます。

RUN 中ダウンロー ド時に待機中の RXD 命令をキャ ンセルするユーザープログラム

RUN 中ダウンロード時に 1 スキャンだけユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ポート 1） が

ON し、 待機中のすべての RXD 命令がキャンセルされます。
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■ WindLDR でのオン ラ イ ンエデ ィ ッ ト と RUN 中ダウンロー ド操作

● 作成するプログラム

4 章で作成したプログラムに下記の仕様のラング 4 を追加します。

・入力 X0 と入力 X1 がと もに OFF の場合、 出力 Y3 が ON する。

● 操作手順

1. オン ラ イ ンエデ ィ ッ ト を開始し ます。

ユーザープログラムのダウンロー ド後、 も し く はア ッ プロー ド後、 マイ ク ロスマー ト と WindLDR
のプログラムが一致し ている状態で、 ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［モニ タ］ で ［モニ タ］ から ［オン ラ
イ ンエデ ィ ッ ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

オンラインエディ ッ トモード とな り、 マイ ク ロスマートの動作をモニタしつつ、 プログラムを編集
できます。

2. プログラムを作成し ます。

ラ ング 4 を追加し、 仕様に従って命令を入力し ていきます。

ラ ング番号 X0 X1 動作

4 OFF OFF 出力 Y3 が ON
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3. RUN 中ダウンロー ド を実行し ます。

［オン ラ イ ン］ タ ブの ［転送］ で ［RUN 中ダウンロー ド］ を ク リ ッ ク し ます。

ダウンロードのダイアログボッ クスが表示されます。
［OK］ ボタンをク リ ッ クする と、 ユーザープログラムがマイクロスマートに書き込まれます。

4. 動作確認を行います。

5. オン ラ イ ンエデ ィ ッ ト を終了し ます。

［オン ラ イ ン］ タ ブの ［モニ タ］ で ［モニ タ］ から ［オン ラ イ ンエデ ィ ッ ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

オンラインエディ ッ トが終了します。

ラング 4 入力 X0, X1 の両方が OFF の場合、 出力 Y3 が点灯 （ON） します。
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オン ラ イ ンエデ ィ ッ ト と テス ト プログラム機能
こ こ では、 マイ ク ロスマー ト の運転を止める こ と な く ユーザープログラムを書き換えて、
動作の確認の後にその変更を確定またはキャ ンセルできるテス ト プログラム機能につい
て説明し ます。

■ 用途

マイクロスマートの運転を止めるこ とな く、 ユーザープログラムを変更し、 動作をテス トする機能
です。 動作を確認した後にユーザープログラムの変更を確定、 もし くはキャンセルできます。

・ 運転中のプログラム書き換えは非常に危険です。 機能説明、 注意事項をよ く 理解し た う えでお使い
く ださい。

・ テス ト プログラム、 テス ト プログラム確定、 テス ト プログラムキャ ンセルを実行する前に、 必ず変
更内容と実行後のプログラム動作を再確認し て く だ さい。 テス ト プログラムの編集範囲に制限はあ
り ませんが、 一度に多 く の変更を加える と予期し ない動作を引き起こす可能性が高 く な り ます。 テ
ス ト プログラムでのプログラム変更は 小限にと どめて く だ さい。

・ ユーザープログラム文法エラー、 ユーザープログラムダウンロー ド エラーが発生する と、 マイ ク ロ
スマー ト は運転停止 （STOP） 状態と な り、 すべての出力を ク リ ア し ます。 制御対象によ っては非

常に危険な場合があ り ます。

・ テス ト プログラムは繰り返し実行できますが、 テス ト プログラムキャ ンセルを実行する とすべての
テス ト プログラムが一度にキャ ンセルされ、 テス ト プログラム前のプログラムに戻り ます。 テス ト
プログラムを繰り返し た後にテス ト プログラムキャ ンセルを実行する と、 元のプログラムに戻し た
場合の変更内容が分かりづら く な り、 予期し ない動作を引き起こす可能性が高 く な り ます。 テス ト
プログラムを行う回数は 小限にと どめて く だ さい。

・ テス ト プログラム後にオン ラ イ ンエデ ィ ッ ト を終了する場合は必ずテス ト プログラムの確定、 キャ
ンセル、 も し く は RUN 中ダウンロー ド を行って く だ さい。 テス ト プログラム後にテス ト プログラ

ムの確定、 キャ ンセル、 RUN 中ダウンロー ド を行っていない状態では ROM に保存されているプロ

グラムと RAM で実行されているプログラムが不一致と な り ます。 RAM のプログラムは CPU モ

ジュールの電源遮断時にク リ ア され、 電源起動時に ROM に保存されているプログラムで上書き さ

れます。 この場合予期し ない動作を引き起こす可能性があ り、 制御対象によ っては非常に危険な場
合があ り ます。

・ オン ラ イ ンエデ ィ ッ ト 中は絶対にマイ ク ロスマー ト の電源を切った り、 通信ケーブルを抜いた り し
ないで く ださい。 ユーザープログラムダウンロー ド エラーなど致命的なエラーの原因と な り、 制御
対象によ っては非常に危険な場合があ り ます。

・ テス ト プログラム、 テス ト プログラムキャ ンセルの前後でデバイス Y の値は保持されます。 そのた

め、 OUT/OUTN 命令を削除し た り、 デバイス番号を変更し た り し た場合、 変更前のデバイス Y は

直前の状態のまま保持されます。 制御対象によ っては非常に危険な場合があり ます。

■ 機能説明

テス トプログラムによ り運転中にダウンロードを行い、 次回のラダースキャンまでにプログラムを
変更するこ とができます。 そして、 変更したプログラムの動作確認をした後にテス トプログラムの
確定もし くはキャンセルを選択するこ とができます。 テス トプログラム確定を行う と、 テス トプロ
グラムによって書き換えたプログラムが ROM に保存され、 恒久的なものとな り ます。 テス トプロ

グラムキャンセルを行う と、 テス トプログラムによって書き換えたプログラムが ROM に保存され

ているプログラムに戻り ます。

テス トプログラム、 テス トプログラム確定、 テス トプログラムキャンセルはオンラインエディ ッ ト
モード時にのみ実行可能です。 また、 これらはすべてマイクロスマートの運転 （RUN） 中に実行さ

れます。

テス トプログラム、 テス トプログラムキャンセル時、 デバイス Y, M, R, T （現在値） , C （現在値） , 
D は直前の状態を保持します。 T （設定値） , C （設定値） は変更後のユーザープログラムの設定値

で上書きされます。
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・ テス トプログラムキャンセル実行時、 ユーザープログラムのみが復元されます。 デバイスの内容は
復元されません。

・ テス トプログラムを実行する と、 プログラムの転送が完了した時点で即座に新しいプログラムに切
り替わり ます。

・ テス トプログラム確定によ り RAM で実行中のプログラムを ROM に保存するためには 大で 30 秒

程度の時間を必要と します。 この間、 スキャンタイムが 1 スキャンにつき約 10 ～ 130ms 長くな り

ます。

・ テス トプログラムキャンセルを行う とプログラムはテス トプログラム前のものに戻り ますが、 デバ
イスの値は元に戻らず、 保持されます。

・ テス トプログラム、 テス トプログラムキャンセルの完了後、 M8126 が 1 スキャンだけ ON します。

・ 通信または演算命令によってマイ クロスマートのタイマ、 カウンタの設定値が変更された状態でテ
ス トプログラムを行い、 テス トプログラム確定を行う と、 RAM で実行されているプログラムの設

定値で上書きされます。 また、 テス トプログラムキャンセルを行う と、 テス トプログラム前の設定
値に戻り ます。

・ PID, AVRG, DGRD, DISP, PULS, PWM, RAMP, ZRN 命令を新規作成もし くは編集した場合、 命令への

入力が 1 スキャン以上 OFF でなければ命令が初期化されません。 命令を貼り付けた場合、 およびコ

メン ト化されている命令を有効にした場合も新規作成の命令とみなされます。

・ SOTU/SOTD 命令はテス トプログラム、 テス トプログラムキャンセル完了後の 1 スキャン目に初期

化されます。

・ オンラインエディ ッ ト中はファンクシ ョ ン設定、 拡張データレジスタ設定を変更できません。 これ
らを変更する場合、 通常のダウンロードでユーザープログラム全体をダウンロード して ください。

・ ユーザー通信命令 （TXD, RXD, ETXD, ERXD） は命令の準備エリ アに命令情報が残っていた場合、

テス トプログラム、 テス トプログラムキャンセルで命令の設定が書き換えられたと しても、 準備エ
リ ア内の命令がすべて送信 / 受信されるまでは書き換え前の情報に従って通信を行います。 なお、

RXD 命令は通信ポート ごとに割り当てられている受信キャンセルフラグを ON するこ とで準備エリ

ア内の RXD 命令をすべて消去できます。

・ テス トプログラム、 テス トプログラム確定、 テス トプログラムキャンセルの途中で通信が途絶えて
しまった場合、 RAM で実行されているプログラムと ROM に保存されているプログラムが不一致と

なる可能性があ り ます。 その場合はオンラインエディ ッ ト を終了し、 ダウンロードを行ってくださ
い。

・ テス トプログラム、 テス トプログラム確定、 テス トプログラムキャンセルはマイ クロスマートが運
転 （RUN） 状態の場合にのみ実行可能です。

・ ス リ ムタイプの CPU モジュールの場合、 テス トプログラム機能は D10000 ～ D49999 のデータレジ

スタ拡張との機能選択によって使用可能となり ます。 “ ファンクシ ョ ン設定 ” で 「D10000 ～

D49999 を使用する」 に設定されている場合、 オンラインエディ ッ ト を開始できません。

・ ユーザープログラムのダウンロード後、 もし くはアップロード後、 WindLDR のユーザープログラ

ムとマイ ク ロスマートで動作しているプログラムが一致した状態でオンラインエディ ッ ト を開始し
てください。 プログラムが異なる場合、 オンラインエディ ッ ト を開始できません。
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■ WindLDR でのオン ラ イ ンエデ ィ ッ ト と テス ト プログラム操作

● 作成するプログラム

4 章で作成したプログラムに下記の仕様のラング 4 を追加し、 テス トプログラムによ り動作をテス

ト した後、 テス トプログラムの確定もし くはキャンセルを行います。

・入力 X0 と入力 X1 がと もに OFF の場合、 出力 Y3 が ON する。

● 操作手順

1. オン ラ イ ンエデ ィ ッ ト を開始し ます。

ユーザープログラムをダウンロード後もし くはアップロード後にマイクロスマート と WindLDR の

プログラムが一致している状態で、 ［オンライン］ タブの ［モニタ］ で ［モニタ］ から ［オンライ
ンエディ ッ ト ］ をク リ ッ ク します。

オンラインエディ ッ トモード とな り、 マイ ク ロスマートの動作をモニタしつつ、 プログラムを編集
できます。

2. プログラムを作成し ます。

ラ ング 4 を追加し、 仕様に従って命令を入力し ていきます。

ラ ング番号 X0 X1 動作

4 OFF OFF 出力 Y3 が ON
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3. テス ト プログラムを実行し ます。

［オン ラ イ ン］ タ ブの ［転送］ で ［テス ト プログラム］ を ク リ ッ ク し ます。

ダウンロードのダイアログボッ クスが表示されます。

［OK］ ボタンをク リ ッ クする と、 ユーザープログラムがマイクロスマートに書き込まれます。

4. 動作確認を行います。

5. テス ト プログラム確定を実行する。

［オン ラ イ ン］ タ ブの ［転送］ で ［確定］ を ク リ ッ ク し ます。

確認メ ッセージが表示され、 ［はい］ ボタンをク リ ッ クする と、 テス トプログラムによって書き換
えたプログラムが ROM に保存され、 恒久的なものとな り ます。

6. テス ト プログラムキャ ンセルを実行し ます。

［オンライン］ タブの ［転送］ で ［キャンセル］ をク リ ッ ク します。

確認メ ッセージが表示され、 ［はい］ ボタンをク リ ッ クする と、 テス トプログラムによって書き換
えたプログラムが ROM に保存されているプログラムに戻り ます。

ラング 4 入力 X0, X1 の両方が OFF の場合、 出力 Y3 が点灯 （ON） します。
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テス トプログラム後の動作確認によって書き換えられたデバイスはテス トプログラムキャンセル後
も保持されます。 上記例の場合、 Y3 が ON の状態でテス トプログラムキャンセルを実行する と、

その ON 状態が保持されます。 制御対象によっては非常に危険である可能性があ り ます。

7. オン ラ イ ンエデ ィ ッ ト を終了する。

［オン ラ イ ン］ タ ブの ［モニ タ］ で ［モニ タ］ から ［オン ラ イ ンエデ ィ ッ ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

オンラインエディ ッ トが終了します。

テス トプログラム後にテス トプログラム確定、 テス トプログラムキャンセル、 も し くは RUN 中ダ

ウンロードが実行されていない場合、 オンラインエディ ッ ト を終了できません。
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32 ビ ッ ト データの格納方法の指定
32 ビ ッ ト データがタ イマ、 カウン タ、 も し く はデータ レジス タに格納される場合、 連続

する 2 つのデバイスに格納されます。 WindLDR の “ フ ァ ン ク シ ョ ン設定 ” で 2 つのワー

ド デバイスの格納の順番が指定でき、 格納方法は、 WindLDR の ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン

ク シ ョ ン設定］ で ［デバイス設定］ を ク リ ッ ク し、 表示されるダイアログボ ッ ク スで以
下の 2 種類の設定から選択できます。

32 ビ ッ ト データの格納方法の指定は、 マイ ク ロスマー ト のシステムバージ ョ ンが 110 以

上かつ、 WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

12345678h （32 ビ ッ ト データ） を D100 から 32 ビ ッ ト データ と し て格納し た場合

「上位ワードから」 を選択した場合、 D100 に “1234h”、 D101 に “5678 ｈ ” を格納します。

「下位ワードから」 を選択した場合、 D100 に “5678h”、 D101 に “1234h” を格納します。

■ 対象デバイス

データレジスタ （D0 ～ D1999, D10000 ～ D49999）、 拡張データレジスタ （D2000 ～ D7999）、 特殊

データレジスタ （D8000 ～ D8499）、 タ イマ設定値 / 現在値 （T0 ～ T255）、 カウンタ設定値 / 現在値

（C0 ～ C255）。

■ 対象命令

以下の命令をデータ処理単位 “D”, “L”, “F” のいずれかで使用した場合、 32 ビッ トデータは “ ファン

クシ ョ ン設定 ” で指定した格納方法で処理されます。

CNTD, CDPD, CUDD, MOV, MOVN, IMOV, IMOVN, NSET, NRS, TCCST, CMP=, CMP<>, CMP<, 
CMP>, CMP<=, CMP>=, LC=, LC<>, LC<, LC>, LC<=, LC>=, ICMP>=, ADD, SUB, MUL, DIV, ROOT, 
ANDW, ORW, XORW, BCDLS, ROTL, ROTR, HTOB, BTOH, BTOA, ATOB, CVDT, AVRG, RAD, DEG, 
SIN, COS, TAN, ASIN, ACOS, ATAN, LOGE, LOG10, EXP, POW

設定 説明

上位ワードから 上位ワードが 初のデバイスに格納され、 下位ワードがそれに続くデバイスに格納
されます。 この設定は FC4A 形マイ ク ロスマート、 オープンネッ ト コン ト ローラ と

互換の格納方法です。 また、 FC5A 形マイ クロスマートのデフォルト設定でもあ り

ます。

下位ワードから 下位ワードが 初のデバイスに格納され、 上位ワードがそれに続くデバイスに格納
されます。 この設定は FA シ リーズプログラマブルコン ト ローラ と互換の格納方法

です。
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■ その他対象機能

以下の機能の 32 ビッ トデータは、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” で指定した格納方法に従って処理されま

す。

以下に、 WindLDR の “ ファンクシ ョ ン設定 ” の ［デバイス設定］ で 「32 ビッ トデータ格納設定」

を 「下位ワードから」 を指定した場合の格納方法について該当部分のみ記します。

（1） PULS 命令、 PWM 命令、 RAMP 命令の設定値および計数値

PULS/PWM 命令の S1 は以下のよ うになり ます。

RAMP 命令の S1 は以下のよ う にな り ます。

（2） HSC 機能の計数値、 設定値 1、 設定値 2、 プ リセッ ト値 （ス リ ムタイプのみ）

1 PULS 命令、 PWM 命令、 RAMP 命令の設定値および計数値

2 高速カウンタ機能の計数値、 設定値 1、 設定値 2、 プ リセッ ト値 （ス リ ムタイプのみ）

3 周波数測定機能の周波数測定値 （ス リ ムタイプのみ）

データ レジス タ先頭番号＋ 3 パルス数 （下位ワード） 1 ～ 100,000,000 R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 4 パルス数 （上位ワード）

データ レジス タ先頭番号＋ 5 計数値 （下位ワード） 1 ～ 100,000,000 R

データ レジス タ先頭番号＋ 6 計数値 （上位ワード）

データ レジス タ先頭番号＋ 6 パルス数 （下位ワード） 1 ～ 100,000,000 R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 7 パルス数 （上位ワード）

データ レジス タ先頭番号＋ 8 計数値 （下位ワード） 1 ～ 100,000,000 R

データ レジス タ先頭番号＋ 9 計数値 （上位ワード）

番号 内容 設定のタ イ ミ ング

D8210 下位ワード 高速カウンタ （X0 ～

X2） 計数値

毎スキャン

D8211 上位ワード

D8212 下位ワード 高速カウンタ （X0 ～

X2） 計数値 1
毎スキャン

D8213 上位ワード

D8214 下位ワード 高速カウンタ （X0 ～

X2） 計数値 2
毎スキャン

D8215 上位ワード

D8216 下位ワード 高速カウンタ （X0 ～

X2） プ リセッ ト値

毎スキャン

D8217 上位ワード

D8218 下位ワード 高速カウンタ （X3） 計

数値

毎スキャン

D8219 上位ワード

D8220 下位ワード 高速カウンタ （X3） 設

定値

毎スキャン

D8221 上位ワード

D8222 下位ワード 高速カウンタ （X4） 計

数値

毎スキャン

D8223 上位ワード

D8224 下位ワード 高速カウンタ （X4） 設

定値

毎スキャン

D8225 上位ワード

D8226 下位ワード 高速カウンタ （X5 ～

X7） 計数値

毎スキャン

D8227 上位ワード

D8228 下位ワード 高速カウンタ （X5 ～

X7） 計数値 1
毎スキャン

D8229 上位ワード

D8230 下位ワード 高速カウンタ （X5 ～

X7） 計数値 2
毎スキャン

D8231 上位ワード

D8232 下位ワード 高速カウンタ （X5 ～

X7） プ リセッ ト値

毎スキャン

D8233 上位ワード
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（3） 周波数測定機能の周波数値 （ス リ ムタイプのみ）

■ WindLDR の設定

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［デバイス設定］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 「上位ワー ドから」、 「下位ワー ドから」 のいずれかを選択し ます。

番号 内容 設定のタ イ ミ ング

D8060 下位ワード 周波数測定値 （X1） 毎スキャン

D8061 上位ワード

D8062 下位ワード 周波数測定値 （X3） 毎スキャン

D8063 上位ワード

D8064 下位ワード 周波数測定値 （X4） 毎スキャン

D8065 上位ワード

D8066 下位ワード 周波数測定値 （X7） 毎スキャン

D8067 上位ワード
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I/O フ ォース機能
I/O フ ォース機能はマイ ク ロスマー ト の入出力を強制的に ON/OFF する機能です。 I/O
フ ォース機能を使用し て、 入力 ・ 出力の各デバイスをユーザープログラムの実行結果に
かかわらず、 強制的に ON/OFF できます。 I/O フ ォース機能は入出力配線の確認やユー

ザープログラムの動作チ ェ ッ ク時に有効です。 例えば、 ユーザープログラムのデバッ グ
時に出力を ON し たい場合や実際に結線されていない入力を ON し たい場合、 ユーザー

プログラムを変更する こ と な く 、 効率良 く デバッ グ作業を進める こ とができます。
I/O フ ォース機能は、 マイ ク ロスマー ト のシステムバージ ョ ンが 200 以上かつ、

WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

I/O フ ォース機能による入出力の強制 ON/OFF は制御対象によ っては非常に危険な場合があり ます。

入出力が強制的に ON/OFF された場合の影響範囲をよ く 理解し た う えでご使用 く だ さい。

・ I/O フォース機能によって高速カウンタ、 キャ ッチ入力、 割込入力の動作確認を行う こ とはできま

せん。

・ I/O フォース機能は WindLDR のモニタモード もし くはオンラインエディ ッ トモード よ り使用できま

す。 WindLDR の操作方法については 「本章　 I/O フォース機能の開始 / 停止」 （5-101 頁）、 「本章　

I/O フォース設定の ON/OFF」 （5-102 頁）、 「本章　 I/O フォース設定の解除」 （5-104 頁） を参照し

て ください。

■ I/O フ ォース可能なデバイス

I/O フォース機能で使用できるデバイスは X （入力） と Y （出力） のみです。 全ての入出力を個別

に ON/OFF するこ とができます。 デバイス範囲はマイ クロスマートの機種によって異なり ます。

■ I/O フ ォース機能実行中の RUN LED の状態

I/O フォース機能実行中はマイクロスマートの RUN LED が点滅します。 マイ クロスマートの運転状

態によ り点滅の周期が異なり ます。

I/O フォース機能実行中の RUN LED の点滅は “ ファンクシ ョ ン設定 ” の RUN LED 点滅モードの設

定に関係なく行われます。 RUN LED 点滅モードの設定については、 「本章　RUN LED 点滅モード」 
（5-106 頁） を参照して ください。

機種
フ ォース可能なデバイスの範囲

入力 出力

FC5A-C10R2x X000 ～ X005 Y000 ～ Y003

FC5A-C16R2x X000 ～ X010 Y000 ～ Y006

FC5A-C24R2x X000 ～ X015, X030 ～ X107＊ 1

＊ 1 FC5A-C24R2D には、 入出力モジュールを増設するこ とはできません。

Y000 ～ Y011, Y030 ～ Y107 ＊ 1

FC5A-D16Rx1 X000 ～ X007, X030 ～ X627 Y000 ～ Y007, Y030 ～ Y627

FC5A-D32x3 X000 ～ X017, X030 ～ X627 Y000 ～ Y017, Y030 ～ Y627

FC5A-D12x1E X000 ～ X007, X030 ～ X627 Y000 ～ Y003, Y030 ～ Y627

マイ ク ロスマー ト の運転状態 RUN LED 点滅周期

RUN 中 （運転中） 1 秒周期

STOP 中 （停止中） 100ms 周期
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■ I/O フ ォース機能の開始 / 停止

I/O フォース機能の開始および停止を行います。

WindLDR の操作方法

1. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［モニ タ］ で ［モニ タ］ から ［モニ タ開始］ も し く は ［オン ラ イ ンエデ ィ ッ

ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

モニタモード もし くはオンラインエディ ッ トモードになり ます。

2. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［モニ タ］ で ［I/O フ ォース］ を ク リ ッ ク し ます。

I/O フォース リ ス トのダイアログボッ クスが表示されます。 このダイアログボッ クスには、 I/O
フォース設定している全てのデバイスが表示されます。 （例 ： X0000 に ON を設定しています。）

3. I/O フ ォース リ ス ト のダイアログボ ッ クス上の ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

I/O フォース機能を開始もし くは停止します。 I/O フォース機能実行中であれば停止、 停止中であれ

ば開始します。

I/O フォース機能の状態 （実行中もし くは停止中） は、 マイ クロスマートの RUN LED および、

WindLDR で確認できます。 I/O フォース機能実行中の RUN LED の状態については 「本章　 I/O
フォース機能実行中の RUN LED の状態」 （5-100 頁） を参照してください。
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■ I/O フ ォース設定の ON/OFF

各入出力デバイスに対して個別に I/O フォース機能の ON/OFF を設定します。

WindLDR の操作方法

1. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［モニ タ］ で ［モニ タ］ から ［モニ タ開始］ も し く は ［オン ラ イ ンエデ ィ ッ

ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

モニタモード も し くはオンラインエディ ッ トモードにな り ます。

2. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［モニ タ］ で ［I/O フ ォース］ を ク リ ッ ク し ます。

I/O フォース リ ス トのダイアログボッ クスが表示されます。 このダイアログボッ クスには、 I/O
フォース設定している全てのデバイスが表示されます。

3. I/O フ ォース リ ス ト のダイアログボ ッ クス上の ボタ ンを ク リ ッ ク し て、I/O フ ォース設定を行う入

出力デバイスを入力し ます。 （例 ： X0000 を入力し ます。）

4. I/O フ ォース リ ス ト のダイアログボ ッ クス上のリ ス ト から、 I/O フ ォース設定を行う デバイスを選択

し て、 も し く は ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 （例 ： X0000 を選択し て ボタ ンを ク リ ッ ク し ま

す。）

選択したデバイスの I/O フォース設定が ON も し くは OFF します。
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・ I/O フォース設定は I/O フォース設定を解除するまで保持されます。 I/O フォース設定の解除方法に

ついては 「本章　 I/O フォース設定の解除」 （5-104 頁） を参照して ください。

・ A 接点、 B 接点、 OUT, OUTN, SET, RST 命令において、 I/O フォース機能で ON/OFF しているデバ

イスを使用した場合、 が表示されます。
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■ I/O フ ォース設定の解除

I/O フォース設定の解除を行います。

WindLDR の操作方法

1. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［モニ タ］ で ［モニ タ］ から ［モニ タ開始］ も し く は ［オン ラ イ ンエデ ィ ッ

ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

モニタモード も し くはオンラインエディ ッ トモードにな り ます。

2. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［モニ タ］ で ［I/O フ ォース］ を ク リ ッ ク し ます。

I/O フォース リ ス トのダイアログボッ クスが表示されます。 このダイアログボッ クスには、 I/O
フォース設定している全てのデバイスが表示されます。 （例 ： X0000 に ON を設定しています。）

3. I/O フ ォース リ ス ト のダイアログボ ッ クス上のリ ス ト から、 I/O フ ォース設定の解除を行う デバイス

を選択し て、 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 （例 ： X0000 を選択し て ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。）

選択したデバイスの I/O フォース設定を解除します。

I/O フォース リ ス トのダイアログボッ クスで右ク リ ッ ク メニューから ［すべて解除 （A）］ を選択す

るこ とで、 すべての I/O フォース設定を一度に解除するこ とができます。
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■ マイ ク ロスマー ト の状態と フ ォース機能の動作

I/O フォース機能によって入出力が ON/OFF されている場合にマイク ロスマートの状態が変化した

場合、 I/O フォース機能の動作に影響を与えるこ とがあ り ます。 例えば、 I/O フォース機能実行中に

マイク ロスマートの電源を入り切り した場合、 I/O フォース機能は停止します。 また、 リセッ ト入

力やク リ アによ りマイ ク ロスマートの リセッ トが行われた場合、 すべての I/O フォース設定を解除

します。

マイ ク ロスマー ト の状態変化に対する I/O フ ォース機能の動作

マイ ク ロスマー ト の状態変化
マイ ク ロスマー ト の状態変化後の

I/O フ ォース機能の動作

RUN → STOP＊ 1

＊ 1 I/O フォース機能実行中は、 STOP 中であっても STOP 中出力保持 （M8025） の状態に関係なく、 I/O
フォース設定に従って出力します。

継続

STOP → RUN

テス トプログラム確定、 テス トプログラム
キャンセル

電源起動＊ 2

＊ 2 キープデータエラー発生時には、 すべての I/O フォース設定は解除されます。

停止

ダウンロード＊ 3

＊ 3 ダウンロード、 RUN 中ダウンロード、 およびテス トプログラム実行時、 ダウンロードのダイアログボッ
クス上でユーザープログラムの転送前に I/O フォース機能を停止するか継続するかのいずれかを指定で
きます。

RUN 中ダウンロード、 テス トプログラム＊ 3

リ セッ ト入力 ON すべての I/O フォース設定の解除

ク リ ア＊ 4

＊ 4 ク リ アは、 WindLDR で ［オンライン］ タブの ［PLC 本体］ で ［ク リ ア］ から行えます。

システムアップデート
5-105
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RUN LED 点滅モー ド
マイクロスマートに RUN LED 点滅モードが追加されました。 RUN LED 点滅モードに設定する と、

RUN LED は下表に示すよ うに、 マイ クロスマートの状態に従って低速点滅もし くは高速点滅を行

います。
RUN LED 点滅モードは、 マイ クロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上かつ、 WindLDR5.20
以上のみ使用可能です。 また、 FC5A-D12x1E は常に有効となっているため、 設定が存在しません。

I/O フォース機能を実行中の場合は、 RUN LED 点滅モードの設定に関係なく、 RUN LED は点滅し

ます。 I/O フォース機能実行中の RUN LED の動作については、 「本章　 I/O フォース機能実行中の

RUN LED の状態」 （5-100 頁） を参照してください。

■ WindLDR の設定

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［自己診断］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 「RUN LED 点滅モー ド を有効にする」 のチ ェ ッ クボ ッ クスをオンにし ます。

3. ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. ユーザープログラムをダウンロー ド し ます。

ユーザープログラムのダウンロード後、 RUN LED 点滅モードが有効になり ます。

RUN LED の状態 マイ ク ロスマー ト の状態

低速点滅
（1 秒周期）

オンラインエディ ッ トモードでテス トプログラムを実行した後、 テス トプログラム
確定もし くはテス トプログラムキャンセルを行っていない場合

タイマ / カウンタの設定値を変更した後、 確定もし くはキャンセルを行っていない

場合

高速点滅 （100ms
周期）

オンラインエディ ッ トでのテス トプログラム確定の実行や RUN 中ダウンロード実

行中など、 ユーザープログラムを不揮発性メモ リ （ROM） にダウンロード中＊ 1

＊ 1 RUN LED の高速点滅中にマイク ロスマートの電源を切らないでください。 ユーザープログラムダウン
ロードエラーなど致命的なエラーの原因とな り ます。
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キーマ ト リ クス機能
キーマ ト リ クス機能は、 マイ クロスマートの入出力をマ ト リ クス配線して、 少ない入力点数で多数
の入力信号を取り込むこ とができる機能です。 マイ クロスマートの入力点数を節約したい場合やマ
イク ロスマートの入力点数を超えて入力信号を取り込みたい場合に有効です。
キーマ ト リ クス機能は、 マイ クロスマートのシステムバージ ョ ンが 210 以上かつ、 WindLDR5.30 以

上のみ使用可能です。

キーマ ト リ クス機能の出力には ト ラ ンジス タ出力を使用し て く だ さい。 誤ってキーマ ト リ クス機能
にリ レー出力を使用し ていても、 マイ ク ロスマー ト は検知できません。

■ 使用可能なモジュール形番

キーマ ト リ クス機能の入出力には、 DC 入力と ト ランジスタ出力を使用して ください。 キーマ ト リ

クス機能の入出力と して使用可能なモジュールを下表に示します。

■ 使用可能なデバイス範囲

キーマ ト リ クス機能は 大 1280 点 （入力 16 点 × 出力 16 点 ×5 設定） の入力信号を取り込むこ とが

できます。 入出力と して使用できるデバイスの範囲は、 マイ クロスマートの機種によって異なり ま
す。

キーマ ト リ ク ス機能の入出力と し て使用可能なモジュール

入力と し て使用可能なモジュール形番 出力と し て使用可能なモジュール形番

FC5A CPU
モジュール

FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C, 
FC5A-D16RK1, FC5A-D16RS1, 
FC5A-D32K3, FC5A-D32S3,
FC5A-D12K1E, FC5A-D12S1E

FC5A-D16RK1＊ 1 , FC5A-D16RS1 ＊ 1, 
FC5A-D32K3, FC5A-D32S3,
FC5A-D12K1E, FC5A-D12S1E

＊ 1 Y0, Y1 （ ト ランジスタ出力） のみ使用可能です。

増設 IO
モジュール

FC4A-N08B1, FC4A-N16B1, 
FC4A-N16B3, FC4A-N32B3, 
FC4A-M08BR1, FC4A-M24BR2

FC4A-T08K1, FC4A-T16K3, 
FC4A-T32K3, FC4A-T08S1, 
FC4A-T16S3, FC4A-T32S3

機種 キーマ ト リ ク ス機能で使用可能なデバイスの範囲

入力 出力 内部リ レー

FC5A-C10R2x － － －

FC5A-C16R2x

FC5A-C24R2D

FC5A-C24R2 X000 ～ X015, 

X030 ～ X107＊ 1

＊ 1 入出力デバイスはそれぞれ 大で 16 点まで設定可能です。

Y030 ～ Y107 ＊ 1 M0000 ～ M2557＊ 2

＊ 2 キーマ ト リ クス機能で取り込んだ入力信号は、 指定した内部リ レーに格納されます。 入力 × 出力点数分
の内部リ レーが必要です。

FC5A-C24R2C

FC5A-D16Rx1 X000 ～ X007, 

X030 ～ X627 ＊ 1

Y000 ～ Y001, 

Y030 ～ Y627 ＊ 1

FC5A-D32x3 X000 ～ X017, 

X030 ～ X627 ＊ 1

Y000 ～ Y017, 

Y030 ～ Y627 ＊ 1

FC5A-D12x1E X000 ～ X007, 

X030 ～ X627 ＊ 1

Y000 ～ Y003, 

Y030 ～ Y627 ＊ 1
5-107
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■ WindLDR の設定

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［キーマ ト リ クス］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 使用するキーマ ト リ クス設定のチ ェ ッ クボ ッ クスをオンにし て、 各設定項目に値を入力し ます。

3. ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. ユーザープログラムをダウンロー ド し ます。

ユーザープログラムのダウンロード後、 キーマ ト リ クス機能が有効になり ます。

・ キーマ ト リ クス機能は、 1 つのユーザープログラムに対して 大で 5 つ設定できます。

・ キーマ ト リ クス機能の入力 （出力） デバイスに、 FC5A CPU モジュールと増設モジュールの入力

（出力） デバイスを跨いだデバイス範囲の設定はできません。 例えば、 FC5A CPU モジュールに

FC5A-D32K3 を使用していて、 入力先頭番号に X010、 入力点数に 16 点を設定するこ とはできませ

ん。 入力先頭番号を X010 と した場合、 入力点数は 大で 8 点まで設定できます。 （X010 ～ X017）

設定項目 設定内容

入力点数 キーマ ト リ クスで使用する入力デバイスの点数を指定します。 指定可能範囲は 1
～ 16 です。

出力点数 キーマ ト リ クスで使用する出力デバイスの点数を指定します。 指定可能範囲は 2
～ 16 です。

先頭入力 キーマ ト リ クスで使用する入力デバイスの先頭番号を指定します。

先頭出力 キーマ ト リ クスで使用する出力デバイスの先頭番号を指定します。

先頭内部リ レー キーマ ト リ クスの入力信号を格納する内部リ レーの先頭番号を指定します。 （キー
マ ト リ クス機能で取り込んだ入力信号は、 指定した内部リ レーの先頭番号から順
次格納されます。 入力点数 × 出力点数分の内部リ レーが必要です。）
8 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編
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入力 5 点、 出力 3 点を使用し て 15 点の入力信号を取り込む場合

キーマ ト リ クス回路の構成

入力 X0 ～ X4 （5 点）、 出力 Y0 ～ Y2 （3 点） およびスイ ッチ SW01 ～ SW15 （15 個） の場合、 下図

のよ うにキーマ ト リ クス回路を構成します。

内部リ レーの割付

キーマ ト リ クス機能で取り込んだ入力信号を格納する内部リ レーは、 入出力デバイスの昇順に割り
付けられます。 入力に X0 ～ X4 （5 点）、 出力に Y0 ～ Y2 （3 点）、 内部リ レーに M0 を指定した場

合は下表の通りです。

出力
入力

X0 X1 X2 X3 X4

Y0 M0 （SW01） M1 （SW02） M2 （SW03） M3 （SW04） M4 （SW05）

Y1 M5 （SW06） M6 （SW07） M7 （SW08） M10 （SW09） M11 （SW10）

Y2 M12 （SW11） M13 （SW12） M14 （SW13） M15 （SW14） M16 （SW15）
5-109
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5-11
入力信号の取り込み時間

マイクロスマートがキーマ ト リ クス機能の入力信号の取り込みにかかる 大時間 （以降は 「入力信
号取り込み保障時間」 と呼びます。） は、 下記の計算式によ り算出できます。 キーマ ト リ クス機能
で使用する接点を ON している時間が、 「入力信号取り込み保障時間」 よ り短い場合は、 入力を取

り込めない可能性があ り ます。

入力信号取り込み保障時間の算出例を示し ます。

＊ マイ クロスマートのスキャンタイムは D8023 （1ms 単位） で確認できます。

＊ マイ クロスマートの入出力遅延時間は、 キーマ ト リ クス機能の入力と して使用するモジュールに
よ り異な り ます。
入力と して使用するモジュール別の入出力遅延時間を下表に示します。

＊ ［x］ は、 x 以下の 大の整数値を表します。 たとえば ［0.23］ の場合は 0、 ［2.5］ の場合は 2 とな

り ます。

入出力遅延時間

FC5A CPU モジュールをキーマ ト リ クス機能
の入力で使用し ている場合
（FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C, 
FC5A-D16Rx1, FC5A-D32x3,FC5A-D12x1E）

増設 I/O モジュールをキーマ ト リ クス機能
の入力で使用し ている場合
（FC4A-N08B1, FC4A-N16B1, FC4A-N16B3, 
FC4A-N32B3, FC4A-M08BR1, FC4A-M24BR2）

約 5ms ＋ ［入力フ ィルタ］ の設定値＊ 1

＊ 1 ［入力フ ィルタ］ の設定は、 ［設定］ タブの ［ファンクシ ョ ン設定で ［入力をク リ ッ ク し、 表示されるダ
イアログボッ クスの 「入力フ ィルタ」 で設定できます。 「入力フ ィルタ」 は入力デバイスのグループご
とに設定できます。 キーマ ト リ クス命令で使用する入力デバイスが複数の 「入力フ ィルタ」 設定にまた
がった場合は、 またがった 「入力フ ィルタ」 設定の 大値が入出力遅延時間になり ます。

約 10ms＊ 2

＊ 2 キーマ ト リ クス機能の入力もし くは出力に増設拡張モジュール （FC5A-EXM2, FC5A-EXM1M, FC5A-
EXM1MS） を使用する場合の入出力遅延時間は、 約 22ms とな り ます。

条件 マイ ク ロスマー ト の構成 FC5A-D16RK1 ＋ FC4A-T16K3

フ ァ ン ク シ ョ ン設定 キーマ ト リ ク ス入力設定 X4 ～ X7 （4 点）

キーマ ト リ ク ス出力設定 Y30 ～ Y47 （16 点）

入力フ ィ ルタ設定
（グループ 4）

3ms

スキャ ン タ イム 10ms ＊ D8023 の値

入出力遅延時間 8ms ＊ 5ms ＋ 3ms （入力フ ィルタ）

計算式 16 （出力点数） × （［8ms （入出力遅延時間） / 
10ms （スキャンタイム） ＋ 1］ ＋ 1） ×10ms
（スキャンタイム）

結果 320ms （入力信号取り込み保障時間）

入力信号取り込み保障時間 出力点数
入出力遅延時間
スキャンタイム

------------------------------------------ 1+ 1+ 
  スキャンタイム=
0 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第
6
章

第
6
章

第
6
章

第 6 章 デバイス
第
6
章

第
6
章

第
6
章

第

この章では、 マイ ク ロスマー ト のデバイスについて説明し ています。
CPU モジュールのデバイス、 各種の専用デバイス、 特殊内部リ レー、 特殊データ レジス

タ、 ス リムタ イプの CPU モジュールで使用でき る拡張データ レジス タの内容が説明され

ていますので、 各デバイスのリ フ ァ レンス と し て利用できる構成になっ ています。

マイク ロスマートのユーザープログラムの入力および操作には、 専門の知識が必要です。
本書の内容やプログラムについて十分理解した うえで、 マイ クロスマート を有効に活用してくださ
い。
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CPU モジュールのデバイス
こ こ では、 マイ ク ロスマー ト の入出力、 内部リ レーなどの番号割付と、 特殊内部リ レー
の用途について説明し ています。

デバイス割り付け一覧 （オールイ ンワン タ イプ）

機種
FC5A-C10R2

FC5A-C10R2C
FC5A-C10R2D

FC5A-C16R2
FC5A-C16R2C
FC5A-C16R2D

FC5A-C24R2
FC5A-C24R2C
FC5A-C24R2D

入力＊ 1

＊ 1 入力、 出力、 内部リ レー、 特殊内部リ レーのデバイス番号の下 1 桁は、 0 ～ 7 の 8 進数です。

X000 ～ X005 X000 ～ X007
X010

X000 ～ X007
X010 ～ X015
X030 ～ X107 （増設）

点数 6 9 78

基本 14 ＋増設 64＊ 2 ＊ 3

＊ 2 増設できる入出力モジュールの入力と出力点数の合計は 大 64 点です。 FC5A-C24R2D には、 入出力モ
ジュールを増設するこ とはできません。

＊ 3 増設入力モジュールのデバイス番号は、 X30 から始ま り ます。

出力＊ 1 Y000 ～ Y003 Y000 ～ Y006 Y000 ～ Y007
Y010 ～ Y011
Y030 ～ Y107 （増設）

点数 4 7 74

基本 10 ＋増設 64 ＊ 2＊ 4

＊ 4 増設出力モジュールのデバイス番号は、 Y30 から始ま り ます。

内部リ レー＊ 1 M0000 ～ M2557

点数 2,048

特殊内部リ レー＊ 1 M8000 ～ M8157

点数 128

シフ ト レジスタ R000 ～ R127

点数 128

タイマ T000 ～ T255

点数 256

カウンタ C000 ～ C255

点数 256

データレジスタ D0000 ～ D1999

点数 2,000

特殊データレジスタ D8000 ～ D8199

点数 200
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6-2
デバイス割り付け一覧 （ス リムタ イプ）

機種
FC5A-D16RK1
FC5A-D16RS1

FC5A-D32K3
FC5A-D32S3

FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

入力＊ 1

＊ 1 入力、 出力、 内部リ レー、 特殊内部リ レーのデバイス番号の下 1 桁は、 0 ～ 7 の 8 進数です。

X000 ～ X007
X030 ～ X627 （増設）

X000 ～ X007
X010 ～ X017
X030 ～ X627 （増設）

X000 ～ X007
X030 ～ X627 （増設）

点数 488
基本 8

＋増設 480 ＊ 2 ＊ 3

496
基本 16

＋増設 480＊ 2 ＊ 3

＊ 2 CPU モジュールに増設する入出力モジュールの合計点数が 224 点を超える場合は、 増設拡張モジュール
が必要です。 増設拡張モジュール使用時は 480 点まで使用できます。

＊ 3 増設入力モジュールのデバイス番号は、 X30 から始ま り ます。

488
基本 8

＋増設 480 ＊ 2 ＊ 3

出力＊ 1 Y000 ～ Y007
Y030 ～ Y627 （増設）

Y000 ～ Y007
Y010 ～ Y017
Y030 ～ Y627 （増設）

Y000 ～ Y003
Y030 ～ Y627 （増設）

点数 488
基本 8

＋増設 480 ＊ 2 ＊ 4

496
基本 16

＋増設 480 ＊ 2＊ 4

＊ 4 増設出力モジュールのデバイス番号は、 Y30 から始ま り ます。

484
基本 4

＋増設 480 ＊ 2 ＊ 4

内部リ レー＊ 1 M0000 ～ M2557

点数 2,048

特殊内部リ レー＊ 1 M8000 ～ M8317

点数 256

シフ ト レジスタ R000 ～ R255

点数 256

タイマ T000 ～ T255

点数 256

カウンタ C000 ～ C255

点数 256

データレジスタ D0000 ～ D1999

D10000 ～ D49999＊ 5

＊ 5 D10000 ～ D49999 の 40,000 点は “ ファンクシ ョ ン設定 ” で 「使用する」 か 「使用しない」 かを選択でき
ます。 デフォルトでは 「使用しない」 になっています。 「使用する」 を選択した場合は、 RUN 中ダウン
ロード機能はご使用になれません。

D0000 ～ D1999
D10000 ～ D49999

点数 2,000 ＋ 40,000

拡張データレジスタ D2000 ～ D7999 （ROM に初期値を保存可能）

点数 6,000

特殊データレジスタ D8000 ～ D8499

点数 500
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専用デバイス
こ こでは、 マイ ク ロスマートで専用に使用するデバイスについて説明します。 データ リ ンク通信、
AS-Interface マスタモジュール、 アナログモジュールを使用した場合に、 専用デバイス と して使用さ

れます。

親局側データ リ ン クで使用するデバイス

子局番号 送信データ 受信データ データ リ ン ク通信エ ラー

子局 1 D900 ～ D905 D906 ～ D911 D8069

子局 2 D912 ～ D917 D918 ～ D923 D8070

子局 3 D924 ～ D929 D930 ～ D935 D8071

子局 4 D936 ～ D941 D942 ～ D947 D8072

子局 5 D948 ～ D953 D954 ～ D959 D8073

子局 6 D960 ～ D965 D966 ～ D971 D8074

子局 7 D972 ～ D977 D978 ～ D983 D8075

子局 8 D984 ～ D989 D990 ～ D995 D8076

子局 9 D996 ～ D1001 D1002 ～ D1007 D8077

子局 10 D1008 ～ D1013 D1014 ～ D1019 D8078

子局 11 D1020 ～ D1025 D1026 ～ D1031 D8079

子局 12 D1032 ～ D1037 D1038 ～ D1043 D8080

子局 13 D1044 ～ D1049 D1050 ～ D1055 D8081

子局 14 D1056 ～ D1061 D1062 ～ D1067 D8082

子局 15 D1068 ～ D1073 D1074 ～ D1079 D8083

子局 16 D1080 ～ D1085 D1086 ～ D1091 D8084

子局 17 D1092 ～ D1097 D1098 ～ D1103 D8085

子局 18 D1104 ～ D1109 D1110 ～ D1115 D8086

子局 19 D1116 ～ D1121 D1122 ～ D1127 D8087

子局 20 D1128 ～ D1133 D1134 ～ D1139 D8088

子局 21 D1140 ～ D1145 D1146 ～ D1151 D8089

子局 22 D1152 ～ D1157 D1158 ～ D1163 D8090

子局 23 D1164 ～ D1169 D1170 ～ D1175 D8091

子局 24 D1176 ～ D1181 D1182 ～ D1187 D8092

子局 25 D1188 ～ D1193 D1194 ～ D1199 D8093

子局 26 D1200 ～ D1205 D1206 ～ D1211 D8094

子局 27 D1212 ～ D1217 D1218 ～ D1223 D8095

子局 28 D1224 ～ D1229 D1230 ～ D1235 D8096

子局 29 D1236 ～ D1241 D1242 ～ D1247 D8097

子局 30 D1248 ～ D1253 D1254 ～ D1259 D8098

子局 31 D1260 ～ D1265 D1266 ～ D1271 D8099

子局側データ リ ン クで使用するデバイス

子局データ
送信データ 受信データ データ リ ン ク通信エ ラー

D900 ～ D905 D906 ～ D911 D8069

＊ データ リ ンク通信を使用しない場合、 通常のデータレジスタ と して使用できます。 また、 親局の場
合は、 子局が未接続のデータレジスタが、 子局の場合は、 D912 ～ D1271 が通常のデータレジスタ

と して使用できます。
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6-4
AS-Interface マス タ モジュールで使用するデバイス

AS-Interface オブジ ェ ク ト AS-Interface マス タ 1 台目デバイスア ド レス

デジタル入力 （IDI） M1300 ～ M1617

デジタル出力 （ODI） M1620 ～ M1937

ステータス情報 M1940 ～ M1997

アナログ入力 D1700 ～ D1731

アナログ出力 D1732 ～ D1763

動作中スレーブリ ス ト （LAS） D1764 ～ D1767

検出スレーブリ ス ト （LDS） D1768 ～ D1771

異常スレーブリ ス ト （LPF） D1772 ～ D1775

設定用スレーブリ ス ト （LPS） D1776 ～ D1779

コンフ ィギュレーシ ョ ンデータ A （CDI） D1780 ～ D1811

コンフ ィギュレーシ ョ ンデータ B （CDI） D1812 ～ D1843

設定用コンフ ィギュレーシ ョ ンデータ A （PCD） D1844 ～ D1875

設定用コンフ ィギュレーシ ョ ンデータ B （PCD） D1876 ～ D1907

パラ メータ （PI） D1908 ～ D1923

設定用パラ メータ （PP） D1924 ～ D1939

スレーブ 0 の ID1 コード D1940

（ASI コマンドの内容を記述する領域） D1941 ～ D1945

予約 D1946 ～ D1999

＊ AS-Interface マスタモジュールが CPU モジュールに接続されてない場合は、 通常のデータレジスタ

と して使用できます。

＊ AS-Interface マスタモジュールを使用する場合、 1 台目のみ専用デバイスが割り付けられます。 2 台

目をご使用になる場合は、 RUNA 命令を使用し、 任意のデバイスに割り付けてください。

FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, FC4A-J2A1, FC4A-K1A1 のアナログモジュールで使用するデバイス

アナログモジュール番号
アナログ入力

（CH0）
アナログ入力

（CH1） アナログ出力 予約

1 D760 ～ D765 D766 ～ D771 D772 ～ D777 D778, D779

2 D780 ～ D785 D786 ～ D791 D792 ～ D797 D798, D799

3 D800 ～ D805 D806 ～ D811 D812 ～ D817 D818, D819

4 D820 ～ D825 D826 ～ D831 D832 ～ D837 D838, D839

5 D840 ～ D845 D846 ～ D851 D852 ～ D857 D858, D859

6 D860 ～ D865 D866 ～ D871 D872 ～ D877 D878, D879

7 D880 ～ D885 D886 ～ D891 D892 ～ D897 D898, D899

＊ FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, FC4A-J2A1, FC4A-K1A1 のアナログモジュール 1 台につき 20 個のデー

タレジスタを占有します。 アナログモジュールが CPU モジュールに接続されてない場合は、 通常

のデータレジスタ と して使用できます。

＊ アナログモジュールは CPU モジュールの機種によって接続できる台数が異なり ます。 （「第 9 章　

大接続台数」 （9-2 頁） 参照 )
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特殊内部リ レー
特殊内部リ レーの用途について説明します。

リザーブのエ リ アのデータは書き換えないで く だ さい。 システムが正常に動作し な く なる恐れがあ
り ます。

特殊内部リ レー一覧

番号 内容 ス ト ッ プ時 停電時 R/W

M8000 スタート コン ト ロール 保持 保持 R/W

M8001 1 秒クロ ッ ク リセッ ト ク リ ア ク リ ア R/W

M8002 全出力 OFF ク リ ア ク リ ア R/W

M8003 キャ リー / ボロー ク リ ア ク リ ア R/W

M8004 ユーザープログラム実行エラー ク リ ア ク リ ア R/W

M8005 通信エラー 保持 ク リ ア R/W

M8006 通信禁止フラグ （データ リ ンク親局時） 保持 保持 R/W

M8007 初期化フラグ （データ リ ンク親局時）
通信停止フラグ （データ リ ンク子局時）

ク リ ア ク リ ア R/W

M8010 ステータス LED 動作 ク リ ア R/W

M8011 HMI 書き込み禁止フラグ 保持 ク リ ア R/W

M8012 HMI 動作禁止フラグ 保持 ク リ ア R/W

M8013 時計書き込み ・ アジャス トエラーフラグ 動作 ク リ ア R/W

M8014 時計読み出しエラーフラグ 動作 ク リ ア R/W

M8015 時計読み出し停止フラグ 保持 ク リ ア R/W

M8016 時計書き込みフラグ （カレンダ） 動作 ク リ ア R/W

M8017 時計書き込みフラグ （時計） 動作 ク リ ア R/W

M8020 時計書き込みフラグ （カレンダ ・ 時計） 動作 ク リ ア R/W

M8021 時計アジャス ト フラグ 動作 ク リ ア R/W

M8022 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ポート 1） ク リ ア ク リ ア R/W

M8023 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ポート 2） ク リ ア ク リ ア R/W

M8024 WSFT ・ BMOV 実行中フラグ 保持 保持 R/W

M8025 STOP 中出力保持 保持 ク リ ア R/W

M8026 拡張データレジスタ保存中フラグ （領域 1） 動作 保持 R/W

M8027 拡張データレジスタ保存中フラグ （領域 2） 動作 保持 R/W

M8030 高速カウンタ （X0 ～ X2） 外部出力ク リ ア ク リ ア ク リ ア R/W

M8031 高速カウンタ （X0 ～ X2） ゲート入力 保持 ク リ ア R/W

M8032 高速カウンタ （X0 ～ X2） リ セッ ト入力

またはプリセッ ト入力

保持 ク リ ア R/W

M8033 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ポート 3） ク リ ア ク リ ア R/W

M8034 高速カウンタ （X3） 一致出力ク リ ア ク リ ア ク リ ア R/W

M8035 高速カウンタ （X3） ゲート入力 保持 ク リ ア R/W

M8036 高速カウンタ （X3） リ セッ ト入力 保持 ク リ ア R/W

M8037 リザーブ － － －

M8040 高速カウンタ （X4） 一致出力ク リ ア ク リ ア ク リ ア R/W

M8041 高速カウンタ （X4） ゲート入力 保持 ク リ ア R/W

M8042 高速カウンタ （X4） リ セッ ト入力 保持 ク リ ア R/W

M8043 リザーブ － － －

M8044 高速カウンタ （X5 ～ X7） 一致出力ク リ ア ク リ ア ク リ ア R/W

M8045 高速カウンタ （X5 ～ X7） ゲート入力 保持 ク リ ア R/W

M8046 高速カウンタ （X5 ～ X7） リ セッ ト入力 保持 ク リ ア R/W

M8047 リザーブ － － －
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M8050 モデム通信 ［発信］ ： 初期設定起動 保持 保持 R/W

M8051 モデム通信 ［発信］ ： ATZ 起動 保持 保持 R/W

M8052 モデム通信 ［発信］ ： ダイヤ リ ング起動 保持 保持 R/W

M8053 モデム通信 ［電話回線切断］ ： 電話回線切断起動 保持 保持 R/W

M8054 モデム通信 ［汎用コマンド］ ： 汎用コマンド起動 保持 保持 R/W

M8055 モデム通信 ［着信］ ： 初期設定起動 保持 保持 R/W

M8056 モデム通信 ［着信］ ： ATZ 起動 保持 保持 R/W

M8057 モデム通信遷移ステータス 保持 ク リ ア R/W

M8060 モデム通信 ［発信］ ： 初期設定起動正常終了 保持 ク リ ア R/W

M8061 モデム通信 ［発信］ ： ATZ 起動正常終了 保持 ク リ ア R/W

M8062 モデム通信 ［発信］ ： ダイヤ リ ング起動正常終了 保持 ク リ ア R/W

M8063 モデム通信 ［電話回線切断］ ： 電話回線切断起動正常終了 保持 ク リ ア R/W

M8064 モデム通信 ［汎用コマンド］ ： 汎用コマンド起動正常終了 保持 ク リ ア R/W

M8065 モデム通信 ［着信］ ： 初期設定起動正常終了 保持 ク リ ア R/W

M8066 モデム通信 ［着信］ ： ATZ 起動正常終了 保持 ク リ ア R/W

M8067 コマンド ステータス 保持 ク リ ア R/W

M8070 モデム通信 ［発信］ ： 初期設定異常終了 保持 ク リ ア R/W

M8071 モデム通信 ［発信］ ： ATZ 起動異常終了 保持 ク リ ア R/W

M8072 モデム通信 ［発信］ ： ダイヤ リ ング起動異常終了 保持 ク リ ア R/W

M8073 モデム通信 ［電話回線切断］ ： 電話回線切断起動異常終了 保持 ク リ ア R/W

M8074 モデム通信 ［汎用コマンド］ ： 汎用コマンド起動異常終了 保持 ク リ ア R/W

M8075 モデム通信 ［着信］ ： 初期設定起動異常終了 保持 ク リ ア R/W

M8076 モデム通信 ［着信］ ： ATZ 起動異常終了 保持 ク リ ア R/W

M8077 回線接続ステータス 保持 ク リ ア R/W

M8080 データ リ ンク子局 1 通信完了リ レー （データ リ ンク親局時）

データ リ ンク通信完了リ レー （データ リ ンク子局時）
通信完了リ レー （Modbus マスタ /Modbus スレーブ時）

動作 ク リ ア R

M8081 データ リ ンク子局 2 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8082 データ リ ンク子局 3 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8083 データ リ ンク子局 4 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8084 データ リ ンク子局 5 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8085 データ リ ンク子局 6 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8086 データ リ ンク子局 7 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8087 データ リ ンク子局 8 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8090 データ リ ンク子局 9 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8091 データ リ ンク子局 10 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8092 データ リ ンク子局 11 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8093 データ リ ンク子局 12 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8094 データ リ ンク子局 13 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8095 データ リ ンク子局 14 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8096 データ リ ンク子局 15 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8097 データ リ ンク子局 16 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8100 データ リ ンク子局 17 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8101 データ リ ンク子局 18 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8102 データ リ ンク子局 19 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8103 データ リ ンク子局 20 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8104 データ リ ンク子局 21 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8105 データ リ ンク子局 22 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

特殊内部リ レー一覧

番号 内容 ス ト ッ プ時 停電時 R/W
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M8106 データ リ ンク子局 23 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8107 データ リ ンク子局 24 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8110 データ リ ンク子局 25 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8111 データ リ ンク子局 26 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8112 データ リ ンク子局 27 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8113 データ リ ンク子局 28 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8114 データ リ ンク子局 29 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8115 データ リ ンク子局 30 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8116 データ リ ンク子局 31 通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8117 データ リ ンク全子局通信完了リ レー 動作 ク リ ア R

M8120 イニシャライズパルス ク リ ア ク リ ア R

M8121 1 秒クロ ッ ク 動作 ク リ ア R

M8122 100ms ク ロ ッ ク 動作 ク リ ア R

M8123 10ms ク ロ ッ ク 動作 ク リ ア R

M8124 タイマ ・ カウンタ設定値変更ステータス 保持 保持 R

M8125 運転中出力 ク リ ア ク リ ア R

M8126 RUN 中ダウンロード完了後 1 スキャン ON ク リ ア ク リ ア R

M8127 リザーブ － － －

M8130 高速カウンタ （X0 ～ X2） プ リセッ ト ステータス

またはリセッ ト ステータス

保持 ク リ ア R

M8131 高速カウンタ （X0 ～ X2） オーバーフロー （オールインワン

タイプ） または比較一致 1 （オールインワン / ス リ ムタイプ）

保持 ク リ ア R

M8132 高速カウンタ （X0 ～ X2） アンダーフロー （オールインワン

タイプ） または比較一致 2 （オールインワン / ス リ ムタイプ）

保持 ク リ ア R

M8133 高速カウンタ （X3） 比較一致 保持 ク リ ア R

M8134 高速カウンタ （X4） 比較一致 保持 ク リ ア R

M8135 高速カウンタ （X5 ～ X7） プ リセッ ト ステータス

またはリセッ ト ステータス

保持 ク リ ア R

M8136 比較一致 1 （オールインワン / ス リ ムタイプ） 保持 ク リ ア R

M8137 比較一致 2 （オールインワン / ス リ ムタイプ） 保持 ク リ ア R

M8140 割込入力 X2 ステータス ク リ ア ク リ ア R

M8141 割込入力 X3 ステータス ク リ ア ク リ ア R

M8142 割込入力 X4 ステータス ク リ ア ク リ ア R

M8143 割込入力 X5 ステータス ク リ ア ク リ ア R

M8144 タイマ割込ステータス ク リ ア ク リ ア R

M8145 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ポート 4） ク リ ア ク リ ア R/W

M8146 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ポート 5） ク リ ア ク リ ア R/W

M8147＊ 1 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ポート 6） ク リ ア ク リ ア R/W

M8150 比較結果フラグ 1 保持 ク リ ア R

M8151 比較結果フラグ 2 保持 ク リ ア R

M8152 比較結果フラグ 3 保持 ク リ ア R

M8153 リザーブ － － －

M8154 キャ ッチ入力時の ON/OFF 状態 （X2） 保持 ク リ ア R

M8155 キャ ッチ入力時の ON/OFF 状態 （X3） 保持 ク リ ア R

M8156 キャ ッチ入力時の ON/OFF 状態 （X4） 保持 ク リ ア R

M8157 キャ ッチ入力時の ON/OFF 状態 （X5） 保持 ク リ ア R

M8160 リザーブ － － －

特殊内部リ レー一覧

番号 内容 ス ト ッ プ時 停電時 R/W
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M8161 高速カウンタ （X0 ～ X2） オーバーフロー （ス リ ムタイプ） 保持 ク リ ア R

M8162 高速カウンタ （X0 ～ X2） アンダーフロー （ス リ ムタイプ） 保持 ク リ ア R

M8163 高速カウンタ （X5 ～ X7） オーバーフロー （ス リ ムタイプ） 保持 ク リ ア R

M8164 高速カウンタ （X5 ～ X7） アンダーフロー （ス リ ムタイプ） 保持 ク リ ア R

M8165 ～
M8167

リザーブ － － －

M8170 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ポート 7） ク リ ア ク リ ア R/W

M8171 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ク ライアン ト 1） ク リ ア ク リ ア R/W

M8172 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ク ライアン ト 2） ク リ ア ク リ ア R/W

M8173 ユーザー津新受信命令キャンセルフラグ （ク ライアン ト 3） ク リ ア ク リ ア R/W

M8174 ～
M8187

リザーブ － － －

M8190 IP アドレス変更ト リガ 動作 ク リ ア R/W

M8191 SNTP 書き込みフラグ 動作 ク リ ア R/W

M8192 割込み入力 1 エッジ (ON: ↑、 OFF: ↓ ) ク リ ア ク リ ア R

M8193 割込み入力 2 エッジ (ON: ↑、 OFF: ↓ ) ク リ ア ク リ ア R

M8194 割込み入力 3 エッジ (ON: ↑、 OFF: ↓ ) ク リ ア ク リ ア R

M8195 割込み入力 4 エッジ (ON: ↑、 OFF: ↓ ) ク リ ア ク リ ア R

M8196 ～
M8197

リザーブ － － －

M8200 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （サーバー 1） ク リ ア ク リ ア R/W

M8201 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （サーバー 2） ク リ ア ク リ ア R/W

M8202 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （サーバー 3） ク リ ア ク リ ア R/W

M8203 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （サーバー 4） ク リ ア ク リ ア R/W

M8204 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （サーバー 5） ク リ ア ク リ ア R/W

M8205 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （サーバー 6） ク リ ア ク リ ア R/W

M8206 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （サーバー 7） ク リ ア ク リ ア R/W

M8207 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （サーバー 8） ク リ ア ク リ ア R/W

M8210 ～
M8211

リザーブ － － －

M8212 メ ンテナンス通信サーバー 1 ステータス 動作 ク リ ア R

M8213 メ ンテナンス通信サーバー 2 ステータス 動作 ク リ ア R

M8214 メ ンテナンス通信サーバー 3 ステータス 動作 ク リ ア R

M8215 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 1 ステータス 動作 ク リ ア R

M8216 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 2 ステータス 動作 ク リ ア R

M8217 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 3 ステータス 動作 ク リ ア R

M8220 サーバーコネクシ ョ ン 1 ステータス 動作 ク リ ア R

M8221 サーバーコネクシ ョ ン 2 ステータス 動作 ク リ ア R

M8222 サーバーコネクシ ョ ン 3 ステータス 動作 ク リ ア R

M8223 サーバーコネクシ ョ ン 4 ステータス 動作 ク リ ア R

M8224 サーバーコネクシ ョ ン 5 ステータス 動作 ク リ ア R

M8225 サーバーコネクシ ョ ン 6 ステータス 動作 ク リ ア R

M8226 サーバーコネクシ ョ ン 7 ステータス 動作 ク リ ア R

M8227 サーバーコネクシ ョ ン 8 ステータス 動作 ク リ ア R

M8230 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 1 切断フラグ 保持 ク リ ア R/W

M8231 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 2 切断フラグ 保持 ク リ ア R/W

特殊内部リ レー一覧

番号 内容 ス ト ッ プ時 停電時 R/W
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M8160 ～ M8317 の特殊内部リ レーは、 オールインワンタイプには存在しません。

M8171 ～ M8232 の特殊内部リ レーは、 FC5A-D12x1E 専用の機能です。

・ M8000 ： ス ター ト コ ン ト ロール

マイク ロスマートの状態 （運転 / 停止） をコン ト ロールします。 M8000 を ON にする と運転

（RUN） 状態になり、 OFF にする と停止 （STOP） 状態になり ます。 「第 4 章　運転と停止の操作」

（4-4 頁） を参照してください。

ただし、 ス ト ップ入力、 およびリセッ ト入力は、 スタート コン ト ロールよ り も優先されます。
M8000 は停電時に状態を保持しますが、 バッ クアップ時間を超えて保持データが消えた場合は、 “
ファンクシ ョ ン設定 ” の 「キープデータエラー発生時の RUN/STOP 指定」 で設定した内容 （RUN
指定 /STOP 指定） にしたがった動作とな り ます。

・ M8001 ： 1 秒ク ロ ッ ク リ セ ッ ト

M8001 が ON の間、 M8121 （1 秒クロ ッ ク） が常に OFF とな り ます。

・ M8002 ： 全出力 OFF

M8002 を ON にする と全出力が OFF になり ます。 出力を用いた自己保持も OFF になり、 再度

M8002 を OFF して全出力 OFF を解除しても、 自己保持は復帰しません

・ M8003 ： キャ リー （Cy） ・ ボロー （Bw）

演算命令を実行中にキャ リー （Cy） またはボロー （Bw） が発生する と ON になり ます。

・ M8004 ： ユーザープログラム実行エラー

ユーザープログラムを実行中にエラーが発生する と ON になり ます。

・ M8005 ： 通信エラー

データ リ ンク、 Modbus 通信においてエラーが発生する と ON になり ます。 エラーが解除されても

保持します。
ポート 2 以外のポートで通信を行う と きは、 本機能は無効です。

・ M8006 ： 通信禁止フ ラグ （データ リ ン ク親局時）

データ リ ンク時に ON する と通信を停止します。 停電時は保持します。

・ M8007 ： 初期化フ ラグ （データ リ ン ク親局時） / 通信停止フ ラグ （データ リ ン ク子局時）

・ M8010 ： ステータ ス LED

ON にする と ステータス LED が点灯します。 OFF にする とステータス LED が消灯します。

・ M8011 ： HMI 書き込み禁止フ ラグ

ON する と HMI モジュールからのデータの変更ができなくな り ます。

M8232 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 3 切断フラグ 保持 ク リ ア R/W

M8233 ～
M8317

リザーブ － － －

＊ 1 M8147 の特殊内部リ レーは、 オールインワンタイプの CPU モジュールではリザーブ領域になり ます。

データ リ ンク親局時 RUN 状態でこのフラグを OFF から ON にする と、 接続状態を確認するために

データ リ ンクの初期化が 1 回のみ行われます。 データ リ ンクを構成している子

局が、 親局よ り も遅い電源立ち上げタイ ミ ングの場合に使用します。

データ リ ンク子局時 親局からの通信が 10 秒以上途絶える と、 このフラグが ON します。 正常な受信

ができれば OFF します。

特殊内部リ レー一覧

番号 内容 ス ト ッ プ時 停電時 R/W
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・ M8012 ： HMI 動作禁止フ ラグ

ON する と HMI モジュールが動作しな くな り ます。

・ M8013 ： 時計書き込み ・ アジャス ト エラーフ ラグ

時計書き込み、 または時計アジャス ト処理が正常に実行できなかった場合 ON します。 処理が正常

に実行できれば OFF します。

・ M8014 ： 時計読み出し エラーフ ラグ

時計読み出し処理が正常に実行できなかった場合 ON します。 処理が正常に実行できれば OFF しま

す。

・ M8015 ： 時計読み出し停止フ ラグ

時計読み出し停止フラグを ON する と、 運転中は時計カート リ ッジからの時計読み出しを停止しま

す。 停止中は時計カート リ ッジからの時計読み出しは常時実行されます。

・ M8016 ： 時計書き込みフ ラグ （カ レンダ）

時計書き込み専用の特殊データレジスタ （D8015 ～ D8018） にデータを書き込んだ後で M8016 を

OFF から ON にする と、 時計カート リ ッジにカレンダデータがセッ ト されます。

・ M8017 ： 時計書き込みフ ラグ （時計）

時計データ書き込み専用の特殊データレジスタ （D8019 ～ D8021） にデータを書き込んだ後で

M8017 を OFF から ON にする と、 時計カート リ ッジに時計データがセッ ト されます。

・ M8020 ： 時計書き込みフ ラグ （カ レンダ ・ 時計）

時計書き込み専用の特殊データレジスタ （D8015 ～ D8021） にデータを書き込んだ後で M8020 を

OFF から ON にする と、 時計カート リ ッジにカレンダデータおよび時計データがセッ ト されます。

・ M8021 ： 時計アジャス ト フ ラグ

M8021 を OFF から ON にする と、 時計クロ ッ クの秒データを補正します。

・ M8022 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （ポー ト 1）

M8022 を ON する と、 ポート 1 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断します。

・ M8023 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （ポー ト 2）

M8023 を ON する と、 ポート 2 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断します。

・ M8024 ： WSFT ・ BMOV 実行中フ ラグ

WSFT 命令、 BMOV 命令の実行中に ON し、 正常終了できれば OFF します。

・ M8025 ： STOP 中出力保持

RUN 状態で M8025 を ON して STOP する と、 出力は RUN 時の状態を保持します。 再び RUN する

と自動的に M8025 は OFF します。

・ M8026 ～ M8027 ： 拡張データ レジス タ保存中フ ラグ

拡張データレジスタ領域のデータ保存中に ON し、 正常終了できれば OFF します。

・ M8030 ～ M8032, M8034 ～ M8046 ： 高速カウン タ用特殊内部リ レー

高速カウンタに使用する特殊内部リ レーです。 詳細は、 「第 5 章　高速カウンタ」 （5-10 頁） を参照

して ください。

・ 秒カウンタが 0 ～ 29 秒の間にアジャス ト される と、 秒カウンタを 0 にします。

・ 秒カウンタが 30 ～ 59 秒の間にアジャス ト される と、 分カウンタを＋ 1 して、 秒カウンタを 0 にし

ます。
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 6 章 デバイス
第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6
章

第
6

・ M8033 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （ポー ト 3）

M8033 を ON する と、 ポート 3 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断します。

・ M8050 ～ M8077 ： モデム通信用特殊内部リ レー

モデム通信に使用する特殊内部リ レーです。 詳細は、 「応用編　第 24 章　モデム通信」 （24-1 頁）

を参照してください。

・ M8080 ： データ リ ン ク /Modbus 通信用特殊内部リ レー

データ リ ンク通信と Modbus 通信に使用する特殊内部リ レーです。 詳細は 「第 11 章　データ リ ンク

通信」 （11-1 頁） または 「第 12 章　Modbus ASCII/RTU 通信」 （12-1 頁） を参照してください。

・ M8081 ～ M8117 ： データ リ ン ク用特殊内部リ レー

データ リ ンク通信に使用する特殊内部リ レーです。 詳細は、 「第 11 章　データ リ ンク通信」 （11-1
頁） を参照してください。

・ M8120 ： イニシャ ラ イズパルス

運転 （RUN） 開始時の 1 スキャンのみ ON しま

す。

・ M8121 ： 1 秒ク ロ ッ ク

M8001 が OFF の間、 M8121 は 1 秒周期 （デュー

ティ比 1 ： 1） の ON/OFF を繰り返します。

・ M8122 ： 100ms ク ロ ッ ク

M8122 は 100ms 周期 （デューティ比 1 ： 1） の

ON/OFF を繰り返します。

・ M8123 ： 10ms ク ロ ッ ク

M8123 は 10ms 周期 （デューティ比 1 ： 1） の

ON/OFF を繰り返します。

・ M8124 ： タ イマ ・ カウン タ設定値変更ステータ ス

タイマ ・ カウンタの設定を変更する と ON します。 ユーザープログラム転送時または変更データク

リ ア時に OFF になり ます。 停電時は保持します。

・ M8125 ： 運転中出力

運転状態の場合は常時 ON です。

・ M8126 ： RUN 中ダウンロー ド完了後、 1 スキャ ンのみ ON

運転状態でユーザープログラムを変更した場合 （RUN 中ダウンロード）、 RUN 中ダウンロード完了

後、 変更されたユーザープログラムの運転開始時に 1 スキャンのみ ON します。

・ M8130 ～ M8137 ： 高速カウン タ用特殊内部リ レー

高速カウンタに使用する特殊内部リ レーです。 詳細は、 「第 5 章　高速カウンタ」 （5-10 頁） を参照

してください。

・ M8140 ～ M8144 ： ユーザー割込ステータ ス表示

対応するユーザー割込が許可の場合 ON し、 禁止の場合 OFF します。

・ M8145 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （ポー ト 4）

M8145 を ON する と、 ポート 4 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断します。

・ M8146 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （ポー ト 5）

M8146 を ON する と、 ポート 5 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断します。
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・ M8147 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （ポー ト 6）

M8147 を ON する と、 ポート 6 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断します。

・ M8150 ～ M8152 ： 比較結果フ ラグ

ICMP 命令、 CMP ＝命令の比較結果がセッ ト されます。

・ M8154 ： キャ ッ チ入力時の ON/OFF 状態 （X2）

X2 をキャ ッチ入力指定時、 1 スキャン中に立ち上がり / 立ち下がり入力が検出される と、 スキャン

の状態にかかわらず、 その場合の入力 X2 の入力状態を M8154 に取り込みます。 検出可能なエッジ

は 1 スキャンに 1 回です。

・ M8155 ： キャ ッ チ入力時の ON/OFF 状態 （X3）

X3 をキャ ッチ入力指定時、 1 スキャン中に立ち上がり / 立ち下がり入力が検出される と、 スキャン

の状態にかかわらず、 その場合の入力 X3 の入力状態を M8155 に取り込みます。 検出可能なエッジ

は 1 スキャンに 1 回です。

・ M8156 ： キャ ッ チ入力時の ON/OFF 状態 （X4）

X4 をキャ ッチ入力指定時、 1 スキャン中に立ち上がり / 立ち下がり入力が検出される と、 スキャン

の状態にかかわらず、 その場合の入力 X4 の入力状態を M8156 に取り込みます。 検出可能なエッジ

は 1 スキャンに 1 回です。

・ M8157 ： キャ ッ チ入力時の ON/OFF 状態 （X5）

X5 をキャ ッチ入力指定時、 1 スキャン中に立ち上がり / 立ち下がり入力が検出される と、 スキャン

の状態にかかわらず、 その場合の入力 X5 の入力状態を M8157 に取り込みます。 検出可能なエッジ

は 1 スキャンに 1 回です。

・ M8161 ～ M8164 ： 高速カウン タ用特殊内部リ レー

高速カウンタに使用する特殊内部リ レーです。 詳細は、 「第 5 章　高速カウンタ」 （5-10 頁） を参照

して ください。

・ M8170 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （ポー ト 7）

M8170 を ON する と、 ポート 7 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断します。

・ M8171 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 1）

M8171 を ON する と、 ク ライアン ト コネクシ ョ ン 1 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断し

ます。

・ M8172 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 2）

M8172 を ON する と、 ク ライアン ト コネクシ ョ ン 2 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断し

ます。

・ M8173 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 3）

M8173 を ON する と、 ク ライアン ト コネクシ ョ ン 3 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断し

ます。

・ M8190 ： IP ア ド レス変更 ト リ ガ

D8303 ～ D8323 の内容は値を変更しただけでは、 反映されません。 M8190 を ON にするこ とで、

D8303 ～ D8323 の内容を有効 （切り替える） にするこ とができます。

・ M8191 ： SNTP 書き込みフ ラグ

M8191 を ON する と、 SNTP から取得した現在の時刻を時計カート リ ッジに書き込みます。

また、 ON 状態のままの場合、 24 時間毎に同様の動作を行います。

・ M8192 ～ M8195 ： 割込み入力 1 ～ 4 エ ッ ジ （ON: ↑、 OFF: ↓）

割込み入力の、 立ち上がりエッジでの割込みか立下りエッジでの割込みかを判定するフラグです。
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・ M8200 ～ M8207 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （サーバーコネクシ ョ ン 1 ～ 8）

M8200 を ON する と、 サーバーコネクシ ョ ン 1 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断しま

す。

・ M8201 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （サーバーコネクシ ョ ン 2）

M8201 を ON する と、 サーバーコネクシ ョ ン 2 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断しま

す。

・ M8202 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （サーバーコネクシ ョ ン 3）

M8202 を ON する と、 サーバーコネクシ ョ ン 3 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断しま

す。

・ M8203 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （サーバーコネクシ ョ ン 4）

M8203 を ON する と、 サーバーコネクシ ョ ン 4 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断しま

す。

・ M8204 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （サーバーコネクシ ョ ン 5）

M8204 を ON する と、 サーバーコネクシ ョ ン 5 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断しま

す。

・ M8205 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （サーバーコネクシ ョ ン 6）

M8205 を ON する と、 サーバーコネクシ ョ ン 6 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断しま

す。

・ M8206 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （サーバーコネクシ ョ ン 7）

M8206 を ON する と、 サーバーコネクシ ョ ン 7 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断しま

す。

・ M8207 ： ユーザー通信受信命令キャ ンセルフ ラグ （サーバーコネクシ ョ ン 8）

M8207 を ON する と、 サーバーコネクシ ョ ン 8 で実行中のユーザー通信 （受信命令） を中断しま

す。

・ M8212 ～ M8214 ： メ ンテナンス通信サーバー （1 ～ 3） ステータ ス

メ ンテナンス通信サーバーがコネクシ ョ ンあ りの場合 ON になり ます。 未使用の場合は OFF になり

ます。

・ M8215 ～ M8217 ： ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン （1 ～ 3） ステータ ス

ク ライアン ト コネクシ ョ ンがコネクシ ョ ンあ りの場合 ON になり ます。 コネクシ ョ ンなしの場合は

OFF になり ます。

・ M8220 ～ M8227 ： サーバーコネクシ ョ ン （1 ～ 8） ステータ ス

サーバーコネクシ ョ ンがコネクシ ョ ンあ りの場合 ON になり ます。 コネクシ ョ ンなしの場合は OFF
になり ます。

・ M8230 ～ M8232 ： ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン （1 ～ 3） 切断フ ラグ

ク ライアン ト コネクシ ョ ンがユーザー通信で接続している場合、 ON する と コネクシ ョ ンを切断し

ます。
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特殊データ レジス タ
特殊データレジスタの用途について説明します。

リザーブのエ リ アのデータは書き換えないで く だ さい。 システムが正常に動作し な く なる恐れがあ
り ます。

特殊データ レジス タ一覧

番号 内容 設定のタ イ ミ ング

D8000 CPU モジュールシステム ID （入力点数） I/O 初期化時

D8001 CPU モジュールシステム ID （出力点数） I/O 初期化時

D8002 CPU モジュール機種情報 電源投入時

D8003 メモ リ カート リ ッジ情報 電源投入時

D8004 リザーブ －

D8005 一般エラーレジスタ エラー発生時

D8006 ユーザープログラム実行エラーコード エラー発生時

D8007 通信モード切り替え （ポート 1 ～ 2） －

D8008 年 （現在値 ： 読み出し専用） 500ms ごと

D8009 月 （現在値 ： 読み出し専用） 500ms ごと

D8010 日 （現在値 ： 読み出し専用） 500ms ごと

D8011 曜日 （現在値 ： 読み出し専用） 500ms ごと

D8012 時 （現在値 ： 読み出し専用） 500ms ごと

D8013 分 （現在値 ： 読み出し専用） 500ms ごと

D8014 秒 （現在値 ： 読み出し専用） 500ms ごと

D8015 年 （設定データ ： 書き込み専用） －

D8016 月 （設定データ ： 書き込み専用） －

D8017 日 （設定データ ： 書き込み専用） －

D8018 曜日 （設定データ ： 書き込み専用） －

D8019 時 （設定データ ： 書き込み専用） －

D8020 分 （設定データ ： 書き込み専用） －

D8021 秒 （設定データ ： 書き込み専用） －

D8022 コンスタン ト スキャン設定値 －

D8023 スキャンタイム （現在値） 毎スキャン

D8024 スキャンタイム （ 大値） 更新時

D8025 スキャンタイム （ 小値） 更新時

D8026 通信モード情報 （ポート 1 ～ 7） 毎スキャン

D8027 ポート 1 ネッ ト ワーク番号情報 毎スキャン

D8028 ポート 2 ネッ ト ワーク番号情報 毎スキャン

D8029 システムバージ ョ ン番号 電源投入時

D8030 通信ボード情報 電源投入時

D8031 オプシ ョ ンカート リ ッジ情報 電源投入時

D8032 割込入力ジャンプ先ラベル番号 （X2） －

D8033 割込入力ジャンプ先ラベル番号 （X3） －

D8034 割込入力ジャンプ先ラベル番号 （X4） －

D8035 割込入力ジャンプ先ラベル番号 （X5） －

D8036 タイマ割込ジャンプ先ラベル番号 －

D8037 入出力モジュール接続台数 I/O 初期化時

D8038 リザーブ －

D8039 リザーブ －

D8040 データ リ ンク子局 /Modbus スレーブ局変更 ( ポート 3） －

D8041 データ リ ンク子局 /Modbus スレーブ局変更 ( ポート 4） －
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D8042 データ リ ンク子局 /Modbus スレーブ局変更 ( ポート 5） －

D8043 データ リ ンク子局 /Modbus スレーブ局変更 ( ポート 6） －

D8044 データ リ ンク子局 /Modbus スレーブ局変更 ( ポート 7） －

D8045＊ 1 高速カウンタ （X0 ～ X2） 計数値 毎スキャン

D8046 ＊ 1 高速カウンタ （X0 ～ X2） 設定値またはプリセッ ト値 －

D8047 ＊ 1 高速カウンタ （X3） 計数値 毎スキャン

D8048 ＊ 1 高速カウンタ （X3） 設定値 －

D8049 ＊ 1 高速カウンタ （X4） 計数値 毎スキャン

D8050 ＊ 1 高速カウンタ （X4） 設定値 －

D8051 ＊ 1 高速カウンタ （X5 ～ X7） 計数値 毎スキャン

D8052 ＊ 1 高速カウンタ （X5 ～ X7） 設定値またはプリセッ ト値 －

D8053 Modbus 通信エラーコード 毎スキャン

D8054 Modbus 通信送信待ち時間設定 通信初期化時

D8055 PULS1, RAMP1 （Y0） 実出力周波数値 パルス命令実行時

D8056 PULS1, RAMP1 （Y1） 実出力周波数値 パルス命令実行時

D8057 アナログボ リ ウム 1 毎スキャン

D8058 ス リ ムタイプ内蔵アナログ入力
オールインワンタイプ        アナログボ リ ウム 2

毎スキャン

D8059 PULS3, RAMP2 （Y2） 実出力周波数値 パルス命令実行時

D8060
D8061

ス リ ムタイプ
     D8060 ： 周波数測定値 （X1） 上位ワード、

     D8061 ： 下位ワード

オールインワンタイプ
     D8060 ： 周波数測定値 （X1）、
     D8061 ： リザーブ

毎スキャン

D8062
D8063

ス リ ムタイプ
     D8062 ： 周波数測定値 （X3） 上位ワード、

     D8063 ： 下位ワード

オールインワンタイプ
     D8062 ： 周波数測定値 （X3）、
     D8063 ： リザーブ

毎スキャン

D8064
D8065

ス リ ムタイプ
     D8064 ： 周波数測定値 （X4） 上位ワード、

     D8065 ： 下位ワード

オールインワンタイプ
     D8064 ： 周波数測定値 （X4）、
     D8065 ： リザーブ

毎スキャン

D8066
D8067

ス リ ムタイプ
     D8066 ： 周波数測定値 （X7） 上位ワード、

     D8067 ： 下位ワード

オールインワンタイプ
     D8066 ： 周波数測定値 （X5）、
     D8067 ： リザーブ

毎スキャン

D8068 HMI 初期画面設定 電源投入時

D8069 子局 1 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

子局通信ステータス / エラー （データ リ ンク子局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8070 子局 2 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8071 子局 3 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

特殊データ レジス タ一覧

番号 内容 設定のタ イ ミ ング
6-15
章

第
6
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 6 章 デバイス

6-16
D8072 子局 4 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8073 子局 5 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8074 子局 6 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8075 子局 7 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8076 子局 8 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8077 子局 9 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8078 子局 10 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8079 子局 11 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8080 子局 12 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8081 子局 13 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8082 子局 14 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8083 子局 15 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8084 子局 16 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8085 子局 17 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8086 子局 18 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8087 子局 19 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8088 子局 20 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8089 子局 21 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8090 子局 22 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8091 子局 23 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8092 子局 24 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8093 子局 25 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8094 子局 26 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8095 子局 27 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8096 子局 28 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

特殊データ レジス タ一覧

番号 内容 設定のタ イ ミ ング
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D8097 子局 29 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8098 子局 30 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8099 子局 31 通信ステータス / エラー （データ リ ンク親局モード時）

エラー発生スレーブ番号 / エラーコード （Modbus マスタ時）

エラー発生時

D8100 データ リ ンク子局 /Modbus スレーブ局変更 ( ポート 2） －

D8101 データ リ ンク送信待ち時間 －

D8102 リザーブ －

D8103 モデム通信回線接続後の通信モード選択 データ送受信時

D8104 制御ライン状態 （ポート 2 ～ 6） 毎スキャン

D8105 DR 制御ラインコン ト ロール （ポート 2 ～ 6） データ送受信時

D8106 ER 制御ラインコン ト ロール （ポート 2 ～ 6） データ送受信時

D8107 リザーブ －

D8108 リザーブ －

D8109 モデム通信リ ト ラ イ回数 リ ト ラ イ時

D8110 モデム通信リ ト ラ イ間隔 リ ト ラ イ時
毎スキャン

D8111 モデム通信ステータス 状態変化時

D8112 ～ D8114 リザーブ －

D8115 ～ D8129 モデムからの リザルト コード リザルト コード
返送時

D8130 ～ D8144 モデム汎用 AT コマンド 汎用 AT コマンド

発行時

D8145 ～ D8169 モデム初期設定コマンド モデム初期設定
コマンド発行時

D8170 ～ D8199 モデムダイヤ リ ングコマンド ダイヤ リ ング時

D8200 ～ D8203 リザーブ －

D8204 制御ライン状態 （ポート 7） 毎スキャン

D8205 DR 制御ラインコン ト ロール （ポート 7） データ送受信時

D8206 ER 制御ラインコン ト ロール （ポート 7） データ送受信時

D8207 ～ D8209 リザーブ －

D8210 上位ワード 高速カウンタ （X0 ～ X2） 計数値 毎スキャン

D8211 下位ワード

D8212 上位ワード 高速カウンタ （X0 ～ X2） 設定値 1 －

D8213 下位ワード

D8214 上位ワード 高速カウンタ （X0 ～ X2） 設定値 2 －

D8215 下位ワード

D8216 上位ワード 高速カウンタ （X0 ～ X2） プ リセッ ト値 －

D8217 下位ワード

D8218 上位ワード 高速カウンタ （X3） 計数値 毎スキャン

D8219 下位ワード

D8220 上位ワード 高速カウンタ （X3） 設定値 －

D8221 下位ワード

D8222 上位ワード 高速カウンタ （X4） 計数値 毎スキャン

D8223 下位ワード

D8224 上位ワード 高速カウンタ （X4） 設定値 －

D8225 下位ワード

D8226 上位ワード 高速カウンタ （X5 ～ X7） 計数値 毎スキャン

D8227 下位ワード

特殊データ レジス タ一覧

番号 内容 設定のタ イ ミ ング
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D8228 上位ワード 高速カウンタ （X5 ～ X7） 設定値 1 －

D8229 下位ワード

D8230 上位ワード 高速カウンタ （X5 ～ X7） 設定値 2 －

D8231 下位ワード

D8232 上位ワード 高速カウンタ （X5 ～ X7） プ リセッ ト値 －

D8233 下位ワード

D8234 ～ D8251 リザーブ －

D8252 増設拡張モジュール I/O リ フレッシュ時間 毎スキャン

D8253 ～ D8277 リザーブ －

D8278 通信モード情報 ( ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン ) 毎スキャン

D8279 通信モード情報 ( サーバーコネクシ ョ ン ) 毎スキャン

D8280 ～ D8301 リザーブ －

D8302 メモ リ カート リ ッジ容量表示 電源投入時

D8303 自機 IP アドレス設定切り替え －

D8304 ～ D8307 自機 IP アドレス （設定データ ： 書き込み専用） －

D8308 ～ D8311 サブネッ ト マスク （設定データ ： 書き込み専用） －

D8312 ～ D8315 デフォルトゲート ウェイ （設定データ ： 書き込み専用） －

D8316 ～ D8319 優先 DNS サーバー （設定データ ： 書き込み専用） －

D8320 ～ D8323 代替 DNS サーバー （設定データ ： 書き込み専用） －

D8324 ～ D8329 MAC アドレス （読み出し専用） 1 秒ごと

D8330 ～ D8333 自機 IP アドレス （現在値 ： 読み出し専用） 1 秒ごと

D8334 ～ D8337 サブネッ ト マスク （現在値 ： 読み出し専用） 1 秒ごと

D8338 ～ D8341 デフォルトゲート ウェイ （現在値 ： 読み出し専用） 1 秒ごと

D8342 ～ D8345 優先 DNS サーバー （現在値 ： 読み出し専用） 1 秒ごと

D8346 ～ D8349 代替 DNS サーバー （現在値 ： 読み出し専用） 1 秒ごと

D8350 ～ D8353 メ ンテナンス通信サーバー 1 接続 IP アドレス 1 秒ごと

D8354 ～ D8357 メ ンテナンス通信サーバー 2 接続 IP アドレス 1 秒ごと

D8358 ～ D8361 メ ンテナンス通信サーバー 3 接続 IP アドレス 1 秒ごと

D8362 ～ D8365 サーバーコネクシ ョ ン 1 接続 IP アドレス 1 秒ごと

D8366 ～ D8369 サーバーコネクシ ョ ン 2 接続 IP アドレス  1 秒ごと

D8370 ～ D8373 サーバーコネクシ ョ ン 3 接続 IP アドレス  1 秒ごと

D8374 ～ D8377 サーバーコネクシ ョ ン 4 接続 IP アドレス  1 秒ごと

D8378 ～ D8381 サーバーコネクシ ョ ン 5 接続 IP アドレス  1 秒ごと

D8382 ～ D8385 サーバーコネクシ ョ ン 6 接続 IP アドレス  1 秒ごと

D8386 ～ D8389 サーバーコネクシ ョ ン 7 接続 IP アドレス  1 秒ごと

D8390 ～ D8393 サーバーコネクシ ョ ン 8 接続 IP アドレス  1 秒ごと

D8394 ～ D8397 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 1 接続先 IP アドレス 1 秒ごと

D8398 ～ D8401 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 2 接続先 IP アドレス 1 秒ごと

D8402 ～ D8405 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 3 接続先 IP アドレス 1 秒ごと

D8406 ～ D8412 リザーブ －

D8413 タイムゾーンオフセッ ト －

D8414 年 (SNTP 取得情報 ) 500ms ごと

D8415 月 (SNTP 取得情報 ) 500ms ごと

D8416 日 (SNTP 取得情報 ) 500ms ごと

D8417 曜日 (SNTP 取得情報 ) 500ms ごと

D8418 時 (SNTP 取得情報 ) 500ms ごと

D8419 分 (SNTP 取得情報 ) 500ms ごと

特殊データ レジス タ一覧

番号 内容 設定のタ イ ミ ング
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D8200 ～ D8499 の特殊データレジスタは、 オールインワンタイプには存在しません。

D8278 ～ D8457 の特殊データレジスタは、 FC5A-D12x1E 専用の機能です。

・ D8000 ： CPU モジュールシステム ID （入力点数）

マイク ロスマートに内蔵される入力点数と増設モジュールで接続されている入力点数の合計点数が
セッ ト されます。

・ D8001 ： CPU モジュールシステム ID （出力点数）

マイク ロスマートに内蔵される出力点数と増設モジュールで接続されている出力点数の合計点数が
セッ ト されます。

入出力混合モジュール （4 点入力 /4 点出力） は入力 8 点 / 出力 8 点と して計算されます。

・ D8002 ： CPU モジュール機種情報

D8420 秒 (SNTP 取得情報 ) 500ms ごと

D8421 メ ンテナンス通信サーバー 1 接続ポート番号 1 秒ごと

D8422 メ ンテナンス通信サーバー 2 接続ポート番号 1 秒ごと

D8423 メ ンテナンス通信サーバー 3 接続ポート番号 1 秒ごと

D8424 サーバーコネクシ ョ ン 1 接続ポート番号 1 秒ごと

D8425 サーバーコネクシ ョ ン 2 接続ポート番号 1 秒ごと

D8426 サーバーコネクシ ョ ン 3 接続ポート番号 1 秒ごと

D8427 サーバーコネクシ ョ ン 4 接続ポート番号 1 秒ごと

D8428 サーバーコネクシ ョ ン 5 接続ポート番号 1 秒ごと

D8429 サーバーコネクシ ョ ン 6 接続ポート番号 1 秒ごと

D8430 サーバーコネクシ ョ ン 7 接続ポート番号 1 秒ごと

D8431 サーバーコネクシ ョ ン 8 接続ポート番号 1 秒ごと

D8432 ～ D8456 リザーブ －

D8457 E メール命令詳細エラー情報 －

D8458 ～ D8499 リザーブ －

＊ 1 オールインワンタイプで使用します。 ス リ ムタイプは D8210 ～ D8233 を使用します。

0 ： FC5A-C10R2, FC5A-C10R2C または FC5A-C10R2D

1 ： FC5A-C16R2, FC5A-C16R2C または FC5A-C16R2D

2 ： FC5A-D12K1E または FC5A-D12S1E

3 ： FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C または FC5A-C24R2D

4 ： FC5A-D32K3 または FC5A-D32S3

6 ： FC5A-D16RK1 または FC5A-D16RS1

特殊データ レジス タ一覧

番号 内容 設定のタ イ ミ ング
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・ D8003 ： メ モ リ カー ト リ ッ ジ情報

メモ リ カート リ ッジにダウンロード されたユーザープログラムの機種情報が格納されます。

・ D8005 ： 一般エラーレジス タ

マイクロスマートのエラー情報を格納します。 エラー情報の詳細は、 「第 13 章　 ト ラブル対策」

（13-1 頁） を参照して ください。

・ D8007 ： 通信モー ド切り替え ( ポー ト 1 ～ 2)

ポート 1 ～ 2 の通信モードを メンテナンス通信に切り替えるこ とができます。

各ポートに対応したビッ トに ’1’ を書き込むこ と メンテナンス通信に切り替えられます。 ’0’ のと き

は、 ファンクシ ョ ン設定に従った通信モードが適用されます。 この機能はシステムバージ ョ ン 220
以上から使用できます。
デバイス内の各ポートの割り当て （ビッ ト アサイン） は下記のよ うになっています。

・ D8008 ～ D8021 ： カ レンダ用特殊データ レジス タ

時計カート リ ッジを使用した場合のカレンダ情報の読出し ・変更が行えます。 詳細は、 「応用編　
第 8 章　ユーザープログラムによる時計合わせ」 （8-7 頁） を参照して ください。

・ D8022 ～ D8025 ： スキャ ン タ イム用特殊データ レジス タ

スキャンタイムの確認や、 スキャンタイムのコンスタン ト設定を行う特殊データレジスタです。 詳
細は、 「第 5 章　 コンスタン ト スキャン」 （5-60 頁） を参照して ください。

・ D8026 ： 通信モー ド情報 （ポー ト 1 ～ 7）

ポート 1 ～ 7 の通信モードを示します。

デバイス内の各増設通信ポートの割り当て （ビッ ト アサイン） は下記のよ うになっています。

ポート 3 ～ 7 に割り当てられたデバイス領域に示される設定値の意味は次表の通りです。

0 ： FC5A-C10R2, FC5A-C10R2C または FC5A-C10R2D

1 ： FC5A-C16R2, FC5A-C16R2C または FC5A-C16R2D

2 ： FC5A-D12K1E または FC5A-D12S1E

3 ： FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C または FC5A-C24R2D

4 ： FC5A-D32K3 または FC5A-D32S3

6 ： FC5A-D16RK1 または FC5A-D16RS1

255 ： ユーザープログラムなし
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・ D8029 ： システムバージ ョ ン情報

システムのバージ ョ ンが格納されます。

・ D8030 ： 通信ボー ド情報

0 ： RS232C 通信ボード接続

1 ： RS485 通信ボード接続または通信ボードなし

・ D8031 ： オプシ ョ ン カー ト リ ッ ジ情報

0 ： オプシ ョ ンカート リ ッジなし

1 ： 時計カート リ ッジあ り

2 ： メモ リ カート リ ッジあ り

3 ： 時計カート リ ッジ ・ メモ リ カート リ ッジあ り

・ D8037 ： 入出力モジュール接続台数

マイク ロスマートに接続されている入出力モジュールの台数がセッ ト されます。

・ D8040 ～ D8044 ： データ リ ン ク /Modbus 通信用特殊データ レジス タ

データ リ ンクまたは Modbus 通信で使用する特殊データレジスタです。 詳細は 「第 11 章　データ リ

ンク通信」 （11-1 頁） または 「第 12 章　Modbus ASCII/RTU 通信」 （12-1 頁） を参照してください。

・ D8045 ～ D8052 ： 高速カウン タ用特殊データ レジス タ （オールイ ンワン タ イプ）

オールインワンタイプの CPU モジュールの高速カウンタで使用する特殊データレジスタです。 詳

細は、 「第 5 章　高速カウンタ」 （5-10 頁） を参照してください。

・ D8053, D8054 ： Modbus 通信用特殊データ レジス タ

Modbus 通信で使用する特殊データレジスタです。

・ D8057, D8058 ： アナログボリ ューム用特殊データ レジス タ

アナログボ リ ュームおよび、 内蔵アナログ入力の値が格納される特殊データレジスタです。

・ D8060 ～ D8067 ： 周波数測定値

周波数測定機能を使用時に、 測定結果を格納します。

・ D8069 ～ D8100 ： データ リ ン ク /Modbus 通信用特殊データ レジス タ

データ リ ンクまたは Modbus 通信で使用する特殊データレジスタです。 詳細は 「第 11 章　データ リ

ンク通信」 （11-1 頁） または 「第 12 章　Modbus ASCII/RTU 通信」 （12-1 頁） を参照してください。

・ D8103 ： モデム通信回線接続後の通信モー ド選択

モデム通信で使用する特殊データレジスタです。

設定値
＊ （） 内は 2 進数値

状態

0 （00） メ ンテナンス通信

1 （01） その他
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・ D8104 （ポー ト 2 ～ 6） , D8204 （ポー ト 7） ： 通信 RS232C 通信ボー ド制御信号

DR, ER の各制御ラインの信号状態がセッ ト されます。

STOP 中、 RUN 中の END 処理で更新します。

デバイス内の各増設通信ポートの割り当て （ビッ ト アサイン） は下記のよ うになっています。

ポート 2 ～ 7 に割り当てられたデバイス領域に示される設定値の意味は下表の通りです。

・ D8105 （ポー ト 2 ～ 6） , D8205 （ポー ト 7） ： DR 入力制御ラ イ ン コ ン ト ロール

ユーザー機器の制御ラインの状態でマイクロスマートの送受信を決定します。
この制御ラインはユーザー機器からマイクロスマートへの外部入力です。 ユーザー機器の状態を知
るために用います。 ユーザー機器は、 この制御ライン信号を用いてユーザー機器が受信可能か、 ま
たは有効なデータを送信しているかなどの状態をマイクロスマートに伝えます。 ユーザー通信時の
み有効です。
デバイス内の各増設通信ポートの割り当て （ビッ ト アサイン） は下記のよ うになっています。

ポート 2 ～ 7 に割り当てられたデバイス領域に示される設定値の意味は下表の通りです。

設定値
＊ （） 内は 2 進数値

状態

0 （00） どの制御ラインも OFF です。

1 （01） DR が ON です。

2 （10） ER が ON です。

3 （11） DR と ER が ON です。

設定値
＊ （） 内は 2 進数値

説明

0 （000） マイ ク ロスマートの送受信制御に、 DR 信号の状態を使用しません。 DR 信

号制御を行う必要がなければ、 通常この状態でご使用ください。

1 （001） DR 信号が ON の場合に、 マイ ク ロスマートが送受信可能になり ます。

2 （010） DR 信号が OFF の場合に、 マイ ク ロスマートが送受信可能になり ます。
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・ D8106 （ポー ト 2 ～ 6） , D8206 （ポー ト 7） ： ER 出力制御ラ イ ン コ ン ト ロール

マイク ロスマートのコン ト ロール状態や、 送受信状態を示す場合に使用します。 この制御ライン
は、 マイ ク ロスマートからユーザー機器への出力信号です。 ユーザー通信時のみ有効です。
デバイス内の各増設通信ポートの割り当て （ビッ ト アサイン） は下記のよ うになっています。

ポート 2 ～ 7 に割り当てられたデバイス領域に示される設定値の意味は下表の通りです。

・ D8109 ～ D8111, D8115 ～ D8199 ： モデム通信用特殊データ レジス タ

モデム通信で使用する特殊データレジスタです。

・ D8210 ～ D8233 ： 高速カウン タ用特殊データ レジス タ （ス リムタ イプ）

ス リ ムタイプの CPU モジュールの高速カウンタで使用する特殊データレジスタです。

3 （011） DR 信号が ON の場合に、 送信可能になり ます。 これは通常 「Busy 制御」 と

呼ばれ、 処理速度が遅い機器 （プ リ ンタなど） の送信制御に使います （ユー
ザー機器から見れば、 入力データの制限とな り ます）。

4 （100） DR 信号が OFF の場合に、 送信可能になり ます。

5 以上 設定値 “0” と同じ動作をします。

設定値
＊ （） 内は 2 進数値

説明

0 （00） マイ ク ロスマートが運転している場合に ON （停止時に OFF） にな り ます。

運転中はデータの送受信に関わらず常時 ON です。 マイ ク ロスマートの運転

状態の表示が必要な場合に設定します。

1 （01） 常時 OFF にな り ます。

2 （10） 受信データをフロー制御したい場合に設定します。 マイ ク ロスマートがユー
ザー機器からのデータを受信できる場合に、 ER 信号が ON になり ます。 ま

た、 受信できない場合は ER 信号が OFF にな り ます。

3 （11） 設定値 “0” と同一の動作をします。

設定値
＊ （） 内は 2 進数値

説明
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・ D8252 ： 増設拡張モジュール I/O リ フ レ ッ シュ時間

増設拡張モジュール以降に接続した増設 I/O モジュールの I/O リ フレッシュ時間が 100μs 単位で格

納されます。

・ D8278 ： 通信モー ド  情報 ( ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン )

ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 1 ～ 3 の通信モードを示します。

デバイス内の各クライアン トの割り当て （ビッ ト アサイン） は下記のよ うになっています。

ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 1 ～ 3 に割り当てられたデバイス領域に示される設定値の意味は次表の

通りです。

・ D8279 ： 通信モー ド情報 ( サーバーコネクシ ョ ン )

サーバーコネクシ ョ ン 1 ～ 8 の通信モードを示します。

デバイス内の各サーバーの割り当て （ビッ ト アサイン） は下記のよ うになっています。

サーバーコネクシ ョ ン 1 ～ 8 に割り当てられたデバイス領域に示される設定値の意味は下表の通り

です。

・ D8302 ： メ モ リ カー ト リ ッ ジ容量表示

FC5A に装着している メモ リ カート リ ッジのサイズを表示します。

0 ： 装着なし

32 ： 32KB
64 ： 64KB
128 ： 128KB

設定値
＊ （） 内は 2 進数値

説明

0 （00） ー

1 （01） ユーザー通信

2 （10） Modbus TCP ク ライアン ト

3 （11） 未使用

設定値
＊ （） 内は 2 進数値

説明

0 （00） メ ンテナンス通信

1 （01） ユーザー通信

2 （10） Modbus TCP サーバー

3 （11） 未使用
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・ D8303 ： 自機 IP ア ド レス設定切り替え

本特殊データレジスタに値を書き込むこ とで IP アドレス、 DNS サーバーアドレスの取得方法を強

制的に変更するこ とができます。
設定値の意味は以下のとおりです。

・ D8304 ～ D8307、 D8330 ～ D8333 ： 自機 IP ア ド レス

自機 IP アドレスが各特殊データレジスタに以下のよ うに格納されます。

例 )　自機 IP アドレス ： aaa.bbb.ccc.ddd
　 　 　D8304=aaa、 D8305=bbb、 D8306=ccc、 D8307=ddd

・ D8308 ～ D8311、 D8334 ～ D8337 ： サブネ ッ ト マスク

サブネッ トマスクの値が各特殊データレジスタに以下のよ うに格納されます。
例 )　サブネッ トマスク ： aaa.bbb.ccc.ddd
　 　 　D8308=aaa、 D8309=bbb、 D8310=ccc、 D8311=ddd

・ D8312 ～ D8315、 D8338 ～ D8341 ： デフ ォル ト ゲー ト ウ ェ イ

デフォルトゲート ウェイのアドレスが各特殊データレジスタに以下のよ うに格納されます。
例 )　デフォルトゲート ウェイ ： aaa.bbb.ccc.ddd
　 　 　D8312=aaa、 D8313=bbb、 D8314=ccc、 D8315=ddd

・ D8316 ～ D8319、 D8342 ～ D8345 ： 優先 DNS サーバー

優先 DNS サーバーのアドレスが各特殊データレジスタに以下のよ うに格納されます。

例 )　優先 DNS サーバー ： aaa.bbb.ccc.ddd
　 　 　D8316=aaa、 D8317=bbb、 D8318=ccc、 D8319=ddd

・ D8320 ～ D8323、 D8346 ～ D8349 ： 代替 DNS サーバー

代替 DNS サーバーのアドレスが各特殊データレジスタに以下のよ うに格納されます。

例 )　代替 DNS サーバー ： aaa.bbb.ccc.ddd
　 　 　D8320=aaa、 D8321=bbb、 D8322=ccc、 D8323=ddd

・ D8324 ～ D8329 ： MAC ア ド レス

MAC アドレスが各特殊データレジスタに以下のよ うに格納されます。

例 )　MAC アドレス ： AA-BB-CC-DD-EE-FF
　 　 　D8324=AA、 D8325=BB、 D8326=CC、 D8327=DD、 D8328=EE、 D8329=FF

・ D8350 ～ D8361 ： メ ンテナンス通信サーバー （ １ ～ 3） 接続 IP ア ド レス

メ ンテナンス通信サーバーにアクセス中の端末の IP アドレスが各特殊データレジスタに以下のよ う

に格納されます。
例 )　 メ ンテナンス通信サーバー 1 接続 IP アドレス ： aaa.bbb.ccc.ddd
　 　 　D8350=aaa、 D8351=bbb、 D8352=ccc、 D8353=ddd

・ D8362 ～ D8393 ： サーバーコネクシ ョ ン （1 ～ 8） 接続 IP ア ド レス

サーバーコネクシ ョ ンにアクセス中の端末の IP アドレスが各特殊データレジスタに以下のよ うに格

納されます。
例 )　サーバーコネクシ ョ ン 1 接続 IP アドレス ： aaa.bbb.ccc.ddd
　 　 　D8362=aaa、 D8363=bbb、 D8364=ccc、 D8365=ddd

設定値 状態

0 ファンクシ ョ ン設定に従います。

1 強制的に DHCP を有効にします。

2 DR の設定に従います。
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・ D8394 ～ D8405 ： ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン （1 ～ 3） 接続先 IP ア ド レス

ク ラ イアン ト コネクシ ョ ンのアクセス先の IP アドレスが各特殊データレジスタに以下のよ うに格納

されます。
例 )　 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 1 接続先 IP アドレス ： aaa.bbb.ccc.ddd
　 　 　D8394=aaa、 D8395=bbb、 D8396=ccc、 D8397=ddd

・ D8413 ： タ イムゾーンオフセ ッ ト

ファンクシ ョ ン設定で設定したタイムゾーンを 15 分単位で微調整するこ とができます。 詳細は

「Web 編　第 5 章　ファンクシ ョ ン設定」 を参照してください。

・ D8414 ～ D8420 ： SNTP 取得情報

SNTP サーバーから取得した時刻情報に、 選択したタイムゾーンによって修正された値が特殊デー

タレジスタに格納されます。 取得された時刻情報は内部時計に同期されます。
書き込み後は内部時計の時刻情報が本特殊データレジスタに書き込まれます。 SNTP サーバー機能

有効時は、 PLC 起動時と 10 分毎に SNTP サーバーから時刻情報を取得します。 STNP サーバー、 タ

イムゾーンの設定方法については、 「Web 編　第 5 章　ファンクシ ョ ン設定」 を参照してください。

・ D8421 ～ D8431 ： 接続ポー ト 情報

各サーバーがクライアン ト と接続している場合、 その接続元ポート番号が対応した特殊データレジ
スタに格納されます。

・ D8457 ： E メ ール詳細エラー情報

E メール命令の詳細なエラー情報が本特殊データレジスタに格納されます。 詳細は 「Web 編　第 10
章　EMAIL 命令」 を参照してください。
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拡張データ レジス タ
ROM （不揮発性メ モ リ） からの読み出し、 書き込みが可能な拡張データ レジス タについ

て説明し ます。 拡張データ レジス タはス リムタ イプの CPU モジュールのみ使用可能で

す。

■ 用途

拡張データレジスタは、 長期にわたる保存が必要なデータを初期値付きデータ と して使用するこ と
ができる機能です。 初期値を必要と しない場合には、 通常のデータレジスタ と して使用できます。

■ 機能説明

拡張データ レジス タ （D2000 ～ D7999）

拡張データレジスタは、 初期値付きデータ領域、 初期値なしデータ領域の 2 つの領域が指定可能で

す。
領域の設定は、 WindLDR の拡張データレジスタ設定で行います。 拡張データレジスタは、 デフォ

ルトで初期値なしデータ領域となっています。 初期値付きデータレジスタ と して使用する場合は、
WindLDR の拡張データレジスタ設定で初期値を設定します。 初期値を設定した後ダウンロードす

る と、 ROM に初期値が格納されます。

電源立ち上げ時に ROM 内の初期値データを拡張データレジスタ領域 （RAM） に転送します。

転送動作が終了する と、 拡張データレジスタはデータ転送された RAM 領域を対象と して動作しま

す。
WindLDR の拡張データレジスタ設定で指定した内部リ レー （M0 ～ M2557） を利用するこ とによっ

て ROM 領域の初期化や保存が行えます。

初期値付きデータ領域 ： ROM からの読み出し、 書き込みが可能な領域です。 指定可能な領域数は、 2
領域です。 ROM 領域の初期化や保存をするための内部リ レーを領域ごとに

指定します。

初期値なしデータ領域 ： 通常のデータレジスタ と して使用可能な領域です。 この領域は常時キープ指
定です。
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拡張データ レジス タの動作

① 電源立ち上げ時、 ダウンロー ド時の動作

ROM 領域のデータで初期値付きデータ領域を初期化します。

② 初期化リ レー ON 時の動作

WindLDR の拡張データレジスタ設定で初期化リ レーに指定した内部リ レーを ON する と、 ROM 領

域のデータで初期値付きデータ領域を初期化します。 初期化が終了する と、 初期化リ レーは OFF し

ます。 ユーザープログラムで初期化リ レーを ON する場合は、 SOTU または SOTD 命令を使用し、

必ず 1 スキャンのみ ON するよ うにしてください。 初期化リ レーを設定しない場合は、 ②の動作を

行う こ とはできません。

③ 保存リ レー ON 時の動作

WindLDR の拡張データレジスタ設定で保存リ レーに指定した内部リ レーを ON する と、 初期値付き

データ領域のデータを ROM 領域に保存します。 保存が終了する と、 保存リ レーは OFF します。

ユーザープログラムで保存リ レーを ON する場合は、 SOTU または SOTD 命令を使用し、 必ず 1 ス

キャンのみ ON するよ うにしてください。 保存リ レーを設定しない場合は、 ③の動作を行う こ とは

できません。

・ 拡張データレジスタは、 データレジスタのキープ / ク リ ア設定の対象となっていません。

・ 演算命令などで拡張データレジスタを指定した場合、 通常のデータレジスタに比べて実行速度は遅
くな り ます。

・ ユーザープログラム （RAM） サムチェッ クエラーが生じた場合、 初期値付きデータ領域は電源立ち

上げ時の動作と同様に ROM データの内容に初期化されます。

・ 初期化リ レーを ON する と、 ROM の読み出しが終了するまでスキャンタイムが長くな り ます。

ROM の読み出しサイズが 1000 ワードあたり約 7ms スキャンタイムが長くな り ます。

・ 保存リ レーを ON する と、 ROM の書き込みが終了するまで数スキャンにわたり スキャンタイムが

長くな り ます。 1 スキャンあたり約 200ms スキャンタイムが長くな り ます。

・ ROM の書き込み許容回数は、 1 万回以下です。 ROM への書き込みは必要 小限度に抑えてくださ

い。
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■ 拡張データ レジス タ初期値の設定

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［拡張データ レジス タ］ を ク リ ッ ク し ます。

拡張データレジスタ設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 「領域 1 を使用する」 のチ ェ ッ クボ ッ クスをオンにし ます。

DR 番号、 個数が設定可能になり ます。

3. DR 番号と個数を設定し ます。
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4. 初期化リ レーおよび保存リ レーを使用する場合は、 項目のチ ェ ッ クボ ッ クスをオンにし て、 内部リ

レー番号を入力し ます。

5. ［編集］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

データレジスタ編集のダイアログボッ クスが表示されます。

6. データ レジス タの編集を行い、 ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て初期値の編集を完了し ます。

データレジスタ編集のダイアログボッ クスが表示されます。

拡張データレジスタは、 初期値データをユーザープログラム領域に保存します。 ユーザープログラ
ム領域での初期値データサイズは、 下記の式で算出されます。

初期値データサイズ （バイ ト ） ＝ 17 ＋ （領域 1 拡張データレジスタ個数＋領域 2 拡張データレジ

スタ個数） ×2
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■ データの入力

数値の入力

数値を設定する場合は、 設定したいデータレジスタを選択し、 数値を入力します。

文字の入力

データレジスタのある領域に文字のデータを入力したい場合、 値を入力するデータレジスタを選択
し、 右ク リ ッ ク して表示されたメニューから ［文字列 （S）］ をク リ ッ ク します。 文字を入力し、

［OK］ ボタンをク リ ッ クする と、 入力した文字は選択しているデータレジスタを先頭と して複数の

データレジスタにまたがって入力されます。

文字列 “123-4567” が複数のデータ レジス タにまたがって入力された場合

表示切替

編集したデータレジスタの値は、 10 進数、 16 進数、 文字列のいずれかで表示されます。

表示を変えたい場合、 変更するデータレジスタを選択し、 右ク リ ッ ク して表示される メニューの
［表示切替 （E）］ から表示方法を選択します。
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同じ値を埋める

データレジスタのある領域を同じ設定値で埋めたい場合、 値を入力する先頭のデータレジスタを選
択し、 右ク リ ッ ク して表示される メニューから ［同一値で埋める （F）］ をク リ ッ ク します。 個数と

値を設定し、 ［OK］ ボタンをク リ ッ クする と、 指定した領域に同じ値が入力されます。
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第

こ こ では、 マイ ク ロスマー ト の命令語について説明し ています。
マイ ク ロスマー ト の命令語にはシーケンス処理を行う 基本命令と、 転送、 比較、 論理演
算、 四則演算、 ビ ッ ト シフ ト などを行う演算命令があ り ます。 命令語の使用方法を十分
理解し た う えでユーザープログラムを作成し、 マイ ク ロスマー ト を有効に活用し て く だ
さい。

マイク ロスマートのユーザープログラムの入力および操作には、 専門の知識が必要です。
本書の内容やプログラムについて十分理解した うえで、 マイ クロスマート を有効に活用してくださ
い。
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基本命令
こ こ では、 マイ ク ロスマー ト の基本命令の一覧と機能を説明し ます。

■ 基本命令一覧

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁

LOD ロード a 接点で論理演算を開始 （中間結

果を一時保存後、 接点状態を読込）

○ 8-1 頁

LODN ロード ・ ノ ッ ト b 接点で論理演算を開始 （中間結

果を一時保存後、 接点状態を読込）

○ 8-1 頁

OUT アウ ト 論理演算結果を出力 ○ 8-3 頁

OUTN アウ ト ・ ノ ッ ト 論理演算結果を反転して出力 ○ 8-3 頁

SET セッ ト 出力、 内部リ レー、 データレジス
タビッ ト 、 シフ ト レジスタをセッ
ト

○ 8-5 頁

RST リ セッ ト 出力、 内部リ レー、 データレジス
タビッ ト 、 シフ ト レジスタを リ
セッ ト

○ 8-5 頁

AND アンド a 接点の直列接続 ○ 8-6 頁

ANDN アンド ・ ノ ッ ト b 接点の直列接続 ○ 8-6 頁

OR オア a 接点の並列接続 ○ 8-7 頁
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ORN オア ・ ノ ッ ト b 接点の並列接続 ○ 8-7 頁

AND ・ LOD アンド ・ ロード 回路と回路の直列接続 ○ 8-8 頁

OR ・ LOD オア ・ ロード 回路と回路の並列接続 ○ 8-9 頁

BPS ビッ ト ・ プッシュ 論理演算結果を一時待避 ○ 8-10 頁

BRD ビッ ト ・ リード 一時待避した論理演算結果の読み
出し

○ 8-10 頁

BPP ビッ ト ・ ポップ 一時待避した論理演算結果の復帰 ○ 8-10 頁

SOTU シ ョ ッ ト アップ 立上がり微分 － 8-11 頁

SOTD シ ョ ッ ト ダウン 立下がり微分 － 8-11 頁

TML 1 秒タイマ 1000ms （1 秒） の減算式タイマ － 8-12 頁

TIM 100 ミ リ秒タイマ 100ms の減算式タイマ － 8-12 頁

TMH 10 ミ リ秒タイマ 10ms の減算式タイマ － 8-12 頁

TMS 1 ミ リ秒タイマ 1ms の減算式タイマ － 8-12 頁

TMLO 1 秒オフディ レータイマ 1000ms （1 秒） の減算式オフディ

レータイマ

－ 8-17 頁

TIMO 100 ミ リ秒オフディ レータイ

マ

100ms の減算式オフディ レータイ

マ

－ 8-17 頁

TMHO 10 ミ リ秒オフディ レータイマ 10ms の減算式オフディ レータイマ － 8-17 頁

TMSO 1 ミ リ秒オフディ レータイマ 1ms の減算式オフディ レータイマ － 8-17 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
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CNT カウンタ 加算式カウンタ － 8-20 頁

CDP ク ロ ッ ク切換形可逆カウンタ － 8-20 頁

CUD ゲート切換形可逆カウンタ － 8-20 頁

CNTD ダブルワードカウンタ ダブルワード加算式カウンタ － 8-24 頁

CDPD ダブルワードカウンタ ダブルワード ク ロ ッ ク切換形可逆
カウンタ

－ 8-24 頁

CUDD ダブルワードカウンタ ダブルワードゲート切換形可逆カ
ウンタ

－ 8-24 頁

SFR 順方向シフ ト レジスタ － 8-29 頁

SFRN 逆方向シフ ト レジスタ － 8-29 頁

CC= カウンタ計数値の一致比較 ○ 8-33 頁

CC ≧ カウンタ計数値の大小比較 ○ 8-33 頁

DC= データレジスタ値の一致比較 ○ 8-36 頁

DC ≧ データレジスタ値の大小比較 ○ 8-36 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
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MCS マスタコン ト ロール開始 ○ 8-39 頁

MCR マスタコン ト ロール終了 ○ 8-39 頁

JMP 指定プログラム領域をジャンプ ○ 8-43 頁

JEND ジャンププログラム領域終了 ○ 8-43 頁

END プログラム終了 ○ 8-45 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
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演算命令
こ こ では、 マイ ク ロスマー ト の演算命令の一覧と機能を説明し ます。
詳細は FC5A マニュアル 　 応用編をご覧 く だ さい。 ( ユーザー通信命令を除 く )
イーサネ ッ ト  命令に関し ては FC5A マニュアル 　 Web サーバー PLC 編をご覧 く だ さい。

■ 演算命令一覧

記号 名称と シンボル 機能 割込プロ
グラム中

記載頁

NOP ノ ップ ノーオペレーシ ョ ン
（無処理）

○ －

MOV ムーブ （S1） → D1
データを直接転送します。

○ 応用編
2-1 頁

MOVN ムーブ ・ ノ ッ ト

データを反転して直接転送し
ます。

○ 応用編
2-4 頁

IMOV インダイレク ト ・ ムーブ （S1 ＋ （S2）） → D1 ＋ （D2）
データを間接転送します。

○ 応用編
2-5 頁

IMOVN インダイレク ト ・ ムーブ ・ ノ ッ ト

データを反転して間接転送し
ます。

○ 応用編
2-8 頁

IBMV インダイレク ト ・ ビッ ト ・ ムーブ データをビッ ト単位で間接転
送します。

○ 応用編
2-10 頁

IBMVN インダイレク ト ・ ビッ ト ・ ムー
ブ ・ ノ ッ ト

データをビッ ト単位で反転し
て、 間接転送します。

○ 応用編
2-10 頁

BMOV ブロ ッ ク ・ ムーブ データを一括転送します。 ○ 応用編
2-12 頁

NSET 数値一括設定 （S1） , （S2） , …, （Sn）
→ D1, D1 ＋ 1, …, D1 ＋ N-1
データを一括して転送します。

○ 応用編
2-13 頁

NRS 数値リ ピート設定 （S1）
→ D1, D1 ＋ 1, …, D1 ＋ N-1
データを繰り返し転送します。

○ 応用編
2-15 頁

XCHG エクスチェンジ D1 ⇔ D2
2 つの数値データを交換しま

す。

○ 応用編
2-17 頁

TCCST TIM/CNT 現在値ス ト ア （S1） → D1
TIM/CNT の計数値にデータを

転送します。

○ 応用編
2-19 頁

S1  D1

S1 S2 +  D1 D2 +
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CMP ＝ コンペア （＝） （S1） ＝ （S2） → D1 を ON
2 つのデータを比較して、 そ

の結果を出力します。

○ 応用編
3-1 頁

CMP ＜＞ コンペア （<>） （S1） <> （S2） → D1 を ON
2 つのデータを比較して、 そ

の結果を出力します。

○ 応用編
3-1 頁

CMP ＜ コンペア （＜） （S1） ＜ （S2） → D1 を ON
2 つのデータを比較して、 そ

の結果を出力します。

○ 応用編
3-1 頁

CMP ＞ コンペア （＞） （S1） ＞ （S2） → D1 を ON
2 つのデータを比較して、 そ

の結果を出力します。

○ 応用編
3-1 頁

CMP ＜＝ コンペア （≦） （S1） ≦ （S2） → D1 を ON
2 つのデータを比較して、 そ

の結果を出力します。

○ 応用編
3-1 頁

CMP ＞＝ コンペア （≧） （S1） ≧ （S2） → D1 を ON
2 つのデータを比較して、 そ

の結果を出力します。

○ 応用編
3-1 頁

ICMP ＞＝ 区間比較 3 つのデータを比較して、 そ

の結果を出力します。

○ 応用編
3-6 頁

LC= データ比較接点 （=） （S1） = （S2）
デバイス値の比較 （=） 結果を

ロード します。

○ 応用編
3-8 頁

LC<> データ比較接点 （<>） （S1） <> （S2）
デバイス値の比較 （<>） 結果

をロード します。

○ 応用編
3-8 頁

LC< データ比較接点 （<） （S1） < （S2）
デバイス値の比較 （<） 結果を

ロード します。

○ 応用編
3-8 頁

LC> データ比較接点 （>） （S1） > （S2）
デバイス値の比較 （>） 結果を

ロード します。

○ 応用編
3-8 頁

LC<= データ比較接点 （≦） （S1） ≦ （S2）
デバイス値の比較 （≦） 結果
をロード します。

○ 応用編
3-8 頁

LC>= データ比較接点 （≧） （S1） ≧ （S2）
デバイス値の比較 （≧） 結果
をロード します。

○ 応用編
3-8 頁

ADD アディシ ョ ン （S1） ＋ （S2） → CY と D1
2 つのデータを加算します。

○ 応用編
4-1 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
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SUB サブ ト ラ クシ ョ ン （S1） － （S2） → BW と D1
2 つのデータを減算します。

○ 応用編
4-3 頁

MUL マルチプリ ケーシ ョ ン （S1） × （S2） → D1,D ＋ 1
2 つのデータを乗算します。

○ 応用編
4-6 頁

DIV ディビジ ョ ン （S1） ÷ （S2） → D1, D1 ＋ 1
2 つのデータを除算します。

○ 応用編
4-9 頁

INC インク リ メ ン ト （S/D） ＋ 1 → S/D

指定したデータを＋ 1 します。

○ 応用編
4-18 頁

DEC デク リ メン ト （S/D） － 1 → S/D

指定したデータを -1 します。

○ 応用編
4-19 頁

ROOT ルート √ （S1） → D1
平方根

○ 応用編
4-20 頁

SUM サム 指定したデータの総計を算出
します。

○ 応用編
4-22 頁

RNDM ランダム 疑似乱数を発生させます。 ○ 応用編
4-26 頁

ANDW アンド ・ ワード （S1） ∧ （S2） → D1
2 つの 16 ビッ トデータを論理

積演算します。

○ 応用編
5-1 頁

ORW オア ・ ワード （S1） ∨ （S2） → D1
2 つの 16 ビッ トデータを論理

和演算します。

○ 応用編
5-1 頁

XORW イ クスクルーシブ ・ オア ・ ワード （S1） ∀ （S2） → D1
2 つの 16 ビッ トデータを排他

的論理和演算します。

○ 応用編
5-1 頁

SFTL シフ ト ・ レフ ト （CY） ← （S1）
データをビッ ト単位で左シフ
ト します。

○ 応用編
6-1 頁

SFTR シフ ト ・ ラ イ ト （S1） → （CY）

データをビッ ト単位で右シフ
ト します。

○ 応用編
6-1 頁

BCDLS BCD レフ ト シフ ト BCD 桁を左にシフ ト します。 ○ 応用編
6-3 頁

WSFT ワードシフ ト 指定した範囲のデータをシフ
ト させます。

○ 応用編
6-4 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
7-7
章

第
7
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編
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ROTL ローテート ・ レフ ト

データをビッ ト単位で左ロー
テート します。

○ 応用編
6-5 頁

ROTR ローテート ・ ラ イ ト

データをビッ ト単位で右ロー
テート します。

○ 応用編
6-5 頁

HTOB Hex ・ to ・ BCD （S1） → D1
バイナリ to BCD 変換

○ 応用編
7-1 頁

BTOH BCD ・ to ・ Hex （S1） → D1
BCD to Hex 変換

○ 応用編
7-3 頁

HTOA Hex ・ to ・ アスキー （S1） → D1, D1 ＋ 1, D1 ＋ 2, 
D1 ＋ 3, D1 ＋ 4
Hex to アスキー変換

○ 応用編
7-5 頁

ATOH アスキー ・ to ・ Hex （S1） （S1 ＋ 1） （S1 ＋ 2） （S1
＋ 3） → D1
アスキー to Hex 変換

○ 応用編
7-7 頁

BTOA BCD ・ to ・ アスキー （S1） → D1, D1 ＋ 1, D1 ＋ 2, 
D1 ＋ 3, D1 ＋ 4
Hex → BCD to アスキー変換

○ 応用編
7-9 頁

ATOB アスキー ・ to ・ BCD （S1） （S1 ＋ 1） （S1 ＋ 2） （S1
＋ 3） → D1
アスキー to BCD 変換

○ 応用編
7-12 頁

ENCO N ビッ ト→ N 番号変換 ON しているビッ トの番号を

セッ ト します。

○ 応用編
7-15 頁

DECO N 番号→ N ビッ ト変換 N 番号のビッ ト を ON します。 ○ 応用編
7-15 頁

BCNT ON ビッ ト計数 チェッ ク範囲の ON ビッ ト数

を計数します。

○ 応用編
7-17 頁

ALT オルタネイ ト出力 SOTU ・ SOTD 命令と組み合せ

て使用するこ とで、 入力の
エッジを検出し、 出力の ON/
OFF を切り替えます。

○ 応用編
7-18 頁

CVDT コンパート ・ データタイプ （S1） → D1
データタイプを変換後、 転送
します。

○ 応用編
7-19 頁

DTDV データ分割 （S1） → D1, D1 ＋ 1

データを分割し、 転送します。

○ 応用編
7-21 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編
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DTCB データ合成 （S1, S1 ＋ 1） → D1

データを合成し、 転送します。

○ 応用編
7-22 頁

SWAP スワ ップ S1 の上位データ と下位データ

を入れ替えて D1 に転送しま

す。

○ 応用編
7-23 頁

WKTBL ウ ィークテーブル 指定した月日を特別指定日に
設定します。

－ 応用編
8-1 頁

WKTIM カレンダタイマ比較 設定した曜日と開始時刻、 終
了時刻を現在の時刻と比較し
てその結果を出力します。

－ 応用編
8-2 頁

DISP ディ スプレイ 指定したデータを 7 セグメン

ト表示器に表示出力します。

－ 応用編
9-1 頁

DGRD デジタルリード デジタルスイ ッチの設定値を
指定したデバイスにセッ ト し
ます。

－ 応用編
9-3 頁

TXD ユーザー通信送信命令 通信ポートに接続された機器
へ指定したデータタイプに変
換してデータを送信します。

－ 10-1 頁

RXD ユーザー通信受信命令 通信ポートに接続された機器
からデータを受信し、 指定し
たデータタイプに変換して
データレジスタに格納します。

－ 10-11 頁

LABEL ラベル ラベルを指定します。 ○ 応用編
10-1 頁

LJMP ラベルジャンプ ラベルのあるアドレスへジャ
ンプします。

○ 応用編
10-1 頁

LCAL ラベルコール ラベルのあるアドレスをコー
ルします。

○ 応用編
10-2 頁

LRET ラベルリ ターン ラベルコール命令で呼び出さ
れたアドレスへリ ターンしま
す。

○ 応用編
10-3 頁

DJNZ デク リ メン ト ・ ノン ・ ゼロジャン
プ

指定したデバイスの内容を -1
して、 ゼロでなければ、 ラベ
ルのあるアドレスへジャンプ
します。

○ 応用編
10-7 頁

IOREF 入出力リ フレッシュ 新の入出力データを リ フ
レッシュします。

○ 応用編
11-1 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
7-9
章

第
7
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HSCRF 高速カウンタ リ フレッシュ 新の計数値を リ フレッシュ
します。

○ 応用編
11-3 頁

FRQRF 周波数リ フレッシュ 新の周波数計数値を リ フ
レッシュします。

○ 応用編
11-4 頁

COMRF 通信リ フレッシュ ユーザープログラム処理中に、
全ての増設通信ポートに対し
て受信データの読み出しおよ
び、 送信データの書き込みを
実行します。

－ 応用編
11-5 頁

DI 割込禁止 割込入力や内部タイマ割込に
対して禁止するユーザー割込
を指定します。

－ 応用編
12-1 頁

EI 割込許可 割込入力や内部タイマ割込に
対して許可するユーザー割込
を指定します。

－ 応用編
12-1 頁

XYFS X-Y 変換フォーマッ ト X-Y 変換フォーマッ ト － 応用編
13-1 頁

CVXTY X → Y 変換 X → Y 変換命令 － 応用編
13-3 頁

CVYTX Y → X 変換 Y → X 変換命令 － 応用編
13-3 頁

AVRG アベレージ 数値データ平均化 － 応用編
14-1 頁

PULS1 パルス出力 1 Y0 から指定した周波数のパル

スを出力します。

－ 応用編
15-1 頁

PULS2 パルス出力 2 Y1 から指定した周波数のパル

スを出力します。

－ 応用編
15-1 頁

PULS3 パルス出力 3 Y2 から指定した周波数のパル

スを出力します。

－ 応用編
15-1 頁

PWM1 パルス幅変調 1 Y0 からデューティ比可変のパ

ルスを出力します。

－ 応用編
15-6 頁

PWM2 パルス幅変調 2 Y1 からデューティ比可変のパ

ルスを出力します。

－ 応用編
15-6 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編
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PWM3 パルス幅変調 3 Y2 からデューティ比可変のパ

ルスを出力します。

－ 応用編
15-6 頁

RAMP1 台形制御 1 加減速機能付きのパルスを出
力します。 （出力は Y0, Y1）

－ 応用編
15-11 頁

RAMP2 台形制御 2 加減速機能付きのパルスを出
力します。 （出力は Y2）

－ 応用編
15-11 頁

ZRN1 原点復帰命令 1 機械原点復帰動作を行います。
（出力は Y0）

－ 応用編
15-23 頁

ZRN2 原点復帰命令 2 機械原点復帰動作を行います。
（出力は Y1）

－ 応用編
15-23 頁

ZRN3 原点復帰命令 3 機械原点復帰動作を行います。
（出力は Y2）

－ 応用編
15-23 頁

PID PID 命令 オートチューニングや PID 制

御をします。

－ 応用編
16-1 頁

DTML ON/OFF 時間設定タイマ 1000ms （1 秒） 単位の ON/
OFF 時間設定タイマです。

－ 応用編
17-1 頁

DTIM ON/OFF 時間設定タイマ 100ms 単位の ON/OFF 時間設

定タイマです。

－ 応用編
17-1 頁

DTMH ON/OFF 時間設定タイマ 10ms 単位の ON/OFF 時間設定

タイマです。

－ 応用編
17-1 頁

DTMS ON/OFF 時間設定タイマ 1ms 単位の ON/OFF 時間設定

タイマです。

－ 応用編
17-1 頁

TTIM ティーチングタイマ 入力の ON 時間を測定します。 － 応用編
17-4 頁

RUNA ランアクセス プログラム RUN 時に増設モ

ジュールに対し読出し、 書込
みを行います。

－ 応用編
18-1 頁

STPA ス ト ップアクセス プログラム STOP 時に増設モ

ジュールに対し読出し、 書込
みを行います。

－ 応用編
18-1 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
7-11
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RAD ラジアン変換 S1 → D1
度→ラジアン変換

○ 応用編
19-1 頁

DEG 度変換 S1 → D1
ラジアン→度変換

○ 応用編
19-2 頁

SIN 正弦 SIN （S1） → D1
正弦

○ 応用編
19-3 頁

COS 余弦 COS （S1） → D1
余弦

○ 応用編
19-4 頁

TAN 正接 TAN （S1） → D1
正接

○ 応用編
19-5 頁

ASIN 逆正弦 SIN-1 （S1） → D1
逆正弦

○ 応用編
19-6 頁

ACOS 逆余弦 COS-1 （S1） → D1
逆余弦

○ 応用編
19-7 頁

ATAN 逆正接 TAN-1 （S1） → D1
逆正接

○ 応用編
19-8 頁

LOGE 自然対数 LOGe （S1） → D1

自然対数

○ 応用編
20-1 頁

LOG10 常用対数 LOG10 （S1） → D1

常用対数

○ 応用編
20-2 頁

EXP 指数関数 eS1 → D1
指数関数

○ 応用編
20-3 頁

POW 累乗 S1S2 → D1

累乗 （Xy ： X の y 乗を計算す

る。）

○ 応用編
20-4 頁

FIFOF FIFO フォーマッ ト FIFOÐ データファ イルに格納

するデータのフォーマッ ト を
作成します。

－ 応用編
21-1 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
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FIEX FI 動作 FIFOÐ データファ イルにレ

コードデータを格納します。

○ 応用編
21-3 頁

FOEX FO 動作 FIFOÐ データファ イルにレ

コードデータを取り出します。

○ 応用編
21-4 頁

NDSRC データ検索 データレジスタに格納された
値全体を検索するのに使用さ
れます。

－ 応用編
21-6 頁

TADD 時計データ加算 （S1） ＋ （S2） → D1

2 つの時間データを加算しま

す。

○ 応用編
22-1 頁

TSUB 時計データ減算 （S1） － （S2） → D1

2 つの時間データを減算しま

す。

○ 応用編
22-5 頁

HOUR アワー 入力接点の ON 時間を計測し、

設定値と比較します。

－ 応用編
22-9 頁

HTOS 秒変換 「時、 分、 秒」 単位のデータを
「秒」 単位のデータに変換しま
す。

○ 応用編
22-11 頁

STOH 時 ・ 分 ・ 秒変換 「秒」 単位のデータを 「時、
分、 秒」 単位のデータに変換
します。

○ 応用編
22-12 頁

EMAIL E メール送信 S1 に指定された E メールを

SMTP サーバーに送信します。

－ Web 編

10-1 項

PING Ping 送信 S1 に指定された リモート ホス

トに対して Ping を実行しま

す。

－ Web 編

11-1 項

ETXD イーサネッ ト  ユーザー通信

送信命令

ネッ ト ワーク上に接続された
リモート ホス トへ指定した
データタイプに変換してデー
タを送信します。

－ Web 編

8-1 項

ERXD イーサネッ ト  ユーザー通信

受信命令

ネッ ト ワーク上に接続された
リモート ホス トからデータを
受信し、 指定したデータタイ
プに変換してデータレジスタ
に格納します。

－ Web 編

8-1 項

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
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■ 使用可能機種 / 処理単位一覧

命令語

処理単位 使用可能機種

ワー ド
Word

イ ンテ
ジ ャ

Integer

ダブル
ワー ド
Double
Word

ロング
Long

フ ロー
ト

Float

FC5A-

C10R2
C10R2C
C10R2D
C16R2

C16R2C
C16R2D

C24R2
C24R2C
C24R2D

D16RK1
D16RS1

D32K3
D32S3

D12K1E
D12S1E

無処理
命令

NOP － － － － － ○ ○ ○ ○

転送命令 MOV ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

MOVN ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

IMOV ○ － ○ － ○ ○ ○ ○ ○

IMOVN ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

IBMV （N） ○ － － － － ○ ○ ○ ○

BMOV ○ － － － － ○ ○ ○ ○

NSET ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NRS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

XCHG ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

TCCST ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

データ
比較命令

CMP ＝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CMP ＜＞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CMP ＜ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CMP ＞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CMP ＜＝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CMP ＞＝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ICMP ＞＝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LC= ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LC<> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LC< ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LC> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LC<= ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LC>= ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

算術演算
命令

ADD ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SUB ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

MUL ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

DIV ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

INC ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

DEC ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

ROOT ○ － ○ － ○ ○ ○ ○ ○

SUM
（ADD）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SUM
（XOR）

○ － － － － ○ ○ ○ ○

RNDM ○ － － － － ○ ○ ○ ○

論理演算
命令

ANDW ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

ORW ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

XORW ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○
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シフ ト
命令

SFTL － － － － － ○ ○ ○ ○

SFTR － － － － － ○ ○ ○ ○

BCDLS － － ○ － － ○ ○ ○ ○

WSFT ○ － － － － ○ ○ ○ ○

ROTL ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

ROTR ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

データ
変換命令

HTOB ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

BTOH ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

HTOA ○ － － － － ○ ○ ○ ○

ATOH ○ － － － － ○ ○ ○ ○

BTOA ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

ATOB ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

ENCO － － － － － ○ ○ ○ ○

DECO － － － － － ○ ○ ○ ○

BCNT － － － － － ○ ○ ○ ○

ALT － － － － － ○ ○ ○ ○

CVDT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

DTDV ○ － － － － ○ ○ ○ ○

DTCB ○ － － － － ○ ○ ○ ○

SWAP ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

時計比較
命令

WKTBL － － － － － ○ ○ ○ ○

WKTIM － － － － － ○ ○ ○ ○

表示命令 DISP － － － － － ○ ○ ○ ○

DGRD － － － － － ○ ○ ○ ○

ユーザー
通信命令

TXD1 － － － － － ○ ○ ○ ○＊ 1

TXD2 － － － － － ○ ○ ○ ○

TXD3 － － － － － － ○＊ 2 ○ ○

TXD4 － － － － － － ○＊ 2 ○ ○

TXD5 － － － － － － ○＊ 2 ○ ○

TXD6 － － － － － － － ○ ○

TXD7 － － － － － － － ○ ○

RXD1 － － － － － ○ ○ ○ ○＊ 1

RXD2 － － － － － ○ ○ ○ ○

RXD3 － － － － － － ○＊ 2 ○ ○

RXD4 － － － － － － ○＊ 2 ○ ○

RXD5 － － － － － － ○＊ 2 ○ ○

RXD6 － － － － － － － ○ ○

RXD7 － － － － － － － ○ ○

分岐命令 LABEL － － － － － ○ ○ ○ ○

LJMP － － － － － ○ ○ ○ ○

LCAL － － － － － ○ ○ ○ ○

LRET － － － － － ○ ○ ○ ○

DJNZ － － － － － ○ ○ ○ ○

命令語

処理単位 使用可能機種

ワー ド
Word

イ ンテ
ジャ

Integer

ダブル
ワー ド
Double
Word

ロング
Long

フ ロー
ト

Float

FC5A-

C10R2
C10R2C
C10R2D
C16R2

C16R2C
C16R2D

C24R2
C24R2C
C24R2D

D16RK1
D16RS1

D32K3
D32S3

D12K1E
D12S1E
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7-16
リ フレッ
シュ命令

IOREF － － － － － ○ ○ ○ ○

HSCRF － － － － － ○ ○ ○ ○

FRQRF － － － － － ○ ○ ○ ○

COMRF － － － － － － ○＊ 2 ○ ○

割込制御
命令

DI － － － － － ○ ○ ○ ○

EI － － － － － ○ ○ ○ ○

XY 変換命

令

XYFS ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○

CVXTY ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○

CVYTX ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○

アベレー
ジ命令

AVRG ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

パルス
出力命令

PULS1 － － － － － － － ○ ○

PULS2 － － － － － － － ○ ○

PULS3 － － － － － － － － ○

PWM1 － － － － － － － ○ ○

PWM2 － － － － － － － ○ ○

PWM3 － － － － － － － － ○

RAMP1 － － － － － － － ○ ○

RAMP2 － － － － － － － － ○

ZRN1 － － － － － － － ○ ○

ZRN2 － － － － － － － ○ ○

ZRN3 － － － － － － － － ○

PID 命令 PID ○ ○ － － － － ○ ○ ○

特殊タイ
マ命令

DTML － － － － － ○ ○ ○ ○

DTIM － － － － － ○ ○ ○ ○

DTMH － － － － － ○ ○ ○ ○

DTMS － － － － － ○ ○ ○ ○

TTIM － － － － － ○ ○ ○ ○

機能モ
ジュール
アクセス
命令

RUNA ○ ○ － － － － ○＊ 2 ○ ○

STPA ○ ○ － － － － ○＊ 2 ○ ○

三角関数
命令

RAD － － － － ○ ○ ○ ○ ○

DEG － － － － ○ ○ ○ ○ ○

SIN － － － － ○ ○ ○ ○ ○

COS － － － － ○ ○ ○ ○ ○

TAN － － － － ○ ○ ○ ○ ○

ASIN － － － － ○ ○ ○ ○ ○

ACOS － － － － ○ ○ ○ ○ ○

ATAN － － － － ○ ○ ○ ○ ○

指数関数
命令
対数関数
命令

LOGE － － － － ○ ○ ○ ○ ○

LOG10 － － － － ○ ○ ○ ○ ○

EXP － － － － ○ ○ ○ ○ ○

POW － － － － ○ ○ ○ ○ ○

命令語

処理単位 使用可能機種

ワー ド
Word

イ ンテ
ジ ャ

Integer

ダブル
ワー ド
Double
Word

ロング
Long

フ ロー
ト

Float

FC5A-

C10R2
C10R2C
C10R2D
C16R2

C16R2C
C16R2D

C24R2
C24R2C
C24R2D

D16RK1
D16RS1

D32K3
D32S3

D12K1E
D12S1E
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ファイル
処理命令

FIFOF ○ － － － － ○ ○ ○ ○

FIEX ○ － － － － ○ ○ ○ ○

FOEX ○ － － － － ○ ○ ○ ○

NDSRC ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

時計命令 TADD － － － － － ○ ○ ○ ○

TSUB － － － － － ○ ○ ○ ○

HOUR － － － － － ○ ○ ○ ○

HTOS － － － － － ○ ○ ○ ○

STOH － － － － － ○ ○ ○ ○

イーサ
ネッ ト
命令

EMAIL － － － － － － － － ○＊ 3

PING － － － － － － － － ○＊ 3

ETXD － － － － － － － － ○＊ 3

ERXD － － － － － － － － ○＊ 3

＊ 1 TXD1, RXD1 は FC5A-D12X1E では使用できません。

＊ 2 FC5A-C24R2D では増設モジュールを使用するこ とはできません。

＊ 3 イーサネッ ト命令は FC5A-D12x1E のみで使用できます。

命令語

処理単位 使用可能機種

ワー ド
Word

イ ンテ
ジャ

Integer

ダブル
ワー ド
Double
Word

ロング
Long

フ ロー
ト

Float

FC5A-

C10R2
C10R2C
C10R2D
C16R2

C16R2C
C16R2D

C24R2
C24R2C
C24R2D

D16RK1
D16RS1

D32K3
D32S3

D12K1E
D12S1E
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第
8
章

こ こ では、 マイ ク ロスマー ト の基本命令を説明し ます。

基本命令はシーケンス制御を行う命令で、 すべての CPU モジュールで使用できます。
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LOD （ロー ド）
通常開接点 （a 接点） で論理演算を開始し ます。

LODN （ロー ド ・ ノ ッ ト ）
通常閉接点 （b 接点） で論理演算を開始し ます。

●プログラム例

ラダー図

動作説明

タ イムチャー ト

命令について

① LOD 入力 X0 の状態を Y0 に出力します。

② LODN 入力 X0 の状態を反転して、 Y1 に出力します。

対象デバイス

命令 X Y M T C R D

LOD ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 1

＊ 1 データレジスタ内の 1 ビッ トが指定できます。 データレジスタ番号とビッ ト位置の間には “.” を入れま
す。

LODN ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 1

・ LOD, LODN 命令は、 母線から始まるデバイスに使用します。

・ LOD, LODN 命令は、 連続して 8 回まで使用できます。
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8-2
基本的な リ レー回路例

基本的な リ レー回路を説明します。 回路を作成するためのラダー図、 ニーモニッ ク リ ス トは以下の
様になり ます。

ラダー図
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OUT （アウ ト ）
直前までの論理演算結果を指定のデバイスに出力し ます。

OUTN （アウ ト ・ ノ ッ ト ）
直前までの論理演算結果を反転し て指定のデバイスに出力し ます。

●プログラム例

ラダー図

動作説明

タ イムチャー ト

OUT 命令の接続について

OUT, OUTN 命令は右母線に直接接続した状態で使用できます。

OUT, OUTN 命令や SET, RST 命令を直列に接続した場合、 ラダー→ニーモニッ ク変換時にエラーと

なり ます。

① OUT 力 X0 の状態を Y0 に出力します。

② OUTN 入力 X0 の状態を反転して、 Y1 に出力します。

対象デバイス

命令 X Y M T C R D

OUT － ○ ○ － － － ＊ 1

＊ 1 データレジスタ内の 1 ビッ トが指定できます。 データレジスタ番号とビッ ト位置の間には “.” を入れま
す。

OUTN － ○ ○ － － － ＊ 1
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8-4
連続し た OUT 命令のプログラムについて

OUT, OUTN 命令はユーザープログラム上で連続して使用できます。

連続する数に制限はあ り ません。

OUT 命令の重複設定 （ダブルプログラム） について

ユーザープログラムを切換えて使用する場合などに、 同一出力番号を重複指定できます。
ただし、 重複指定した出力は、 END 命令に も近い出力の状態が優先されます。 下図のユーザープ

ログラムでは、 出力は OFF になり ます。
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SET （セ ッ ト ）
実行条件が ON になった と き、 指定のデバイスを ON にし ます。

RST （リ セ ッ ト ）
実行条件が ON になった と き、 指定のデバイスを OFF し ます。

●プログラム例

ラダー図

動作説明

タ イムチャー ト

SET, RST 命令の直列接続について

SET, RST 命令は右母線に直接接続した状態

で使用できます。
OUT, OUTN, SET, RST 命令を直列に接続し

た場合、 ラダー→ニーモニッ ク変換時にエ
ラーとなり ます。

SET, RST 命令の重複使用について

SET, RST 命令のデバイス と して、 同一の出力を重複して使用できます。

SET, RST 命令の内部動作について

SET, RST 命令は、 入力信号が ON の場合、 スキャンごとに実行します。

① SET 入力 X0 が ON した場合、 出力 Y0 を ON にします。

② RST 入力 X1 が ON した場合、 出力 Y0 を OFF にします。

対象デバイス

命令 X Y M T C R D

SET － ○ ○ － － ○ ＊ 1

＊ 1 データレジスタ内の 1 ビッ トが指定できます。 データレジスタ番号とビッ ト位置の間には “.” を入れま
す。

RST － ○ ○ － － ○ ＊ 1
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8-6
AND （アン ド）
通常開接点 （a 接点） を直列接続し ます。

ANDN （アン ド ・ ノ ッ ト ）
通常閉接点 （b 接点） を直列接続し ます。

●プログラム例

ラダー図

動作説明

タ イムチャー ト

① AND 入力 X0, X1 がと もに ON の場合、 出力 Y0 が ON します。

入力 X0, X1 のどちらか一方でも OFF の場合、 出力 Y0 は OFF します。

② ANDN 入力 X0 が ON かつ X1 が OFF の場合、 出力 Y1 が ON します。

入力 X0 が OFF または X1 が ON の場合、 出力 Y1 は OFF します。

対象デバイス

命令 X Y M T C R D

AND ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 1

＊ 1 データレジスタ内の 1 ビッ トが指定できます。 データレジスタ番号とビッ ト位置の間には “.” を入れま
す。

ANDN ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 1
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OR （オア）
通常開接点 （a 接点） を並列接続し ます。

ORN （オア ・ ノ ッ ト ）
通常閉接点 （b 接点） を並列接続し ます。

●プログラム例

ラダー図

動作説明

タ イムチャー ト

① OR 入力 X0, X1 のいずれかが ON の場合、 出力 Y0 が ON します。

入力 X0, X1 がと もに OFF の場合、 出力 Y0 は OFF します。

② ORN 入力 X0 が ON または X1 が OFF の場合、 出力 Y1 が ON します。

入力 X0 が OFF かつ X1 が ON の場合、 出力 Y1 は OFF します。

対象デバイス

命令 X Y M T C R D

OR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 1

＊ 1 データレジスタ内の 1 ビッ トが指定できます。 データレジスタ番号とビッ ト位置の間には “.” を入れま
す

ORN ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 1
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8-8
AND ・ LOD （アン ド ・ ロー ド）
LOD 命令で始まる回路と回路を直列で接続し ます。

●プログラム例

ラダー図

動作説明

タ イムチャー ト

アン ド ・ ロー ド命令について

WindLDR を使ってユーザープログラムを作成しますので、 作成時には特に意識する必要はあ り ま

せん。

① AND ・ LOD X0 が ON し、 かつ X2, X3 のいずれかが ON とい う条件が成立した場合、 出力 Y0
が ON します。 その条件が不成立の場合、 出力 Y0 は OFF します。
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OR ・ LOD （オア ・ ロー ド）
LOD 命令で始まる回路と回路を並列で接続し ます。

●プログラム例

ラダー図

動作説明

タ イムチャー ト

オア ・ ロー ド命令について

WindLDR を使ってユーザープログラムを作成しますので、 作成時には特に意識する必要はあ り ま

せん。

① OR ・ LOD X0, X1 が共に ON、 または X2, X3 が共に ON とい う条件が成立した場合、 出力 Y0 が

ON します。 その条件が不成立の場合、 出力 Y0 は OFF します。
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8-10
BPS （ビ ッ ト プ ッ シュ）
論理演算結果を一時待避し ます。

BRD （ビ ッ ト リー ド）
一時待避し た論理演算結果を読み出し ます。

BPP （ビ ッ ト ポ ッ プ）
一時待避し た論理演算結果を復帰させます。

●プログラム例

ラダー図

動作説明

タ イムチャー ト

ビ ッ ト プ ッ シュ、 ビ ッ ト リー ド、 ビ ッ ト ポ ッ プ命令について

WindLDR を使ってユーザープログラムを作成しますので、 作成時には特に意識する必要はあ り ま

せん。

① BPS 入力 X0 が ON かつ X1 が ON の場合、 出力 Y1 を ON します。

② BRD 入力 X0 が ON かつ X2 が ON の場合、 出力 Y2 を ON します。

③ BPP 入力 X0 が ON かつ X3 が ON の場合、 出力 Y3 を ON します。
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 8 章 基本命令
第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8

SOTU （シ ョ ッ ト ア ッ プ）
入力信号の立ち上がり時に、 1 スキャ ン タ イムのみ出力を ON し ます。 （立ち上がり微分）

SOTD （シ ョ ッ ト ダウン）
入力信号の立ち下がり時に、 1 スキャ ン タ イムのみ出力を ON し ます。 （立ち下がり微分）

●プログラム例

ラダー図

動作説明

タ イムチャー ト

SOTU, SOTD 命令は、 合せて 3072 回まで使用できます。

入力信号が ON した状態で運転 （RUN） した場合は、 SOTU 出力しません

SOTU/SOTD 命令の禁止事項

SOTU/SOTD 命令のプログラ ミ ングにおける禁止事項があ り ます。 詳細は 「本章　 ラダープログラ

ミ ングの禁止事項」 （8-45 頁） を参照して ください。

① SOTU 入力 X0 が OFF から ON になった場合、 出力 Y0 を 1 スキャンタイムのみ ON します。

② SOTD 入力 X0 が ON から OFF になった場合、 出力 Y1 を 1 スキャンタイムのみ ON します。
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8-12
TML （1 秒タ イマ）
1,000ms （1 秒） の減算式タ イマです。

TIM （100 ミ リ秒タ イマ）
100ms の減算式タ イマです。

TMH （10 ミ リ秒タ イマ）
10ms の減算式タ イマです。

TMS （1 ミ リ秒タ イマ）
1ms の減算式タ イマです。

●プログラム例

ラダー図
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動作説明

タ イムチャー ト

同一番号の重複

タイマは同一番号を重複して使用はできません。

タ イマの番号について

タイマの番号は T0 ～ T255 が使用できます。

① TML 入力 X0 が OFF の場合、 設定値を計数値にセッ ト します。

入力 X0 が ON した場合から 4 秒後に T0 を ON します。

② TIM 入力 X0 が OFF の場合に設定値を計数値にセッ ト します。

入力 X0 が ON した時点から、 2 秒後に T1 を ON します。

③ TMH 入力 X0 が OFF の場合に設定値を計数値にセッ ト します。

入力 X0 が ON した時点から、 1 秒後に T2 を ON します。

④ TMS 入力 X0 が OFF の場合に設定値を計数値にセッ ト します。

入力 X0 が ON した時点から、 0.5 秒後に T3 を ON します。
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8-14
タ イマの設定値について

設定値には、 定数または間接指定 （データレジスタ） が使用できます。
定数の場合は、 0 ～ 65,535 の範囲で設定します。

間接指定の場合は、 値を格納しているデータレジスタ番号で設定し、 データレジスタの内容は 0 ～

65,535 の範囲で設定します。

タ イマベース （1 秒 , 100ms, 10ms, 1ms） について

タイマには、 指定したタイマベース と同程度の進み誤差 （8-15 頁参照） があるため、 システムに

よってはその誤差が問題となる場合があ り ます。 タイマベースは、 なるべく、 小さいものをご使用
ください。
例えば、 1 秒タイマを作る場合、 タイマベースを 1 ｓ で、 設定値を 1 にした場合、 進み誤差の影響

によ り、 場合によっては、 タイマ起動直後に即タイムアップする場合があ り ます。 このよ うな場
合、 タイマベースに 1ms、 設定値を 1000 とするこ とで、 進み誤差を 1ms 以内に抑えるこ とができ、

正確な 1 秒タイマを作るこ とができます。

タ イマ命令の動作について

命令語タイマ命令の直前までの演算結果 （タイマの入力） が ON の場合、 計数を開始し、 計数値を

減算していきます。 計数値が 0 になった場合、 このタイマはタイムアップし、 ON になり ます。

タイマ入力が OFF の場合、 設定値を計数値にセッ ト します。

タイムアップ後、 タイマ入力が OFF になるまで計数値は 「0」 を保持します。

タ イマ設定値の変更について

計数中のタイマの設定値を変更しても、 タイマの入力が OFF になるまではそのままで、 次回のタイ

マ入力時に変更されます。 設定値を 「0」 にした場合は、 すぐにタイムアップします。

タ イマ命令のプログラムについて

タイマ命令の後に OUT, OUTN, SET, RST, TML, TIM, TMH, TMS 命令がプログラムできます。

タイマのタイムアップ出力が各命令の入力条件とな り ます。

タイマ命令のプログラ ミ ングにおける禁止事項があ り ます。 詳細は 「本章　 ラダープログラ ミ ング
の禁止事項」 （8-45 頁） を参照してください。

演算デバイスにタ イマを指定し た場合

演算命令の演算デバイスにタイマを指定した場合、 ソースデバイスは計数値、 デスティネーシ ョ ン
デバイスは設定値とな り ます。 詳細は、 「応用編　第 1 章　演算デバイスにタイマ / カウンタを指定

した場合」 （1-22 頁） を参照して ください。

タ イマの設定値の確定

通信などでタイマの設定値を変更する と、 RAM 上にある設定値は変更されますが、 ROM に保存さ

れているユーザープログラムには反映されません。

変更した設定値を ROM のユーザープログラムに反映させるには、 ［オンライン］ タブの ［モニタ］

で ［モニタ］ から ［モニタ開始］ をク リ ッ ク します。 続いて ［オンライン］ タブの ［PLC 本体］ で

命令語 設定値

TML 0 ～ 65535 秒

TIM 0 ～ 6553.5 秒

TMH 0 ～ 655.35 秒

TMS 0 ～ 65.535 秒
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［ステータス］ をク リ ッ ク してダイアログボッ クスを表示し、 「タイマ / カウンタ設定値変更状態」

の ［確定］ ボタンをク リ ッ ク します。

一度設定値を確定する と、 ク リ アしても元の設定値に戻すこ とはできません。

また、 HMI モジュールから設定値を確定するこ とができます。 HMI モジュールの操作については

「第 5 章　HMI モジュール機能」 （5-63 頁） を参照してください。

タ イマ誤差についての詳細

ソフ ト ウェア要因によるタイマの誤差は、 タイマ入力誤差、 タイマ計数誤差およびタイムアップ出
力誤差の 3 種類に分けられます。 これらの誤差は一定ではなく、 プログラムやその他の要因によっ

て幅があ り ます。

タ イマ入力誤差

入力の状態は END 処理で取り込まれ、 入力メモ リに格納されます。 このため、 タイマ入力が OFF
から ON になった場合のスキャン状態によ り誤差が生じます。 ただし、 通常入力 / キャ ッチ入力に

かかわらず同じ誤差となり ます。

タ イマ計数誤差

タイマ命令は独立した非同期の 16 ビッ ト タイマを基準に計数を行います。 このため、 タイマ命令

実行時の 16 ビッ ト タイマ （非同期） の状態によ り誤差が生じます。

誤差 定義

Tie 入力が OFF から ON に変わった場合から END 処理までの時間

Tet END 処理からタイマ命令実行までの時間

入力が END 処理の直前で ON に変わった場合

は、 Tie ≒ 0 になり ます。 この場合、 タイマ入

力誤差は、 Tet （遅れ） のみになり、 小とな

り ます。

入力が END 処理の直後で ON に変わった場合に、 Tie
≒ 1 スキャンタイムにな り ます。 この場合、 タイマ入

力誤差は、 Tie+Tet ≒ 1 スキャンタイム +Tet （遅れ）

で、 大にな り ます。

TML
（1 秒タ イマ）

TIM
（100 ミ リ秒タ イマ）

TMH
（10 ミ リ秒タ イマ）

TMS
（1 ミ リ秒タ イマ）

大
進み誤差 1000ms 100ms 10ms 1ms

遅れ誤差 1 スキャンタイム 1 スキャンタイム 1 スキャンタイム 1 スキャンタイム
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第 8 章 基本命令

8-16
タ イマア ッ プ出力誤差

出力メモ リの状態は END 処理で出力されます。

このため、 タイムアップ出力が OFF から ON になった場合のスキャン状態によ り誤差が生じます。

タイムアップ出力誤差 =Tte （遅れ） で Tte の範囲は 0<Tte<1 スキャンタイムです。

停電記憶型タ イマの作り方

通常のタイマは、 すべて停電記憶しません。

ただし、 1 秒タイマ、 100ms タイマ、 10ms タイマは、 特殊内部リ レー M8121 （1 秒クロ ッ ク）、

M8122 （100ms ク ロ ッ ク） または、 M8123 （10ms ク ロ ッ ク） と CNT 命令を使用して、 停電記憶形

タイマを構成できます。

この場合使用する CNT 命令 （CNT C2） は、 キープ指定で計数値の保持を設定してください。

「第 5 章　キープ指定」 （5-8 頁） 参照

誤差 定義

Tie タイマ命令から END 処理までの時間。

誤差一覧表

タ イマ入力誤差 タ イマ計数誤差 タ イムア ッ プ
出力誤差

総合誤差計算式

小 進み誤差 ＊ 1

＊ 1 タイマ入力、 タイムアップ出力の進み誤差は存在しません。

0 ＊ 1 0

遅れ誤差 Tet ＋ Tie 0 Tte 0

大 進み誤差 ＊ 1 タイマベース ＊ 1 タイマベース
－ （Tte ＋ Tet）

遅れ誤差 1S.T ＋ Tet 1S.T 1S.T 2S.T ＋ （Tte ＋ Tet）

S.T ： スキャンタイム、 Tet ＋ Tte ＝ 1S.T

タイマベース ： タイマ命令の計時分解能力 （1ms/10ms/100ms/1 秒）

進み誤差の 大は、 タイマベース－ 1S.T になり ます。

遅れ誤差の 大は、 3S.T になり ます。

タイマ入力誤差と タイムアップ出力誤差には、 ハード ウェア要因による入力応答 （遅れ） 時間および出
力応答 （遅れ） 時間は含みません。
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TMLO （1 秒オフデ ィ レータ イマ）
1000ms （1 秒） の減算式オフデ ィ レータ イマです。

TIMO （100 ミ リ秒オフデ ィ レータ イマ）
100ms の減算式オフデ ィ レータ イマです。

TMHO （10 ミ リ秒オフデ ィ レータ イマ）
10ms の減算式オフデ ィ レータ イマです。

TMSO （1 ミ リ秒オフデ ィ レータ イマ）
1ms の減算式オフデ ィ レータ イマです。

オフディ レータイマ命令 （TMLO/ TIMO/ TMHO/ TMSO） は、 マイ ク ロスマートのシステムバー

ジ ョ ンが 200 以上かつ、 WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

●プログラム例

ラダー図
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動作説明と タ イムチャー ト

タ イムチャー ト

同一番号の重複

タイマ （TML, TIM, TMH, TMS） および、 オフディ レータイマ （TMLO, TIMO, TMHO, TMSO） のい

ずれかで一度使用した番号を重複して使用するこ とはできません。

オフデ ィ レータ イマの番号について

オフディ レータイマの番号には、 T0 ～ T255 が使用できます。

① TMLO 入力 X0 が ON の場合、 設定値を計数値にセッ ト し、 T0 を ON します。

入力 X0 が OFF した時点から 4 秒後に T0 を OFF します。

② TIMO 入力 X0 が ON の場合、 設定値を計数値にセッ ト し、 T1 を ON します。

入力 X0 が OFF した時点から、 2 秒後に T1 を OFF します。

③ TMHO 入力 X0 が ON の場合、 設定値を計数値にセッ ト し、 T2 を ON します。

入力 X0 が OFF した時点から、 1 秒後に T2 を OFF します。

④ TMSO 入力 X0 が ON の場合、 設定値を計数値にセッ ト し、 T3 を ON します。

入力 X0 が OFF した時点から、 0.5 秒後に T3 を OFF します。
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オフデ ィ レ ィ タ イマの設定値について

設定値には、 定数または間接指定 （データレジスタ） が使用できます。

定数の場合は、 0 ～ 65535 の範囲で設定します。

間接指定の場合は、 値を格納しているデータレジスタで設定できます。 データレジスタの値は 0 ～

65535 の範囲で設定します。

タ イマベース （1 秒 , 100ms, 10ms, 1ms） について

タイマには、 指定したタイマベース と同程度の進み誤差 （8-15 頁参照） があるため、 システムに

よってはその誤差が問題となる場合があ り ます。 タイマベースは、 なるべく、 小さいものをご使用
ください。

例えば、 1 秒タイマを作る場合、 タイマベースを 1 ｓ で、 設定値を 1 にした場合、 進み誤差の影響

によ り、 場合によっては、 タイマの起動入力が OFF になった直後にタイムアップする場合があ り ま

す。 このよ うな場合、 タイマベースに 1ms、 設定値を 1000 とするこ とで、 進み誤差を 1ms 以内に

抑えるこ とができ、 よ り正確な 1 秒タイマを作るこ とができます。

オフデ ィ レータ イマの動作について

オフディ レータイマの起動入力が ON の場合、 設定値を計数値にセッ ト し、 タイマ出力を ON しま

す。

オフディ レータイマの起動入力が OFF に変わった場合、 計数を開始し、 計数値を減算していきま

す。 そして計数値が 0 になった場合、 タイマ出力は OFF になり ます。

オフディ レータイマの起動入力が ON になるまで計数値は 「0」 を保持します。

演算デバイスにタ イマを指定し た場合

演算命令の演算デバイスにタイマを指定した場合、 ソースデバイスは計数値、 デスティネーシ ョ ン
デバイスは設定値となり ます。 詳細は、 「応用編　第 1 章　演算デバイスにタイマ / カウンタを指定

した場合」 （1-22 頁） を参照してください。

オフデ ィ レータ イマの設定値の変更について

計数中のオフディ レータイマの設定値を変更しても、 このオフディ レータイマの起動入力が ON に

なるまで設定値の変更は反映されません。 ただし、 設定値を 「0」 に変更した場合は、 即座にタイ

ムアップします。

また、 オフディ レータイマの設定値を変更する と、 RAM 上にある設定値は変更されますが、 ROM
に保存されているユーザープログラムには反映されません。

変更した設定値を ROM のユーザープログラムに反映させるには、 ［オンライン］ タブの ［モニタ］

で ［モニタ］ から ［モニタ開始］ をク リ ッ ク します。 続いて ［オンライン］ タブの ［PLC 本体］ で

［ステータス］ をク リ ッ ク してダイアログボッ クスを表示し、 「タイマ / カウンタ設定値変更状態」

の ［確定］ ボタンをク リ ッ ク します。

一度設定値を確定する と、 元の設定値に戻すこ とはできません。

また、 HMI モジュールから設定値を確定するこ とができます。 HMI モジュールの操作の詳細は、

「第 5 章　HMI モジュール機能」 （5-63 頁） を参照してください。

命令語 設定値

TMLO 0 ～ 65535 秒

TIMO 0 ～ 6553.5 秒

TMHO 0 ～ 655.35 秒

TMSO 0 ～ 65.535 秒
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CNT （カウン タ）
加算式カウン タ です。

CDP （カウン タ （ク ロ ッ ク））
ク ロ ッ ク切換形可逆カウン タ です。

CUD （カウン タ （ゲー ト ））
ゲー ト 切換形可逆カウン タ です。

●プログラム例

ラダー図
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 8 章 基本命令
第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8

動作説明と タ イムチャー ト

① CNT 加算式カウンタです。
リセッ ト入力 X0 が ON の場合計数値を 0 にリセッ ト し、 OFF の場合カウン ト可能な状態に

なり ます。 カウン ト可能な状態の場合、 アップク ロ ッ ク入力 X1 が OFF から ON になる と、

＋ 1 カウン ト します。

計数値＝設定値の場合にカウン ト アップし、 リセッ ト入力 X0 が ON になるまでカウンタ出

力を保持します。

② CDP ク ロ ッ ク切換形可逆カウンタです。

プ リセッ ト入力 X0 が ON の場合設定値 500 を計数値にプリセッ ト し、 OFF の場合カウン ト

可能な状態になり ます。
カウン ト可能な状態の場合、 アップク ロ ッ ク入力 X1 が OFF から ON になる と、 ＋ 1 カウン

ト し、 ダウンク ロ ッ ク入力 X2 が OFF から ON になる と、 － 1 カウン ト します。

計数値が 0 の場合、 カウンタ出力 Y1 を ON します。

＊アップク ロ ッ ク入力とダウンク ロ ッ ク入力が同スキャンタイム内に OFF → ON になる と、

結果的にはカウン ト しません。
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カウン タの番号について

カウンタの番号は、 C0 ～ C255 が使用できます。

カウン タの設定値について

設定値には、 定数または間接指定 （データレジスタ） が使用できます。
・定数の場合は、 0 ～ 65535 の範囲で設定します。

・間接指定の場合は、 値を格納しているデータレジスタ番号で設定します。
この場合は、 データレジスタの内容 （0 ～ 65535） が設定値になり ます。

ク ロ ッ ク入力と リ セ ッ ト （プ リ セ ッ ト ） 入力との関係

ク ロ ッ ク入力よ り も リセッ ト （プ リセッ ト ） 入力が優先されます。
ク ロ ッ ク入力が有効となるのは、 リセッ ト （プ リセッ ト ） 入力が ON → OFF になってから 1 スキャ

ン以後の入力です。

③ CUD ゲート切換形可逆カウンタです。

プ リセッ ト入力 X0 が ON の場合設定値 「500」 を計数値にリセッ ト し、 OFF の場合カウン

ト可能な状態になり ます。
カウン ト可能な状態の場合、 ク ロ ッ ク入力 X1 が OFF から ON になる と、 ±1 カウン ト しま

す。
＋ 1 するか、 － 1 するかは、 アップダウン切替入力 X2 の状態で決定します。 アップダウン

切替入力 X2 が ON の場合＋ 1 カウン ト し、 入力 X2 が OFF の場合－ 1 カウン ト します。

計数値が 「0」 の場合、 カウンタ出力 Y2 を ON します。
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カウン タ命令のプログラムについて

カウンタ命令の後に OUT, OUTN, SET, RST, TML, TIM, TMH, TMS 命令のプログラムが可能です。 カ

ウンタのカウン ト アップ出力が各命令の入力条件となり ます。

カウンタ命令のプログラ ミ ングにおける禁止事項があ り ます。 詳細は 「本章　 ラダープログラ ミ ン
グの禁止事項」 （8-45 頁） を参照して ください。

計数について

同一番号の重複について

同一番号のカウンタを重複して使用するこ とはできません。

演算デバイスにカウン タ を指定し た場合

演算命令の演算デバイスにカウンタを指定した場合、 ソースデバイスは計数値、 デスティネーシ ョ
ンデバイスは設定値となり ます。 詳細は、 「応用編　第 1 章　演算デバイスにタイマ / カウンタを指

定した場合」 （1-22 頁） を参照してください。

可逆カウン タ を使用する場合

可逆カウンタ （CDP, CUD） をプログラムする場合は、 必ずプリセッ ト してから使用する回路を組

んでください。 プ リセッ ト入力が 1 度も ON していないと、 設定値が不定 （値が定まらない状態）

とな り ます。

カウン タの設定値の確定

通信などでカウンタの設定値を変更する と、 RAM 上にある設定値は変更されますが、 ROM に保存

されているユーザープログラムには反映されません。
変更した設定値を ROM のユーザープログラムに反映させるには、 ［オンライン］ タブの ［モニタ］

で ［モニタ］ から ［モニタ開始］ をク リ ッ ク します。 続いて ［オンライン］ タブの ［PLC 本体］ で

［ステータス］ をク リ ッ ク してダイアログボッ クスを表示し、 「タイマ / カウンタ設定値変更状態」

の ［確定］ ボタンをク リ ッ ク します。

一度設定値を確定する と、 ク リ アしても元の設定値に戻すこ とはできません。

また、 HMI モジュールから設定値を確定するこ とができます。 HMI モジュールの操作については

「第 5 章　HMI モジュール機能」 （5-63 頁） を参照してください。

以下の条件の操作を行った場合の加算式カウン タの動作を示し ます。

・ CNT で計数値＝設定値の場合にクロ ッ ク入力が入力された場合、 計数値は変化しません。

・ CDP または CUD で計数値が 65,535 の場合に＋ 1 カウン ト される と、 計数値はゼロにな り ます。

・ CDP または CUD で計数値はゼロの場合に－ 1 カウン ト される と、 計数値は 65535 になり ます。

条件 カウン タ動作

カウン ト アップした状態で現在値または設定値を、
設定値≠現在値にした場合

カウン ト アップ状態を維持します。

カウン ト アップしていない状態で、 現在値を設定値
よ り大き く した場合

カウン ト アップ出力を ON します。

設定値を 0 にした場合 現在値の値に関係なくカウン ト アップ出力を ON
します。

リセッ ト入力が ON の状態で設定値を 0 にした場合 カウン ト アップ出力を ON しません。
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CNTD （ダブルワー ド カウン タ）
ダブルワー ド加算式カウン タ です。

CDPD （ダブルワー ド カウン タ）
ダブルワー ド ク ロ ッ ク切換形可逆カウン タ です。

CUDD （ダブルワー ド カウン タ）
ダブルワー ド ゲー ト 切換形可逆カウン タ です。

ダブルワードカウンタ命令 （CNTD/CDPD/CUDD） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが

200 以上かつ、 WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

●プログラム例

ラダー図
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動作説明と タ イムチャー ト

① CNTD ダブルワード加算式カウンタです。
リセッ ト入力 X0 が ON の場合計数値を 0 にリセッ ト し、 OFF の場合カウン ト可能な状態に

なり ます。 カウン ト可能な状態の場合、 アップク ロ ッ ク入力 X1 が OFF から ON になる と、

＋ 1 カウン ト します。

計数値＝設定値の場合にカウン ト アップし、 リセッ ト入力 X0 が ON になるまでカウンタ出

力を保持します。

② CDPD ダブルワード クロ ッ ク切換形可逆カウンタです。
プ リセッ ト入力 X0 が ON の場合設定値 70,000 を計数値にプリセッ ト し、 OFF の場合カウ

ン ト可能な状態になり ます。
カウン ト可能な状態の場合、 アップク ロ ッ ク入力 X1 が OFF から ON になる と、 ＋ 1 カウ

ン ト し、 ダウンク ロ ッ ク入力 X2 が OFF から ON になる と、 － 1 カウン ト します。

計数値が 0 の場合、 カウンタ出力 Y1 を ON します。

＊ アップク ロ ッ ク入力とダウンク ロ ッ ク入力が同スキャンタイム内に OFF → ON になる

と、 結果的にはカウン ト しません。
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ダブルワー ド カウン タの番号について

ダブルワードカウンタの番号には、 C0 ～ C254 が使用できます。

ダブルワードカウンタを使用する場合、 カウンタ （ワード） を 2 つ使用します。

ダブルワー ド カウン タの設定値について

設定値には、 定数または間接指定 （データレジスタ） が使用できます。

32 ビッ トデータのデバイスへの格納方法は、 WindLDR 上で指定したデータの格納方法に従います。

（［設定］ タブの ［ファンクシ ョ ン設定］ で ［デバイス設定］ をク リ ッ ク し、 表示されるダイアログ
ボッ クスの ［デバイス設定］ タブの ［32 ビッ トデータを構成する 2 つのワードデータの順番］ で設

定できます。 詳細は、 「第 5 章　 32 ビッ トデータの格納方法の指定」 （5-97 頁） を参照してくださ

い。）

ク ロ ッ ク入力と リ セ ッ ト （プ リ セ ッ ト ） 入力との関係

ク ロ ッ ク入力よ り も リセッ ト （プ リセッ ト ） 入力が優先されます。

ク ロ ッ ク入力が有効となるのは、 リセッ ト （プ リセッ ト ） 入力が ON → OFF になってから 1 スキャ

ン以降の入力からです。

③ CUDD ダブルワードゲート切換形可逆カウンタです。
プ リセッ ト入力 X0 が ON の場合設定値 70,000 をプ リセッ ト し、 OFF の場合カウン ト可能

な状態になり ます。
カウン ト可能な状態の場合、 ク ロ ッ ク入力 X1 が OFF から ON になる と、 ±1 カウン ト し

ます。
＋ 1 するか、 － 1 するかは、 アップダウン切替入力 X2 の状態で決定します。 アップダウ

ン切替入力 X2 が ON の場合＋ 1 カウン ト し、 入力 X2 が OFF の場合－ 1 カウン ト しま

す。
計数値が 「0」 の場合、 カウンタ出力 Y2 を ON します。

・ 定数の場合は、 0 ～ 4,294,967,295 の範囲で設定します。

・ 間接指定の場合は、 32 ビッ トデータを格納しているデータレジスタ番号で設定します。 データレ

ジスタは 2 つ使用されます。
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ダブルワー ド カウン タ命令のプログラムについて

ダブルワードカウンタ命令の後に OUT, OUTN, SET, RST, TML, TIM, TMH, TMS, TMLO, TIMO, 
TMHO, TMSO 命令のプログラムが可能です。 ダブルワードカウンタのカウン ト アップ出力が各命

令の入力条件となり ます。

計数について

同一番号の重複について

同一番号のカウンタを重複して使用するこ とはできません。
カウンタがダブルワードカウンタ （CNTD, CDPD, CUDD） で使用された場合、 2 つのカウンタ

（ワード） が使用されますので注意してください。

演算デバイスにカウン タ を指定し た場合

演算命令の演算デバイスにカウンタを指定した場合、 ソースデバイスは計数値、 デスティネーシ ョ
ンデバイスは設定値となり ます。 詳細は、 「応用編　第 1 章　演算デバイスにタイマ / カウンタを指

定した場合」 （1-22 頁） を参照してください。

ダブルワー ド可逆カウン タ を使用する場合

ダブルワード可逆カウンタ （CDPD, CUDD） を使用する場合はプリセッ ト してから使用してくださ

い。 プ リセッ ト入力が 1 度も ON していないと設定値が不定 （値が定まらない状態） とな り ます。

ダブルワー ド カウン タの設定値の確定

通信などでダブルワードカウンタの設定値を変更する と、 RAM 上にある設定値は変更されますが、

ROM に保存されているユーザープログラムには反映されません。

変更した設定値を ROM のユーザープログラムに反映させるには、 ［オンライン］ タブの ［モニタ］

で ［モニタ］ から ［モニタ開始］ をク リ ッ ク します。 続いて ［オンライン］ タブの ［PLC 本体］ で

［ステータス］ をク リ ッ ク してダイアログボッ クスを表示し、 「タイマ / カウンタ設定値変更状態」

の ［確定］ ボタンをク リ ッ ク します。

一度設定値を確定する と、 元の設定値に戻すこ とはできません。

また、 HMI モジュールから設定値を確定するこ とができます。 HMI モジュールの操作についての詳

細は、 「第 5 章　HMI モジュール機能」 （5-63 頁） を参照してください。

・ CNTD でカウン ト アップ状態の場合にクロ ッ ク入力が入力された場合、 計数値は変化しません。

・ CDPD または CUDD で計数値が 4,294,967,295 の場合に＋ 1 カウン ト される と、 計数値は 0 になり

ます。

・ CDPD または CUDD で計数値が 0 の場合に－ 1 カウン ト される と、 計数値は 4,294,967,295 になり

ます。

・ ダブルワードカウンタ命令の計数値を比較する場合、 LC 命令 （D）、 または CMP 命令 （D） を使用

して ください。 CC 命令は、 ダブルワードカウンタ命令には対応していません。
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ダブルワー ド加算式カウン タ を使用する場合、 以下に注意し て く だ さい。

条件 ダブルワー ド－カウン タ動作

カウン ト アップした状態で計数値または設定値を、
設定値≠計数値にした場合

カウン ト アップ状態を維持します。

カウン ト アップしていない状態で、 計数値を設定値
よ り大き く した場合

カウン ト アップします。

設定値を 0 にした場合 計数値に関係なくカウン ト アップします。

リセッ ト入力が ON の状態で設定値を 0 にした場合 カウン ト アップ出力を ON しません。
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SFR （順方向シフ ト レジス タ）
順方向にシフ ト レジス タ動作を し ます。

SFRN （逆方向シフ ト レジス タ）
逆方向にシフ ト レジス タ動作を し ます。

●プログラム例

ラダー図

動作説明

リ セッ ト入力が ON になる と、 すべての構成ビッ ト を OFF にします。

リセッ ト入力が OFF の場合、 シフ ト動作が可能となり ます。

ク ロ ッ ク入力の立ち上がり時、 シフ ト レジスタを順方向 （逆方向） に 1 ビッ ト シフ ト します。 この

場合、 データ入力のデータ （ON/OFF） を先頭ビッ トに入れます。

タ イムチャー ト
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シフ ト レジス タ とは

シフ ト レジスタは R0 ～ R127 の 128 ビッ ト （ス リ ムタイプの CPU モジュールでは R0 ～ R255 の

256 ビッ ト ） が割り付けられ、 任意のビッ ト数のシフ ト レジスタを構成できます。

シフ ト レジスタ命令には、 リセッ ト入力、 ク ロ ッ ク入力、 データ入力が必要です。
クロ ッ クの立ち上がり時に、 1 ビッ ト シフ ト します。

シフ ト レジス タの種類

・ 順方向シフ ト レジスタは先頭ビッ ト番号と構成ビッ ト数を指定します。 先頭ビッ ト番号から番号の
大きい方へ構成ビッ ト数分のシフ ト レジスタにな り ます。

・ ク ロ ッ ク入力の立ち上がり （OFF から ON に変化する） 時、 シフ ト レジスタをビッ ト番号の大きい

方へ 1 ビッ ト シフ ト し、 データ入力の ON/OFF 状態を先頭ビッ トに入れます。

・ 逆方向シフ ト レジスタは 終ビッ ト番号と構成ビッ ト数を指定します。 終ビッ ト番号から番号の
小さい方へ構成ビッ ト数分のシフ ト レジスタにな り ます。

・ ク ロ ッ ク入力の立ち上がり （OFF から ON に変化する） 時、 シフ ト レジスタをビッ ト番号の小さい

方へ 1 ビッ ト シフ ト し、 データ入力の ON/OFF 状態を先頭ビッ トに入れます。
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シフ ト レジス タの出力

強制 SET, RST

SET, RST 命令を使用して、 シフ ト レジスタの任意のビッ ト を ON または OFF できます。

SFR/SFRN 命令の禁止事項

SFR/SFRN 命令のプログラ ミ ングにおける禁止事項があ り ます。 詳細は 「付録　 ラダープログラ ミ

ングの禁止事項」　（8-45 頁） を参照してください。

・ シフ ト レジスタの各ビッ トの状態は、 デバイスに “R” を用いて取り込めます。

・ 終ビッ トの出力状態は、 SFR, SFRN 命令の後から直接取り出すこ とができます。
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双方向シフ ト レジス タ を構成する方法

順方向シフ ト レジスタ と逆方向シフ ト レジスタを組み合わせて、 双方向シフ ト レジスタを構成する
こ とができます。
双方向シフ ト レジスタの回路例とプログラム リ ス ト例を次に示します。
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 基本編
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CC ＝ （カウン タ コ ンペア＝）
カウン タ計数値の一致比較を し ます。

CC ≧ （カウン タ コ ンペア≧）
カウン タ計数値の大小比較を し ます。

●プログラム例

ラダー図

動作説明

タ イムチャー ト

比較値について

比較値には、 定数または間接指定 （データレジスタ） が使用できます。
・ 定数の場合は、 0 ～ 65,535 の範囲で設定します。

・ 間接指定の場合は、 値を格納しているデータレジスタ番号で設定します。

① CC ＝ CNT2 の計数値が 5 の場合、 出力 Y0 を ON します。

② CC ≧ CNT2 の計数値が 3 以上の場合、 出力 Y1 を ON します。
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一致比較のユーザープログラム例

ラダー図

タ イムチャー ト
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大小比較のユーザープログラム例 （1）

ラダー図

タ イムチャー ト

大小比較のユーザープログラム例 （2）

ラダー図

タ イムチャー ト
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DC ＝ （データ レジス タ コ ンペア＝）
データ レジス タ値の一致比較を し ます。

DC ≧ （データ レジス タ コ ンペア≧）
データ レジス タ値の大小比較を し ます。

●プログラム例

ラダー図

動作説明

タ イムチャー ト

比較値について

比較値には、 定数または間接指定 （データレジスタ） が使用できます。
・定数の場合は、 0 ～ 65,535 の範囲で設定します。

・間接指定の場合は、 値を格納しているデータレジスタ番号で設定します。

① DC ＝ データレジスタの値が 5 の場合、 出力 Y0 を ON します。

② DC ≧ データレジスタの値が 3 以上の場合、 出力 Y1 を ON します。
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一致比較のユーザープログラム例

ラダー図

タ イムチャー ト

大小比較のユーザープログラム例 （1）

ラダー図

タ イムチャー ト
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大小比較のユーザープログラム例 （2）

ラダー図

タ イムチャー ト
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MCS （マス タ コ ン ト ロールセ ッ ト ）
マス タ コ ン ト ロール回路の開始点です。

MCR （マス タ コ ン ト ロールリ セ ッ ト ）
マス タ コ ン ト ロール回路の終了点です。

●プログラム例

ラダー図

X0 が ON の場合、 MCS ～ MCR 命令間のプログラムを実行します。

入力 X0 が OFF の場合、 MCS ～ MCR 命令間の入力はすべて OFF と して処理します。

タ イムチャー ト

マス タ コ ン ト ロール回路とは

・ MCS 命令に対する入力条件が OFF の場合、 マスタコン ト ロールを実行します。

・ マスタコン ト ロールを実行する と、 次の MCR （または END） 命令までのユーザープログラム （プロ

グラム A） の入力をすべて OFF とみなして処理します。

・ MCS 命令は、 MCR 命令または、 END 命令と組み合わせて使用します。
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マス タ コ ン ト ロール回路実行中の各命令の状態

MCS 命令実行中は、 MCS ～ MCR 命令間にプログラムされた各状態は次のよ うにな り ます。

マス タ コ ン ト ロール回路と SOT 命令

下記のよ うに SOTU 命令の入力条件 （X2） が ON 状態の場合、 MCS 命令の入力条件 （X1） が OFF
から ON になる と SOTU 出力します。 また、 SOTD 命令の入力条件 （X2） が ON 状態の場合、 MCS
命令の入力条件 （X1） が ON から OFF になっても SOTD 出力しません。

タ イムチャー ト

命令 状態

SOTU 立ち上がりエッジを検出しません。

SOTD 立ち下がりエッジを検出しません。

OUT OFF します。

OUTN ON します。

SET/RST 保持します。

タイマ 計数値はリセッ ト します。 タイムアップ出力は OFF します。

カウンタ ク ロ ッ ク入力は OFF 処理します。 計数値は保持します。 カウン ト アップ出力は

OFF します。

SFR/SFRN ク ロ ッ ク入力は OFF 処理します。 シフ ト レジスタのビッ トは保持します。 終

ビッ ト出力は OFF します。
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マス タ コ ン ト ロール回路と カウン タ命令、 シフ ト レジス タ命令

下記のよ うにカウンタ命令、 シフ ト レジスタ命令のクロ ッ ク入力の入力条件が ON 状態の場合に

MCS 命令の入力条件が OFF から ON になる と ク ロ ッ ク入力になり ます。

タ イムチャー ト

MCS 命令の複数設定

1 個の MCR 命令に対して、 複数の MCS 命令を設定できます。

この場合、 入力 X1 ＞入力 X3 ＞入力 X5 の順に優先順位が付けられたマスタコン ト ロール回路にな

り ます。
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8-42
プログラム時の注意

・ 1 組の MCS, MCR 命令の間に他の MCS, MCR 命令をプログラムするこ とはできません。

・ MCR 命令に入力条件を設けるこ とはできません。
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JMP （ジャ ンプ）
指定プログラム領域をジャ ンプ

JEND （ジャ ンプエン ド）
ジャ ンププログラム領域終了

●プログラム例

ラダー図

動作説明

入力 X0 が ON の場合、 JMP ～ JEND 間のプログラムを実行しません。

入力 X0 が OFF の場合、 JMP ～ JEND 間のプログラムを実行します。

タ イムチャー ト

ジャ ンプ回路とは

・ JMP 命令に対する入力条件が ON の場合、 JMP 命令を実行します。

・ JMP 命令を実行する と、 次の JEND 命令までのユーザープログラム （プログラム A） を無処理で

（すべての状態を保持して） 実行します。

・ JMP 命令は、 JEND 命令または、 END 命令と組み合わせて使用します。

・ MCS 命令との違いは、 ジャンプ部のユーザープログラムが無実行となるこ とです。
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JMP 命令実行中の各命令の状態

JMP 命令実行中は、 JMP ～ JEND 命令間にプログラムされた各状態は次のよ うにな り ます。

JMP 命令の複数設定

1 個の JEND 命令に対して、 複数の JMP 命令を設定できます。

この場合、 入力 X1 ＞入力 X3 ＞入力 X5 の順に優先順位が付けられたジャンプ回路になり ます。

プログラム時の注意

命令 状態

SOTU 立ち上がりエッジを検出しません。

SOTD 立ち下がりエッジを検出しません。

OUT/OUTN 保持します。

SET/RST 保持します。

タイマ 計数値と タイムアップ出力は保持します。

カウンタ カウン ト動作はしません。 計数値とカウン ト アップ出力は保持しま
す。

SFR/SFRN シフ ト動作はしません。 シフ ト レジスタの各ビッ トは保持します。

・ 1 組の JMP, JEND 命令の間に他の JMP, JEND 命令をプログラムするこ とはできません。

・ JEND 命令に入力条件を設けるこ とはできません。
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END （エン ド）
プログラム終了

●プログラム例

ラダー図

動作説明

ユーザープログラムを終了します。

END 命令の動作について

END 命令ごとに、 1 スキャン内に演算された結果を出力部 （出力端子） へ送り出します。 そして、

次のスキャンに備えて、 入力部 （入力端子） の状態を読み込みます。

スキャ ン タ イムについて

ユーザープログラムのアドレス 0 番地から、 END 命令の書き込まれているアドレスまでの命令を実

行するこ とをスキャンといいます。 また、 これに要する時間をスキャンタイムといいます。

スキャンタイムは、 END 命令の書き込まれているアドレスやユーザープログラムによって変化しま

す。

ラダープログラ ミ ングの禁止事項

WindLDR では、 垂直線 A （左母線を含まない） と垂直線 B （右母線を含まない） に囲まれた閉回路

ブロッ ク内に該当命令＊ （一つ以上） を配置する事が禁止されています。

このよ うなプログラムを作成した場合、 ラダー→ニーモニッ ク変換時にエラーメ ッセージが表示さ
れます。
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ラダープログラムの禁止例

基本命令 TIM を使用したラダープログラム

以下のよ うなラダープログラムで実現可能です。
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こ こ ではアナログモジュールのシステム構成、 WindLDR の設定方法、 デバイス割付、 ア

ナログモジュールのメ モ リ割付、 サンプルプログラムについて説明し ます。
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■ アナログモジュールの概要

マイク ロスマートでは、 電圧や電流、 温度といったアナログデータを直接扱う こ とができるアナロ
グモジュールを用意しています。 アナログ入出力点数と動作モードの違いによ り、 8 種類のアナロ

グモジュールがあ り、 ス リ ムタイプ CPU モジュールと 24 点のオールインワンタイプ CPU モジュー

ルで使用できます。 アナログモジュールの入力は、 電圧、 電流、 熱電対、 測温抵抗体、 サーミ スタ
に対応し、 出力は、 電圧と電流に対応しています。 また、 アナログモジュールの設定には、 アナロ
グモジュール動作設定マクロ （ANST マクロ命令） を使用します。

下表にアナログモジュールの一覧を示します。

■ アナログモジュールの分類

アナログモジュールはデータ更新方法の違いによ り END リ フレッシュタイプと ラダーリ フレッ

シュタイプの 2 タイプに分けられます。 FC4A-L03A1, -L03AP1, -J2A1, -K1A1 を END リ フレッシュ

タイプ、 FC4A-J4CN1, -J8C1, -J8AT1, -K2C1,-K4A1 をラダーリ フレッシュタイプと呼んでいます。

END リ フ レ ッ シュ タ イプ

END リ フレッシュタイプのアナログモジュールは、 アナログ入出力値の更新を END 処理で行う タ

イプのモジュールです。 このタイプのアナログモジュールには、 20 個の専用データレジスタが固定

で割り付けられており、 このレジスタを用いてアナログモジュールの動作設定やアナログ入出力値
の更新を行います。 アナログモジュールの動作設定は、 RUN 開始直後のスキャンの END 処理で行

われますので、 動作設定を変更する場合は、 動作設定用のデータレジスタの内容を変更し、 CPU を

一度 STOP → RUN させてください。

ラダーリ フ レ ッ シュ タ イプ

ラダーリ フレッシュタイプのアナログモジュールは、 アナログ入出力値の更新をラダー中の ANST
マクロ命令位置で行う タイプのモジュールです。 ANST マクロ命令の設定で任意のデータレジスタ

をアナログモジュール用に割り付けて使用します。

また、 動作設定内容の更新は ANST マクロ命令実行時に行われます。 RUN 中でも自由に設定変更

が可能です。 STOP 中はアナログ出力値の更新を行いません。 RUN 停止直後の値を保持します。

アナログモジュール一覧

モジュールタ イプ 入出力点数 種類 形番

アナログ入出力
モジュール

入力 2 電圧入力 （0 ～ 10V）、 電流入力 （4 ～ 20mA） FC4A-L03A1

出力 1 電圧出力 （0 ～ 10V）、 電流出力 （4 ～ 20mA）

入力 2 熱電対 （K, J, T）、 測温抵抗体 （Pt100） FC4A-L03AP1

出力 1 電圧出力 （0 ～ 10V）、 電流出力 （4 ～ 20mA）

アナログ入力
モジュール

入力 2 電圧入力 （0 ～ 10V）、 電流入力 （4 ～ 20mA） FC4A-J2A1

4 電圧入力 （0 ～ 10V）、 電流入力 （4 ～ 20mA）

熱電対 （K, J, T）
測温抵抗体 （Pt100, Pt1000, Ni100, Ni1000）

FC4A-J4CN1

8 電圧入力 （0 ～ 10V）、 電流入力 （4 ～ 20mA） FC4A-J8C1

8 サーミ スタ （PTC, NTC） FC4A-J8AT1

アナログ出力
モジュール

出力 1 電圧出力 （0 ～ 10V）、 電流出力 （4 ～ 20mA） FC4A-K1A1

2 電圧出力 （-10 ～＋ 10V）、 電流出力 （4 ～ 20mA） FC4A-K2C1

4 電圧出力 （0 ～ 10V）、 電流出力 （4 ～ 20mA） FC4A-K4A1
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■ 大接続台数

アナログモジュールの 大接続台数は CPU モジュールによ り異なり ます。 各 CPU モジュールでの

アナログモジュールの 大接続台数は以下のとおりです。

アナログモジュールは、 増設拡張モジュールの右側には接続できません。

FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C に、 アナログモジュールと下表の機能モジュールを組合わせて使用

する こ とはできません。 アナログモジュールと機能モジュールを組合わせてご使用になる場合は、
ス リムタ イプの CPU モジュールをご使用 く だ さい。

項目 END リ フ レ ッ シュ タ イプ ラダー リ フ レ ッ シュ タ イ プ

RUN 中の動作 動作設定内容の更新 初回スキャンの END 処理＊ 1

＊ 1 ANST は RUN 開始時の 1 スキャン中に実行させてください。

ANST マクロ命令実行時

アナログ入出力値の更新 END 処理 ANST マクロ命令位置＊ 2

＊ 2 アナログ入出力値の更新は、 ANST の入力接点の状態に関わらず毎スキャン行います。

STOP 中の動作アナログ出力値の処理 M8025 （STOP 中出力保持）

が、 1 の場合は出力値を更新

します。 0 の場合は出力値を

ク リ アします。

RUN 停止直後の値を保持し

ます。＊ 3

＊ 3 STPA 命令を使用するこ とで、 STOP 中の出力値を変更するこ とができます。 STPA 命令 （応用編 18-1 頁
参照）

アナログモジュール用レジスタ 専用データレジスタ 任意のデータレジスタ＊ 4

＊ 4 ANST マクロ命令内で設定します。

大接続台数

形番
FC5A-C10R2

FC5A-C10R2C
FC5A-C10R2D

FC5A-C16R2
FC5A-C16R2C
FC5A-C16R2D
FC5A-C24R2D

FC5A-C24R2
FC5A-C24R2C

FC5A-D16RK1
FC5A-D16RS1
FC5A-D32K3
FC5A-D32S3

FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

大接続台数 － 4 7

モジュール種類 形番

増設シ リ アル通信モジュール FC5A-SIF2, FC5A-SIF4

AS-Interface マスタモジュール FC4A-AS62M
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■ アナログモジュールの動作設定

アナログモジュールの動作設定は、 ANST マクロ命令によ り行います。 ANST マクロ命令は、 イニ

シャライズパルス （M8120） または SOTU/SOTD 命令と併用し、 1 スキャンのみ実行させてくださ

い。
以下に、 ANST マクロ命令を使用した動作設定手順を説明します。

1. ［ホーム］ タ ブの ［命令］ で ［マク ロ］ から ［ANST （アナログモジュール動作設定マク ロ）］ を ク

リ ッ ク し ます。

ANST マクロ命令を追加する位置にカーソルを合わせた後、 マウスをク リ ッ ク します。 ANST （ア

ナログモジュール動作設定マクロ） の設定画面が表示されます。

下記方法でも ANST マクロ命令の設定が行えます。

・ ANST マクロ命令を追加する位置にカーソルを合わせ、 ANST と タイプする。

・ 右ク リ ッ ク メニューで ［マク ロ命令］ ＞ ［ANST （アナログモジュール動作設定マクロ）］ をク リ ッ

クする。
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2. アナログモジュールが接続されているスロ ッ ト 番号を選択し て く だ さい。

ANST マクロ命令の初期状態では、 全てのスロ ッ トがアナログモジュールと して設定されています。

アナログモジュールを使用しないスロ ッ ト番号のチェッ クボッ クスをオフにして ください。 スロ ッ
ト番号 1, 3, 6, 7 の増設モジュールがアナログモジュールである場合 ANST マクロ命令の設定画面は

下図のよ うにな り ます。

スロ ッ ト番号は、 CPU モジュールに近い側からの接続位置を表します。 すべての増設モジュール

が、 番号付けの対象です。

3. スロ ッ ト 番号の下にある ［設定］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

パラ メータ設定 （ANST） のダイアログボッ クスが開きます。 アナログモジュールの全てのパラ

メータが、 このダイアログボッ クス内で設定できます。 設定の内容はアナログモジュールの形番に
よって異なり ます。

パラ メ ータ設定 （ANST） ダイアログボ ッ クス
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4. 設定を行う アナログモジュールの形番を選択し ます。

形番が記載されている所をク リ ッ クする と、 プルダウン リ ス トが現れます。 プルダウン リ ス トの中
からアナログモジュールの形番を選択します。

5. データ レジス タの割付を行います。

タ イプ データ レジス タの割付

END リ フ レ ッ シュ タ イプ
FC4A-L03A1, 
FC4A-L03AP1, 
FC4A-J2A1, FC4A-K1A1

1 台のアナログモジュールにつき 20 個のデータレジスタが自動で割り付

けられます。 大接続台数 （7 台） のアナログモジュールを使用する場

合は、 データレジスタ D760 ～ D899 がアナログモジュールの動作設定に

使われます。

ラダー リ フ レ ッ シュ タ イ プ
FC4A-J4CN1, FC4A-J8C1, 
FC4A-J8AT1, FC4A-K2C1,
FC4A-K4A1

割付 DR に設定したデータレジスタ番号がアナログモジュールの動作設

定に使われます。 アナログ入力モジュールでは 1 台につき 大で 65 個の

データレジスタを使用し、 アナログ出力モジュールでは 1 台に付き 大

27 個のデータレジスタを使用します。
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FC4A-J8AT1 （ラダーリ フレッシュタイプ） を選択し、 割付 DR を D0000 にした場合

デバイスアドレスのデータレジスタ （D0） を先頭に、 65 個のデータレジスタ （D0 ～ D64） が、

FC4A-J8AT1 のパラ メータ設定用データレジスタ とな り ます。

6. フ ィ ルタの設定値を入力し ます。 （ラダーリ フ レ ッ シュ タ イプのアナログ入力モジュールのみ）

フ ィ ルタ
の設定値

データ レジス タの割付

0, 1 フ ィルタ機能無効

2 ～ 255 フ ィルタ機能有効

フィルタ付き入力値
（前回のフィルタ付き入力値） （フィルタ設定値） （今回の実入力値）+

（フィルタ設定値） 1+
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------=
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7. チャ ンネルご とに、 動作モー ドの設定を行います。

動作モード欄をク リ ッ クする と、 プルダウン リ ス トが現れ、 入力または出力の動作モード一覧を表
示します。 ラダーリ フレッシュタイプのアナログモジュールにおいて入力、 出力と もに使用しない
チャンネルには 「未使用」 を選択してください。

8. チャ ンネルご とに、 データ タ イプの設定を行います。

データタイプ欄をク リ ッ クする と、 プルダウン リ ス トが現れ、 動作モードのデータタイプ一覧を表
示します。
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9. チャ ンネルご とに倍率の設定を行います。 （ラダーリ フ レ ッ シュ タ イプのアナログ入力モジュール

のみ）

ラダーリ フレッシュタイプのアナログモジュールを使用しアナログ入力で熱電対、 測温抵抗体、
サーミ スタ用に摂氏指定または華氏指定を行う場合、 動作モードによって ×1, ×10, ×100 のいずれか

の倍率を指定するこ とができます。 この機能を使用した場合はアナログ入力データをよ り精密に計
算するこ とができます。

10. チャ ンネルご とに 大値と 小値の設定を行います。 （データ タ イプが任意指定の場合のみ）

データタイプで任意指定を選択した場合、 アナログ入力用の 大値と 小値を設定するこ とができ
ます。
大値および 小値は -32768 ～ 32767 の範囲で設定するこ とができます。
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11. アナログ入力エラーレンジを設定し ます。 (FC4A-J4CN1、 FC4A-J8C1 のみ )

アナログ入力エラーレンジの設定を使用するためには、 システムバージ ョ ン 230 以上とアナログモ

ジュール (V110 以上 ) が必要です。

12. データ と ステータ スが割り付けられたデータ レジス タの番号を確認し ます。

13. ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し、 パラ メ ータ設定 （ANST） のダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

ダイアログボッ クスを閉じるこ とでパラ メータ設定が有効になり ます。

14. 3 ～ 13 の設定を使用する全てのスロ ッ ト で行います。
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15. 全ての設定を完了後 ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し、 「ANST （アナログモジュール動作設定マク ロ）」

ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

ダイアログボッ クスを閉じるこ とでアナログモジュール動作設定マクロがラダー上に配置されま
す。
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■ パラ メ ータ一覧表

アナログモジュールの動作設定パラ メータには以下の項目があ り ます。

これらのパラ メータは、 アナログモジュールの形番によって異なり ます。 アナログモジュール動作
設定マクロ （ANST） で、 アプ リ ケーシ ョ ンに応じたパラ メータを設定します。 それぞれの項目の

詳細につきましては下記の頁を参照してください。

パラ メ ータ

FC4A-
L03A1

FC4A-
L03AP1

FC4A-
J2A1

FC4A-
J4CN1

FC4A-
J8C1

FC4A-
J8AT1

入出力タ イ プ 入力タ イ プ

アナログ動作
モード

○ ○ ○ ○ ○ ○

9-15 頁、 9-21 頁 9-15 頁

アナログ動作
レンジ

○ ○ ○ ○ ○ ○

9-16 頁、 9-22 頁 9-16 頁

レンジデータ
小値 ・ 大値

○ ○ ○ ○ ○ ○

9-18 頁、 9-22 頁 9-18 頁

フ ィルタ値
－ － － ○ ○ ○

－ 9-18 頁

サーミ スタ
設定

－ － － － － ○

－ － 9-19 頁

アナログ入力
データ

○ ○ ○ ○ ○ ○

9-19 頁 9-19 頁

アナログ出力
データ

○ ○ － － － －

9-22 頁 －

アナログ
ステータス

○ ○ ○ ○ ○ ○

9-20 頁、 9-23 頁 9-20 頁

パラ メ ータ

FC4A-
K1A1

FC4A-
K2C1

FC4A-
K4A1

出力タ イ プ

アナログ動作
モード

○ ○ ○

9-21 頁

アナログ動作
レンジ

○ ○ ○

9-22 頁

レンジデータ
小値 ・ 大値

○ ○ ○

9-22 頁

フ ィルタ値
－ － －

－

サーミ スタ
設定

－ － －

－

アナログ入力
データ

－ － －

－

アナログ出力
データ

○ ○ ○

9-22 頁

アナログ
ステータス

○ ○ ○

9-23 頁
9-11
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■ END リ フ レ ッ シュ タ イプのデータ レジス タ割付

END リ フレッシュタイプのアナログモジュールで動作設定やデータの更新を行う場合、 それぞれの

パラ メータは固定のデータレジスタ番号に割り付けられます。 これらのデータレジスタは左側の
END リ フレッシュタイプのアナログモジュールから順番に 20 ワードずつ割り付けられます。

END リ フ レ ッ シュ方式デバイス割付 （FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, FC4A-J2A1, FC4A-K1A1）

チャ ンネル パラ メ ータ
END リ フ レ ッ シュ タ イ プのアナログモジュール

R/W
1 台目 2 台目 3 台目 4 台目 5 台目 6 台目 7 台目

アナログ
入力 CH0

アナログ入力データ D760 D780 D800 D820 D840 D860 D880 R

アナログ入力動作
ステータス

D761 D781 D801 D821 D841 D861 D881 R

アナログ入力動作モード D762 D782 D802 D822 D842 D862 D882 R/W

アナログ入力データタイ
プ

D763 D783 D803 D823 D843 D863 D883 R/W

アナログ入力
レンジデータ 小値

D764 D784 D804 D824 D844 D864 D884 R/W

アナログ入力
レンジデータ 大値

D765 D785 D805 D825 D845 D865 D885 R/W

アナログ
入力 CH1

アナログ入力データ D766 D786 D806 D826 D846 D866 D886 R

アナログ入力動作
ステータス

D767 D787 D807 D827 D847 D867 D887 R

アナログ入力動作モード D768 D788 D808 D828 D848 D868 D888 R/W

アナログ入力データタイ
プ

D769 D789 D809 D829 D849 D869 D889 R/W

アナログ入力
レンジデータ 小値

D770 D790 D810 D830 D850 D870 D890 R/W

アナログ入力
レンジデータ 大値

D771 D791 D811 D831 D851 D871 D891 R/W

アナログ
出力 CH0

アナログ出力データ D772 D792 D812 D832 D852 D872 D892 R/W

アナログ出力動作
ステータス

D773 D793 D813 D833 D853 D873 D893 R

アナログ出力動作モード D774 D794 D814 D834 D854 D874 D894 R/W

アナログ出力データタイ
プ

D775 D795 D815 D835 D855 D875 D895 R/W

アナログ出力
レンジデータ 小値

D776 D796 D816 D836 D856 D876 D896 R/W

アナログ出力
レンジデータ 大値

D777 D797 D817 D837 D857 D877 D897 R/W

リザーブ D778 D798 D818 D838 D858 D878 D898 R/W

D779 D799 D819 D839 D859 D879 D899 R/W
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■ ラダーリ フ レ ッ シュ タ イプのデータ レジス タ割付

ラダーリ フレッシュタイプのアナログモジュールで ANST を使用する場合、 FC4A-J4CN1, FC4A-
J8C1, FC4A-J8AT1 1 台あたり 65 ワード、 FC4A-K2C1 1 台あたり 15 ワード、 FC4A-K4A1 1 台あたり

27 ワードのデータレジスタが使用されます。

各パラ メータの内容と先頭からの位置は以下のとおりです。 R/W 対応パラ メータについては ANST
実行時に設定できます。

ラダーリ フ レ ッ シュ方式メ モ リ割付 （FC4A-J4CN1, FC4A-J8C1, FC4A-J8AT1）

先頭からの位置 データサイズ
（ワー ド）

R （読出） /
W （書込）

パラ メ ータ
デフ ォル ト

（HEX）

＋ 0
（下位バイ ト ）

1 R/W
入力動作モード設定 CH0 FFh

＋ 0
（上位バイ ト ）

リザーブ ALL CH 00h

＋ 1 4 R/W データタイプ設定 CH0 0

＋ 5 1 R/W 入力動作モード設定
CH1

00FFh

＋ 6 4 R/W データタイプ設定 0

＋ 10 1 R/W 入力動作モード設定
CH2

00FFh

＋ 11 4 R/W データタイプ設定 0

＋ 15 1 R/W 入力動作モード設定
CH3

00FFh

＋ 16 4 R/W データタイプ設定 0

＋ 20 1 R/W 入力動作モード設定
CH4＊ 1

00FFh

＋ 21 4 R/W データタイプ設定 0

＋ 25 1 R/W 入力動作モード設定
CH5 ＊ 1

00FFh

＋ 26 4 R/W データタイプ設定 0

＋ 30 1 R/W 入力動作モード設定
CH6 ＊ 1

00FFh

＋ 31 4 R/W データタイプ設定 0

＋ 35 1 R/W 入力動作モード設定
CH7 ＊ 1

00FFh

＋ 36 4 R/W データタイプ設定 0

＋ 40 3 R/W
サーミ スタ設定＊ 2

CH0-CH3 0

＋ 43 3 R/W CH4-CH7 ＊ 1 0

＋ 46 1 R

アナログ入力データ

CH0 －

＋ 47 1 R CH1 －

＋ 48 1 R CH2 －

＋ 49 1 R CH3 －

＋ 50 1 R CH4 ＊ 1 －

＋ 51 1 R CH5 ＊ 1 －

＋ 52 1 R CH6 ＊ 1 －

＋ 53 1 R CH7 ＊ 1 －

＋ 54 1 R

アナログ入力動作
ステータス

CH0 －

＋ 55 1 R CH1 －

＋ 56 1 R CH2 －

＋ 57 1 R CH3 －

＋ 58 1 R CH4 ＊ 1 －

＋ 59 1 R CH5 ＊ 1 －

＋ 60 1 R CH6 ＊ 1 －

＋ 61 1 R CH7 ＊ 1 －

＋ 62 3 R リザーブ ALL CH －
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＊ 1 FC4A-J4CN1 ではリザーブとな り ます。

＊ 2 FC4A-J8AT1 のみ有効なパラ メータです。

ラダーリ フ レ ッ シュ方式出力データ レジス タ割付 （FC4A-K2C1）

先頭からの位置
データサイズ

（ワー ド）
R （読出） /
W （書込）

パラ メ ータ
デフ ォル ト

（HEX）

＋ 0
（下位バイ ト ）

1 R/W
出力動作モード設定 CH0 FFh

＋ 0
（上位バイ ト ）

リザーブ ALL CH 00h

＋ 1 3 R/W データタイプ設定 CH0 0

＋ 4 1 R/W 出力動作モード設定
CH1

00FFh

＋ 5 3 R/W データタイプ設定 0

＋ 8 1 R/W
アナログ出力データ

CH0 0

＋ 9 1 R/W CH1 0

＋ 10 1 R アナログ出力動作
ステータス

CH0 －

＋ 11 1 R CH1 －

＋ 12 3 R リザーブ ALL CH －

ラダーリ フ レ ッ シュ方式出力データ レジス タ割付 （FC4A-K4A1）

先頭からの位置
データサイズ

（ワー ド）
R （読出） /
W （書込）

パラ メ ータ
デフ ォル ト

（HEX）

＋ 0
（下位バイ ト ）

1 R/W
出力動作モード設定 CH0 00h

＋ 0
（上位バイ ト ）

リザーブ ALL CH 00h

＋ 1 3 R/W データタイプ設定 CH0 0

＋ 4 1 R/W 出力動作モード設定
CH1

0

＋ 5 3 R/W データタイプ設定 0

＋ 8 1 R/W 出力動作モード設定
CH2

0

＋ 9 3 R/W データタイプ設定 0

＋ 12 1 R/W 出力動作モード設定
CH3

0

＋ 13 3 R/W データタイプ設定 0

＋ 16 1 R/W

アナログ出力データ

CH0 0

＋ 17 1 R/W CH1 0

＋ 18 1 R/W CH2 0

＋ 19 1 R/W CH3 0

＋ 20 1 R

アナログ出力動作
ステータス

CH0 －

＋ 21 1 R CH1 －

＋ 22 1 R CH2 －

＋ 23 1 R CH3 －

＋ 24 3 R リザーブ ALL CH －
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■ アナログ入力パラ メ ータ

アナログ入力の動作設定には、 動作モード、 データタイプ、 大値および 小値、 フ ィルタ設定
値、 サーミ スタのパラ メータ、 アナログ入力値、 アナログ入力動作ステータスがあ り ます。 こ こで
はこれらの動作設定の詳細な説明を行います。

● アナログ入力動作モー ド

アナログ入力の動作モードには、 次の 11 種類があ り ます。

アナログモジュールの機種によって使用可能な動作モードが異なり ます。

動作モードは、 ユーザーアプリ ケーシ ョ ンに応じて設定してください。

チャンネルごとにそれぞれ動作設定する必要があ り ます。

・ パラ メ ータ設定エラー

表中の ‘ ○ ’ は、 設定可能、 ‘ － ’ は設定不可能を示しています。

設定不可能なパラ メータを設定した場合、 アナログモジュールの動作ステータスがパラ メータ設定
エラーとなり ます。
FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, FC4A-J2A1 の場合は、 設定パラ メータはデータレジスタの下位 4 ビッ

ト （bit.0-3） で判定していますので 16 以上の値を設定した場合、 パラ メータ設定エラーとならない

場合があ り ます。 設定パラ メータは 0 ～ 5 の値 （または未使用） で正し く設定してください。

・ 未使用チャ ンネル

使用しないチャンネルは、 以下のよ うに設定してください。

FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, FC4A-J2A1 の場合 ：電圧入力 （0） モードに設定してください。

FC4A-L03AP1 の場合 ： K タイプ熱電対 （2） モードに設定してください。

FC4C-J4CN1, FC4A-J8C1, FC4A-J8AT1 の場合 ：未使用 （255） に設定してください。

・ 電圧入力 （0-10V） ・ 電流入力 （4-20mA）

・ K タイプ熱電対 ・ J タイプ熱電対 ・ T タイプ熱電対

・ Pt100 タイプ測温抵抗体 ・ Pt1000 タイプ測温抵抗体

・ Ni100 タイプ測温抵抗体 ・ Ni1000 タイプ測温抵抗体

・ NTC タイプサーミ スタ ・ PTC タイプサーミ スタ

設定パラ メ ータ
FC4A-
L03A1

FC4A-
L03AP1

FC4A-
J2A1

FC4A-
J4CN1

FC4A-
J8C1

FC4A-
J8AT1

0 電圧入力 ○ － ○ ○ ○ －

1 電流入力 ○ － ○ ○ ○ －

2 K タイプ熱電対 － ○ － ○ － －

3 J タイプ熱電対 － ○ － ○ － －

4 T タイプ熱電対 － ○ － ○ － －

5 Pt100 タイプ測温抵抗体 － ○ － ○ － －

6 Pt1000 タイプ測温抵抗体 － － － ○ － －

7 Ni100 タイプ測温抵抗体 － － － ○ － －

8 Ni1000 タイプ測温抵抗体 － － － ○ － －

9 NTC タイプサーミ スタ － － － － － ○

10 PTC タイプサーミ スタ － － － － － ○

未使用 － － － ○ ○ ○
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● アナログ入力データ タ イプ

アナログ入力データタイプには、 次の 5 種類があ り ます。 指定したレンジでアナログ入力データ と

して取り込めます。

アナログ入力データタイプは、 ユーザーアプリ ケーシ ョ ンに応じて設定して ください。
アナログ入力データタイプは、 チャンネルごとにそれぞれ動作設定する必要があ り ます。

・ パラ メ ータ設定エラー

表中の ‘ ○ ’ は、 設定可能、 ‘ － ’ は設定不可能を示しています。

設定不可能なパラ メータを設定した場合、 アナログモジュールの動作ステータスがパラ メータ設定
エラーとな り ます。
FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, FC4A-J2A1 の場合は、 設定パラ メータはデータレジスタの下位 4 ビッ

ト （bit.0-3） で判定していますので 16 以上の値を設定した場合、 パラ メータ設定エラーとならない

場合があ り ます。 設定パラ メータは 0 ～ 3 の値で正し く設定してください。 アナログ入力と して使

用しない場合、 データタイプは 12 ビッ トデータ （0） で設定してください。

・ バイナ リデータの範囲

アナログ入力データタイプで、 バイナリデータを指定した場合のアナログ入力データ範囲を表に示
します。

・ 任意指定のデータ範囲

アナログ入力データタイプで、 任意指定した場合、 アナログ入力データは、 アナログ入力レンジ
データ 小値、 大値の範囲で設定されます。 小値は ‘ － 32768’ で、 大値は ‘32767’ です。

・ 摂氏指定、 華氏指定のデータ範囲

アナログ入力データタイプで、 摂氏指定または、 華氏指定した場合のアナログ入力データ範囲を表
に示します。

・ バイナリデータ ・ 任意指定

・ 摂氏指定 ・ 華氏指定 ・ 抵抗値指定

設定パラ メ ータ
FC4A-
L03A1

FC4A-
L03AP1

FC4A-
J2A1

FC4A-
J4CN1

FC4A-
J8C1

FC4A-
J8AT1

0 バイナリデータ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 任意指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 摂氏指定 － ○ － ○ － ○＊ 1

＊ 1 NTC のサーミ スタのみ使用できます。

3 華氏指定 － ○ － ○ － ○＊ 1

4 抵抗値指定 － － － － － ○

形番
FC4A-
L03A1

FC4A-
L03AP1

FC4A-
J2A1

FC4A-
J4CN1

FC4A-
J8C1

FC4A-
J8AT1

アナログ入力データ 0 ～ 4095 ＊ 1

＊ 1 FC4A-J4CN1 は、 アナログ入力動作モードによ り、 バイナリデータの範囲が異なり ます。

0 ～ 50,000 0 ～ 4,000

FC4A-J4CN1 電圧モー ド 電流モー ド 熱電対モー ド
測温抵抗体

Pt100, Ni100 Pt1000, Ni1000

アナログ入力データ 0 ～ 50,000 0 ～ 6,000 0 ～ 60,000

FC4A-L03AP1

形番 摂氏指定 華氏指定

FC4A-L03AP1 温度 （℃） アナログ入力データ 温度 （F） アナログ入力データ

K タイプ熱電対 0 ～ 1,300 0 ～ 13,000 32 ～ 2,372 320 ～ 23,720

J タイプ熱電対 0 ～ 1,200 0 ～ 12,000 32 ～ 2,192 320 ～ 21,920
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FC4A-J4CN1

摂氏指定および、 華氏指定とデータタイプの組み合わせによ りアナログ入力データ範囲を表現でき
ます。

‘ － ’ は設定不可能を示しています。 設定不可能なパラ メータを設定した場合、 アナログモジュー

ルの動作ステータスがパラ メータ設定エラーとなり ます。

T タイプ熱電対 0 ～ 400 0 ～ 4,000 32 ～ 752 320 ～ 7,520

測温抵抗体 -100.0 ～ 500.0 -1,000 ～ 5,000 -148.0 ～ 932.0 -14,80 ～ 9,320

摂氏指定

形番 データ タ イプ

FC4A-J4CN1 データ倍率

符号な し 符号あ り

温度 （℃）
アナログ入
力データ

温度 （℃）
アナログ入力

データ

K タイプ熱電対
なし 0 ～ 1,300 0 ～ 1,300 － －

10 倍 0.0 ～ 1300.0 0 ～ 13,000 － －

J タイプ熱電対
なし 0 ～ 1,200 0 ～ 1,200 － －

10 倍 0.0 ～ 1200.0 0 ～ 12,000 － －

T タイプ熱電対
なし 0 ～ 400 0 ～ 400 － －

10 倍 0.0 ～ 400.0 0 ～ 4,000 － －

測温抵抗体
（Pt100, Pt1000）

なし － － -100 ～ 500 -100 ～ 500

10 倍 － － -100.0 ～ 500.0 -1000 ～ 5,000

100 倍 0.00 ～ 500.00 0 ～ 50,000 -100.00 ～ 327.67 -1000 ～ 32,767

測温抵抗体
（Ni100, Ni1000）

なし － － -60 ～ 180 -60 ～ 180

10 倍 － － -60.0 ～ 180.0 -600 ～ 1,800

100 倍 － － -60.00 ～ 180.00 -6000 ～ 18,000

華氏指定

形番 データ タ イプ

FC4A-J4CN1 データ倍率

符号な し 符号あ り

温度 （F） アナログ入
力データ

温度 （F） アナログ入力
データ

K タイプ熱電対

なし 32 ～ 2,372 32 ～ 2,372 － －

10 倍 32.0 ～ 2372.0
320 ～
23,720 － －

J タイプ熱電対

なし 32 ～ 2,192 32 ～ 2,192 － －

10 倍 32.0 ～ 2192.0
320 ～
21,920 － －

T タイプ熱電対
なし 32 ～ 752 32 ～ 752 － －

10 倍 32.0 ～ 752.0 320 ～ 7,520 － －

測温抵抗体
（Pt100, Pt1000）

なし － － -148 ～ 932 -148 ～ 932

10 倍 － － -148.0 ～ 932.0 -1480 ～ 9,320

100 倍 0.00 ～ 655.35 0 ～ 65,535 -148.00 ～ 327.67 -14,800 ～ 32,767

測温抵抗体
（Ni100, Ni1000）

なし － － -76 ～ 356 -76 ～ 356

10 倍 － － -76.0 ～ 356.0 -760 ～ 3,560

100 倍 0.00 ～ 356.00 0 ～ 35,600 -76.00 ～ 327.57 -7600 ～ 32,767

FC4A-L03AP1

形番 摂氏指定 華氏指定

FC4A-L03AP1 温度 （℃） アナログ入力データ 温度 （F） アナログ入力データ
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FC4A-J8AT1

摂氏指定および、 華氏指定とデータタイプの組み合わせによ りアナログ入力データ範囲を表現でき
ます。

‘ － ’ は設定不可能を示しています。 設定不可能なパラ メータを設定した場合、 アナログモジュー

ルの動作ステータスがパラ メータ設定エラーとな り ます。

・ 抵抗値指定のデータ範囲

アナログ入力データタイプで、 抵抗値を指定した場合のアナログ入力データ範囲を表に示します。

● アナログ入力レンジデータ 小値、 大値

アナログ入力データタイプ設定を任意指定した場合、 レンジデータ範囲の 小値、 大値を設定し
ます。 レンジデータは 小値、 大値と もに -32,768 ～ 32,767 の範囲内で設定してください。

● フ ィ ルタ値

このパラ メータは FC4A-J4CN1, FC4A-J8C1, FC4A-J8AT1 のみのパラ メータです。

アナログ入力データのフ ィルタ処理によ り、 安定したアナログデータを入力するこ とができます。

フ ィルタ処理計算式
フ ィルタ処理を使用する場合、 以下の計算式によ りアナログ入力データが算出されます。

摂氏指定

形番 データ タ イ プ

FC4A-J8AT1 データ倍率

符号な し 符号あ り

温度 （℃）
アナログ入力

データ 温度 （℃）
アナログ入力

データ

サーミ スタ
（NTC）

なし － － -50 ～ 150 -50 ～ 150

10 倍 － － -50.0 ～ 150.0 -500 ～ 1,500

華氏指定

形番 データ タ イ プ

FC4A-J8AT1 データ倍率

符号な し 符号あ り

温度 （F） アナログ入力
データ

温度 （F） アナログ入力
データ

サーミ スタ
（NTC）

なし － － -58 ～ 302 -58 ～ 302

10 倍 － － -58.0 ～ 302.0 -580 ～ 3,020

FC4A-J8AT1
抵抗値指定

抵抗値 （Ω） アナログ入力

データサーミ スタ
（PTC, NTC）

0 ～ 100,000Ω 0 ～ 10,000

設定値 内容

0 フ ィルタ処理なし

1 ～ 255 アナログ入力データ n 個の平均値をアナログ入力データ と します。 （n ： 設定値）

フィルタ付き入力値
（前回のフィルタ付き入力値） （フィルタ設定値） （今回の実入力値）+

（フィルタ設定値） 1+
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------=
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● サー ミ ス タ設定パラ メ ータ

このパラ メータは FC4A-J8AT1 で使用し、 アナログ入力動作モードの NTC を選択した場合のみ有効

となるパラ メータです。 1 つのパラ メータ （6 バイ ト ） で 3 チャンネル分 （CH0 ～ CH3 と CH4 ～

CH7） の設定をします。

NTC 設定パラ メータ

NTC を設定するパラ メータは、 R0, T0, B の 3 種類あり ます。

R0 は 0 ～ 65,535 までのデータを、 T0 は -32,768 ～ 32,767 までのデータを B は 0 ～ 65,535 までの

データを設定できます。

NTC は、 以下の計算式によ りアナログ入力データが算出されます。

（メモ リ アドレスの 96 ～ 110）
r ： サーミ スタ抵抗 （Ω）

PTC のサーミ スタを使用する場合は、 サーミ スタの特性に従って XYFS 命令 （応用編　 13-1 頁参

照） で リニアライズを行ってください。

● アナログ入力データ

チャンネルごとにアナログ－デジタル変換され、 アナログ入力データタイプで指定したアナログ入
力データを示します。
アナログ入力動作ステータスが ‘0’ 以外の場合のアナログ入力データは保証されません。

アナログ入力データタイ ミ ング
アナログ入力データを読み出すタイ ミ ングは、 ご使用の CPU モジュールによ り 2 通りあ り ます。

END リ フ レ ッ シュ方式のアナログ入力データ タ イ ミ ング

チャンネルごとにアナログ－デジタル変換されたアナログ入力データを示します。 アナログ入力
データは、 1 スキャンタイムが 10ms 未満の場合、 10ms を経過した後の END 処理で更新されます。

1 スキャンタイムが 10ms 以上の場合には、 毎スキャンの END 処理で更新されます。 本体システム

が STOP 中、 RUN 中に関わらずアナログ入力データは更新されます。

ラダーリ フ レ ッ シュ方式のアナログ入力データ タ イ ミ ング

チャンネルごとにアナログ－デジタル変換されたアナログ入力データが格納されます。 アナログ入
力データは、 RUNA 命令を使用し決められたアドレスから読み出し、 データレジスタに格納しま

す。

アナログ入力と して使用しないチャンネルに対して、 RUNA 命令を使用してデータを読み出した場

合、 読み出したデータは不定です。
アナログ入力動作ステータスが ‘0’ 以外の場合のアナログ入力データは保証されません。

必ずアナログ入力動作ステータスが ‘0’ を確認した後、 アナログ入力データを取り込んでください。

チャ ンネル
サー ミ ス タ設定パラ メ ータ

NTC 設定パラ メ ータ

CH0 ～ CH3, CH4 ～ CH7 R0 度 （℃） におけるサーミ スタの抵抗値＊ 1

＊ 1 ご使用されるサーミ スタに記載されている情報です。

T0 温度 （℃） ＊ 1

B サーミ スタの B 定数＊ 1

アナログ入力データ
B T0

B T0 e r
R0
-------( )log+

---------------------------------------------=
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● アナログ入力動作ステータ ス

アナログ入力の動作状態をチャンネルごとに示します。
アナログ入力動作ステータスが 0 の場合、 アナログ入力データ と して正常であるこ とを意味しま

す。
アナログモジュールの機種によ りアナログ入力動作ステータスが違います。

CPU モジュールが STOP, RUN 中に関わらずアナログ入力動作ステータスは更新されます。

FC4A-J4CN1, FC4A-J8C1, FC4A-J8AT1 のアナログ入力動作ステータ ス

FC4A-J4CN1, FC4A-J8C1, FC4A-J8AT1 では、 2 バイ トのアナログ入力動作ステータス領域を持って

います。

● アナログ入力エラーレンジ設定

電流、 電圧モード使用時の上限レンジアウ トエラー、 下限レンジアウ トエラーが発生する境界値を
設定します。 設定値はフルスケールに対する割合で指定します。 各モジュールに設定した 大値、
小値から外側に設定値分の範囲内で、 レンジアウ トエラービッ トが立たなくな り ます。 設定はモ

ジュールの全チャンネルに反映されます。
この機能は FC4A-J4CN1、 -J8C1 のバージ ョ ン 110 以上で使用可能です。

FC4A-J4CN1, FC4A-J8C1 のアナログ入力エラーレンジ設定

FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, FC4A-J2A1 のアナログ入力動作ステータ ス

動作ステータ ス アナログ入力動作ステータ ス

0 正常動作中

1 データ変換中 （電源立ち上げ時の初回変換時、 1 回のみ発生する）

2 初期化中

3 パラ メータ設定エラーまたはアナログ入力がないアナログモジュールが接続されてい
る

4 ハード異常 （外部電源供給エラー）

5 配線異常 （上限レンジアウ ト ）

6 配線異常 （下限レンジアウ ト 、 電流ループ開放）

動作ステータ ス アナログ入力動作ステータ ス （2 バイ ト ）

ビ ッ ト 値 内容

Bit0 0 動作ステータスビッ ト 正常動作中

1 初期化中、 設定変更中、 ハード ウェア初期化エラー

Bit1 0 パラ メータビッ ト パラ メータ設定正常

1 パラ メータ設定エラー

Bit2 0 外部電源供給ビッ ト 外部電源供給

1 外部電源供給エラー

Bit3 0 上限レンジアウ ト ビッ ト 上限レンジ以内

1 上限レンジアウ トエラー

Bit4 0 下限レンジアウ ト ビッ ト 下限レンジ以内

1 下限レンジアウ トエラー

Bit5 ～ Bit15 0 予約領域 0 固定

エ ラー範囲設定 アナログ入力エラーレンジ設定

電流 電圧 内容

0 ～ 5 % 0 ～ 3 %＊ 1

＊ 1 4,5% が設定された時、 電圧の上限レンジ設定は 3% とな り ます。

アナログ入力の上限エラーレンジ設定

0 ～ 5 % 0 %＊ 2

＊ 2 1 ～ 5% が設定された時、 電圧の下限エラーレンジ設定は 0% とな り ます。

アナログ入力の下限エラーレンジ設定
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アナログ入力エラーレンジ設定例

アナログ出力動作モード ： 4 ～ 20mA
上限エラーレンジ設定 ： 2%
下限エラーレンジ設定 ： 1%

■ アナログ出力パラ メ ータ

アナログ出力モジュールのパラ メータについて説明します。

● アナログ出力動作モー ド

アナログ出力の動作モードには、 電圧出力、 電流出力の 2 種類があ り ます。

アナログモジュールの機種によって電圧出力の範囲が異なり ます。

アナログ出力の動作モードをユーザーアプリ ケーシ ョ ンに応じて設定してください。

・ パラ メ ータ設定エラー

‘ － ’ は設定不可能を示しています。 設定不可能なパラ メータを設定した場合、 アナログモジュー

ルの動作ステータスがパラ メータ設定エラーとなり ます。

・ 未使用

FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, FC4A-K1A1 の場合 ：電圧出力 （0） モードに設定してください。

FC4A-K2C1 の場合 ： 未使用 （255） に設定してください。 未使用に設定されたチャンネルは CPU モ

ジュールからのリ フレッシュが行われずに -10V が出力されます。

FC4A-K4A1 の場合 ：未使用 （255） に設定して ください。 未使用に設定されたチャンネルは CPU モ

ジュールからのリ フレッシュが行われずに 0V が出力されます。

・ アナログ出力の動作モー ド を誤って設定し て動作させた場合、 接続相手機器が破壊し て し ま う こ と
があり ます。 アナログ出力の動作モー ド は十分に注意し て設定し て下さい。

設定パラ メ ータ アナログ出力動作モー ド

値 動作モー ド FC4A-L03A1 FC4A-L03AP1 FC4A-K1A1

0 電圧出力 0 ～ 10V

1 電流出力 4 ～ 20mA

未使用 － － －

設定パラ メ ータ アナログ出力動作モー ド

値 動作モー ド FC4A-K2C1 FC4A-K4A1

0 電圧出力 -10 ～＋ 10V 0 ～ 10V

1 電流出力 4 ～ 20mA

未使用 ○ ○
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● アナログ出力データ タ イプ

アナログ出力のデータタイプには、 次の 2 種類があ り ます。

アナログ出力データタイプをユーザーアプリ ケーシ ョ ンに応じて設定して ください。
アナログ出力データタイプは、 チャンネルごとにそれぞれ動作設定する必要があ り ます。
アナログ出力と して使用しない場合、 データタイプはバイナリデータ （0） に設定して ください。

● アナログ出力レンジデータ 小値、 大値

アナログ出力データタイプ設定を任意指定した場合、 レンジデータ範囲の 小値、 大値を設定し
ます。 レンジデータは 小値、 大値と もに -32,768 ～ 32,767 の範囲内で設定してください。

● アナログ出力データ

チャンネルごとにデジタル－アナログ変換するアナログ出力データを格納します。
アナログ出力データは、 アナログ出力データタイプで設定されたデータ範囲内で設定する必要があ
り ます。
アナログ出力動作ステータス （9-23 頁） が ‘0’ 以外の場合のアナログ出力データは保証されません。

・ バイナリデータ ・ 任意指定

設定パラ メ ータ アナログ出力動作モー ド

値 レンジ指定 FC4A-L03A1 FC4A-L03AP1 FC4A-K1A1

0 バイナリデータ
電圧

0 ～ 4,095
電流

1 任意指定
電圧 アナログ出力データは、 アナログ出力レンジデータ 小値、

大値の範囲で設定されます。電流

設定パラ メ ータ アナログ出力動作モー ド

値 レンジ指定 FC4A-K2C1 FC4A-K4A1

0 バイナリデータ
電圧 -25,000 ～ 25,000

0 ～ 4,095
電流 0 ～ 50,000

1 任意指定
電圧 アナログ出力データは、 アナログ出力レンジデータ 小値、

大値の範囲で設定されます。電流
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アナログ出力データ タ イ ミ ング

アナログ出力データを出力するタイ ミ ングは、 ご使用の CPU モジュールによ り 2 通りあ り ます。

END リ フ レ ッ シュ方式のアナログ出力データ タ イ ミ ング

CPU モジュールが RUN 中、 アナログ出力データは 1 スキャンタイムが 10ms 未満の場合、 10ms を

経過した後の END 処理で更新されます。 1 スキャンタイムが 10ms 以上の場合には、 毎スキャンの

END 処理で更新されます。

CPU モジュールが STOP 時の場合、 アナログ出力データタイプがバイナリデータ指定時は 0 にな

り、 任意指定時はレンジデータの 小値がアナログ出力データのデータレジスタにセッ ト されま
す。 したがって、 本体システムが STOP 時はアナログ出力の 小値が出力されます。

ラダーリ フ レ ッ シュ方式のアナログ出力データ タ イ ミ ング

CPU モジュールが RUN 中、 アナログ出力データの更新は ANST マクロ命令位置で行います。

CPU が STOP 中においては、 アナログ出力の更新処理を行いません。 FC4A-K2C1, FC4A-K4A1 のア

ナログモジュールで STOP 中にアナログ出力値を変更する必要がある場合には、 STPA 命令を使用

する必要があ り ます。 詳細につきましては 9-28 頁を参照して ください。

アナログ出力と して使用しない場合は、 動作モードを未使用に設定してください。

● アナログ出力動作ステータ ス

アナログ出力の動作状態をチャンネルごとに示します。
アナログ出力動作ステータスが 0 の場合、 アナログ出力データ と して正常に出力されているこ とを

意味します。
アナログモジュールの機種によ りアナログ出力動作ステータスが違います。

CPU モジュールが STOP 中、 RUN 中に関わらずアナログ出力動作ステータスは更新されます。

FC4A-K2C1, FC4A-K4A1 のアナログ出力動作ステータ ス

FC4A-K2C1, FC4A-K4A1 では 1 チャンネルあたり 2 バイ トのアナログ出力動作ステータス領域を

持っています。

FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, FC4A-K1A1 のアナログ出力動作ステータ ス

動作ステータ ス DA 動作ステータ ス

0 正常動作中

1 空き

2 初期化中

3 パラ メータ設定エラーまたはアナログ出力がないアナログモジュールが接続されて
いる

4 ハード異常 （外部電源供給エラー）

動作ステータ ス アナログ出力動作ステータ ス （2 バイ ト ）

ビ ッ ト 値 内容

Bit0 0 動作ステータスビッ ト 正常動作中

1 初期化中、 設定変更中、 ハード ウェア初期化エラー

Bit1 0 パラ メータビッ ト パラ メータ設定正常

1 パラ メータ設定エラー

Bit2 0 外部電源供給ビッ ト 外部電源供給

1 外部電源供給エラー

Bit3 0 出力データエラービッ ト 出力データ正常

1 出力データ範囲外エラー

Bit4 ～ Bit15 0 予約領域 0 固定
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■ アナログモジュール使用例

こ こでは、 NTC サーミ スタを使用するアプリ ケーシ ョ ンを説明しています。

アナログモジュールを使用して温度制御を行うアプリ ケーシ ョ ンにつきましては PID 命令のサンプ

ルプログラム （応用編　 16-14 頁、 16-18 頁参照） をご確認ください。

システム構成

動作説明

上記の構成によ り、 NTC サーミ スタの入力値を補正し、 検出温度が設定した温度に達した時点で制

御対象を ON → OFF するこ とができます。 この場合の NTC サーミ スタの温度をモニタするために、

アナログメータを接続しています。

使用するモジュール一覧

モジュール形番 仕様

FC5A-D32S3 ス リ ムタイプ CPU モジュール

FC4A-J8AT1 アナログ入力モジュール （サーミ スタ）

FC4A-T08S1 デジタル出力モジュール （ソース）

FC4A-K1A1 アナログ出力モジュール

使用するサー ミ ス タ

形番 サー ミ ス タ タ イプ R0 T0 B 定数

NT731ATTD103K38J （KOA） NTC 10,000Ω 25 ℃ 3,800K

マイ ク ロスマー ト の構成

ス リムタ イプ
CPU モジュール
FC5A-D32K3

アナログモジュール
FC4A-J8AT1

デジ タル I/O モジュール
FC4A-T08S1

アナログモジュール
FC4A-K1A1
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配線

FC4A-J8AT1 配線例

FC4A-T08S1 配線例

FC4A-K1A1 配線例

N.T.C
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ラダープログラムと マク ロの作成

アナログモジュールの設定はアナログモジュール動作設定マク ロ （ANST） 内で行います。

アナログモジュール動作設定マク ロでは以下の表の設定内容を登録し ます。

＊ CH4 ～ CH7 のサー ミ ス タの設定は未使用の際、 設定不要です。

パラ メ ータ設定 （ANST） 画面 （FC4A-J8AT1 ： スロ ッ ト 番号 1）

FC4A-J8AT1 設定内容

割付 DR 設定 詳細

D630 ～ D757 D630 任意のデータレジスタ領域を設定、 128 ワード

入出力 端子番号 設定項目 設定 詳細

IN CH0 フ ィルタ値 10 入力値の平均化を行います。

データタイプ 摂氏 -50 ℃から 150 ℃の範囲で入力を行います。

倍率 10 倍 -500 ～ 1500 の範囲でデータレジスタに読み込みま

す。

CH1 データタイプ 未設定 未使用入力

CH2 データタイプ 未設定 未使用入力

CH3 データタイプ 未設定 未使用入力

CH4 データタイプ 未設定 未使用入力

CH5 データタイプ 未設定 未使用入力

CH6 データタイプ 未設定 未使用入力

CH7 データタイプ 未設定 未使用入力

CH0 ～
CH3

サーミ スタタイプ NTC NTC サーミ スタ

R0 10,000 絶対温度におけるインピーダンス＝ 10kΩ

T0 25 温度＝ 25

B 3,800 B 定数＝ 3,800K
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パラ メ ータ設定 （ANST） 画面 （FC4A-K1A1 ： スロ ッ ト 番号 3）

以下のラダープログラムは一例です。 アプ リ ケーシ ョ ンに応じ て変更が必要です。

FC4A-K1A1 設定内容

割付 DR 設定 詳細

D780 ～ D779 － 固定のデータレジスタ領域を使用、 20 ワード

入出力 端子番号 設定項目 設定 詳細

OUT CH0
動作モード 0 ～ 10VDC 電圧出力

データタイプ バイナリデータ 0 ～ 4,095

イニシャライズパルス
M8120 によ り Y30 をセッ ト

（再度 M8120 をロード して

ください）

M100 が ON で出力処理実行

警戒温度 100 ℃と検出温度

を比較

100 ℃以上で Y30 が OFF

100 ℃未満で Y30 が ON

-500 ～ +1500 のアナログ入

力値を 0 ～ 2000 に変換

0 ～ 2,000 のアナログ入力値

を 0 ～ 4,000 に変換

FC4A-K1A1 のアナログ出力

データレジスタ D772 に 0 ～

4,000 のデータをセッ ト
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アナログモジュールのプログラ ミ ングに関する注意事項

ANST を使用する場合、 ANST のラダー行で分岐しないでください。

この場合、 ANST と同一の入力リ レーを再度 LOD する必要があ り ます。

STOP 中にアナログ出力値を変更するプログラムの例

FC4A-K2C1 をスロ ッ ト 番号 4 に接続し た場合の STPA 命令

以下のラダープログラムは一例です。 アプ リ ケーシ ョ ンに応じ て変更が必要です。

・ FC4A-K2C1 のアナログモジュールで STOP 中にアナログ出力値を変更する場合

STPA 命令のプログラムによ り、 STOP 中にアナログ出力値の変更が行えます。 アナログ出力データ

のメモ リ アドレスに STOP 中の出力値を設定して ください。

ラダーリ フ レ ッ シュ タ イプのメ モ リ割付 （FC4A-K2C1）

メ モ リ ア ド レス＊ 1

＊ 1 STPA 命令で使用するデータアドレスに相当します。

データサイズ
（Byte） R （読出） /W （書込） パラ メ ータ

+20 2 R/W
アナログ出力データ

CH0

+22 2 R/W CH1
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こ こ では、 ユーザー通信命令の説明を し ています。
ユーザー通信命令は、 指定し たデータ をデータ タ イプに変換し て、 データ を送信する命
令です。
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TXD （ユーザー通信送信命令）
指定し た送信データ を通信ポー ト から送信し ます。

RS232C ポート , RS485 ポート を装備した接続機器へ、 指定されたデータタイプに変換してデータ送

信を行います。

シンボル

動作説明

入力が ON する と、 S1 で指定した送信データをポート 1 ～ 7 を使って送信します。

送信データの 大データ数は 200 バイ トです。

送信動作をすべて終えた時点で、 D1 で指定したデバイスに、 送信完了出力がセッ ト されます。

D2 で指定したデバイスに送信動作のステータス （送信動作の遷移状態とエラー） がセッ ト されま

す。
D2 ＋ 1 には実際に送信したデータのバイ ト数がセッ ト されます。

ユーザー通信モードの通信仕様および通信設定につきましては 5-52 頁を参照してください。

TXD （ユーザー通信送信） ダイアログボ ッ クス

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 送信データ － － － － － － ○ ○ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 送信完了出力先 － ○ ＊ 1

＊ 1 特殊内部リ レーは使用できません。

－ － － － － －

D2 デスティネーシ ョ ン 2 送信動作
ステータス

－ － － － － － ○ － －
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ユーザー通信送信命令に関するプログラ ミ ング時の注意

■ 設定項目

S1 （ソース 1） の設定

実際に送信するデータを定数またはデータレジスタで指定します。 また、 送信データの BCC コー

ドを自動的に算出し、 送信データ と して付加するこ と もできます。
1 つの送信命令で送信できるデータ数は 大 200 バイ トです。

定数データの指定

定数データを指定する場合、 2 種類の指定方法があ り ます。

定数で指定した場合は、 1 バイ ト （00h ～ FFh） のデータを無変換で送信します （データビッ ト長が

7 ビッ ト指定の場合は送信データの範囲は 00h ～ 7Fh とな り ます）。

なお、 データビッ ト長が 8 ビッ ト指定の場合は送信データの範囲は 00h ～ FFh とな り ます。

設定項目

項目 状態

タイプ TXD 送信命令について設定します。

RXD 受信命令について設定します。

通信ポート ポート ポート番号 （1 ～ 7） を設定します。

S1 ソース 1 送信データを指定します。 送信データは定数およびデータレジス
タの指定ができます。

D1 デスティネーシ ョ ン 1 送信完了の出力先を指定します。 内部リ レーまたは出力が指定で
きます。

D2 デスティネーシ ョ ン 2 送信動作ステータスの出力先を指定します。 データレジスタが指
定できます。 また、 指定したデータレジスタの次の番号のデータ
レジスタには、 自動的に送信データバイ ト数がセッ ト されます。

・ マイ クロスマートは、 送信命令を実行するための準備エリアを 5 つ持っています。

実際に送信命令を実行する場合には、 この準備エリアの情報にしたがって、 送信データを内部送信
バッファに順次展開して実行します。 6 つ以上の送信命令を同時に実行した場合、 6 つ目以降の送信

命令は実行できません （実行できなかった送信命令は、 対応する送信動作ステータスにエラー情報を
セッ ト します）。

・ 送信命令実行中に別の入力条件が成立して、 新し く送信命令を実行する場合には、 現在実行中の送信
命令が完了してから 2 スキャン後に新しい送信命令を実行します。

・ 送信命令は、 入力条件が成立している間、 繰り返し送信を実行します。 送信を 1 回のみ実行したい場

合には、 “SOTU” または “SOTD” を入力条件に追加して ください。

・ ユーザー通信送信命令およびユーザー通信受信命令では、 送信 / 受信動作ステータス と送信 / 受信

データバイ ト数をセッ トするデータレジスタは重複できません。

項目 デバイス範囲 変換タ イ プ
送信桁数

（バイ ト 数）
リ ピー
ト 回数

計算方法
計算開
始位置

定数 0 ～ 255 無変換 1 － － －

データ
レジスタ

D0 ～ D1999
D2000 ～ D7999

D10000 ～ D49999

バイナリ→アスキー
バイナリ→ BCD →アスキー

無変換

1 ～ 4
1 ～ 5
1 ～ 2

1 ～ 99 － －

BCC －
バイナリ→アスキー

無変換
1 ～ 2 －

XOR
ADD

ADD-2 の補数
Modbus ASCII
Modbus RTU

1 ～ 15
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定数 （文字）

キーボードで入力可能なアスキーデータ （半角で入力）、 シフ ト JIS コードなど （全角で入力） を入

力します。
半角で指定する と 1 文字あたり 1 バイ トで換算します。 全角で指定する と 1 文字あたり 2 バイ トで

換算します。

定数 （16 進数）

アスキーデータ、 シフ ト JIS コード、 JIS コードなどのデータを 16 進数で入力します。

どのよ うなデータでも入力できます。 と くにアスキーデータのコン ト ロールコード NUL （00h） ～

US （1Fh） を入力する場合は、 必ずこの指定で入力します。

3 バイ ト のアスキーデータ “1” （31h） , “2” （32h） , “3” （33h） を指定する場合

①定数 （文字） で指定し た場合

②定数 （16 進数） で指定し た場合

間接 （DR） の指定

データレジスタで指定した場合は、 変換タイプおよび送信桁数 （送信バイ ト数） を付加するこ とに
よ り、 指定したデータレジスタの内容を変換タイプにしたがってデータ変換し、 指定された桁数分
（バイ ト数） のデータを送信します。
変換タイプには、 バイナリ→アスキー変換、 バイナリ→ BCD →アスキー変換、 無変換の 3 つがあ

り ます。
また、 リ ピート回数を設定するこ とによ り、 指定されたデータレジスタを先頭に指定された リ ピー
ト回数分のデータを連続して送信するこ とができます。 リ ピート回数は 大 99 まで設定できます。

設定 内容 備考

データレジスタ
番号

D0 ～ D1999
D2000 ～ D7999 （拡張データレジスタ）

D10000 ～ D49999

リ ピート回数を設定する場合、 D1999
と D2000 をまたがった範囲は設定でき

ません

変換タイプ バイナリ→アスキー変換
バイナリ→ BCD →アスキー変換

無変換

送信桁数 1 ～ 4 桁 （バイナリ→アスキー変換）

1 ～ 5 桁 （バイナリ→ BCD →アスキー変換）

1 ～ 2 桁 （無変換）

変換タイプによ り設定できる桁数が異
なり ます

リ ピート回数 1 ～ 99 同一の変換タイプ、 桁数の送信を繰り
返します
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10-4
変換タ イプ

変換タイプには、 バイナリ→アスキー変換、 バイナリ→ BCD →アスキー変換、 無変換の 3 種類が

あ り ます。

D10 のデータ “000Ch” （C （16 進数） ＝ 12 （10 進数）） を送信する場合

①バイナ リ→アスキー変換

②バイナ リ→ BCD →アスキー変換

③無変換

送信桁数

変換を実行する と変換タイプに応じた桁数 （バイ ト数） に変換されます。
送信桁数 （送信バイ ト数） を指定するこ とによ り、 送信データ と して使用する桁数 （バイ ト数） を
指定するこ とができます。

D10 のデータ “010Ch” （10C （16 進数） ＝ 268 （10 進数）） を送信する場合

①バイナ リ→アスキー変換、 2 桁送信の場合

②バイナ リ→ BCD →アスキー変換、 3 桁送信の場合

③無変換、 1 桁送信の場合
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リ ピー ト 回数

送信するデータがデータレジスタに連続してセッ ト されている場合に、 リ ピート回数 （データの個
数） を指定するこ とによ り、 同一フォーマッ トのデータを連続して送信するこ とができます。

・ リ ピート回数 ： 2 回

・ リ ピート回数 ： 3 回

BCC （ブロ ッ ク ・ チ ェ ッ ク ・ キャ ラ ク タ） の設定

BCC の計算方法には排他的論理和 （XOR）、 加算 （ADD）、 ADD-2 の補数、 Modbus ASCII または、

Modbus RTU の 5 種の選択が可能です。

送信データの先頭から 15 バイ ト以内を BCC 計算開始位置と して設定し、 送信データの任意の位置

に BCC データを付加するこ とができます。 ただし、 BCC 指定の直前の送信データが BCC 計算終了

位置となり ます。
また、 BCC の計算結果は変換タイプの指定と桁指定を行います。

D010 ： 000Ch 設定項目 ： データレジスタ番号 「D010」

D011 ： 0022h 桁数 「2 桁」

D012 ： 0038h 変換タイプ 「バイナリ→ BCD →アスキー変換」

設定内容

計算開始位置 1 ～ 15 桁目

計算方法 排他的論理和 （XOR）
加算 （ADD）

ADD-2 の補数
Modbus ASCII
Modbus RTU

変換タイプ＊ 1

＊ 1 BCC に ModbusASCII, ModbusRTU を指定した場合、 変換タイプと桁指定は設定できません。

バイナリ→アスキー変換
無変換

桁指定＊ 1 1 ～ 2 桁
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10-6
計算開始位置

BCC の計算を開始する位置を指定します。 計算開始位置は、 送信データの先頭から 15 バイ ト （桁）

以内で指定します （計算終了位置は、 BCC 指定の直前になり ます）。

①計算開始位置 ： 1 バイ ト 目の場合

②計算開始位置 ： 2 バイ ト 目の場合

計算方法

BCC の計算方法には、 排他的論理和 （XOR）、 加算 （ADD）、 ADD-2 の補数、 Modbus ASCII また

は、 Modbus RTU の 5 種類が指定できます。

下記のデータ を送信する場合

① 排他的論理和 （XOR） の場合

41h ∀ 42h ∀ 43h ∀ 44h ＝ 04h

② 加算 （ADD） の場合

③ ADD-2 の補数の場合

BCC 結果＝ FEh, F6h （無変換 2 桁）

④ ModbusASCII の場合

BCC （LRC） 結果＝ “8”, “8” （アスキー）

⑤ ModbusRTU の場合

BCC （CRC-16） 結果＝ 85h, 0Fh （バイナリ ）
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変換タ イプ

変換タイプには、 バイナリ→アスキー変換と無変換の 2 種類があ り ます。

BCC の計算結果が 「0041h」 の場合

①バイナリ→アスキー変換

②無変換

桁指定

送信データに付加する BCC コードの桁数 （バイ ト数） を指定します。

① 2 桁の場合

② 1 桁の場合

ADD-2 の補数

① 計算開始位置から BCC 格納位置手前までのデータの和を計算します。

② ①の結果をビッ ト反転し 1 を足します。 （2 の補数）

③ ②の結果を変換タイプ （BIN → ASCII, 無変換） と桁指定 （1 桁、 2 桁） によって BCC 格納位置に

格納します。

Modbus ASCII

① 計算開始位置から BCC （LCR） 格納位置手前までの ASCII 文字を 2 文字単位で 1 バイ ト HEX
データに変換 （例 ： 37h,35h → 75h） します。

② ①の結果得られたデータの和を計算します。

③ ②の結果をビッ ト反転し 1 を足します。 （2 の補数）

④ ③の結果の下位 1 バイ トのデータを ASCII 文字に変換 （例 ： 75h → 37h,35h） し、 BCC （LCR） 格

納位置に格納します。

BCC の計算対象データが奇数バイ ト設定されている場合、 BCC は不定とな り ます。 （Modbus プロ ト コ

ル定義外）

Modbus RTU

① 計算開始位置の 1 バイ トのデータ と FFFFh の排他的論理和 （XOR） を取り ます。

② ①の結果を右に 1 ビッ ト シフ ト し、 キャ リーが出れば、 固定値 （A001h） で XOR を取り ます。

③ 8 回シフ トするまで②を繰返します。

④ 次の 1 バイ トデータ と③の結果の排他的論理和 （XOR） を取り ます。

⑤ BCC （CRC） 格納位置手前のデータまで②～④を繰返します。

⑥ ⑤の結果を CRC-16 と して BCC （CRC） 格納位置に下位上位 （例 ： 1234h → 34h,12h） の順で格納

します。
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D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） の設定

内部リ レーまたは出力を送信完了出力先と して設定します。
ユーザー通信送信命令の起動入力が ON して、 送信前処理→送信処理の一連の処理を終えた時点

で、 送信完了出力は ON します。

D2 （デステ ィ ネーシ ョ ン 2） の機能

データレジスタを送信動作ステータス と して使用します。

データレジスタは、 D0 ～ D1998, D2000 ～ D7998 が指定可能です。

送信桁数

実際に送信されたバイ ト数がセッ ト されます。
送信動作ステータス と して指定したデータレジスタ番号＋ 1 が、 送信バイ ト数と して割り当てられ

ます。 BCC の指定がある場合にはその桁数も送信桁数に含まれます。

送信動作ステータ ス と し て D100 を指定し た場合

■ ユーザー通信送信命令の例

次の送信データを設定する場合について説明します。

・ 送信データ

・ データレジスタの内容

・ 通信ポートはポート 1 を使う。

・ 送信完了出力は M10 に出力。

・ 送信動作ステータスは D100 に出力。

・ 送信桁数は D101 に出力。

送信完了出力先 内部リ レー （M0 ～ M2557）
出力 （Y0 ～ Y627）

ステータ ス コー ド ＊ 1

＊ 1 ステータスコードが上記以外の場合には、 送信命令のエラーと考えられます。 （10-30 頁参照）

送信状態 状態説明

16 送信前処理中 ユーザー通信送信命令の起動入力が ON する と指定された送

信データを展開し内部バッファにセッ トする間

32 送信中 送信前処理が終わった直後の END 処理で送信が許可され、 す

べてのデータが送信されるまでの間

48 送信データ完了 終の送信データを送出完了した時点から送信命令で終了処
理が実行されるまでの間

64 送信命令完了 一連の送信処理をすべて終了し、 次の送信が可能状態
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■ WindLDR の設定

● 操作手順

1. WindLDR で、 TXD 命令を入力し ます。

TXD （ユーザー通信送信） のダイアログボッ クスが表示されます。

2. タ イプを 「TXD」、 通信ポー ト を 「ポー ト 1」 に指定し ます。

3. ［挿入］ ボタ ンを ク リ ッ ク し てソース 1 （S1） を設定し ます。

① 定数 （16 進数） と して STX （02h） を設定します。

② データレジスタ D010 をバイナリ→ BCD →アスキー変換 （4 桁） し、 リ ピート回数を 2 回に設定し

ます。

③ BCC の設定を加算 2 桁バイナリ→アスキー変換して、 送信データの 1 バイ ト目から算出し付加す

る設定をします。
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10-1
4. デステ ィ ネーシ ョ ン 1 （D1） , 2 （D2） を設定し ます。

以上の設定によ り、 送信データが以下のデータ と して決定されます。

④ 定数 （16 進数） と して ETX （03h） を設定します。

STX
（02h）

“1”
（31h）

“2”
（32h）

“3”
（33h）

“4”
（34h）

“5”
（35h）

“6”
（36h）

“7”
（37h）

“8”
（38h）

BCC
（H）

（41h）

BCC
（L）
（36h）

ETX
（03h）
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RXD （ユーザー通信受信命令）
指定し た受信データ を通信ポー ト を使っ て受信し ます。

RS232C ポート、 RS485 ポート を装備した接続機器からのデータを受信し、 必要なデータタイプに

変換してデータレジスタに格納します。

シンボル

動作説明

入力が ON する と、 S1 で指定した受信データをポート 1 ～ 7 を使って受信します。

受信動作をすべて終えた時点で、 D1 で指定したデバイスに、 受信完了出力がセッ ト されます。

D2 で指定したデバイスに受信動作のステータス （受信動作の遷移状態とエラー） がセッ ト されま

す。 また D2 ＋ 1 には実際に受信したデータのバイ ト数がセッ ト されます。

受信フォーマッ トがすでに完了し、 受信データ待ちの状態で受信キャンセルフラグを ON する と、

すべての受信命令がキャンセルされます。

ユーザー通信モードの通信仕様および通信設定につきましては 5-52 頁を参照してください。

RXD （ユーザー通信受信） ダイアログボ ッ クス

対象デバイス

X Y M R T C D 定数
リ ピー ト

指定

S1 ソース 1 受信データ － － － － － － ○ ○ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 受信完了出力先 － ○ ＊ 1

＊ 1 特殊内部リ レーは使用できません。

－ － － － － －

D2 デスティネーシ ョ ン 2 受信動作ステータス － － － － － － ○ － －

設定項目

項目 状態

タイプ TXD 送信命令について設定します。

RXD 受信命令について設定します。

通信ポート ポート ポート番号 （1 ～ 7） を設定します。

S1 ソース 1 受信フォーマッ ト を指定します。

D1 デスティネーシ ョ ン 1 受信完了の出力先を指定します。 内部リ レーまたは出力が指定で
きます。

D2 デスティネーシ ョ ン 2 受信動作ステータスの出力先を指定します。 データレジスタが指
定できます。 また、 指定したデータレジスタの次の番号のデータ
レジスタには、 自動的に受信データバイ ト数がセッ ト されます。
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ユーザー通信受信命令に関するプログラ ミ ング時の注意

■ 設定項目

S1 （ソース 1） の設定

受信するデータのフォーマッ ト を指定します。 フォーマッ トの設定項目には間接 （DR）、 定数 （文

字）、 定数 （16 進数）、 スキップ、 BCC があ り ます。

1 つの受信命令で受信できるデータ数は 大 200 バイ トです。

・ マイ ク ロスマートの受信命令は、 スタートデリ ミ タの指定内容によって、 同時に実行できる数が変
化します。 スタートデリ ミ タを指定した場合は 大 5 命令、 指定しない場合は 1 命令とな り ます。

・ 受信命令は、 入力条件が成立している間、 繰り返し受信を実行します。 受信を 1 回のみ実行したい

場合には、 “SOTU” または “SOTD” を入力条件に追加して ください。

・ ユーザー通信送信命令およびユーザー通信受信命令では、 送信 / 受信動作ステータス と送信 / 受信

データバイ ト数をセッ トするデータレジスタは重複できません。

項目 デバイス範囲 変換タ イプ
受信桁数

（バイ ト 数）
リ ピー ト

回数 計算方法
計算
開始
位置

スキッ
プ

間接
（DR）

D0 ～ D1999 アスキー→
バイナリ

1 ～ 4 1 ～ 99 － － －

D2000 ～ D7999 アスキー→
BCD →

バイナリ

1 ～ 5

D10000 ～ D49999 無変換 1 ～ 2

定数 0 ～ 255 無変換 1 － － － －

BCC － バイナリ→
アスキー
無変換

1 ～ 2 － XOR
ADD
ADD-2 の補数
Modbus ASCII
Modbus RTU

1 ～ 15 －

スキップ － － － － － － 1 ～ 99

D1, D2 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1, 2） ： 必ず設定する必要がある項目

受信完了出力先 内部リ レー （M0 ～ M2557）
出力 （Y0 ～ Y627）

受信データ ステータ ス データレジスタ （D0 ～ D1998, D2000 ～ D7998）
2 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 10 章 ユーザー通信
第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
間接 （DR） の指定

受信したデータは、 設定した変換タイプおよび受信桁数 （受信バイ ト数） にしたがって、 指定した
データレジスタに格納されます。
変換タイプには、 アスキー→バイナリ変換、 アスキー→ BCD →バイナリ変換、 無変換の 3 種類が

あ り ます。
また、 リ ピート回数を設定するこ とによ り、 同じ受信フォーマッ トのデータを繰り返し受信しま
す。 リ ピート回数は 大 99 まで設定できます。

受信桁数にし たがって分割し た受信データが の場合

①アスキー→バイナリ変換

②アスキー→ BCD →バイナ リ変換

③無変換

設定内容 備考

データレジスタ番号 D0 ～ D1999
D2000 ～ D7999 （拡張データレジスタ）

D10000 ～ D49999

リ ピート回数を設定する場合、
D1999 と D2000 をまたがった範

囲は設定できません

変換タイプ アスキー→バイナリ変換
アスキー→ BCD →バイナリ変換

無変換

受信桁数 1 ～ 4 桁 （アスキー→バイナリ変換）

1 ～ 5 桁 （アスキー→ BCD →バイナリ変換）

1 ～ 2 桁 （無変換）

変換タイプによって設定できる桁
数が異なり ます

リ ピート回数 1 ～ 99 同一の変換タイプ、 桁数の受信を
繰り返します

可変 HEX, ASCII 区切り となる定数を指定するこ と
によって、 可変長のデータを受信
できます。
可変指定は、 マイ ク ロスマートの
システムバージ ョ ンが 200 以上、

かつ WindLDR5.2 以上の場合のみ

使用可能です。
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10-1
受信桁数

受信桁数にしたがって受信データを分割する場合のデータの単位を指定します。

① 2 桁の場合

② 3 桁の場合

リ ピー ト 回数

分割して変換した受信データをデータレジスタに連続して格納する場合に、 リ ピート回数を設定し
ます。

次の設定で、 下記のデータ を受信する場合

①リ ピー ト 回数 ： 2 回

②リ ピー ト 回数 ： 3 回
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可変

区切り となる定数 （以降はデリ ミ タ と記載します。） を指定するこ とによって可変長のデータを受
信できます。
デリ ミ タ、 も し くは指定したデータ数 （桁数 × リ ピート回数） のデータを受信するまで、 変換タイ

プに従って順次間接指定先のデータレジスタへ受信データを格納します。
可変指定は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上、 かつ WindLDR5.2 以上の場合の

み使用可能です。

ス ター ト デリ ミ タの設定

受信を開始する定数列 （以降はスタートデリ ミ タ と記載します。） と して、 1 つのユーザー通信受信

命令に対して連続した 大 5 バイ ト までの定数の設定が可能です。 スタートデリ ミ タ と して設定す

るには、 必ず受信データの 1 バイ ト目に設定してください。 WindLDR で 「タイプ」 を定数 （文字）

か定数 （16 進数） で設定します。 設定方法は、 「本章　定数データの指定」 （10-2 頁） を参照して

ください。

スタートデリ ミ タを 2 バイ ト以上設定するには、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以

上、 かつ WindLDR5.2 以上が必要です。

ス ター ト デリ ミ タ を設定し た場合

異なるスタートデリ ミ タを設定したユーザー通信受信命令を、 同時に 大 5 命令まで起動できま

す。
この場合、 スタートデリ ミ タが一致したユーザー通信受信命令の受信フォーマッ トにしたがって、
受信 ・変換処理を行います。
受信したデータがスタートデリ ミ タ と一致しなかった場合には、 そのデータを破棄して、 次のデー
タ （スタートデリ ミ タ） の受信待ちとなり ます。 また、 スタートデリ ミ タの 1 バイ ト目が検出され

ない場合には、 受信キャラ ク タ間タイマは起動されませんので、 受信タイムアウ トにはなり ませ
ん。

同一スタートデリ ミ タのユーザー通信受信命令を 2 命令以上同時に起動した場合は、 2 つ目以降に

起動したユーザー通信受信命令の受信動作ステータスに ‘5’ が書き込まれます。 この状態で、 ス

タートデリ ミ タが一致するデータを受信した場合、 先に起動したユーザー通信受信命令のみ受信動
作を行います。

同一ス ター ト デリ ミ タ を設定し たユーザー通信受信命令を複数起動する場合

1 RXD 命令①を起動し ます。 RXD 命令①の受信動作ステータ スに ‘32’ が書き込まれます。

2 RXD 命令②を起動し ます。
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10-1
スタートデリ ミ タのデータビッ ト長が異なるユーザー通信受信命令を 2 命令以上同時に起動した場

合で、 スタートデリ ミ タが途中まで同一である下記のよ うなケースも、 同一スタートデリ ミ タ と見
なして、 2 つ目以降に起動したユーザー通信受信命令の受信動作ステータスに ‘5’ が書き込まれま

す。

ス ター ト デリ ミ タ を設定し ない場合

同時に起動できるユーザー通信受信命令は 1 命令のみです （同時に複数の受信命令は起動できませ

ん）。
データを 1 バイ ト受信しないかぎり、 受信キャラ クタ間タイマは起動しませんので、 受信タイムア

ウ トにはなり ません。
スタートデリ ミ タを設定しない場合には、 順次データを受信します。

①ス ター ト デリ ミ タ設定な しの場合

②ス ター ト デリ ミ タ設定が STX （02h） , ENQ （05h） の場合 （同時に 2 つの受信命令が起動可能）
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・ スタートデリ ミ タを 2 バイ ト以上設定している状態で、 受信したデータがスタートデリ ミ タ と一致

しなかった場合には、 それまでに受信したデータ （スタートデリ ミ タ） を破棄して、 再度、 スター
トデリ ミ タの 1 バイ ト目の受信待ちとなり ます。

・ スタートデリ ミ タの 1 バイ ト目が検出された時点で受信キャラ ク タ間タイマが起動されます。 ス

タートデリ ミ タを 2 バイ ト以上設定している状態で、 受信タイムアウ ト を経過してもスタートデリ

ミ タの 2 バイ ト目以降を受信しない場合は、 スタートデリ ミ タの受信途中でも受信タイムアウ ト と

して受信処理を終了します。 受信タイムアウ トの設定は、 WindLDR の “ 通信設定 ” で行う こ とがで

きます。

エン ド デリ ミ タの設定

受信を終了する判定コード （以降はエンドデリ ミ タ と記載します。） と して、 1 つのユーザー通信受

信命令に対して 1 バイ トの設定が可能です。 1 つのユーザー通信受信命令で、 エンドデリ ミ タ とエ

ンドデリ ミ タ以外の定数が同一コード とならないよ うにしてください。 間接指定の受信データで読
み込まれるコードはエンドデリ ミ タに使用しないでください。
エンドデリ ミ タを設定する場合は、 WindLDR で 「タイプ」 を定数 （文字） か定数 （16 進数） に設

定します。 設定方法は、 「本章　定数データの指定」 （10-2 頁） を参照して ください。

受信データ総数に満たない場合でも、 エンドデリ ミ タを検出する と受信処理を終了します。 エンド
デリ ミ タの後に BCC コードがある場合は、 BCC コードを受信してから受信処理を終了します。 エ

ンドデリ ミ タ と BCC コードの設定の間に他の受信データの設定 ［変数 （データレジスタ）］ がある

と、 正常な受信動作を行いませんのでご注意ください。
エンドデリ ミ タの設定がない場合には、 変数 ・ スキップなどの設定分のデータをすべて受信して処
理を終了します。 ただし、 1 バイ トのデータを受信した時点から次の 1 バイ トのデータを受信する

までの時間を監視するためのキャラ クタ間タイマが起動します。 キャラ ク タ間タイマはデータを 1
バイ ト受信するごとに再起動し、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” の受信タイムアウ トによ り設定した時間

を経過しても受信データがこない場合には、 受信タイムアウ ト と して受信処理を終了します。

①エン ド デリ ミ タ設定な しの場合

②エン ド デリ ミ タの設定が ETX （03h） で BCC の設定がない場合

③エン ド デリ ミ タの設定が ETX （03h） で BCC （1 桁） の設定がある場合
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定数指定によるデータ照合

スタートデリ ミ タ とエンドデリ ミ タ以外でも、 定数 （文字、 16 進数） を指定して、 受信データの照

合を行う こ とができます。 受信データの照合用データ と して、 1 つのユーザー通信受信命令に対し

て複数の定数の設定が可能です。 ユーザー通信受信命令で指定した全ての定数を照合します。 照合
結果は受信動作ステータスに書き込まれます。

定数の照合は、 マイ クロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上の場合のみ使用可能です。 定数

の照合によ り、 下記のよ うなケースでユーザープログラムを簡単にするこ とができます。

受信データの途中に定数が存在する通信プロ ト コルを扱う場合
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ユーザー通信受信命令で、 定数と受信データの照合結果が不一致の場合、 その定数がスタートデリ
ミ タの場合と照合用の定数の場合で受信動作が異なり ます。

定数と受信データの照合結果が不一致の場合の受信動作

スタートデリ ミ タの照合が不一致の場合

照合用定数の照合が不一致の場合
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10-2
ユーザー通信受信命令で、 スタートデリ ミ タ と して設定可能な 大桁数 （5 バイ ト ） を超えて定数

を指定している場合や、 定数と定数以外 （間接、 BCC、 SKIP） を混在して指定している場合は、 各

定数の扱いが異なり ます。

ユーザー通信受信命令の定数の扱い

スタートデリ ミ タ と して設定可能な 大桁数 （5 バイ ト ） を超えて定数指定している場合

定数と定数以外 （間接、 BCC、 SKIP） を混在して指定している場合
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スキッ プの設定

RXD 命令においてスタートデリ ミ タの 1 バイ ト、 エンドデリ ミ タの 1 バイ ト以外では、 定数が使用

できません。 送信データ中にスタートデリ ミ タおよびエンドデリ ミ タ以外の定数が含まれる場合
は、 スキップを使用するこ とで受信できます。 スキップ指定がある と、 その次のデータから指定し
た桁数分 （バイ ト ） の受信データは読み捨てられて、 データレジスタには格納されません。 連続し
てスキップできる数は 大 99 バイ トです。

3 バイ ト 目からスキ ッ プ （2 桁） の設定がある場合

BCC （ブロ ッ ク ・ チ ェ ッ ク ・ キャ ラ ク タ） の設定

外乱による受信時のデータ誤り を検出するために、 BCC の計算および比較機能があ り ます。

任意の開始位置から終了位置までの BCC を計算し、 受信した BCC コード と比較します。

BCC の計算方法には排他的論理和 （XOR） または加算 （ADD）、 ADD-2 の補数、 Modbus ASCII ま
たは、 Modbus RTU の 5 種の選択が可能です。

受信データの先頭から 15 桁 （バイ ト ） 以内を BCC 計算開始位置と して設定、 BCC 設定の直前の受

信データが BCC 計算終了位置になり ます。

設定内容

計算開始位置 1 ～ 15 桁目

計算方法 排他的論理和
加算
ADD-2 の補数
ModbusASCII
ModbusRTU

（XOR）
（ADD）

変換タイプ＊ 1

＊ 1 BCC に ModbusASCII, ModbusRTU を指定した場合、 変換タイプと桁指定は設定できません。

バイナリ→アスキー変換

無変換

桁指定＊ 1 1 ～ 2 桁
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10-2
計算開始位置

BCC の計算を開始する位置を指定します。 計算開始位置は、 受信データの先頭から 15 桁 （バイ ト ）

以内で指定します （計算終了位置は、 BCC データの直前になり ます）。

①計算開始位置 ： 1 バイ ト 目の場合

②計算開始位置 ： 2 バイ ト 目の場合

計算方法

BCC の計算方法には排他的論理和 （XOR）、 加算 （ADD）、 ADD-2 の補数＊、 Modbus ASCII ＊また

は、 Modbus RTU ＊の 5 種類が指定できます。

下記のデータ を受信し た場合

①排他的論理和 （XOR） の場合

41h ∀ 42h ∀ 43h ∀ 44h ＝ 04h

②加算 （ADD） の場合

③ ADD-2 の補数の場合

BCC 結果＝ FEh, F6h （無変換 2 桁）

④ Modbus ASCII の場合

BCC （LRC） 結果＝ “8”, “8” （アスキー）

⑤ Modbus RTU の場合

BCC （CRC-16） 結果＝ 85h, 0Fh （バイナリ ）
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変換タ イプ

変換タイプには、 バイナリ→アスキー変換と無変換の 2 種類があ り ます。

BCC の計算結果が 「0041h」 の場合

①バイナリ→アスキー変換

②無変換

桁指定

受信データに付加される BCC コードの桁数 （バイ ト数） を指定します。

バイナリ→アスキー変換の場合

① 2 桁の場合

② 1 桁の場合
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BCC の比較機能

受信した BCC コード と受信したデータから計算した BCC コードを比較して、 外乱などによる受信

データの誤り を検出します。 比較した結果は受信動作ステータスに書き込みます。

① 1 バイ ト 目から 6 バイ ト 目までを排他的論理和計算し た後、 バイナリ→アスキー変換し て 7 ～ 8 桁

目に付加された BCC コー ド と比較する場合

② 1 バイ ト 目から 6 バイ ト 目までを加算し た後、 バイナリ→アスキー変換し て 7 ～ 8 桁目に付加され

た BCC コー ド と比較する場合
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D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） の設定

内部リ レーまたは出力を受信完了出力先と して設定します。
ユーザー通信受信命令の起動入力が ON して、 受信前処理→受信処理→受信データ展開の一連の処

理を終えた時点で、 受信完了出力は ON します。

受信終了条件

間接指定のデリ ミ タ指定有無および、 エンドデリ ミ タの設定有無によ り、 受信終了条件が異なり ま
す。

受信タイムアウ ト した場合は、 無条件で受信を終了します。

ユーザー通信受信命令でエンドデリ ミ タの設定無しで、 間接指定のデリ ミ タを指定した場合

受信完了出力先 内部リ レー （M0 ～ M2557）
出力 （Y0 ～ Y627）

エン ド デ リ ミ タ
有 / 無

デリ ミ タ
有 / 無 受信終了条件

有 有 / 無 ユーザー通信受信命令で設定されたデータ数のデータを受信するか、 エ
ンドデリ ミ タを受信して受信を終了します。 ただし、 エンドデリ ミ タの
直後に BCC 設定がある場合は、 BCC まで受信して受信を終了します。

無 有 ユーザー通信受信命令で設定された 終の定数 （デリ ミ タを含む） を受
信した後、 以降に設定されたデータ数を受信して受信を終了します。

無 無 ユーザー通信受信命令で設定されたデータ数のデータを受信して受信を
終了します。
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D2 （デステ ィ ネーシ ョ ン 2） の機能

データレジスタを受信動作ステータス と して使用します。
受信ステータスは、 受信動作状態とエラー情報を含みます。

受信桁数

実際に受信されたバイ ト数がセッ ト されます。
受信動作ステータス と して指定したデータレジスタ番号＋ 1 が、 受信桁数と して割り当てられま

す。
スタートデリ ミ タ、 エンドデリ ミ タ等を含むすべての受信データを計数します。

受信動作ステータ ス と し て D100 を指定し た場合

受信キャ ンセルフ ラグ

マイクロスマートでは、 受信フォーマッ トが既に完了し、 受信データ待ちの状態で受信キャンセル
フラグを ON する と、 すべての受信命令がキャンセルされます。

受信キャンセルフラグは、 各通信ポートに特殊内部リ レーと して下表のとおりに割り付けられま
す。 受信データ待ちの状態が長く、 受信命令のみをキャンセルしたい場合に有効です。
キャンセルした受信命令をアクティブにする場合は、 受信キャンセルフラグを OFF したあと、 受信

命令の入力条件を再度 ON にしてください。

ステータ ス コー ド ＊ 1

＊ 1 ステータスコードが上記以外の場合には、 受信命令のエラーが考えられます。
「本章　ユーザー通信送信命令 ・ 受信命令のエラー」 （10-30 頁） 参照

受信状態 状態説明

16 受信前処理中 ユーザー通信受信命令の起動入力が ON する と受信

フォーマッ ト を解読し、 実際の受信命令待ちとなるま
での間を示します。

32 受信中 受信前処理が終った直後の END 処理で受信が許可さ

れ、 すべてのデータを受信するまでの間を示します。

48 受信データ展開中 受信処理が終わった後、 受信フォーマッ トにしたがっ
て受信データを展開し、 データレジスタに格納するま
での間を示します。

64 受信命令完了 一連の受信処理をすべて終了し、 次の受信が可能な状
態を示します。

128 受信キャンセルフラグ
アクティブ

すべての受信命令をキャンセルしたこ とを示します。

特殊内部リ レー一覧

番号 内容 ス ト ッ プ時 停電時 R/W

M8022 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ポート 1） ク リ ア ク リ ア R/W

M8023 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ポート 2） ク リ ア ク リ ア R/W

M8033 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ポート 3） ク リ ア ク リ ア R/W

M8145 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ポート 4） ク リ ア ク リ ア R/W

M8146 ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ポート 5） ク リ ア ク リ ア R/W

M8147＊ 1

＊ 1 M8147 の特殊内部リ レーは、 オールインワンタイプの CPU モジュールではリザーブ領域になり ます。

ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ポート 6） ク リ ア ク リ ア R/W

M8170＊ 2

＊ 2 M8170 の特殊内部リ レーは、 オールインワンタイプの CPU モジュールには存在しません。

ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （ポート 7） ク リ ア ク リ ア R/W
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■ ユーザー通信受信命令の例

次の受信データを設定する場合について説明します。

・ 受信データ

・ 通信ポートはポート 1 を使う。

・ 受信完了出力は M100 に出力。

・ 受信動作ステータスは D1000 に出力。

・ 受信桁数は D1001 に出力。

■ WindLDR の設定

● 操作手順

1. WindLDR で、 RXD 命令を入力し ます。

RXD （ユーザー通信受信） のダイアログボッ クスが表示されます。

2. タ イプを 「RXD」、 通信ポー ト を 「ポー ト 1」 に指定し ます。

3. ［挿入］ ボタ ンを ク リ ッ ク し てソース 1 （S1） を設定し ます。

① スタートデリ ミ タ と して、 STX （02h）、 スレーブ番号 （H） （00h）、 スレーブ番号 （L） （10h） を設

定します。
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② スキップを 2 バイ トに設定します。

③ 受信データ照合用の定数と して “,” （2Ch） を設定します。

④ 受信データをアスキー→バイナリ変換 （4 桁） して、 格納先をデータレジスタ D10、 リ ピート回数

を 2 回に設定します。 また、 可変長のデータを受信するため、 区切り となる定数 （デリ ミ タ） と し

て CR （0Dh） を設定します。

⑤ BCC コード と して受信データ 1 桁目から加算し、 バイナリ→アスキー変換 （2 桁） した比較結果を

設定します。
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4. デステ ィ ネーシ ョ ン 1 （D1） , 2 （D2） を設定し ます。

以上の設定によ り、 受信データが以下のデータレジスタに格納されます。

⑥ エンドデリ ミ タ と して ETX （03h） を設定します。

D10: 1234h =4660

D11: 0005h =5
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■ ユーザー通信送信命令 ・ 受信命令のエラー

ユーザー通信の送信 ・ 受信動作ステータス と して設定したデータレジスタにエラーがセッ ト されま
す。 複数のエラーが発生した場合には順次上書きしますので、 終に起こったエラーが結果と して
セッ ト されます。

エラーコー ドの計算方法

送信動作ステータス、 または受信動作ステータス と して使用したデータレジスタの値を 16 で割り、

その余りがエラーコード とな り ます。

● 処置方法

エラー内容を参考にして、 ユーザープログラムを変更して ください。

ユーザー通信命令のエラーコー ド

エ ラー
コー ド

エ ラー内容 通信 （送信 ・ 受信） 完了出力

1 起動入力が ON している送信命令が 5 命令を超えた。 アドレスの小さい側から 5 命令以内の

送信完了出力については ON

2 送信先機器のビジー状態が一定時間を超えた。 （ビ
ジータイムオーバ）

ビジー状態でタイムオーバ後 ON

3 起動入力が ON しているスタートデリ ミ タ指定のあ

る受信命令が 5 命令を超えた。

アドレスの小さい側から 5 命令以内で

スタートデリ ミ タが受信データ と一致
した受信命令の受信完了出力は ON

4 スタートデリ ミ タの指定がある受信命令と指定がな
い受信命令を混在して同時に起動した。 または、 ス
タートデリ ミ タなしの受信命令を 2 命令以上同時に

起動した。

アドレスの小さい側の受信命令の受信
完了出力が ON

5 同一スタートデリ ミ タの受信命令を同時に起動した。 （出力に関係なし）

6 予約 （出力に関係なし）

7 受信データが指定したスタートデリ ミ タ と一致しな
かった。

（出力に関係なし）
ただし、 その後スタートデリ ミ タを含
む正常なデータを受信する と受信完了
は ON

8 受信フォーマッ トでアスキーコードをバイナリ また
は BCD に変換する指定があった場合に、 データ と し

て “0” ～ “9” または “A” ～ “F” 以外のコードを受信

した。 （変換時には “0” と して扱う ）

ON

9 受信命令で計算した BCC とデータに付加されて送ら

れてきた BCC とが一致しなかった。

ON

10 受信命令で設定したエンドデリ ミ タ も し くは定数と
受信したエンドデリ ミ タ も し くは定数が一致しな
かった。

ON

11 受信命令で 1 キャラ ク タ （1 バイ ト ） 受信した後、

通信フォーマッ トで設定されている受信タイムアウ
ト を待っても次のデータがこなかった。

ON

12 オーバランエラーが発生 （受信処理が終了するまで
に次のデータを受信） した。

OFF

13 フレーミ ングエラー （スタート ・ ス ト ップビッ トの
検出誤り） が発生した。

（出力に関係なし）

14 パリティエラー （パリ ティでエラーを検出） が発生
した。

（出力に関係なし）

15 ポート設定がユーザー通信モードでないのに TXD ま

たは RXD 命令を使用した。

（出力に関係なし）
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■ ユーザー通信命令のキャ ラ ク タ コー ド
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■ 制御ラ イ ン コ ン ト ロール

ユーザー通信命令で制御ラインコン ト ロールが必要な場合に、 各データレジスタを設定するこ とで
ポート 2 ～ 7 の制御ラインをコン ト ロールできます。 メンテナンス通信時は、 DR は無処理、 ER は

ON とな り ます。

・ RS485 通信ポート （FC4A-PC2, FC4A-PC3, FC4A-HPC2, FC4A-HPC3） では制御コン ト ロールを使用

できません。

・ ポート 2 ～ 7 の RS 信号は常時 ON になっています。

メンテナンス通信時は、 DR は無処理、 ER は ON とな り ます。

特殊データ レジス タ割付

DR 番号 機能 設定のタ イ ミ ング R/RW

D8104 制御線状態 （ポート 2 ～ 6） 毎スキャン R

D8105 DR 制御ラインコン ト ロール （ポート 2 ～ 6） データ送受信時 R/W

D8106 ER 制御ラインコン ト ロール （ポート 2 ～ 6） データ送受信時 R/W

D8204 制御線状態 （ポート 7） 毎スキャン R

D8205 DR 制御ラインコン ト ロール （ポート 7） データ送受信時 R/W

D8206 ER 制御ラインコン ト ロール （ポート 7） データ送受信時 R/W

RUN 時制御ラ イ ン コ ン ト ロール一覧表

設定値 1
制御線

DR （入力）＊ 1

＊ 1 DR 入力制御ラインコン ト ロール

ER （出力）＊ 2

＊ 2 ER 出力制御ラインコン ト ロール

0 無処理 ON

1 ON ： 送受信可

OFF ： 送受信不可

OFF

2 ON ： 送受信不可

OFF ： 送受信可

受信可 ： ON
受信不可 ： OFF

3 ON ： 送信可

OFF ： 送信不可

ON

4 ON ： 送信不可

OFF ： 送信可

ON

5 以上 無処理 ON

STOP 時制御ラ イ ン コ ン ト ロール一覧表

設定値 1
制御線

DR （入力）＊ 1

＊ 1 DR 入力制御ラインコン ト ロール （10-34 頁参照）

ER （出力）＊ 2

＊ 2 ER 出力制御ラインコン ト ロール （10-35 頁参照）

0 無処理 （送受信不可） OFF

1 同上 OFF

2 同上 OFF

3 同上 OFF

4 同上 OFF

5 以上 無処理 （送受信不可） OFF
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■ 制御線状態

D8104 （ポー ト 2 ～ 6） , D8204 （ポー ト 7） ： 通信 RS232C 通信ボー ド制御信号

DR, ER の各制御ラインの信号状態がセッ ト されます。

STOP 中、 RUN 中の END 処理で更新します。

デバイス内の各増設通信ポートの割り当て （ビッ ト アサイン） は下記のよ うになっています。

ポート 2 ～ 7 に割り当てられたデバイス領域に示される設定値の意味は下表の通りです。

設定値
＊ （） 内は 2 進数値

状態

0 （00） どの制御ラインも OFF です。

1 （01） DR が ON です。

2 （10） ER が ON です。

3 （11） DR と ER が ON です。
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■ DR 入力制御ラ イ ン コ ン ト ロール

D8105 （ポー ト 2 ～ 6） , D8205 （ポー ト 7） ： DR 入力制御ラ イ ン コ ン ト ロール

ユーザー機器の制御ラインの状態でマイクロスマートの送受信を決定します。
この制御ラインはユーザー機器からマイクロスマートへの外部入力です。 ユーザー機器の状態を知
るために用います。 ユーザー機器は、 この制御ライン信号を用いてユーザー機器が受信可能か、 ま
たは有効なデータを送信しているかなどの状態をマイクロスマートに伝えます。 ユーザー通信時の
み有効です。
デバイス内の各増設通信ポートの割り当て （ビッ ト アサイン） は下記のよ うになっています。

ポート 2 ～ 7 に割り当てられたデバイス領域に示される設定値の意味は下表の通りです。

設定値
＊ （） 内は 2 進数値

説明

0 （000） マイ ク ロスマートの送受信制御に、 DR 信号の状態を使用しません。 DR 信

号制御を行う必要がなければ、 通常この状態でご使用ください。

1 （001） DR 信号が ON の場合に、 マイ ク ロスマートが送受信可能になり ます。

2 （010） DR 信号が OFF の場合に、 マイ ク ロスマートが送受信可能になり ます。

3 （011） DR 信号が ON の場合に、 送信可能になり ます。 これは通常 「Busy 制御」 と

呼ばれ、 処理速度が遅い機器 （プ リ ンタなど） の送信制御に使います （ユー
ザー機器から見れば、 入力データの制限とな り ます）。

4 （100） DR 信号が OFF の場合に、 送信可能になり ます。

5 以上 設定値 “0” と同じ動作をします。
4 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 10 章 ユーザー通信
第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
章

第
10
■ ER 出力制御ラ イ ン コ ン ト ロール

D8106 （ポー ト 2 ～ 6） , D8206 （ポー ト 7） ： ER 出力制御ラ イ ン コ ン ト ロール

マイク ロスマートのコン ト ロール状態や、 送受信状態を示す場合に使用します。 この制御ライン
は、 マイ ク ロスマートからユーザー機器への出力信号です。 ユーザー通信時のみ有効です。
デバイス内の各増設通信ポートの割り当て （ビッ ト アサイン） は下記のよ うになっています。

ポート 2 ～ 7 に割り当てられたデバイス領域に示される設定値の意味は下表の通りです。

設定値
＊ （） 内は 2 進数値

説明

0 （00） マイ ク ロスマートが運転している場合に ON （停止時に OFF） にな り ます。

運転中はデータの送受信に関わらず常時 ON です。 マイ ク ロスマートの運転

状態の表示が必要な場合に設定します。

1 （01） 常時 OFF にな り ます。

2 （10） 受信データをフロー制御したい場合に設定します。 マイ ク ロスマートがユー
ザー機器からのデータを受信できる場合に、 ER 信号が ON になり ます。 ま

た、 受信できない場合は ER 信号が OFF にな り ます。

3 （11） 設定値 “0” と同一の動作をします。
10-35
章

第
10
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 10 章 ユーザー通信

10-3
ユーザー通信を用いたプログラム例

■ プ リ ン タ との接続例

シ リ アルインタフェース （RS232C） を有するプリ ンタに対して、 マイ クロスマート を用いて印字す

る例について記載します。

システム構成図

ケーブル結線図

“BUSY” は、 プリ ンタによ り名称が異なる場合があ り ます （例 ： DTR 等）。 機能は、 プ リ ンタの状

態 （データ印字の不可） を外部に知らせるための信号です。

この信号はプリ ンタによって動作仕様が異なり ますので動作を確認うえ、 結線を行ってください。

NC は接続し ないで く ださい。 誤動作や故障の原因と な り ます。
6 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 基本編
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● 動作説明

1 分間に 1 回、 毎分 0 秒にカウンタ 2 とデータレジスタ 30 （D30） の内容をプリ ン ト アウ ト します。

受信バッファを 1 行しか持たないプリ ンタの場合、 数行分のデータを一度送信する と受信バッファ

がオーバーフローし、 データが印字されなかったり、 誤った印字をします。 これに対応するため、
DR 信号 （プ リ ンタ側の BUSY 信号） を監視して印字するこ とができます。

この例では、 ポート 2 を使用しています。

● マイ ク ロスマー ト の設定

● 制御ラ イ ン コ ン ト ロールデータ レジス タによる制御信号の設定

特殊データレジスタの設定によ り、 送信時のプリ ンタの “BUSY” 開始と制御の設定をします。

・ ファンクシ ョ ン設定 ポート 2 をユーザー通信に設定します。

・ 通信フォーマッ ト 通信速度 ： 9600bps

データビッ ト長 ： 8 ビッ ト

パ リ ティ ： なし

ス ト ップビッ ト ： 1 ビッ ト

＊ 通信フォーマッ トの一例です。 プ リ ンタの取扱説明書などを参照して
設定して ください。

＊ 通信フォーマッ トの設定方法は 「第 5 章　通信設定」 （5-52 頁） を参照

して ください。

特殊 DR 番号 設定値 動作

D8105 3 DR 信号が ON （BUSY でない） の場合、 送信します。 また、 OFF （BUSY）

の場合、 送信を一時停止します。
OFF 時間が一定時間 （5 秒） 経過する と、 送信ビジータイムオーバエラーと

な り、 送信処理は中断され未送信分のデータは送信されません （エラー
コードは D0 に設定されます）。
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10-3
プログラム例

● 送信命令の S1 設定内容
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こ こ では、 分散制御システムに有効なデータ リ ン ク機能について説明し ています。
データ リ ン ク機能では、 1 台のマイ ク ロスマー ト （親局） と 大 31 台のマイ ク ロスマー

ト （子局） を接続し、 親局と子局の間でデータの交換ができます。

■ データ リ ン ク機能の概要

マイク ロスマートは CPU モジュールにポート 2 用の RS485 通信オプシ ョ ンを取り付ける、 もし く

は増設 RS485 通信モジュールを用いるこ とによ り、 データ リ ンク機能が使用できます。

データ リ ンク機能では、 1 台のマイクロスマート （親局） と 大 31 台のマイ クロスマート （子局）

を接続し、 親局と子局の間でデータの交換ができます。 親局は子局ごとに子局への送信データ 6
ワード、 子局からの受信データ 6 ワード、 通信ステータス / エラー 1 ワードの計 13 ワードのデータ

レジスタを持ちます。 子局は親局への送信データ 6 ワード、 親局からの受信データ 6 ワード、 通信

ステータス / エラー 1 ワードの計 13 ワードのデータレジスタを持ちます。 親局－子局間の通信処理

は、 ユーザープログラムの処理とは非同期で行われ、 END 処理で、 データレジスタ内容の更新

（データ更新） を行います。
マイ ク ロスマート FC5A シ リーズのデータ リ ンク機能は、 マイ クロスマート FC4A シ リーズ、 オー

プンネッ ト コン ト ローラ、 FA-3S （SIF4） とのデータ リ ンク機能と互換性があ り ます。

１台の CPU モジュールで同時に使用できるデータ リ ンク機能は、 親局もし くは子局いずれか１つ

のみです。

■ 仕様

■ データ更新について

親局は送信ワード数分のデータを子局へ送信し、 それを受信した子局は受信ワード数分のデータを
親局へ送信し、 データの交換を行います。 データ更新は親局、 子局と もに END 処理で行います。

親局は、 1 回の通信処理で 1 子局のみデータの交換ができます。 子局を 31 台接続している場合、 す

べての子局とデータを交換するためには 31 回の通信処理が必要となり ます。 親局は通信処理が完

了した子局について、 通信完了直後の 1 スキャンのみ通信完了リ レーを ON します。

電気特性 EIA-RS485 規格準拠

通信速度 19200bps/ 38400bps/ 57600bps

調歩同期方式 スタート ビッ ト ： 1    データビッ ト長 ： 7    パリティ ： 偶数

ス ト ップビッ ト ： 1

大ケーブル長 総延長 200m / 1,200m＊ 1

＊ 1 データ リ ンクで使用する通信ポート を全て増設 RS485 通信モジュール (FC5A-SIF4) にする と 1,200m と
な り ます。 それ以外の場合は、 200m です。

大子局台数 31 台

大データ数 （ワー ド） 送信 ： 186/ 受信 ： 186 （1 局当たり送信 ： 6/ 受信 ： 6）

項目 説明

スキャ ン タ イムへの影響 親局－子局間の通信処理は、 ユーザープログラムとは非同期に行われます
ので、 スキャンタイムに影響を与えるこ とはあ り ません。

データ更新タ イ ミ ング 親局、 子局と もにデータ更新は、 END 処理で行われます。 更新タイ ミ ング

は通信完了フラグで確認できます。

親局対応機種 マイ クロスマート （FC4A/ FC5A）、 オープンネッ ト コン ト ローラ、 FA-3S
（PF3S-SIF4）

子局対応機種 マイ クロスマート （FC4A/ FC5A）、 オープンネッ ト コン ト ローラ、 FA-3S
（PF3S-SIF4）

＊ MICRO3 シ リーズと マイ ク ロスマー ト （FC4A/FC5A） を混在し て使用する場合は、 必ず通信速度

は 19200bps、 MICRO3 シ リーズの送受信ワー ド数は 2 ワー ド / 2 ワー ド に設定し て く だ さい。
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■ 通信リ フ レ ッ シュ時間

リ フ レ ッ シュ時間 （Trfn）

親局が n 個の子局を リ フレッシュするために必要な時間です。

送信ワード数 ： 6、 受信ワード数 ： 6、 子局数 n ： 8、 平均 1 スキャンタイム ： 20ms の場合

全 8 子局リ フレッシュ時間 （Trf8） は

親局からの通信が 10 秒以上途絶える と、 子局は特殊内部リ レー M8007 を ON します。

■ データ リ ン クの割付

送信データ 2 ワー ド / 受信データ 2 ワー ドの場合

ポート 3 ～ 7 を使用する場合、 通信ステータス / エラーはファンクシ ョ ン設定で設定したレジスタ

とな り ます。

通信速度 リ フ レ ッ シュ時間 （Trfn）

19200bps Trfn=Σ{4.2 ＋ 2.4× （送信ワード数＋受信ワード数） ＋ 1 スキャンタイム }

38400bps Trfn=Σ{2.2 ＋ 1.3× （送信ワード数＋受信ワード数） ＋ 1 スキャンタイム }

57600bps Trfn=Σ{1.6 ＋ 0.9× （送信ワード数＋受信ワード数） ＋ 1 スキャンタイム }

通信速度 19200bps

Trf8 ＝ ｛4.2 ＋ 2.4× （6 ＋ 6） ＋ 20｝ ×8 ＝ 424.0ms

通信速度 38400bps

Trf8 ＝ ｛2.2 ＋ 1.3× （6 ＋ 6） ＋ 20｝ ×8 ＝ 302.4ms

通信速度 57600bps

Trf8 ＝ ｛1.6 ＋ 0.9× （6 ＋ 6） ＋ 20｝ ×8 ＝ 259.2ms
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 11 章 データ リ ン ク通信
第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
章

第
11
送信データ 6 ワー ド / 受信データ 6 ワー ドの場合

ポート 3 ～ 7 を使用する場合、 通信ステータス / エラーはファンクシ ョ ン設定で設定したデータレ

ジスタ とな り ます。

■ 通信ステータ ス / エ ラー

データ リ ンク時にエラーが発生した場合、 2 回までデータを再送信 （リ ト ラ イ） します。

3 回送信してもエラーの場合、 親局と該当子局の通信ステータス / エラー用データレジスタに、 エ

ラー番号がセッ ト されます。 ポート 2 を使っている場合は、 このと き特殊内部リ レー M8005 が ON
します。

■ 特殊内部リ レーの役割

エ ラー番号 エ ラー内容

1 （H） オーバランエラー （受信データレジスタがフルの状態で受信）

2 （H） フレーミ ングエラー （スタート ・ ス ト ップビッ トの検出誤り）

4 （H） パ リ ティエラー （パリ ティでエラー検出）

8 （H） 受信タイムアウ トエラー （断線、 接続不良等）

10 （H） BCC エラー （BCC までは完全に受信したがその BCC が不一致）

20 （H） リ ト ラ イ回数オーバ （初回を含み 3 回通信したがいずれもエラー発生）

40 （H） 入出力定義数エラー

M8005 ： 通信エラー

データ リ ンク時にエラー （通信ステータス / エラー一覧参照） が発生する と ON します。

ポート 2 以外で通信を行う と きは、 本機能は無効です。

M8006 ： 通信禁止フ ラグ （親局のみ）

ON にする と通信を停止します。 OFF にする と通信を再開します。 停電時はキープします。
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■ デバイス割付

M8007 ： 通信初期化フ ラグ （親局）、 通信停止フ ラグ （子局）

親局 ： 通信初期化フラグと して機能します。 RUN 時に OFF → ON する と、 データ リ ンクの初期

化を 1 回のみ行います。 親局が認識していない子局が存在する場合、 データ リ ンクの初期

化を行う こ とで子局が親局に認識されます。

子局 ： データ リ ンク初期化後、 親局からの通信が 10 秒以上途絶える と ON します。 通信が正常

になれば OFF します。

親局側データ リ ン ク

子局 1 D900 ～ D905 子局 1 への送信データ

D906 ～ D911 子局 1 からの受信データ

子局 2 D912 ～ D917 子局 2 への送信データ

D918 ～ D923 子局 2 からの受信データ

子局 3 D924 ～ D929 子局 3 への送信データ

D930 ～ D935 子局 3 からの受信データ

子局 4 D936 ～ D941 子局 4 への送信データ

D942 ～ D947 子局 4 からの受信データ

子局 5 D948 ～ D953 子局 5 への送信データ

D954 ～ D959 子局 5 からの受信データ

子局 6 D960 ～ D965 子局 6 への送信データ

D966 ～ D971 子局 6 からの受信データ

子局 7 D972 ～ D977 子局 7 への送信データ

D978 ～ D983 子局 7 からの受信データ

子局 8 D984 ～ D989 子局 8 への送信データ

D990 ～ D995 子局 8 からの受信データ

子局 9 D996 ～ D1001 子局 9 への送信データ

D1002 ～ D1007 子局 9 からの受信データ

子局 10 D1008 ～ D1013 子局 10 への送信データ

D1014 ～ D1019 子局 10 からの受信データ

子局 11 D1020 ～ D1025 子局 11 への送信データ

D1026 ～ D1031 子局 11 からの受信データ

子局 12 D1032 ～ D1037 子局 12 への送信データ

D1038 ～ D1043 子局 12 からの受信データ

子局 13 D1044 ～ D1049 子局 13 への送信データ

D1050 ～ D1055 子局 13 からの受信データ

子局 14 D1056 ～ D1061 子局 14 への送信データ

D1062 ～ D1067 子局 14 からの受信データ

子局 15 D1068 ～ D1073 子局 15 への送信データ

D1074 ～ D1079 子局 15 からの受信データ

子局 16 D1080 ～ D1085 子局 16 への送信データ

D1086 ～ D1091 子局 16 からの受信データ

子局 17 D1092 ～ D1097 子局 17 への送信データ

D1098 ～ D1103 子局 17 からの受信データ

子局 18 D1104 ～ D1109 子局 18 への送信データ

D1110 ～ D1115 子局 18 からの受信データ

子局 19 D1116 ～ D1121 子局 19 への送信データ

D1122 ～ D1127 子局 19 からの受信データ
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＊親局のデータレジスタは、 子局が未接続の場合には通常のデータレジスタ と して使用できます。

＊子局のデータレジスタ D912 ～ D1271 は、 通常のデータレジスタ と して使用できます。

子局 20 D1128 ～ D1133 子局 20 への送信データ

D1134 ～ D1139 子局 20 からの受信データ

子局 21 D1140 ～ D1145 子局 21 への送信データ

D1146 ～ D1151 子局 21 からの受信データ

子局 22 D1152 ～ D1157 子局 22 への送信データ

D1158 ～ D1163 子局 22 からの受信データ

子局 23 D1164 ～ D1169 子局 23 への送信データ

D1170 ～ D1175 子局 23 からの受信データ

子局 24 D1176 ～ D1181 子局 24 への送信データ

D1182 ～ D1187 子局 24 からの受信データ

子局 25 D1188 ～ D1193 子局 25 への送信データ

D1194 ～ D1199 子局 25 からの受信データ

子局 26 D1200 ～ D1205 子局 26 への送信データ

D1206 ～ D1211 子局 26 からの受信データ

子局 27 D1212 ～ D1217 子局 27 への送信データ

D1218 ～ D1223 子局 27 からの受信データ

子局 28 D1224 ～ D1229 子局 28 への送信データ

D1230 ～ D1235 子局 28 からの受信データ

子局 29 D1236 ～ D1241 子局 29 への送信データ

D1242 ～ D1247 子局 29 からの受信データ

子局 30 D1248 ～ D1253 子局 30 への送信データ

D1254 ～ D1259 子局 30 からの受信データ

子局 31 D1260 ～ D1265 子局 31 への送信データ

D1266 ～ D1271 子局 31 からの受信データ

子局側データ リ ン ク

子局データ D900 ～ D905 親局への送信データ

D906 ～ D911 親局からの受信データ

親局側データ リ ン ク
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＊親局のデータレジスタは、 子局が未接続の場合には通常のデータレジスタ と して使用できます。
＊ポート 3 ～ 7 を使用する場合、 通信ステータス / エラーはファンクシ ョ ン設定で設定したデータ

レジスタ とな り ます。

＊子局のデータレジスタ D8070 ～ D8099 は、 通常のデータレジスタ と して使用できます。

＊ポート 3 ～ 7 を使用する場合、 通信ステータス / エラーはファンクシ ョ ン設定で設定したデータ

レジスタ とな り ます。

親局側データ リ ン ク通信ステータ ス

子局 1 D8069 子局 1 通信ステータス / エラー

子局 2 D8070 子局 2 通信ステータス / エラー

子局 3 D8071 子局 3 通信ステータス / エラー

子局 4 D8072 子局 4 通信ステータス / エラー

子局 5 D8073 子局 5 通信ステータス / エラー

子局 6 D8074 子局 6 通信ステータス / エラー

子局 7 D8075 子局 7 通信ステータス / エラー

子局 8 D8076 子局 8 通信ステータス / エラー

子局 9 D8077 子局 9 通信ステータス / エラー

子局 10 D8078 子局 10 通信ステータス / エラー

子局 11 D8079 子局 11 通信ステータス / エラー

子局 12 D8080 子局 12 通信ステータス / エラー

子局 13 D8081 子局 13 通信ステータス / エラー

子局 14 D8082 子局 14 通信ステータス / エラー

子局 15 D8083 子局 15 通信ステータス / エラー

子局 16 D8084 子局 16 通信ステータス / エラー

子局 17 D8085 子局 17 通信ステータス / エラー

子局 18 D8086 子局 18 通信ステータス / エラー

子局 19 D8087 子局 19 通信ステータス / エラー

子局 20 D8088 子局 20 通信ステータス / エラー

子局 21 D8089 子局 21 通信ステータス / エラー

子局 22 D8090 子局 22 通信ステータス / エラー

子局 23 D8091 子局 23 通信ステータス / エラー

子局 24 D8092 子局 24 通信ステータス / エラー

子局 25 D8093 子局 25 通信ステータス / エラー

子局 26 D8094 子局 26 通信ステータス / エラー

子局 27 D8095 子局 27 通信ステータス / エラー

子局 28 D8096 子局 28 通信ステータス / エラー

子局 29 D8097 子局 29 通信ステータス / エラー

子局 30 D8098 子局 30 通信ステータス / エラー

子局 31 D8099 子局 31 通信ステータス / エラー

子局側データ リ ン ク通信ステータ ス

子局 n D8069 通信ステータス / エラー
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＊通信完了リ レーはポート 2 で通信を行う と きのみ有効です。 ポート 3 ～ 7 で通信を行う と きは、

通信完了リ レーは使用できません。

＊通信完了リ レーはポート 2 で通信を行う と きのみ有効です。 ポート 3 ～ 7 で通信を行う と きは、

通信完了リ レーは使用できません。

親局側データ リ ン ク通信完了リ レー

子局 1 M8080 子局 1 通信完了リ レー

子局 2 M8081 子局 2 通信完了リ レー

子局 3 M8082 子局 3 通信完了リ レー

子局 4 M8083 子局 4 通信完了リ レー

子局 5 M8084 子局 5 通信完了リ レー

子局 6 M8085 子局 6 通信完了リ レー

子局 7 M8086 子局 7 通信完了リ レー

子局 8 M8087 子局 8 通信完了リ レー

子局 9 M8090 子局 9 通信完了リ レー

子局 10 M8091 子局 10 通信完了リ レー

子局 11 M8092 子局 11 通信完了リ レー

子局 12 M8093 子局 12 通信完了リ レー

子局 13 M8094 子局 13 通信完了リ レー

子局 14 M8095 子局 14 通信完了リ レー

子局 15 M8096 子局 15 通信完了リ レー

子局 16 M8097 子局 16 通信完了リ レー

子局 17 M8100 子局 17 通信完了リ レー

子局 18 M8101 子局 18 通信完了リ レー

子局 19 M8102 子局 19 通信完了リ レー

子局 20 M8103 子局 20 通信完了リ レー

子局 21 M8104 子局 21 通信完了リ レー

子局 22 M8105 子局 22 通信完了リ レー

子局 23 M8106 子局 23 通信完了リ レー

子局 24 M8107 子局 24 通信完了リ レー

子局 25 M8110 子局 25 通信完了リ レー

子局 26 M8111 子局 26 通信完了リ レー

子局 27 M8112 子局 27 通信完了リ レー

子局 28 M8113 子局 28 通信完了リ レー

子局 29 M8114 子局 29 通信完了リ レー

子局 30 M8115 子局 30 通信完了リ レー

子局 31 M8116 子局 31 通信完了リ レー

全子局 M8117 全子局通信完了リ レー

子局側データ リ ン ク通信完了リ レー

子局 n M8080 通信完了リ レー
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■ WindLDR の設定

● 親局の設定手順

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［通信ポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 使用するポー ト の 「通信モー ド」 を 「データ リ ン ク親局」 に設定し ます。

データ リ ンク親局設定のダイアログボッ クスが表示されます。

3. マス タ設定の通信速度、 スレーブを設定し ます。ポー ト 3 ～ 7 のと きは、 ステータ ス DR も設定し ま

す。

4. リ ス ト 内のスレーブ番号を ク リ ッ ク し て選択し、 送信ワー ド数と受信ワー ド数を設定し ます。

リ ス トの子局すべてに同じ設定をする場合は、 ［すべてのスレーブに適用］ ボタンをク リ ッ ク しま
す。

5. ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

6. ユーザープログラムを作成し ます。

送信ワー ド数 ： 親局が子局へ送信するデータのワード数

受信ワー ド数 ： 親局が子局から受信するデータのワード数
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7. ユーザープログラムを転送し ます。

データ リ ンク機能を使用する場合、 子局の電源を先に ON した後、 親局の電源を ON する必要があ

り ます。 親局の電源を ON した後に子局の電源を ON した場合、 親局は子局を認識できません。 親

局が子局を認識できない場合、 データ リ ンクの初期化を行う必要があ り ます。 データ リ ンクの初期
化を行うには、 WindLDR で ［データ リ ンク初期化］ ボタンをク リ ッ クする。 またはユーザープロ

グラムで特殊内部リ レー M8007 を ON します。

1. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［モニ タ］ で ［モニ タ］ から ［モニ タ開始］ を ク リ ッ ク し ます。

モニタモードになり ます。

2. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［PLC 本体］ で ［初期化］ から ［データ リ ン ク初期化］ を ク リ ッ ク し ます。

子局が親局に認識されます。

WindLDR のメンテナンス通信が行えない場合、 親局のユーザープログラムに次のプログラムを入

れてください。 親局を一度 STOP 後、 RUN させるこ とで子局を認識できます。

RUN 開始時の 1 スキャンのみ M8007 が ON とな り、 データ リ ンクの初期化が行われます。

● 子局の設定手順

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［通信ポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 使用するポー ト の 「通信モー ド」 を 「データ リ ン ク子局」 に設定し ます。

データ リ ンクスレーブ設定のダイアログボッ クスが表示されます。

M8120 ： イニシャライズパルス

M8007 ： 通信初期化フラグ
11-9
章

第
11
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 11 章 データ リ ン ク通信

11-1
3. データ リ ン ク局番、 通信速度を設定し ます。 ポー ト 3 ～ 7 のと きは、 ステータ ス DR も設定し ます。

4. ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. ユーザープログラムを作成し ます。

6. ユーザープログラムを転送し ます。

以下の特殊データレジスタにデータ リ ンク局番を書き込むこ とによ り、 ユーザープログラムのダウ
ンロードを行わずに子局のデータ リ ンク局番を変更するこ とができます。

変更後は、 親局の初期化および子局設定を正し く行って ください。
親局の初期化は以下のいずれかの方法で行います。

なお、 データ リ ンク局番の値は、 1 ～ 31 が有効です。 それ以外の値の場合、 ファンクシ ョ ン設定で

設定した局番が有効になり ます。

ポー ト 特殊データ レジス タ

ポート 2 D8100

ポート 3 ～ 7 D8040 ～ D8044

① 親局の電源を切った後再投入する。

② 親局 M8007 をセッ トする。

③ ［オンライン］ タブの ［PLC 本体］ で ［初期化］ から ［データ リ ンク初期化］ をク リ ッ クする。
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■ ユニ ッ ト の接続例

各ユニッ ト （親局および子局） の RS485 ボード間を 2 芯 1 対シールド付きツイス トペアケーブルで

接続してください。
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■ 弊社製品とのリ ン ク

マイクロスマート FC5A シ リーズは、 IDEC 製コン ト ローラ FC4A シ リーズ、 オープンネッ ト コン

ト ローラ、 FA-3S （SIF4） と通信によ りデータの交換 （データ リ ンク） ができます。 オープンネッ

ト コン ト ローラ、 FA-3S （SIF4） とのデータ リ ンクを行う場合は、 データ リ ンクのデバイス割付が

異なり ますので、 それぞれのインス ト ラ クシ ョ ンマニュアルを十分に確認した うえで使用して くだ
さい。

FC5A を親局、 FA-3S を子局にしてデータ リ ンクを行う場合、 必ずポート 2 をお使いください。 ま

た、 FC5A の特殊データレジスタ D8101 に 20 を設定してください。 この場合、 FC5A の送信ウェイ

トが 20ms とな り ます。

FC4A と リ ン クする

FC4A 側設定 マイ ク ロスマー ト 側設定

送信データ 6 ワード データ リ ンク子局を 1 ～ 31 に設定

受信データ 6 ワード

19200bps/38400bps

オープンネ ッ ト コ ン ト ローラ と リ ン クする

オープンネ ッ ト コ ン ト ローラ側設定 マイ ク ロスマー ト 側設定

送信データ 6 ワード データ リ ンク子局を 1 ～ 31 に設定

受信データ 6 ワード

19200bps/38400bps
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こ こ では、 マイ ク ロスマー ト の Modbus マス タ通信 /Modbus スレーブ通信について説明

し ています。 Modbus 通信を使って Modbus 対応機器とのデータ送受が可能と な り ます。

■ Modbus 通信の概要

各通信ポート を用いてマイク ロスマート を Modbus 通信のマスタやスレーブと して使用できます。

Modbus マスタ通信では、 Modbus スレーブ対応機器のデータの変更やモニタが行えます。

Modbus スレーブ通信では、 Modbus マスタ対応機器からマイ クロスマートのデバイス内容の変更や

モニタが行えます。 マイ ク ロスマートの Modbus マスタ通信 /Modbus スレーブ通信は RTU および

ASCII プロ ト コルに対応しています。

Modbus マスタ通信の機能と設定方法は、 12-2 頁よ り記載しています。 Modbus スレーブ通信の機能

と設定方法は、 12-11 頁よ り記載しています。

CPU モジュールのシステムバージ ョ ンや使用する通信モジュールによ り対応している通信方式が異

なり ます。 詳し くは 「付録　通信ポート と通信方式」　（付録 -22 頁） をご参照ください。

ポート 1、 ２で Modbus 通信を行う と きのケーブル結線は、 ユーザー通信を行う と き と同じにして

ください。 詳細は、 「第 5 章　ユーザー通信」 （5-52 頁） を参照してください。 特に、 ポート １ をご

使用の場合は、 ６番ピン ( 線色 ：灰色 ) をどこにも接続しないよ う ご注意ください。
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Modbus マス タ通信
Modbus マスタの通信設定および Modbus スレーブへのリ クエス ト テーブルの作成は、 “ ファンク

シ ョ ン設定 ” の ［通信ポート ］ で行います。 Modbus スレーブへの通信処理は、 ユーザープログラ

ムと非同期に行われ、 そのデータ処理はリ クエス ト テーブル登録順 （No1, No2,…） に END で処理

されます。 ただし、 通信処理は通信実行デバイスが 「使用」 の リ クエス トの場合のみ行われます。
（「通信実行デバイス」 を 「使用」 に設定した場合）

■ 仕様 （マス タ通信）

● Modbus マス タ通信の開始 ・ 停止

Modbus マスタ通信の開始 ・停止は通信実行デバイスの設定によ り、 以下のとおり とな り ます。

項目
Modbus マス タ通信

RTU モー ド ASCII モー ド

通信速度 （bps）
9600/ 19200/ 38400/ 57600/

115200＊ 1

＊ 1 高通信速度は使用するポートのモジュールによ り異な り ます。

9600/ 19200/ 38400/ 57600/

115200 ＊ 1

データ ビ ッ ト 長 8 ビッ ト固定 7 ビッ ト固定

ス ト ッ プビ ッ ト 1/2 ビッ ト 1/2 ビッ ト

パリ テ ィ なし / 奇数 / 偶数 なし / 奇数 / 偶数

スレーブ番号＊ 2

＊ 2 ブロードキャス ト スレーブ番号と してスレーブ番号 0 が使用できます。

1 ～ 247 1 ～ 247

大スレーブ接続台数 31 31

受信タ イムアウ ト 時間＊ 3

＊ 3 スレーブの応答フレームの先頭を受けるまでのタイムアウ ト時間です。

10 ～ 2550ms
（10ms 単位）

10 ～ 2550ms （10ms 単位）

キャ ラ ク タ間タ イムアウ ト 時間 10ms 固定 10ms 固定

送信待ち時間＊ 4

＊ 4 ポート 2 のと き D8054 で設定します。 ポート 3 ～ 7 のと きはファンクシ ョ ン設定で設定します。 設定
値が 0 の場合は 1ms、 5,000 以上の場合は 5000ms になり ます。

1 ～ 5000ms （1ms 単位） 1 ～ 5000ms （1ms 単位）

リ ト ラ イ回数 1 ～ 10 1 ～ 10

通信実行デバイス 開始 ・ 停止

使用

指定したデバイスを先頭にリ クエス ト登録個数分の内部リ レーが、
Modbus マスタの通信実行デバイス と して占有されます。 通信実行デバ

イスはリ クエス ト No. 順に割り付きます。 例えば、 M0 を通信実行デバ

イスに指定した場合、 通信実行デバイスは、 リ クエス ト No.1 が M0、
No.2 が M1… と割り付きます。 Modbus マスタ通信の実行 ・ 停止は、 通

信実行デバイスによって、 リ クエス ト単位で行えます。 Modbus スレー

ブへリ クエス ト を発行したい場合は、 該当する通信実行デバイスを 「1」
にセッ ト します。 通信完了後、 自動的に 「0」 にな り ます。 リ クエス ト

を常時発行したい場合は、 ユーザープログラムで、 該当する リ クエス ト
の通信実行デバイスを OUT 命令等で常時 ON にして ください。

未使用 登録されている リ クエス ト を全て常時発行します。
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 基本編
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● リ クエス ト の通信完了および通信エラー

Modbus マスタ通信では読出し / 書込み処理が正常終了 （または通信エラー発生） した時点で通信完

了となり ます。 各リ クエス トの通信完了は、 M8080 （通信完了フラグ） および D8053 （通信完了リ

クエス ト情報） で確認できます。 M8080 は、 通信完了した直後の 1 スキャンだけ ON します。 この

場合通信完了した リ クエス ト No. およびエラー情報が D8053 に格納されます。 D8053 の内容は通信

完了フラグが ON の場合のみ有効です。 また、 通信エラーが発生した場合、 M8005 （通信エラーフ

ラグ） もエラー発生直後の 1 スキャンだけ ON します。 通信エラーは通信失敗がリ ト ラ イ回数を超

えた場合や、 受信待ち状態がタイムアウ ト時間を超えた場合に発生します。 なお、 通信エラーに
なった リ クエス トはキャンセルされ、 次のリ クエス トが処理されます。
なお、 D8080、 D8053、 M8005 の機能はポート 2 を Modbus マスタに使用したと きのみ有効です。 詳

細は 「本章　デバイス割付 （マスタ通信）」 （12-9 頁） を参照して ください。

Modbus マスタ通信は 大でも １ スキャンに１回しか行いません。 ポート ２以外でマスタ通信を行

う場合でも、 リ クエス ト別のエラー通信情報を毎スキャン確認するこ とで通信の正常終了 （もし く
は通信エラー発生） を確認するこ とができます。

● スレーブ別の通信エラー情報

各スレーブで発生したエラー情報は D8069 ～ D8099 （各スレーブのエラー情報） にスレーブ番号

（上位バイ ト ） とエラーコード （下位バイ ト ） の形式でエラー発生順に格納されます。 同じスレー
ブ番号のエラー情報がすでに格納されている場合は、 エラーコードのみ更新されます。 この D8069
～ D8099 は、 電源立ち上げ時ク リ アされます。

なお、 D8069 ～ D8099 の機能はポート 2 を Modbus マスタに使用したと きのみ有効です。

詳細は 「本章　デバイス割付 （マスタ通信）」 （12-9 頁） を参照して ください。

● リ クエス ト 別の通信エラー情報

“ ファンクシ ョ ン設定 ” のリ クエス ト テーブル設定時に 「エラーステータスを使用する」 にした場

合、 以下のよ うにエラー情報が入り ます。

● Modbus マス タ リ クエス ト テーブル数

Modbus マスタ リ クエス ト テーブルでは、 ス リ ムタイプ CPU モジュールは 大で 2040 個 ( ポート 3
～ 7 は 255 個 )、 オールインワンタイプ CPU モジュールは 大で 255 個まで登録できます。

1 リ クエス トにつき 8 バイ トのユーザープログラム領域を使用します。

■ リ ク エス ト テーブル作成時の注意事項

通信実行デバイスおよびエラーステータスは、 リ クエス ト登録 No. 順に割り付けられます。 テーブ

ル途中のリ クエス ト を削除する場合やテーブル内のリ クエス トの順番を入れ替える場合など、 デバ
イス と リ クエス ト No. の関係が操作前と後で異なる場合があ り ますので十分注意して ください。

同一 DR を全て
のリ ク エス ト に

使用する
リ ク エス ト 別の通信エ ラー情報

チェッ ク無し

リ クエス ト テーブル単位でエラー情報 （スレーブ番号 （上位バイ ト ） とエラー
コード （下位バイ ト ）） を確認するこ とができます。 設定したデバイスを先頭に
リ クエス ト登録数分のデータレジスタが各リ クエス トのエラーステータス保持
用と して占有されます。 エラーが発生した場合、 該当する リ クエス トのエラー
ステータス用データレジスタにエラーコードが格納され保持されます

チェッ ク有り
エラー発生する と、 設定したデバイスにエラー情報が入り ます。 エラーが複数
回発生した場合、 新しいエラー情報で上書きされます。
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■ WindLDR の設定とパラ メ ータ （マス タ通信）

Modbus マスタ通信を使用するには “ ファンクシ ョ ン設定 ” で、 Modbus RTU マスタまたは Modbus 
ASCII マスタの設定を行い、 プログラムをダウンロード します。

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［通信ポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 使用するポー ト の 「通信モー ド」 を 「Modbus ASCII マス タ」 または 「Modbus RTU マス タ」 に設定

し ます。

Modbus マスタ設定画面が開きます。
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 基本編
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3. ［通信設定］ ボタ ンを ク リ ッ ク し、 通信設定画面を開きます。

通信速度 （bps）、 パ リ ティ、 ス ト ップビッ ト 、 リ ト ラ イ回数、 受信タイムアウ ト時間を設定します。

ポート 3 ～ 7 の時は、 送信待ち時間も設定します。 ［OK］ ボタンをク リ ッ クする と、 Modbus マス

タ設定画面に戻り ます。

4. Modbus マス タ設定を行います。

リ クエス ト内容を設定し、 ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。 255 個までリ クエス トの作成が可能で

す。
任意で通信実行デバイスと、 スレーブ別のエラーステータスが設定できます。
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5. プログラムをダウンロー ド し ます。

以上の操作によ り Modbus マスタの設定が完了します。

次に、 各パラ メータの内容および設定値について説明します。

機能コー ド

Modbus スレーブに送信する際の機能コードを設定します。 機能コードには以下の項目があ り ます。

マス タデバイスア ド レス

マスタデバイスアドレスには、 Modbus スレーブのデータを読み出す場合 （機能コードに 01, 02, 03, 
04 のいずれかを指定した場合）、 Modbus スレーブから受け取ったデータを格納する先頭デバイスを

指定します。 Modbus スレーブへデータを書き込む場合 （機能コードに 05, 06, 15, 16 のいずれかを

指定した場合）、 Modbus スレーブへ書き込むデータが格納された先頭デバイスを指定します。

デバイスには、 データレジスタ と内部リ レーが指定可能です。

データサイズ

読出しサイズ / 書込みサイズを指定します。 機能コードに 01, 02, 05, 15 のいずれかを指定した場合、

ビッ ト単位の指定とな り ます。 機能コードに 03, 04, 06, 16 のいずれかを指定した場合、 ワード単位

の指定とな り ます。 設定可能なデータサイズの範囲は機能コードによ り異な り ます。 上記の機能
コードの表のデータサイズ範囲を参照して ください。

ワー ド / ビ ッ ト

その機能コードにおける、 データ処理単位が表示されます。 “ ワード ” または “ ビッ ト ” のいずれ

かが表示されます。

スレーブ番号 （0 ～ 247）

スレーブ番号を 0 ～ 247 の間で設定します。 リ クエス ト No.1 ～ 2040 （オールインワンタイプはリ

クエス ト No.1 ～ 255） の間に、 同一のスレーブ番号を繰り返し設定できます。 なお、 Modbus 通信

では、 スレーブ番号 0 はブロードキャス ト スレーブ番号と して扱われます。

スレーブア ド レス

Modbus スレーブのデータ メモ リ アドレスを指定します。 設定可能なスレーブアドレスの範囲は機

能コードによ り異な り ます。 上記の機能コードの表のスレーブアドレス範囲を参照して ください。

機能コー ド
データサイズ

範囲
スレーブア ド レス

範囲
マイ ク ロスマー ト の

Modbus スレーブの場合

01　 コイルの状態読出し 1 ～ 128 ビッ ト 000001 ～ 065535 デバイス Y, R, M のビッ ト情

報を読み出します。

02　入力リ レーの状態読出し 1 ～ 128 ビッ ト 100001 ～ 165535 デバイス X, T （接点） , C
（接点） のビッ ト情報を読み
出します。

03　保持レジスタの内容読出し 1 ～ 64 ワード 400001 ～ 465535 デバイス D, T （設定値） , C
（設定値） のワード情報を読
み出します。

04　入力レジスタの内容読出し 1 ～ 64 ワード 300001 ～ 365535 デバイス T （現在値） , C
（現在値） のワード情報を読
み出します。

05　 1 点コイルの状態変更 1 ビッ ト 000001 ～ 065535 デバイス Y, R, M のビッ ト状

態を変更します。

06　 1 点保持レジスタ書込み 1 ワード 400001 ～ 465535 デバイス D の内容を変更し

ます。

15　N 点コイルの状態変更 1 ～ 128 ビッ ト 000001 ～ 065535 デバイス Y, R, M のビッ ト状

態を N 点連続で変更します。

16　N 点保持レジスタへの書込み 1 ～ 64 ワード 400001 ～ 465535 デバイス D の内容を連続で

変更します。
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通信実行デバイス

通信実行デバイスと して以下のデバイスが使用可能です。 ただし、 ご使用になるマイ クロスマート
の機種にないデバイスはご使用できません。

通信実行デバイスは、 Modbus マスタ リ クエス ト テーブルの先頭から順番に、 指定したデータレジ

スタの 下位ビッ トから割り付けられます。

エラーステータ ス

「エラーステータスを使用する」 に設定した場合、 リ クエス ト テーブル単位でエラー情報を確認す
るこ とができます。 リ クエス ト テーブル別のエラーステータスは指定したデータレジスタを先頭に
リ クエス ト No. 個数分割り付きます。 例えば、 D0 をエラーステータスデータレジスタに指定した

場合、 エラーステータスデータレジスタには、 リ クエス ト No.1 が D0、 No.2 が D1… と割り付きま

す。
ただし、 「 リ クエス ト共通」 がチェッ ク されている場合は、 エラーステータスデータレジスタは全
リ クエス ト共通の１つのみとなり ます。

CPU モジュール

デバイス

内部リ レー
（M0 ～
M2557）

特殊内部
リ レー

（M8000 ～
M8317）

データ
レジス タ
（D0 ～
D1999, 

D10000 ～
D49999）

拡張データ
レジス タ

（D2000 ～
D7999）

特殊データ
レジス タ

（D8000 ～
D8499）

オールイ ンワン タ イ プ
CPU モジュール

○ ○ － － －

ス リムタ イプ
CPU モジュール

○ ○ ○＊ 1

＊ 1 D10000 ～ D49999 をご使用になる場合は、 WindLDR の “ ファンクシ ョ ン設定 ” の 「デバイス設
定」 タブで 「D10000 ～ D49999 を使用する」 のチェッ クボッ クスをオンにして ください。

○ ○
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■ リ クエス ト 処理

● スレーブア ド レス （ビ ッ ト 単位） のリ クエス ト 処理
（機能コー ド ： 01, 02, 05, 15）

マス タデバイスア ド レスに内部リ レー （M） を指定し た場合

マス タデバイスア ド レスにデータ レジス タ （D） を指定し た場合

● スレーブア ド レス （ワー ド単位） のリ クエス ト 処理
（機能コー ド ： 03, 04, 06, 16）

マス タデバイスア ド レスに内部リ レー （M） を指定し た場合

マス タデバイスア ド レスにデータ レジス タ （D） を指定し た場合
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 基本編
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■ デバイス割付 （マス タ通信）

Modbus マスタ通信では、 以下のデバイスが割り付けられています。

＊ 1 デバイス内の割り当て （ビッ ト アサイン） は下記のよ うになっています。
上位 11 ビッ トに格納される リ クエス ト登録 No. は、 11 ビッ ト中の下位 3 ビッ トの値と上位 8 ビッ

トの値とで組み合わされて示されます。

内部リ レー / 特殊内部リ レー

ポー ト 2 ポー ト 3 ～ 7 内容 R/W

M8080 － 通信完了フ ラグ
通信完了した直後の 1 スキャンのみ ON します。 1 リ クエス ト ご と

にセッ ト されます。 通信エラーが発生した場合も ON します。

R

M8005 － 通信エ ラー
通信失敗がリ ト ラ イ回数に達した直後の 1 スキャンのみ ON しま

す。
＊エラーコードの内容、 リ クエス ト No. は D8053 で確認できます。

R

ファンクシ ョ ン設定による 通信実行デバイス
ON にセッ ト される と リ クエス ト を発行します。 通信完了後、 自動

的に OFF します。

R/W

データ レジス タ  / 特殊データ レジス タ

ポー ト 2 ポー ト 3 ～ 7 内容 R/W

D8053 ＊ 1 － 通信完了リ ク エス ト 情報
Modbus 通信で通信完了した場合、 以下のリ クエス ト情報が格納さ

れます。

R

上位 11 ビッ ト ： リ クエス ト登録 No.

1 ～ 2040

下位 5 ビッ ト ： エラーコード

00h ： 正常完了

01h ： ファンクシ ョ ンエラー

02h ： アクセス先エラー
（アドレスの範囲外、 アドレス＋デバイス数が範囲外）

03h ： デバイス数エラー、 1 ビッ ト書込みデータエラー

11h ： ASCII コードエラー （ASCII モードのみ）

12h ： フレーム長エラー

13h ： BCC エラー

14h ： スレーブ番号異常

16h ： タ イムアウ トエラー

D8054 ファンクシ ョ
ン設定による

送信待ち時間設定 （1ms 単位）

マイ ク ロスマートから送信する際に、 送信ウェイ ト を設定できま
す。 1 ～ 5000 の範囲で設定できます。 （1ms 単位）

R/W

D8069 ～
D8099

－ スレーブエラー情報
Modbus 通信でエラーが発生した場合、 スレーブ番号 （上位バイ

ト ） とエラーコード （下位バイ ト ） が発生順に格納され保持され
ます。 エラーコードについては、 D8053 と同じ内容が格納されま

す。 ＊電源立ち上げ時ク リ アされます。

R

ファンクシ ョ ン設定による エ ラーステータ ス
Modbus 通信でエラーが発生した場合、 スレーブ番号 （上位バイ

ト ） とエラーコード （下位バイ ト ） が リ クエス ト ごとに保持され
ます。 エラーコードについては、 D8053 と同じ内容が格納されま

す。 ＊電源立ち上げ時ク リ アされます。
また、 設定によ り リ クエス ト共通で 1 つのデバイスにエラース

テータスを入れるこ とができます。 この場合は、 エラー発生する
ごとにエラーステータスが上書きされます。

R
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12-1
リ クエス ト登録 N0.256、 エラーコード ： ファンクシ ョ ンエラーの場合、 下記のとおり値が格納され

ます。

下位 3 ビ ッ ト の値 リ ク エス ト 登録 No.

000 1-255

001 256-511

010 512-767

011 768-1023

100 1024-1279

101 1280-1535

110 1536-1791

111 1792-2040

D8053 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 → 0021h

リ クエス ト登録 No. 上位 8 ビッ ト

リ クエス ト
登録 No. 下位

3 ビッ ト
エラーコード
0 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 基本編
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Modbus スレーブ通信
マイク ロスマートの各ポートの通信設定を Modbus ASCII スレーブまたは Modbus RTU スレーブに

設定する と、 Modbus スレーブ通信を行う こ とができます。 Modbus スレーブ通信では、 マスタ側か

ら送信された リ クエス ト を正常に受信する と、 Modbus マスタからのリ クエス トに従い、 デバイス

の読出しや書込みを行います。 応答処理は、 END で行われます。 Modbus スレーブ通信を使用する

場合は、 WindLDR の “ ファンクシ ョ ン設定 ” （通信モードの設定） が必要です。

■ 仕様 （スレーブ通信）

● 通信完了および通信エラー

通信完了は、 M8080 （通信完了フラグ） および D8053 （通信完了リ クエス ト情報） で確認できます。

M8080 は、 通信完了した直後の 1 スキャンだけ ON します。 D8053 にエラーコードが格納されま

す。 D8053 の内容は通信完了フラグが ON の場合のみ有効です。 また、 通信エラーが発生した場

合、 M8005 （通信エラーフラグ） もエラー発生直後の 1 スキャンだけ ON します。

＊ M8080 および D8053 は通信ポート 2 の場合のみ使用できます。 他のポートでの通信には対応して

いません。

項目
Modbus スレーブ通信

RTU モー ド ASCII モー ド

通信速度 （bps）＊ 1

＊ 1 WindLDR の “ ファンクシ ョ ン設定 ” の通信設定項目で設定します。

9600/ 19200/ 38400/ 57600/

115200＊ 2

＊ 2 高通信速度は使用するポートのモジュールによ り異な り ます。

9600/ 19200/ 38400/ 57600/115200
＊ 2

データ ビ ッ ト 長＊ 1 8 ビッ ト固定 7 ビッ ト固定

ス ト ッ プビ ッ ト ＊ 1 1/2 ビッ ト 1/2 ビッ ト

パリ テ ィ ＊ 1 なし / 奇数 / 偶数 なし / 奇数 / 偶数

スレーブ番号＊ 1 1 ～ 31 1 ～ 31

応答時間＊ 3

＊ 3 応答時間はフレーム間タイムアウ ト時間経過後に送信を始めるまでの時間です。 ポート 2 では D8054 で
設定します。 0 の場合は 1ms、 5,000 以上の場合は 5000ms になり ます。 ポート 2 以外のポートでは設定
できません。 (1ms 以上とな り ます。 )

1 ～ 5000ms
（1ms 単位）

1 ～ 5000ms
（1ms 単位）

キャ ラ ク タ間タ イムアウ ト 時間＊ 4

＊ 4 タイムアウ ト発生時、 マイ ク ロスマートは受信中のデータを破棄し、 先頭フレーム受信待ちに移行しま
す。

1.5 キャラ ク タ以上＊ 5

＊ 5 19200bps を超える場合は 750μs 以上。

－＊ 6

＊ 6 ASCII モードでは、 通信の先頭コードを ’:’ で認識しています。 マイ ク ロスマートは、 通信中に ’:’ を受
け取る と、 以前の受信データを破棄し、 スレーブ番号待ちに移行します。

フ レーム間タ イムアウ ト ＊ 4 3.5 キャラ ク タ以上＊ 7

＊ 7 19200bps を超える場合は 1.75ms 以上。

－＊ 6
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■ WindLDR の設定とパラ メ ータ （スレーブ通信）

Modbus スレーブ通信を使用するには “ ファンクシ ョ ン設定 ” で、 Modbus RTU スレーブまたは

Modbus ASCII スレーブの設定を行い、 プログラムをダウンロード します。

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［通信ポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 使用するポー ト の 「通信モー ド」 を 「Modbus ASCII スレーブ」 または 「Modbus RTU スレーブ」 に

設定し ます。

3. 通信条件を設定し、 ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. プログラムをダウンロー ド し ます。

以上の操作によ り Modbus スレーブの設定が完了します。

次頁から、 各パラ メータの内容および設定値について説明します。
2 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 基本編
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■ デバイス割付 （スレーブ通信）

Modbus スレーブ通信では、 以下のデバイスが割り付けられています。

特殊データ レジス タ

ポー ト 2 ポー ト
3 ～ 7 内容 R/W

D8053 － エ ラーコー ド
Modbus 通信で通信エラーが発生した場合、 以下のエラーコードが格

納されます。
01h ： ファンクシ ョ ンエラー

02h ： アクセス先エラー （アドレスの範囲外、 アドレス＋デバイス数

が範囲外）
03h ： デバイス数エラー、 1 ビッ ト書込みデータエラー

11h ： ASCII コードエラー （ASCII モードのみ）

12h ： フレーム長エラー

13h ： BCC エラー

R

D8054 － 送信待ち時間設定 （1ms 単位）

マイ ク ロスマートから送信する際に、 送信ウェイ ト を設定できます。
0 ～ 5000 の範囲で設定できます。 （1ms 単位）

R/W

D8100 ポート 3
D8040
ポート 4
D8041
ポート 5
D8042
ポート 6
D8043
ポート 7
D8044

スレーブ番号の設定
1 ～ 247 の範囲で設定できます。 スレーブ番号の設定は、 WindLDR
の “ ファンクシ ョ ン設定 ” の ［通信ポート ］、 も し くは本デバイスで

行う こ とができます。

R/W

スレーブ番号の変更
本デバイスに 1 ～ 247 の値が設定されている場合、 “ ファンクシ ョ ン

設定 ” よ り優先して、 本デバイスの値がスレーブ番号と して使用さ

れます。 本デバイスの値が範囲外の場合は、 “ ファンクシ ョ ン設定 ”
で設定した値がスレーブ番号と して使用されます。 スレーブ番号は
本デバイスの値を変更した直後に切り替わり ます。 また、 本デバイ
スに設定された値 （1 ～ 247） は、 本体内蔵の ROM に格納されるた

め、 バッ クアップ電池が切れても保持されます。

特殊内部リ レー

ポー ト 2
ポー ト 1,

3 ～ 7 内容 R/W

M8080 － 通信完了フ ラグ
通信完了した直後の 1 スキャンのみ ON します。 1 リ クエス ト ごとに

セッ ト されます。 通信エラーが発生した場合も ON します。

R

M8005 － 通信エ ラー
Modbus 通信で通信エラーが発生した場合 1 スキャン ON します。 エ

ラーコード （D8053） の内容を確認して ください。

R
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■ マイ ク ロスマー ト Modbus スレーブア ド レスマ ッ プ

Modbus スレーブ通信において Modbus マスタから操作可能なデバイスのアドレスマップを示しま

す。 Modbus マスタの設定において下表の範囲内でスレーブアドレスを使用してください。

Modbus 用
デバイス名称 スレーブア ド レス＊ 1

＊ 1 Modbus 通信で汎用に使用されるアドレスです。 以下に FC5A のデバイスからスレーブアドレスを算出
する方法を示します。

通信上のスレーブ
ア ド レス＊ 2

＊ 2 通信上のスレーブアドレスは、 通信フレームのアドレス部に入る 4 桁の数値です。 スレーブアドレスの
下 5 桁から 1 引いた値を 16 進にし格納します。

FC5A デバイス＊ 3

＊ 3 ス リ ムタイプのデバイス範囲です。 ご使用の機種のデバイス範囲内でアクセスしてください。

対応機能
コー ド

コイル
（0xxxxx 番台）

000001 ～ 000504 0000 ～ 01F7 Y0 ～ Y627

1, 5, 15
000701 ～ 000956 02BC ～ 03BB R0 ～ R255

001001 ～ 003048 03E8 ～ 07F7 M0 ～ M2557

009001 ～ 009256 2328 ～ 2427 M8000 ～ M8317

入力リ レー
（1xxxxx 番台）

100001 ～ 100504 0000 ～ 01F7 X0 ～ X627

2101001 ～ 101256 03E8 ～ 04E7 T0 ～ T255 （接点）

101501 ～ 101756 05DC ～ 06DB C0 ～ C255 （接点）

入力レジスタ
（3xxxxx 番台）

300001 ～ 300256 0000 ～ 00FF T0 ～ T255 （現在値）
4

300501 ～ 300756 01F4 ～ 02F3 C0 ～ C255 （現在値）

保持レジスタ
（4xxxxx 番台）

400001 ～ 408000 0000 ～ 1F3F D0 ～ D7999
3, 6, 16

408001 ～ 408500 1F40 ～ 2133 D8000 ～ D8499

409001 ～ 409256 2328 ～ 2427 T0 ～ T255 （設定値）
3

409501 ～ 409756 251C ～ 261B C0 ～ C255 （設定値）

410001 ～ 450000 2710 ～ C34F D10000 ～ D49999 3, 6, 16

FC5A デバイス スレーブア ド レス算出 例

X, Y, M （Ⅱ－①） ×8 ＋ I ＋②

① ： 小アドレス
② ： オフセッ ト

M1325 の場合

（132-0） ×8 ＋ 5 ＋ 1001 ＝ 2062
スレーブアドレス ： 2062
通信上のアドレス ： 80D （16 進）

R, T, C, D （Ⅲ－①） ＋②

① ： 小アドレス

② ： オフセッ ト

D1756 の場合

（1756-0） ＋ 400001 ＝ 401757
スレーブアドレス ： 401757
通信上のアドレス ： 6DC （16 進）

Modbus 用デバイス名称 FC5A のデバイス 小ア ド レス① オフセ ッ ト ②

コイル

Y0 ～ Y627 0 1

R0 ～ R255 0 701

M0-M2557 0 1001

M8000-M8317 8000 9001

入力リ レー

X0 ～ X627 0 100001

T0 ～ T255 （接点） 0 101001

C0 ～ C255 （接点） 0 101501

入力レジスタ
T0 ～ T255 （現在値） 0 300001

C0 ～ C255 （現在値） 0 300501

保持レジスタ

D0 ～ D7999 0 400001

D8000 ～ D8499 8000 408001

T0 ～ T255 （設定値） 0 409001

C0 ～ C255 （設定値） 0 409501

D10000 ～ D49999 10000 410001
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■ RTU モー ド /ASCII モー ドの通信フ ォーマ ッ ト

Modbus マスタ通信 /Modbus スレーブ通信は、 ASCII モードおよび RTU モードに対応しています。

こ こでは、 各モードの通信フォーマッ トについて説明します。

RTU モー ドの通信フ ォーマ ッ ト

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ASCII モー ドの通信フ ォーマ ッ ト

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

Modbus マス タからの要求

“Idle”
3.5 文字 スレーブ番号 機能コー ド 内容 CRC

“Idle”
3.5 文字

1 バイ ト 1 バイ ト 2 バイ ト

Modbus スレーブの OK 応答

“Idle”
3.5 文字 スレーブ番号 機能コー ド 内容 CRC

“Idle”
3.5 文字

1 バイ ト 1 バイ ト 2 バイ ト

Modbus スレーブの NG 応答

“Idle”
3.5 文字 スレーブ番号

機能コー ド＋
80H エラーコー ド CRC

“Idle”
3.5 文字

1 バイ ト 1 バイ ト 1 バイ ト 2 バイ ト

＊ “Idle” とは、 通信回線上にデータが流れていない状態のこ とです。

＊ RTU モードでは、 フレーム先頭を認識するために、 フレーム間に 3.5 文字以上の “Idle” が必要で

す。 マイ ク ロスマートの Modbus マスタでは、 5ms （D8054 で変更可能） の “Idle” 間隔でスレーブ

へ送信します。

Modbus マス タからの要求

‘ ： ’ スレーブ番号 機能コー ド 内容 LRC CR LF

1 バイ ト 2 バイ ト 2 バイ ト 2 バイ ト 2 バイ ト

Modbus スレーブの OK 応答

‘ ： ’ スレーブ番号 機能コー ド 内容 LRC CR LF

1 バイ ト 2 バイ ト 2 バイ ト 2 バイ ト 2 バイ ト

Modbus スレーブの NG 応答

‘ ： ’ スレーブ番号
機能コー ド＋

80H エラーコー ド LRC CR LF

1 バイ ト 2 バイ ト 2 バイ ト 2 バイ ト 2 バイ ト 2 バイ ト
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■ 機能コー ド ご との通信フ レーム

こ こでは、 Modbus 通信で使用される機能コード とマスタ / スレーブ間の通信フレームについて説明

しています。 マスタからスレーブに対して読出し、 書込みリ クエス トが発行される場合、 マスタお
よびスレーブ間の通信データはこのフォーマッ トに従います。
ASCII モードでは、 先頭に ‘:’ コード、 末尾に CR LF が追加されたフォーマッ トになり ます。

● 機能コー ド 1, 2

Modbus マスタは、 Modbus スレーブのコイルおよび入力リ レーの状態を読み出します。 読出し連続

ビッ ト数は、 1 ～ 128 ビッ トです。 マイ クロスマートの Modbus スレーブの場合、 デバイス Y, R, M
および、 X, T （接点） , C （接点） のビッ ト情報が読み出せます。

● 通信フ レーム

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

● 通信例

Y10 から 16 ビッ ト を読み出します。 （スレーブ番号を 8、 Y10 ～ Y26 を 1234h と します。）

Modbus マス タからの要求

スレーブ番号 機能コー ド
通信上の

スレーブア ド レス
ビ ッ ト 数

xxh 01h/ 02h xxxxh xxxxh

Modbus スレーブの OK 応答

スレーブ番号 機能コー ド データ数
初の

8 ビ ッ ト
次の 8 ビ ッ ト ••• 終の

8 ビ ッ ト

xxh 01h/02h xxh xxh xxh ••• xxh

Modbus スレーブの NG 応答

スレーブ番号 機能コー ド エ ラーコー ド

xxh 81h/82h xxh
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● 機能コー ド 3, 4

デバイス D, T （設定値） , C （設定値） および、 T （現在値） , C （現在値） のワード情報を読み出し

ます。 読出し連続ワード数は、 1 ～ 64 ワードです。

● 通信フ レーム

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

● 通信例

D1710 から 2 ワード読み出します。 （スレーブ番号を 8、 D1710=1234h, D1711=5678h と します。）

Modbus マス タからの要求

スレーブ番号 機能コー ド
通信上の

スレーブア ド レス
ワー ド数

xxh 03h/04h xxxxh xxxxh

Modbus スレーブの OK 応答

スレーブ番号 機能コー ド データ数
初の

上位バイ ト
初の

下位バイ ト
••• 終の

下位バイ ト

xxh 03h/04h xxh xxh xxh ••• xxh

Modbus スレーブの NG 応答

スレーブ番号 機能コー ド エ ラーコー ド

xxh 83h/84h xxh
12-17
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第 12 章 Modbus ASCII/RTU 通信

12-1
● 機能コー ド 5

デバイス Y, R, M のビッ ト状態を変更します。

● 通信フ レーム

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

● 通信例

M1320 を ON します。 （スレーブ番号を 8 と します。）

Modbus マス タからの要求

スレーブ番号 機能コー ド 通信上の
スレーブア ド レス

OFF ： 0000h
ON ： FF00h

xxh 05h xxxxh xxxxh

Modbus スレーブの OK 応答

スレーブ番号 機能コー ド
通信上の

スレーブア ド レス
OFF ： 0000h
ON ： FF00h

xxh 05h xxxxh xxxxh

Modbus スレーブの NG 応答

スレーブ番号 機能コー ド エ ラーコー ド

xxh 85h xxh
8 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 基本編
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● 機能コー ド 6

デバイス D の内容を変更します。

● 通信フ レーム

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

● 通信例

D1708 に 8,000 を書き込みます。 （スレーブ番号を 8 と します。）

Modbus マス タからの要求

スレーブ番号 機能コー ド 通信上の
スレーブア ド レス

書込データ

xxh 06h xxxxh xxxxh

Modbus スレーブの OK 応答

スレーブ番号 機能コー ド
通信上の

スレーブア ド レス
確認情報

xxh 06h xxxxh xxxxh

Modbus スレーブの NG 応答

スレーブ番号 機能コー ド エ ラーコー ド

xxh 86h xxh
12-19
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第 12 章 Modbus ASCII/RTU 通信

12-2
● 機能コー ド 15

デバイス Y, R, M のビッ ト状態を N 点連続で変更します。 連続書込みビッ ト数は 1 ～ 128 です。

● 通信フ レーム

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

● 通信例

M605 ～ M624 に次のビッ ト情報を書き込みます。 （スレーブ番号を 8 と します。）

Modbus マス タからの要求

スレー
ブ番号

機能
コー ド

通信上の
スレーブア ド レス

ビ ッ ト 数
データ

数
初の 8

ビ ッ ト
次の 8
ビ ッ ト

・ ・ ・
終の 8

ビ ッ ト

xxh 0Fh xxxxh xxxxh xxh xxh xxh ・ ・ ・ xxh

Modbus スレーブの OK 応答

スレーブ番号 機能コー ド
通信上の

スレーブア ド レス
ビ ッ ト 数

xxh 0Fh xxxxh xxxxh

Modbus スレーブの NG 応答

スレーブ番号 機能コー ド エ ラーコー ド

xxh 8Fh xxh

ービッ ト情報ー

“6B” ＝ M605 （下位） ～ M614 （上位）、 “02” ＝ M615 （下位） ～ M624 （上位）

M607 M606 M605 M604 M603 M602 M601 M600

（OFF） （ON） （ON） …….

M617 M616 M615 M614 M613 M612 M611 M610

（OFF） （ON） （OFF） （OFF） （ON） （ON） （OFF） （ON）

M627 M626 M625 M624 M623 M622 M621 M620

…… （OFF） （OFF） （OFF） （OFF） （OFF）
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FC9Y-B1267



第 12 章 Modbus ASCII/RTU 通信
第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
章

第
12
● 機能コー ド 16

デバイス D の内容を連続で変更します。 連続書込みワード数は 1 ～ 64 です。

● 通信フ レーム

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

● 通信例

D1708 から 4 ワードに次の内容を書き込みます。 （スレーブ番号を 8 と します。）

Modbus マス タからの要求

スレー
ブ番号

機能
コー ド

通信上の
スレーブア ド レス

ビ ッ ト 数 データ数 初の上
位バイ ト

初の下
位バイ ト

••• 終の下
位バイ ト

xxh 10h xxxxh xxxxh xxh xxh xxh ••• xxh

Modbus スレーブの OK 応答

スレーブ番号 機能コー ド
通信上の

スレーブア ド レス
ワー ド数

xxh 10h xxxxh xxxxh

Modbus スレーブの NG 応答

スレーブ番号 機能コー ド エ ラーコー ド

xxh 90h xxh

－ワード情報－

D1708 D1709 D1710 D1711

（1234h） （5678h） （ABCDh） （EF01h）

NG 応答エラーコー ド

エラーコー ド 内容

01h ファンクシ ョ ンエラー

02h アクセス先エラー （アドレスの範囲外、 アドレス＋デバイス数が範囲外）

03h デバイス数エラー、 1 ビッ ト書込みデータエラー
12-21
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第 12 章 Modbus ASCII/RTU 通信

12-2
■ チ ェ ッ ク コー ドの計算方法

RTU ASCII モー ド で使用されるチ ェ ッ ク コー ド は以下の計算によ って求められます。

Modbus RTU モー ド CRC の計算

スレーブ番号から CRC 格納位置の手前までの CRC-16 （周期冗長検査） を計算し、 算出した 16
ビッ トデータを下位上位の順に結果を格納します。

CRC の計算方法 （生成多項式 ： X16 ＋ X15 ＋ X2 ＋ 1）

① 1 つ目のデータ と FFFF ｈ の排他的論理和 （XOR） を計算します。

②結果を右に 1 ビッ ト シフ ト します。

③シフ ト結果でキャ リーが出れば②の結果と固定値 （A001H） で XOR を計算します。

④ 8 回シフ トするまで② , ③を繰返します。

⑤次のデータ と上記結果の XOR を計算します。

⑥ 後のデータまで②～⑤を繰返します。
⑦結果を CRC 格納位置に下位上位の順で格納します。

Modbus ASCII モー ド LRC の計算

スレーブ番号から LRC 格納位置の手前までの LRC （水平冗長検査） を計算し、 算出した 8 ビッ ト

データを ASCII 文字 2 文字に変換し格納します。

LRC の計算方法

①メ ッセージ （ASCII 文字） を HEX データに変換します。

② 1 つ目のデータから LRC 格納位置手前までを計算します。

③②の結果の補数 （ビッ ト反転） を計算します。
④③の結果に 1 を足します。

⑤④の結果を LRC 格納位置に格納します。

⑥メ ッセージを ASCII 文字に変換します。
2 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第
13
章

第
13
章

第
13
章

第 13 章 ト ラブル対策
第
13
章

第
13
章

こ こ では、 マイ ク ロスマー ト にエラーや ト ラ ブルが発生し た場合の原因究明、 および対
処方法について説明し ています。
マイ ク ロスマー ト は、 万一故障し た場合でも システムが安全に稼働するよ う に、 多 く の
故障診断機能を持っ ています。
異常が起こ った場合は、 該当する項目の説明やフ ローチャー ト にし たがっ て対処し て く
だ さい。
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エ ラー読出
マイク ロスマートに接続しているパソコンの WindLDR 上から、 エラー状態をモニタするこ とがで

きます。 エラー状態をモニタするには、 ［オンライン］ タブの ［モニタ］ で ［モニタ］ から ［モニ
タ開始］ をク リ ッ ク します。 続いて ［オンライン］ タブの ［PLC 本体］ で ［ステータス］ をク リ ッ

ク してダイアログボッ クスを表示し、 「エラー状態」 内の ［詳細］ ボタンで確認します。

エラー情報をク リ アする方法は、 エラーの原因を取り除いてから、 PLC ステータスのダイアログ

ボッ クスを表示し、 「エラー状態」 内の ［ク リ ア］ ボタンをク リ ッ ク します。
また、 特殊データレジスタの 上位ビッ トに ’1’ を書き込むこ とで、 一般エラー及び実行エラーを

ク リ アするこ とができます。

特殊データレジスタ D8005 のエラーク リ アビッ ト を用いてエラー情報をク リ アする

ラダープログラム例

■ エラー項目と エラー情報 （一般エラー）

エラーコードは特殊データレジスタ D8005 に格納されます。

D8005 の各ビッ トに、 ’1’ が格納されている場合、 対応したエラーが発生しているこ とを示します。
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第 13 章 ト ラ ブル対策

13-2
■ エラー項目と CPU モジュールの動作状態

■ エラー項目の内容と処置

エラー項目 運転状態 出力状態
エ ラー表示

LED チ ェ ッ ク タ イ ミ ング

停電エラー 停止 OFF 消灯 常時

ウォッチド ッグタイマエラー 停止 OFF 発生時点灯 常時

データ リ ンク接続エラー 停止 OFF 消灯 データ リ ンク初期化
時

ユーザープログラム （ROM）

サムチェ ッ クエラー

停止 OFF 点灯 スタート時

タイマ / カウンタ設定値

サムチェッ クエラー

継続 継続 消灯 スタート時

ユーザープログラム （RAM）

サムチェ ッ クエラー
停止＊ 1

＊ 1 ユーザープログラムを再ロードするために運転は一時停止しますが、 終了後自動的に再スタート しま
す。

OFF 点灯 運転中

キープデータサムチェッ クエラー 継続 / 停止＊ 2

＊ 2 デフォルトでは、 継続 （RUN） ですが、 WindLDR の “ ファンクシ ョ ン設定 ” で停止 （STOP） に設定で
きます。

継続 /OFF ＊ 2 消灯 電源投入時

ユーザープログラム文法エラー 停止 OFF 点灯 ユーザープログラム
ダウンロード時

ユーザープログラムダウンロード
エラー

停止 OFF 点灯 ユーザープログラム
ダウンロード時

CPU ユニッ トエラー 停止 OFF 点灯 電源投入時

時計 IC エラー 継続 継続 発生時点灯 常時

メモ リ カート リ ッジ転送エラー
＊ 3

＊ 3 FC5A-D12x1E のみで検出されるエラーです。

停止 OFF 点灯 電源投入時

I/O バスイニシャライズエラー 停止 OFF 点灯 電源投入時

ユーザープログラム実行エラー 継続 継続 点灯 ユーザープログラム
実行時

エ ラー項目 エ ラー内容 主な処置方法

停電エラー 電源電圧が仕様値よ り低
下

WindLDR などでエラーコードをク リ アして くだ

さい。

ウォ ッチド ッグ
タイマエラー

処理時間が規定時間を超
えた

頻繁に発生する場合は CPU モジュールの交換が

必要です。

データ リ ンク接続エ
ラー

データ リ ンクファンク
シ ョ ン設定不良または
ケーブル接続不良

データ リ ンクファンクシ ョ ン設定、 またはケー
ブルの接続を修正後、 電源を再投入するかデー

タ リ ンクの初期化を実行してください。＊ 1

ユーザープログラム
（ROM）

サムチェ ッ クエラー＊ 2

ROM 内のユーザープログ

ラムが破損

正常なユーザープログラムを転送してから、
WindLDR などでエラーコードをク リ アして くだ

さい。

タイマ / カウンタ設定

値サムチェッ クエラー

T/C 設定値データが破損 自動的に修復しますが、 T/C の設定値を変更し

た場合、 ユーザープログラムの設定値にイニ
シャライズされます。

ユーザープログラム
（RAM）

サムチェ ッ クエラー

RAM 内のユーザープログ

ラムが破壊

自動的に修復しますが、 T/C の設定値、 および

拡張データレジスタの初期値を変更した場合、
ユーザープログラムの設定値にイニシャライズ
されます。

キープデータサム
チェッ クエラー

停電時保持されるべき
データがク リ ア

処置は特に必要あ り ませんが、 内部リ レーなど

のキープデータがク リ アされます。＊ 3

ユーザープログラム
文法エラー

文法上の誤り 修正したプログラムを転送して ください。
エラーコードは正常なプログラムを転送する と
ク リ アされます。
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■ ユーザープログラム実行時エ ラー一覧

エラーコードは特殊データレジスタ D8006 に格納されます。

ユーザープログラム

ダウンロードエラー＊ 2
ROM へのダウンロード不

良

頻繁に発生する場合は、 CPU モジュールの交換

が必要です。 エラーコードは、 格納エリ アへの
ダウンロードが正常に終了する と ク リ アされま
す。

CPU ユニッ トエラー ROM が認識できない 電源を再投入して ください。 頻繁に発生する場
合は CPU モジュールの交換が必要です。

時計 IC エラー 時計データバッ クアップ
エラー、 または時計カー
ト リ ッジの異常

通常は自動復帰しますが、 正常に戻らない場合
は時計カート リ ッジの交換が必要です。

メモ リ カート リ ッジ転
送エラー

メモ リ カードのダウン
ロード も し くは、 アップ
ロードを実行できない

・ PLC 本体のユーザープログラムにパスワード

が設定されている場合
→メモ リ カート リ ッジのパスワードが一致して
いない可能性があ り ます。 正しいパスワードを

入力して ください。＊ 4

・ PLC 本体のユーザープログラムに読出し禁止

が設定されている場合
→アップロードは実行できません。

I/O バスイニシャライ

ズエラー

I/O モジュールの不具合 頻繁に発生する場合、 または復帰しない場合は
I/O モジュールの交換が必要です。

ユーザープログラム実
行エラー

命令実行時にエラーが発
生
（M8004 が ON します）

エラー原因をユーザープログラム実行時エラー
一覧を参考にして修正して ください。 エラー
コードは、 WindLDR などでク リ アして くださ

い。

＊ 1 ［オンライン］ タブの ［モニタ］ で ［モニタ］ から ［モニタ開始］ をク リ ッ ク します。 続いて ［オンラ
イン］ タブの ［PLC 本体］ で ［初期化］ から ［データ リ ンク初期化］ をク リ ッ ク します。

＊ 2 メモ リ カート リ ッジが挿入されている場合は、 メモ リ カート リ ッジがチェッ ク対象になり ます。

＊ 3 規定時間の充電後、 短時間の停電でこのエラーが発生する場合は、 バッテ リの異常です。
CPU モジュールの交換が必要です。

＊ 4 パスワードの入力方法についてはを 「第 5 章　 メモ リ カート リ ッジへのアップロードの手順」 （5-82 頁）
参照して ください。

エラーコー ド エ ラー内容

1 ソースデバイス、 デスティネーシ ョ ンデバイス指定範囲外

2 MUL 命令において演算結果が処理単位の範囲外

3 DIV 命令において演算結果が処理単位の範囲外、 または 0 で除算

4 BCDLS 命令において S1 または （S1 ＋ 1） が 10,000 以上

5 HTOB （W） 命令において S1 が 10,000 以上

6 BTOH 命令において S1 の各桁が 0 ～ 9 以外

7 HTOA 命令、 ATOH 命令、 ATOB 命令、 BTOA 命令において変換桁数が範囲外

8 ATOB 命令、 ATOH 命令において S1 ～ S1 ＋ 4 の値がアスキーデータ以外

9 WKTIM 命令で S1 が 128 以上、 S2, S3 データが範囲外 （時データが 24 以上、 分データ

が 60 以上） ただし、 S2, S3 データ と して 10,000 は可能

特別指定日動作を比較あ り （1）、 なし （2） に指定し、 WKTBL 命令が実行される前に

WKTIM 命令を実行

10 WKTBL 命令で S1 ～ Sn が範囲外 （月データが 1 ～ 12 以外、 日データが 1 ～ 31 以外）

11 DGRD 命令で BCD/5 桁指定で 65,536 以上

12 XYFS 命令が実行されていないテーブルで CVXTY, CVYTX 命令を実行

フォーマッ ト番号 S1 が等しい XYFS 命令、 CVXTY, CVYTX 命令の処理単位が同じで

ない

13 CVXTY, CVYTX 命令で S2 が XYFS 命令で定義されている範囲外

14 LJMP 命令、 LCAL 命令、 DJNZ 命令で指定されたラベル番号がない

エ ラー項目 エラー内容 主な処置方法
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15 メ ンテナンスモード時にユーザー通信命令を実行

16 PID 命令実行エラー

17 設定値がデータレジスタ間接指定のタイマ、 カウンタに対して、 設定値を書き込んだ

18 割込プログラムで実行できない命令を実行 （5-48 頁、 5-51 頁参照）

19 未対応命令実行

20 PULS, PWM, RAMP, ZRN 命令の動作パラ メータの設定エラー

21 DECO 命令において S1 が 0 ～ 255 以外

22 BCNT 命令において S2 が 1 ～ 256 以外

23 ICMP ＞＝命令において S1 ＜ S3

24 なし

25 BCDLS 命令で S2 が 8 以上

26 “ ファンクシ ョ ン設定 ” で割込入力またはタイマ割込が設定されてない場合に EI 命令、

DI 命令を実行した

27 DTIM, DTML, DTMH, DTMS, TTIM を使用時に、 ワーク領域を破壊した

28 浮動小数点型の処理単位を指定時に、 S1、 S2 の値が範囲外

29 浮動小数点型の処理単位を指定時に、 演算結果が処理単位の範囲外

30 SFTL, SFTR 命令使用時に N_B が定義されている範囲外

31 FIFOF 命令において、 FIFO データファ イルのフォーマッ ト を作成するよ り先に FIEX
命令を実行した

32 TADD 命令、 TSUB 命令、 HOUR 命令、 HTOS 命令において、 ソースデバイスのデータ

が定義されている範囲外

33 RNDM 命令において、 S1 のデータが S2 のデータ以上、 も し くは、 S1, S2 のデータが

32,767 を超えた

34 NDSRC 命令において、 S3 のデータが定義されている範囲外

35 SUM 命令において演算結果が処理単位の範囲外、 または S2 のデータが 0

＊ 他の命令実行時エラーについては 「本章　エラー読出」 （13-1 頁） を参照して ください。

エ ラーコー ド エ ラー内容
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ト ラブルシューテ ィ ング
こ こ では、 マイ ク ロスマー ト の運用上、 ト ラ ブルが生じ た場合の、 原因究明、 および対
処方法について説明し ています。

マイク ロスマートは、 万一故障した場合でもシステムが安全に稼働するよ うに、 多くの故障診断機
能を持っています。
異常が起こった場合は、 該当する項目のフローチャートにしたがって対処してください。

■ 電源表示 LED が点灯し ない場合
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■ 運転表示 LED が点灯し ない場合

＊ 1 「本章　エラー表示 LED が点灯している場合」 （13-7 頁） を参照して ください。

＊ 2 PLC スタート ボタンは、 ［オンライン］ タブの ［モニタ］ で ［モニタ］ から ［モニタ開始］ を

ク リ ッ ク します。 続いて ［オンライン］ タブの ［PLC 本体］ で ［ステータス］ をク リ ッ クする

と表示されます。
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■ エ ラー表示 LED が点灯し ている場合

＊ 1 WindLDR でエラーをク リ アするには 「本章　エラー読出」 （13-1 頁） を参照してください。

一過性のエラーの場合は、 ク リ ア操作によ り正常復帰します。

＊ 2 「本章　エラー項目とエラー情報 （一般エラー）」 （13-1 頁） を参照して ください。
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■ 入力が正常に動作し ない場合
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■ 出力が正常に動作し ない場合

＊ 1 ( 付録 -8 頁 ) を参照して ください。
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■ WindLDR と通信できない場合

■ プログラム転送だけが行えない場合

＊ 1 「本章　電源表示 LED が点灯しない場合」 （13-5 頁） を参照して ください。

＊ 1 パスワードが設定されているこ とを確認するには 「第 5 章　プロテク ト 」 （5-56 頁） を参照し

て ください。

＊ 2 「第 5 章　プロテク トの解除方法」 （5-59 頁） を参照して ください。
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■ ス ト ッ プ、 リ セ ッ ト ができない場合

■ ウオ ッ チ ド ッ グタ イマエラーが発生する場合
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■ 割込 / キャ ッ チ入力で短パルスが取り込めない場合

■ 周波数測定が行えない場合
2 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



第 13 章 ト ラブル対策
第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
■ 時計機能が正常に動作し ない場合

＊ 1 「本章　エラー表示 LED が点灯している場合」 （13-7 頁） を参照して ください。

＊ 2 「本章　エラー読出」 （13-1 頁） を参照して ください。

＊ 3 「応用編　第 8 章　時計カート リ ッジの設定」 （8-6 頁）、 「応用編　第 8 章　WindLDR による時

計合わせ」 （8-6 頁） を参照して ください。
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■ アナログモジュールが正し く 動作し ない場合 （END リ フ レ ッ シュ タ

イプ）
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■ データ リ ン クができない場合

＊ 1 「本章　電源表示 LED が点灯しない場合」 （13-5 頁） を参照して ください。

＊ 2 「第 11 章　ユニッ トの接続例」 （11-11 頁） を参照して ください。

＊ 3 「第 11 章　通信ステータス / エラー」 （11-3 頁） を参照して ください。

＊ 4 データ リ ンク初期化ボタンは、 ［オンライン］ タブの ［モニタ］ で ［モニタ］ から ［モニタ開
始］ をク リ ッ ク し、 続いて ［オンライン］ タブの ［PLC 本体］ で ［初期化］ から ［データ リ ン

ク初期化］ をク リ ッ ク します。
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■ ユーザー通信でデータがまった く 送信されない場合

＊ 1 「本章　電源表示 LED が点灯しない場合」 （13-5 頁） を参照して ください。
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■ ユーザー通信で正常にデータが送信されない場合

このフローチャート を使用しても、 ユーザー通信が正常に行われない場合は、 「ユーザー通信で
データがまったく送信されない場合」 のフローチャートにしたがって対処してください。 （13-16 頁

参照）

＊ 1 「第 5 章　通信フォーマッ トの設定」 （5-54 頁） を参照して ください。
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■ ユーザー通信でデータがまった く 受信されない場合

＊ 1 「本章　電源表示 LED が点灯しない場合」 （13-5 頁） を参照して ください。
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■ ユーザー通信で正常にデータが受信されない場合

＊ 1 「第 5 章　通信フォーマッ トの設定」 （5-54 頁） を参照して ください。

＊ 2 「第 10 章　 S1 （ソース 1） の設定」 （10-12 頁） を参照して ください。
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■ Modbus マス タ通信が正常に行えない場合

＊ 1 「第 12 章　 スレーブ別の通信エラー情報」 （12-3 頁） を参照して ください。

＊ 2 「第 12 章　 リ クエス ト別の通信エラー情報」 （12-3 頁） を参照してください。

＊ 3 ポート 3 以降の場合、 エラー情報が入るレジスタは設定によ り ます。
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■ WindLDR が USB 接続で PLC と通信し ない場合
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13-2
■ Modbus マス タ通信のリ クエス ト 周期が遅い場合

■ 増設シ リ アル通信モジュール

こ こでは、 増設シ リ アル通信モジュールにエラーやト ラブルが発生した場合の対処方法について説
明しています。 異常が起こった場合は、 次の点をお調べください。 それでも修復できない場合は、
お買い求めの販売店 ・ 営業所 ・ 出張所までご連絡ください。

電源表示 LED が点灯し ない

チ ェ ッ ク項目 処置 参照頁

CPU モジュールに電源が供給されてい

ますか？

CPU モジュールに電源を供給して ください。 （3-1 頁）

電源電圧は正常ですか？ 定格電源を印加して ください。 （3-1 頁）

WindLDR と通信できない

チ ェ ッ ク項目 処置 参照頁

通信ケーブルは接続されていますか？ ケーブルを接続して ください。 （応用編
26-3 頁）

通信ケーブルの配線は確認しましたか？ 配線を確認して ください。 （2-110 頁）、

（応用編
26-3 頁）

CPU モジュールの電源表示 LED は点灯

していますか？

「電源表示 LED が点灯しない」 を参照してく

ださい。

（13-22 頁）

PWR LED が点滅していますか？ CPU モジュールに定格電圧を印加して くださ

い。

（3-1 頁）

WindLDR と増設通信ポートの通信設定

は合致していますか？

通信設定を合わせてください。 （応用編
26-5 頁）

CPU モジュールのシステムバージ ョ ン

は増設シ リ アル通信モジュールに対応し
ていますか？

CPU モジュールのシステムバージ ョ ンを 110
以上にして ください。
増設 RS485 通信モジュールを使う と き、 ダウ

ンロードを行う と きは CPU モジュールのシス

テムバージ ョ ンを 220 以上にして ください。

（付録 -9 頁）

表示器と通信できない

チ ェ ッ ク項目 処置 参照頁

通信ケーブルは接続されていますか？ ケーブルを接続して ください。 （応用編
26-7 頁）

通信ケーブルの配線は確認しましたか？ 配線を確認して ください。 （2-110 頁）、

（応用編
26-7 頁）
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CPU モジュールの電源表示 LED は点灯

していますか？

「電源表示 LED が点灯しない」 を参照して く

ださい。

（13-22 頁）

PWR LED が点滅していますか？ CPU モジュールに定格電圧を印加して くださ

い。

（3-1 頁）

表示器と増設通信ポートの通信設定は合
致していますか？

通信設定を合わせてください。 （応用編
26-5 頁）

CPU モジュールのシステムバージ ョ ン

は増設シ リ アル通信モジュールに対応し
ていますか？

CPU モジュールのシステムバージ ョ ンを 110
以上にしてください。
増設 RS485 通信モジュールを使う と きは CPU
モジュールのシステムバージ ョ ンを 220 以上

にして ください。

（付録 -9 頁）

通信レスポンス時間が長い

チ ェ ッ ク項目 処置 参照頁

通信速度は適切な値を設定されています
か？

通信速度を設定して ください。 （応用編
26-5 頁）、

（応用編
26-10 頁）

ユーザープログラムに COMRF 命令をプ

ログラムしていますか？

ユーザープログラムに COMRF 命令をプログ

ラムして ください。

（応用編
11-5 頁）

ユーザー通信でデータがまった く 送信されない

チ ェ ッ ク項目 処置 参照頁

通信ケーブルは接続されていますか？ ケーブルを接続して ください。 （応用編
26-13 頁）

通信ケーブルの配線は確認しましたか？ 配線を確認して ください。 （2-110 頁）、

（応用編
26-13 頁）

外部機器と増設通信ポートの通信設定は
合致していますか？

通信設定を合わせてください。 （応用編
26-10 頁）、

（応用編
26-14 頁）

CPU モジュールのシステムバージ ョ ン

は増設シ リ アル通信モジュールに対応し
ていますか？

CPU モジュールのシステムバージ ョ ンを 110
以上にしてください。
増設 RS485 通信モジュールを使う と きは CPU
モジュールのシステムバージ ョ ンを 220 以上

にして ください。

（付録 -9 頁）

送信命令で正しいポート番号を指定して
いますか？

正しいポート番号を指定して ください。 （10-1 頁）

送信命令の起動入力が ON しています

か？

起動入力を ON して ください。 （10-1 頁）

CPU モジュールの電源表示 LED は点灯

していますか？

「電源表示 LED が点灯しない場合」 を参照し

て ください。

（13-22 頁）

PWR LED が点滅していますか？ CPU モジュールに定格電圧を印加して くださ

い。

（3-1 頁）

ユーザー通信で正常にデータが送信されない

チ ェ ッ ク項目 処置 参照頁

通信フォーマッ トは確認しましたか？ 通信フォーマッ ト を相手接続機器のフォー
マッ ト と同じ設定にして ください。

（応用編
26-10 頁）

送信動作ステータス （D2） と して重複

したデータレジスタが使用されていませ
んか？

重複したデータレジスタを別のデータレジス
タに変更して ください。

（10-1 頁）

同一ポートに対して起動入力が ON して

いる送信命令数は 5 命令以内ですか？

同一ポートに対して同時に ON する送信命令

を 5 命令以内にして ください。

（10-1 頁）

表示器と通信できない

チ ェ ッ ク項目 処置 参照頁
13-23
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13-2
送信先機器のビジー信号は一定時間 （5
秒） 以内ですか？

送信先機器のビジー信号は一定時間内にして
ください。

（10-1 頁 )

送信するソース 1 （S1） の設定を確認し

ましたか？

送信するソース 1 （S1） の設定を確認して く

ださい。

（10-1 頁）

PWR LED が点滅していますか？ CPU モジュールに定格電圧を印加して くださ

い。

（3-1 頁）

ユーザー通信でデータがま った く 受信されない

チ ェ ッ ク項目 処置 参照頁

通信ケーブルは接続されていますか？ ケーブルを接続して ください。 （応用編
26-13 頁）

通信ケーブルの配線は確認しましたか？ 配線を確認して ください。 （2-110 頁）、

（応用編
26-13 頁）

外部機器と増設通信ポートの通信設定は
合致していますか？

通信設定を合わせてください。 （応用編
26-10 頁）、

（応用編
26-13 頁）

CPU モジュールのシステムバージ ョ ン

は増設シ リ アル通信モジュールに対応し
ていますか？

CPU モジュールのシステムバージ ョ ンを 110
以上にして ください。
増設 RS485 通信モジュールを使う と きは CPU
モジュールのシステムバージ ョ ンを 220 以上

にして ください。

（付録 -9 頁）

受信命令で正しいポート番号を指定して
いますか？

正しいポート番号を指定してください。 （10-11 頁）

受信命令の起動入力が ON しています

か？

起動入力を ON して ください。 （10-11 頁）

CPU モジュールの電源表示 LED は点灯

していますか？

「電源表示 LED が点灯しない場合」 を参照し

て ください。

（13-22 頁）

PWR LED が点滅していますか？ CPU モジュールに定格電圧を印加して くださ

い。

（3-1 頁）

ユーザー通信で正常にデータが受信されない

チ ェ ッ ク項目 処置 参照頁

通信フォーマッ トは確認しましたか？ 通信フォーマッ ト を相手接続機器のフォー
マッ ト と同じ設定にして ください。

（応用編
26-10 頁）、

（応用編
26-13 頁）

受信動作ステータス （D2） と して重複

したデータレジスタが使用されていませ
んか？

重複したデータレジスタを別のデータレジス
タに変更して ください。

（10-11 頁）

スタートデリ ミ タの設定があ り、 かつ同
一ポートに対して起動入力が ON してい

る受信命令数は 5 命令以内ですか？

同一ポートに対して同時に ON する送信命令

を 5 命令以内にして ください。

（10-11 頁）

スタートデリ ミ タの設定がなく、 かつ同
一の起動入力で複数の受信命令を起動し
ていませんか？

同一の起動入力で起動する受信命令は 1 つに

して ください。

（10-11 頁）

受信データのフォーマッ トは確認しまし
たか？

受信命令で設定したフォーマッ ト と通信先機
器からの送信データが一致しているか確認し
て ください。

（10-11 頁）

キャラ ク タ間タイマの設定は確認しまし
たか？

通信先機器の 1 キャラ ク タ送信間隔に適した

時間設定か確認して ください。

（10-11 頁）

受信するソース 1 （S1） の設定を確認し

ましたか？

受信するソース 1 （S1） の設定を確認して く

ださい。

（10-11 頁）

PWR LED が点滅していますか？ CPU モジュールに定格電圧を印加して くださ

い。

（3-1 頁）

ユーザー通信で正常にデータが送信されない

チ ェ ッ ク項目 処置 参照頁
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● 上記で解決できない場合。 ( 通信タ イ ミ ングなど )

相手機器とのタイ ミ ングの違いなどによ り上記のチェッ ク ・ 処置でも ト ラブルの解決ができない場
合は、 以下のよ うな対応で解決できる場合があ り ます。

・ 通信速度を遅くする。

・ 送信フレーム間隔を設定できる場合は、 長めに設定する。

・ リ ト ラ イ回数を設定できる場合は回数を多くする。

・ 待ち時間 ( レスポンス待ちなど ) を設定できる場合は、 長く設定する。

・ ラダープログラムの適当な位置に COMRF 命令を追加する。

・ 通信ポートのファンクシ ョ ン設定で、 「ポート 3 ～ 7 の通信リ フレッシュ」 を 「10ms 毎」 に設定す

る。
13-25
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形番一覧
CPU モジュール （オールイ ンワン タ イプ）

電源仕様 入力仕様 出力仕様 入出力点数 形番

AC100V-240V
（50/60Hz）

DC24V 入力

（DC シンク /
ソース共用） リ レー出力 2A

（AC240V-2A, DC30V-2A）

10 点 （6/4） FC5A-C10R2

16 点 （9/7） FC5A-C16R2

24 点 （14/10） FC5A-C24R2

DC24V

10 点 （6/4） FC5A-C10R2C

16 点 （9/7） FC5A-C16R2C

24 点 （14/10） FC5A-C24R2C

DC12V
DC12V 入力

（DC シンク /
ソース共用）

10 点 （6/4） FC5A-C10R2D

16 点 （9/7） FC5A-C16R2D

24 点 （14/10） FC5A-C24R2D

CPU モジュール （ス リムタ イプ）

電源仕様 入力仕様 出力仕様 入出力点数 形番

DC24V
DC24V 入力

（DC シンク /
ソース共用）

リ レー出力 2A
（AC240V-2A, 
DC30V-2A）

ト ランジスタ
シンク出力

0.3A
16 点 （8/8）＊ 1

＊ 1 出力 8 点中 2 点 Tr 出力、 6 点リ レー出力

FC5A-D16RK1

ト ランジスタ
ソース出力

0.3A
FC5A-D16RS1

ト ランジスタシンク出力 0.3A
32 点 （16/16）

FC5A-D32K3

ト ランジスタ ソース出力 0.3A FC5A-D32S3

We サーバー CPU モジュール

電源仕様 入力仕様 出力仕様 入出力点数 形番

DC24V
DC24V 入力

（DC シンク /
ソース共用）

ト ランジスタシンク出力 0.3A
12 点 （8/4）

FC5A-D12K1E

ト ランジスタ ソース出力 0.3A FC5A-D12S1E

入力モジュール

入力仕様 出力仕様 接続仕様 入出力点数 形番

DC24V 入力

（DC シンク / ソース共用）
－

着脱式端子台コネクタ
8 点 （8/0） FC4A-N08B1

16 点 （16/0） FC4A-N16B1

MIL コネク タ
16 点 （16/0） FC4A-N16B3

32 点 （32/0） FC4A-N32B3

AC100 ～ 120V 入力 － 着脱式端子台コネクタ 8 点 （8/0） FC4A-N08A11
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出力モジュール

入力仕様 出力仕様 接続仕様 入出力点数 形番

－

リ レー出力
AC240V-2A
DC30V-2A

着脱式端子台コネクタ

8 点 （0/8） FC4A-R081

16 点 （0/16） FC4A-R161

ト ランジスタシンク 0.3A
8 点 （0/8）

FC4A-T08K1

ト ランジスタ ソース 0.3A FC4A-T08S1

ト ランジスタシンク 0.1A

MIL コネク タ

16 点 （0/16）
FC4A-T16K3

ト ランジスタ ソース 0.1A FC4A-T16S3

ト ランジスタシンク 0.1A
32 点 （0/32）

FC4A-T32K3

ト ランジスタ ソース 0.1A FC4A-T32S3

入出力混合モジュール

入力仕様 出力仕様 接続仕様 入出力点数 形番

DC24V 入力 （DC シ

ンク / ソース共用）

リ レー出力
AC240V-2A
DC30V-2A

着脱式端子台コネクタ 8 点 （4/4） FC4A-M08BR1

直付け端子台 24 点 （16/8） FC4A-M24BR2

アナログモジュール

タ イ プ 入力仕様 出力仕様 接続仕様 入出力点数 形番

END

リ フレッシュ＊ 1

＊ 1 END リ フレッシュタイプのアナログモジュールは END 処理でアナログ入出力値の更新を行う タイプの
アナログモジュールです。

アナログ入力
（電圧、 電流）

アナログ出力
（電圧、 電流）

着脱式端子台
コネクタ

3 点 （2/1） FC4A-L03A1

アナログ入力
（熱電対、

測温抵抗体）

アナログ出力
（電圧、 電流）

着脱式端子台
コネクタ

3 点 （2/1） FC4A-L03AP1

アナログ入力
（電圧、 電流）

－
着脱式端子台

コネクタ
2 点 （2/0） FC4A-J2A1

－
アナログ出力
（電圧、 電流）

着脱式端子台
コネクタ

1 点 （0/1） FC4A-K1A1

ラダー

リ フレッシュ＊ 2

＊ 2 ラダーリ フレッシュタイプのアナログモジュールはラダープログラム内でアナログ入出力値の更新を行
う タイプのアナログモジュールです。

アナログ入力
（電圧、 電流、

熱電対、
測温抵抗体）

－
着脱式端子台

コネクタ
4 点 （4/0） FC4A-J4CN1

アナログ入力
（電圧、 電流）

－
着脱式端子台

コネクタ
8 点 （8/0） FC4A-J8C1

－
アナログ出力
（電圧、 電流）

着脱式端子台
コネクタ

2 点 （0/2） FC4A-K2C1

アナログ入力
（サーミ スタ）

－
着脱式端子台

コネクタ
8 点 （8/0） FC4A-J8AT1

－
アナログ出力
（電圧、 電流）

着脱式端子台
コネクタ

4 点 （0/4） FC4A-K4A1

AS-Interface マス タ モジュール

名称 機能 ・ 用途 形番

AS-Interface マスタモジュール AS-Interface 通信ターミナル FC4A-AS62M

増設拡張モジュール

名称 機能 ・ 用途 形番

増設拡張モジュール

入出力モジュールの接続台数の拡張
（一体型）

FC5A-EXM2

入出力モジュールの接続台数の拡張
（ケーブル引出し型マスタ）

FC5A-EXM1M

入出力モジュールの接続台数の拡張
（ケーブル引出し型スレーブ）

FC5A-EXM1S
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温調モジュール

名称 機能 ・ 用途 形番

温調モジュール

温度制御モジュール
リ レー出力タイプ

FC5A-F2MR2

温度制御モジュール
電圧 ・ 電流出力タイプ

FC5A-F2M2

増設シ リ アル通信モジュール

名称 機能 ・ 用途 形番

増設 RS232C 通信モジュール
RS232C 通信ポートの増設モジュール

（1ch）
FC5A-SIF2

増設 RS485 通信モジュール RS485 通信ポートの増設モジュール (1ch) FC5A-SIF4

Web Server ユニ ッ ト

名称 機能 ・ 用途 形番

Web Server ユニッ ト

Web Server 機能搭載ユニッ ト

（日本語仕様）
FC4A-SX5ES1J

Web Server 機能搭載ユニッ ト （英語仕様） FC4A-SX5ES1E
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オプシ ョ ンモジュール

名称 機能 ・ 用途 形番

通信ボード RS232C 通信ボード （Mini DIN タイプ） FC4A-PC1

RS485 通信ボード （Mini DIN タイプ） FC4A-PC2

RS485 通信ボード （端子台タイプ） FC4A-PC3

通信拡張モジュール ス リ ムタイプ専用通信拡張モジュール
（RS232C, Mini DIN）

FC4A-HPC1

ス リ ムタイプ専用通信拡張モジュール
（RS485, Mini DIN）

FC4A-HPC2

ス リ ムタイプ専用通信拡張モジュール
（RS485, 端子台）

FC4A-HPC3

時計カート リ ッジ カレンダ ・ タイマ機能用オプシ ョ ン FC4A-PT1

メモ リ カート リ ッジ ユーザープログラム保存用メモ リ （32KB） FC4A-PM32

ユーザープログラム保存用メモ リ （64KB） FC4A-PM64

ユーザープログラム保存用メモ リ （128KB） FC4A-PM128

HMI モジュール 任意のデバイスを表示、 および変更する小
型表示器

FC4A-PH1

HMI べースモジュール HMI モジュール、 および通信ボード拡張モ

ジュールス リ ムタイプ専用＊ 1

＊ 1 ポート 2 を使用する場合は、 通信ボードが別途必要です。

FC4A-HPH1

アプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア

品名 機能 形番

Automation Organizer PLC プログラ ミ ングソフ ト ウェア 「WindLDR」
が含まれているパッケージソフ ト

SW1A-W1C

イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル

品名 機能 形番

FC5A シ リーズ

インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル基本編
日本語版

FC5A シ リーズマイ ク ロスマートのハード ウェ

ア / ソフ ト ウェアの仕様 ・ 機能説明

＊本文中では略称と して 「基本編」、 「応用編」
が使用されています。

FC9Y-B1267

FC5A シ リーズ

インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル応用編
日本語版

FC9Y-B1272

FC5A シ リーズ

インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル基本編
英語版

FC9Y-B1268

FC5A シ リーズ

インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル応用編
英語版

FC9Y-B1273

FC5A シ リーズ

インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル
Web サーバー CPU モジュール編

日本語版

FC5A-D12x1E の仕様 ・ 機能説明

＊本文中では略称と して 「Web 編」 が使用さ

れています。

FC9Y-B1277

FC5A シ リーズ

インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル
Web サーバー CPU モジュール編

英語版

FC9Y-B1278

温調モジュール
インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル日本語版

温調モジュールの仕様 ・ 機能説明 FC9Y-B1282

温調モジュール
インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル英語版

FC9Y-B1283

Web Server ユニッ ト

インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル日本語版

Web Server ユニッ トの仕様 ・ 機能説明 FC9Y-B918

Web Server ユニッ ト

インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル英語版

FC9Y-B919
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オプシ ョ ンケーブル （別売）

品名 機能 形番 備考

モデムケーブル 1C （3m） CPU モジュール （RS232C ポート ） と

モデムを接続 （1 ： 1 通信）

FC2A-KM1C

パソコン I/F ケーブル 4C （3m） CPU モジュール （RS232C ポート ） と

パソコン （DOS/V） を接続 （1 ： 1 通信）

FC2A-KC4C

ユーザー通信ケーブル 1C （2.4m） CPU モジュール （ポート 1 またはポー

ト 2） とユーザー機器を接続 （ユーザー

にて片端を加工）

FC2A-KP1C

表示器接続用ケーブル 1C （5m） CPU モジュール （ポート 1 またはポー

ト 2） と IDEC 製プログラマブル表示器

（HG1A/HG1B/HG2A/HG2C 形） を接続

FC4A-KC1C

表示器接続用ケーブル 2C （5m） CPU モジュール （ポート 1 またはポー

ト 2） と IDEC 製プログラマブル表示器

（HG2F/HG3/HG4 形） を接続

FC4A-KC2C

Web Server 接続ケーブル （10cm） CPU モジュール （ポート 1 またはポー

ト 2） と Web Server ユニッ ト を接続

FC4A-KC3C

増設拡張引出しケーブル （1m） ケーブル引出し型増設拡張モジュールマ
スタ、 スレーブ間の接続

FC5A-KX1C

シールド付き CPU フラ ッ ト ケーブル

（0.5m）

ス リ ムタイプ CPU 用 26 極シールド付き

ス ト レート ケーブル
弊社 I/O ターミナルに使用できます。

対応する I/O ターミナルの形番につきま

しては付録 -28 頁を参照して ください。

FC9Z-H050A26

シールド付き CPU フラ ッ ト ケーブル

（1m）

FC9Z-H100A26

シールド付き CPU フラ ッ ト ケーブル

（2m）

FC9Z-H200A26

シールド付き CPU フラ ッ ト ケーブル

（3m）

FC9Z-H300A26

シールドなし CPU フラ ッ ト ケーブル

（0.5m）

ス リ ムタイプ CPU 用 26 極シールドなし

ス ト レート ケーブル
弊社 I/O ターミナルに使用できます。

対応する I/O ターミナルの形番につきま

しては付録 -28 頁を参照して ください。

FC9Z-H050B26

シールドなし CPU フラ ッ ト ケーブル

（1m）

FC9Z-H100B26

シールドなし CPU フラ ッ ト ケーブル

（2m）

FC9Z-H200B26

シールドなし CPU フラ ッ ト ケーブル

（3m）

FC9Z-H300B26

シールド付き I/O フラ ッ ト ケーブル

（0.5m）

I/O モジュール用 20 極シールド付きス

ト レート ケーブル
弊社 I/O ターミナルに使用できます。

対応する I/O ターミナルの形番につきま

しては付録 -28 頁を参照して ください。

FC9Z-H050A20

シールド付き I/O フラ ッ ト ケーブル

（1m）

FC9Z-H100A20

シールド付き I/O フラ ッ ト ケーブル

（2m）

FC9Z-H200A20

シールド付き I/O フラ ッ ト ケーブル

（3m）

FC9Z-H300A20

シールドなし I/O フラ ッ ト ケーブル

（0.5m）

I/O モジュール用 20 極シールドなしス

ト レート ケーブル
弊社 I/O ターミナルに使用できます。

対応する I/O ターミナルの形番につきま

しては付録 -28 頁を参照して ください。

FC9Z-H050B20

シールドなし I/O フラ ッ ト ケーブル

（1m）

FC9Z-H100B20

シールドなし I/O フラ ッ ト ケーブル

（2m）

FC9Z-H200B20

シールドなし I/O フラ ッ ト ケーブル

（3m）

FC9Z-H300B20
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オプシ ョ ン （別売）

品名 機能 形番 備考

35mm 幅 DIN レール

（長さ 1000mm）

アルミ製
レール取付時に使用

BAA1000PN10 入り数 10

35mm 幅 DIN レール

（長さ 1000mm）

鋼板製
レール取付時に使用

BAP1000PN10 入り数 10

止め金具 CPU モジュールおよび入出力モ

ジュールのレール固定に使用

BNL6PN10 入り数 10

直付け金具 ス リ ムタイプ CPU モジュール

および入出力モジュールをパネル
直取り付け時に使用

FC4A-PSP1P 入り数 5

10 極端子台 入出力モジュール用 10 極端子台 FC4A-PMT10P 入り数 2

11 極端子台 入出力モジュール用 11 極端子台 FC4A-PMT11P 入り数 2

13 極端子台 CPU モジュール用 13 極端子台 FC5A-PMT13P 入り数 2

16 極端子台 CPU モジュール （FC5A-D16RK1）
用 16 極端子台

FC4A-PMTK16P 入り数 2

16 極端子台 CPU モジュール （FC5A-D16RS1）
用 16 極端子台

FC4A-PMTS16P 入り数 2

16 極端子台 CPU モジュール （FC5A-D12K1E）
用 16 極端子台

FC5A-
PMTK16EP

入り数 2

16 極端子台 CPU モジュール （FC5A-D12S1E）
用 16 極端子台

FC5A-
PMTS16EP

入り数 2

20 極コネクタ 入出力モジュール用
20 極 MIL コネク タ

FC4A-PMC20P 入り数 2

26 極コネクタ CPU モジュール用

26 極 MIL コネク タ

FC4A-PMC26P 入り数 2

アナログ入力用ケーブル付コネクタ
（ケーブル長 ： 1m）

ス リ ムタイプ CPU に内蔵されてい

るアナログ入力用のケーブル付コ
ネクタ

FC4A-PMAC2P 入り数 2

USB メ ンテナンスケーブル

（ケーブル長 ： 2m）

パソ コンと PLC を接続するための

USB ケーブル

＜コネクタ＞ A ： mini B

HG9Z-XCM42

USB-mini B ポート用延長ケーブル

（ケーブル長 ： 1m）

USB ポート を盤面に引き出すため

のケーブル

HG9Z-XCE21

弊社推奨品 （別売）

品名 機能 形番 備考

フェニッ クス棒端子 （1 ケーブル） 端子台配線用棒端子 3-26 頁参照

フェニッ クス棒端子 （2 ケーブル） 端子台配線用棒端子

フェニッ クス棒端子工具 棒端子圧着用工具

ド ライバ 端子台配線用ド ライバ
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1 スキャ ン中の処理について
RUN 中のマイクロスマートは、 入力リ フレッシュ処理、 ラダープログラム処理、 出力リ フレッシュ

処理、 エラーチェッ ク等の処理を繰り返し実行しています。 マイ クロスマートでは、 ラダープログ
ラムを実行し、 再度同じラダー行まで戻ってく るまでの処理単位を 「スキャン」 と定義し、 その 1
スキャンの動作に必要な時間を 「スキャンタイム」 と呼んでいます。

スキャンタイムの値は D8023 に格納され、 その 大値は D8024 に格納されています。 WindLDR 使

用時は 「PLC ステータス」 から も確認が行えます。

ラダープログラム処理
ラダープログラムは、 上から順に実行されます。 （割込プログラムを設定した場合を除く）

1 スキャン中のラダープログラムの処理時間は各命令の実行時間の総和が目安とな り ます。 各命令

の実行時間は後述の 「命令実行時間」 （付録 -12 頁） を参照してください。

1 スキャンのラダー処理が 340ms を超過する と、 ウオッチド ッグタイマエラーが発生します。 ウ

オッチド ッグタイマエラーは、 ハードの異常動作を防ぐためのタイマです。 1 スキャンのラダー処

理が 340ms を超える場合には、 ラダープログラム内で NOP 命令を配置してください。 NOP 命令は、

ウオッチド ッグタイマを再スタート させる働きがあ り ます。
ただし、 増設拡張モジュール以降の入出力はスキャンタイムが 1000ms 以上となる場合、 使用でき

ません。
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END 処理
マイクロスマートでは、 ラダープログラム処理以外の処理を END 処理と呼んでいます。 入力リ フ

レッシュや出力リ フレッシュ、 エラーチェッ ク等の処理が含まれます。
END 処理時間は以下のとおりです。 適合する条件の総和が実際の END 処理時間になり ます。

増設拡張モジュール使用時の注意事項
増設拡張モジュール側の I/O リ フレッシュ処理は、 CPU モジュール側の I/O リ フレッシュ処理とは

別に行われています。 増設拡張モジュール側の I/O リ フレッシュ時間 （D8252 ： 100μs 単位） が

CPU モジュール側のスキャンタイム （D8023 ： 1ms 単位） よ り も大きい際に、 毎スキャン出力結果

が変わるよ うな処理 （SOTU （SOTD） での出力やスキャンごとの ALT 命令処理） を行う と、 増設

拡張モジュール側の実出力に出力結果が反映されない場合があ り ます。
増設拡張モジュール側の I/O リ フレッシュ時間が CPU モジュールのスキャンタイムを超えるよ うな

場合には、 コンスタン ト スキャン （D8022 ： 1ms 単位） でスキャンタイムを調整するか、 増設モ

ジュールの配置変更を行ってください。

項目 条件 実行時間

基本処理 （内蔵 I/O サービス） ス リ ムタイプ 32 点 263μs

増設処理＋ I/O サービス

（8 点入力 /8 点出力）

1 台 130μs

増設処理＋ I/O サービス

（16 点入力 /16 点出力）

1 台 183μs

増設処理＋ I/O サービス

（32 点入力 /32 点出力）

1 台 357μs

増設処理＋ I/O サービス

（8 点入出力 （4in4out））
1 台 127μs

増設処理＋ I/O サービス

（24 点入出力 （16in8out））
1 台 305μs

増設処理 （END リ フレッシュタイプ＊ 1

アナログモジュール）

＊ 1 自動リ フレッシュタイプのアナログモジュールはスキャンタイムが 10ｍs 以下の場合、 毎スキャン I/O
サービス処理を行いません。 この場合 I/O サービスは約 10ｍs ごとに行われます。

1 台 1.8ms

増設処理
（増設拡張モジュール一体型、 ケーブル型）

8 点 1 台～ 32 点 7 台 2.5 ～ 4.5ｍs

増設シ リ アル通信モジュール ＊ 2

＊ 2 詳細は、 「第 2 章　データ送受信処理時間」 （2-109 頁） を参照してください。

AS-Interface マスタモジュール処理 1 台目マスタ使用時 9.4ms

時計処理＊ 3

＊ 3 時計処理は 500ms に一度行われます。

時計カート リ ッジ使用時 850μs
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CPU モジュールのシステムバージ ョ ン
CPU モジュールのシステムバージ ョ ンは下記の手順で確認できます。

1. パソ コ ン と マイ ク ロスマー ト の通信ポー ト 1 （も し く はポー ト 2） をパソ コ ン I/F ケーブル （FC2A-
KC4C） で接続し ます。

2. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［モニ タ］ で ［モニ タ］ から ［モニ タ開始］ を ク リ ッ ク し ます。

モニタモードになり ます。

3. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［PLC 本体］ で ［ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

PLC ステータスのダイアログボッ クスが表示されます。

「PLC システムバージ ョ ン」 で CPU モジュールのシステムバージ ョ ンが確認できます。

CPU モジュールのシステムアップデートは、 WindLDR から実行できます。 アップデート方法は

「本章　FC5A システムアップデート 」 （付録 -10 頁） を参照してください。
付録 -9

付
録

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



付録 

付録
FC5A システムア ッ プデー ト

■ システムア ッ プデー ト 実行手順

1. システムア ッ プデー ト を行いたい FC5A 形マイ ク ロスマー ト を WindLDR がイ ンス ト ールされたパソ

コ ンにケーブル （推奨ケーブル ： FC2A-KC4C） を接続します。

2. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［転送］ で ［ダウンロー ド］ から ［FC5A システムプログラムダウンロー ド］

を ク リ ッ ク し ます。

システムプログラムダウンロードダイアログが開きます。

・ イーサネッ ト  経由、 パススルー選択時はシステムアップデートはできません。

・ FC5A-D12x1E をご使用の場合、 USB ケーブルをご使用ください。
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3. ダウンロー ド を実行する PLC の機種名、 ダウンロー ド し たいシステムバージ ョ ン、 通信速度をそれ

ぞれ選択し、 [ システムプログラムダウンロー ドの開始 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. 確認メ ッ セージが表示されるので、 [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し てシステムプログラムのダウンロー ド

を開始し ます。

項目名 内容

機種 本体の機種タイプを選択します。

システムバージ ョ ン ダウンロードするシステムプログラムのシステムバージ ョ ンを選択します。 デ
フォル トでは、 新のシステムバージ ョ ンが選択されています。

通信速度 システムプログラムをダウンロードする通信速度を選択します。

内容 選択されたシステムバージ ョ ンの変更内容が表示されます。

・ FC5A 形マイ ク ロスマートが RUN 状態である場合、 システムプログラムダウンロードを開始する

と、 自動的に STOP されます。

・ 現在よ り も古いシステムバージ ョ ンのシステムプログラムを選択してダウンロードするこ と も可能
です。

・ ダウンロードに必要な時間は、 115200bps の通信速度で約 1 分です。
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5. システムプログラムダウンロー ドの進行状況はプログレスバーで表示されます。 システムプログラ

ムダウンロー ドの完了時には完了メ ッ セージが表示され、 ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 システ

ムプログラムダウンロー ド ダイアログは自動的に閉じ ます。

■ 新システムバージ ョ ンのシステムプログラムの入手方法

新版の Automation Organizer をインス トール、 も し くはアップグレードを行う際、 新のシステ

ムソフ ト ウェアが同時にインス トールされます。

・ システムプログラムダウンロード中は FC5A 形マイ ク ロスマートの RUN LED が点滅します。

・ システムアップデート後、 FC5A 形マイ ク ロスマートは STOP 状態とな り ます。 WindLDR も し くは

HMI モジュール等で FC5A 形マイ ク ロスマート を RUN して ください。

・ システムアップデート後もユーザープログラムのデータはそのまま残り ます。 システムバージ ョ ン
を下げた場合など、 FC5A 形マイ ク ロスマートに入っているユーザープログラムを実行できない可

能性があ り ます。

・ システムアップデート処理に失敗した場合、 FC5A 形マイ ク ロスマートの RUN LED が点滅したまま

の状態となるこ とがあ り ます。 この場合は FC5A 形マイ ク ロスマートの電源を再投入してからアッ

プデート処理を手順 1. からやり直して ください。 また、 電源再投入後も RUN LED が点滅したまま

の場合、 手順 4. の前に通信エラーダイアログが表示されます。 この場合、 以下の (1)(2) の手順を

行ってください。

（1） 通信エラーを示すダイアログが表示されます。 [ キャンセル ] ボタンをク リ ッ ク します。

（2） RUN LED の状態を確認するダイアログボッ クスが表示されます。 ［はい］ ボタンをク リ ッ ク

します。
-12 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 基本編

FC9Y-B1267



付録 

付
録

第
付
録

付
録

第
付
録

第
付
録

第
付
録

第
付
録

第
付
録

第
付
録

第
付
録

第
付
録

第
付
録

付
録

付
録

付
録

第
付
録

第
付
録

付
録

第
付
録

第
付
録

付
録

命令実行時間一覧

命令語 デバイス ・ 条件

実行時間 （μs）

FC5A-C10R2x
          C16R2x
          C24R2x

FC5A-D16Rx1
       D32x3

         D12x1E

LOD, LODN 0.7 0.056

データレジスタ使用時 14

OUT, OUTN 2.2 0.111

データレジスタ使用時 26

SET, RST 2.1 0.111

データレジスタ使用時 16

AND, ANDN, OR, ORN 0.5 0.111

データレジスタ使用時 20

AND ・ LOD, OR ・ LOD 0.8 0.111

BPS 0.6 0.056

BPP 0.4 0.056

BRD 0.4 0.056

TML, TIM, TMH, TMS 17 0.389 （17）＊ 1

TMLO, TIMO, TMHO, TMSO 22

CNT, CDP, CUD 19

CNTD, CDPD, CUDD 33

CC （=） , CC （≧） 8 0.111 （8） ＊ 1

DC （=） , DC （≧） 8 0.167 （8） ＊ 1

SFR, SFRN n ： ビ ッ ト構成数 52 ＋ 0.21n

SOTU, SOTD 14 0.111

JMP, JEND, MCS, MCR 2 0.222

MOV, MOVN （W, I） M → M 56

D → D 32 0.167

MOV, MOVN （D, L） M → M 64

D → D 44 0.278

IMOV, IMOVN （W） M ＋ D → M ＋ D, D ＋ D →

D ＋ D

88

IMOV, IMOVN （D） D ＋ D → D ＋ D 92

IBMV, IBMVN M ＋ D → M ＋ D, D ＋ D →

D ＋ D

82

BMOV D → D 62 ＋ 15.8n （n ： 転送ワード数）

CMP （=, <>, <, >, ≦ , ≧ /W, I） D ⇔ D → M 64

CMP （=, <>, <, >, ≦ , ≧ /D, L） D ⇔ D → M 67

CMP （=, <>, <, >, ≦ , ≧ /F） D ⇔ D → M 80

ICMP （≧） D ⇔ D ⇔ D → M 79

ADD （W, I） M ＋ M → D 68

D ＋ D → D 44 0.278 （44） ＊ 1

ADD （D, L） M ＋ M → D 80

D ＋ D → D 65

ADD （F） D ＋ D → D （小数点 1 桁） 135

SUB （W, I） M-M → D 71

D-D → D 60 0.278 （60） ＊ 1

SUB （D, L） M-M → D 91

D-D → D 66
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SUB （F） D-D → D （小数点 1 桁） 134

MUL （W, I） M×M → D 61

D×D → D 60

MUL （D, L） M×M → D 83

D×D → D 76

MUL （F） D×D → D （小数点 1 桁） 104

DIV （W, I） M÷M → D 71

D÷D → D 71

DIV （D, L） M÷M → D 98

D÷D → D 89

DIV （F） D÷D → D 166

ROOT （W） √ D → D 165

ROOT （D） √ D → D 228

ROOT （F） √ D → D 926

ANDW, ORW, XORW （W） M ・ M → D, D ・ D → D 60

ANDW, ORW, XORW （D） D ・ D → D 65

SFTL, SFTR N_B=100 125

BCDLS D → DS1=1 77

WSFT D → D 62 ＋ 16.1n
（n ： シフ ト ワード数）

ROTL, ROTR D, bits=1 46

HTOB D → D 61

HTOA D → D 66

BTOH D → D 56

BTOA D → D 68

ATOH D → D 62

ATOB D → D 61

ENCO M → Dbits=16 42

DECO D → M 47

BCNT M → Dbits=16 185

ALT 33

CVDT W, I, D, L → F 106

F → W, I, D, L 142

DISP BCD5 桁 70

BIN4 桁 66

DGRD BCD5 桁 62

BIN4 桁 61

LCAL 32

LRET 17

IOREF 18

HSCRF 36

FRQRF 33

COMRF 4000

EI 25

DI 22

命令語 デバイス ・ 条件

実行時間 （μs）

FC5A-C10R2x
          C16R2x
          C24R2x

FC5A-D16Rx1
       D32x3

         D12x1E
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AVRG （W, I） S3=10 84

AVRG （D, L） S3=10 88

AVRG （F） S3=10 161

PID AT ＋ PID 実行中 520

DTML, DTIM, DTMH 87

DTMS 92

TTIM 50

RAD F → F 127

DEG F → F 145

SIN, COS F → F 1826

TAN F → F 1736

ASIN, ACOS F → F 6090

ATAN F → F 5402

LOGE, LOG10 F → F 2999

EXP F → F 1072

POW F → F 3819

ATOB （D） D → D 64

BTOA （D） D → D 65

MOV （F） 74

IMOV （F） 126

SWAP （W） 64

SWAP （D） 67

TCCST （W） D → T 66

TCCST （D） D → T 71

DTDV D → D 63

DTCB D → D 63

NSET （W, I） D → D 60

NSET （D, L） D → D 70

NSET （F） D → D 76

NRS （W, I） D, D → D 62

NRS （D, L） D, D → D 62

NRS （F） D, D → D 64

LC （=, <>, ＜ , ＞ , ≦ , ≧ /W, I） D ⇔ D 70

LC （=, <>, ＜ , ＞ , ≦ , ≧ /D, L） D ⇔ D 76

LC （=, <>, ＜ , ＞ , ≦ , ≧ /F） D ⇔ D 86

FIFOF 114

FIEX 41

FOEX 42

SUM （W, I） D, D → D 94

SUM （D, L） D, D → D 96

SUM （F） D, D → D 165

RNDM D, D → D 80

NDSRC （W, I） D, D, D → D 110

NDSRC （D, L） D, D, D → D 113

NDSRC （F） D, D, D → D 143

命令語 デバイス ・ 条件

実行時間 （μs）

FC5A-C10R2x
          C16R2x
          C24R2x

FC5A-D16Rx1
       D32x3

         D12x1E
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INC （W, I） 49

INC （D, L） 53

DEC （W, I） 49

DEC （D, L） 54

XCHG D ⇔ D 67

DJNZ 56

TADD 100

TSUB 99

HOUR D → D, Y, D 94

HTOS 64

STOH D → D 74

＊ 1 （） 内の数値は、 FC5A-D16Rx1, -D32x3 においてロジッ クエンジンのバージ ョ ンが 200 未満、 もし くは、
システムバージ ョ ンが 210 未満の場合の実行時間です。 FC5A-D12x1E においては、 バージ ョ ンに関係
なく、 () 内の数値が実行時間となっています。 ロジッ クエンジンのバージ ョ ンは、 ス リ ムタイプ CPU
モジュールの側面にあるラベルの右下 （LGE:V***） に記載しています。 システムバージ ョ ンは、 ［オン
ライン］ タブの ［モニタ］ で ［モニタ］ から ［モニタ開始］ をク リ ッ ク してモニタモードへ遷移後、
［オンライン］ タブの ［PLC 本体］ で ［ステータス］ をク リ ッ ク して、 PLC ステータスのダイアログ
ボッ クスの 「PLC システムバージ ョ ン」 で確認できます。

命令語 デバイス ・ 条件

実行時間 （μs）

FC5A-C10R2x
          C16R2x
          C24R2x

FC5A-D16Rx1
       D32x3

         D12x1E
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命令バイ ト 数

＊データレジスタの 1 ビッ ト をコイルまたは接点に使用した場合を除きます。

オールイ ンワン タ イプ CPU モジュールの基本命令占有バイ ト 数一覧

基本命令 バイ ト 基本命令 バイ ト

LOD 6 TMHO 4

LODN 6 TMSO 4

OUT 6 CNT 4

OUTN 6 CDP 4

SET 6 CUD 4

RST 6 CNTD 4

AND 4 CDPD 4

ANDN 4 CUDD 4

OR 4 CC= 7

ORN 4 CC ≧ 7

ANDLOD 5 DC= 8

ORLOD 5 DC ≧ 8

BPS 5 SFR 6

BRD 3 SFRN 6

BPP 2 SOTU 5

TML 4 SOTD 5

TIM 4 JMP 4

TMH 4 JEND 4

TMS 4 MCS 4

TMLO 4 MCR 4

TIMO 4 END 2

オールイ ンワン タ イプ CPU モジュールの演算命令占有バイ ト 数一覧

演算命令 バイ ト 演算命令 バイ ト

NOP 2 DI 8

MOV 16 ～ 18 EI 8

MOVN 16 ～ 18 XYFS 28 ～ 268

IMOV 20 ～ 24 CVXTY 18

IMOVN 20 ～ 24 CVYTX 18

IBMV 20 ～ 24 AVRG 26

IBMVN 20 ～ 24 PID 26

BMOV 18 DTML 22

CMP ＝ 20 ～ 24 DTIM 22

CMP ＜＞ 20 ～ 24 DTMH 22

CMP ＜ 20 ～ 24 DTMS 22

CMP ＞ 20 ～ 24 TTIM 10

CMP ＜＝ 20 ～ 24 RUNA 20

CMP ＞＝ 20 ～ 24 STPA 20

ICMP ＞＝ 22 ～ 28 RAD 14 ～ 16

ADD 20 ～ 24 DEG 14 ～ 16

SUB 20 ～ 24 SIN 14 ～ 16

MUL 20 ～ 24 COS 14 ～ 16

DIV 20 ～ 24 TAN 14 ～ 16

ROOT 14 ～ 16 ASIN 14 ～ 16

ANDW 20 ～ 24 ACOS 14 ～ 16
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ORW 20 ～ 24 ATAN 14 ～ 16

XORW 20 ～ 24 LOGE 14 ～ 16

SFTL 22 LOG10 14 ～ 16

SFTR 22 EXP 14 ～ 16

BCDLS 14 POW 18 ～ 22

WSFT 18 SWAP 16

ROTL 12 NSET 17 ～ 1543

ROTR 12 NRS 18 ～ 20

HTOB 14 ～ 16 TCCST 16 ～ 18

BTOH 14 ～ 16 DTDV 14

HTOA 18 ～ 22 DTCB 14

BTOA 18 ～ 20 LC= 14 ～ 18

ATOH 18 ～ 22 LC<> 14 ～ 18

ATOB 18 LC< 14 ～ 18

ENCO 16 LC> 14 ～ 18

DECO 16 LC<= 14 ～ 18

BCNT 18 LC>= 14 ～ 18

ALT 10 FIFOF 24

CVDT 16 ～ 18 FIEX 12

WKTBL 12 ～ 88 FOEX 12

WKTIM 24 SUM 20

DISP 16 RNDM 18

DGRD 20 NDSRC 22 ～ 24

TXD1 ～ TXD7 21 ～ 819 INC 10

RXD1 ～ RXD7 21 ～ 819 DEC 10

LABEL 8 XCHG 28

LJMP 10 DJNZ 14

LCAL 10 TADD 20

LRET 6 TSUB 20

IOREF 12 HOUR 24

HSCRF 6 HTOS 14

FRQRF 6 STOH 14 ～ 16

COMRF 2

オールイ ンワン タ イプ CPU モジュールの演算命令占有バイ ト 数一覧

演算命令 バイ ト 演算命令 バイ ト
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＊データレジスタの 1 ビッ ト をコイルまたは接点に使用した場合を除きます。

ス リムタ イプ CPU モジュールの基本命令占有バイ ト 数一覧

基本命令 バイ ト 基本命令 バイ ト

LOD 4 TMHO 12 ～ 14

LODN 4 TMSO 12 ～ 14

OUT 4 CNT 12

OUTN 4 CDP 12

SET 4 CUD 12

RST 4 CNTD 12 ～ 14

AND 4 CDPD 12 ～ 14

ANDN 4 CUDD 12 ～ 14

OR 4 CC= 10

ORN 4 CC ≧ 10

ANDLOD 4 DC= 10

ORLOD 4 DC ≧ 10

BPS 4 SFR 10

BRD 4 SFRN 10

BPP 4 SOTU 4

TML 12 SOTD 4

TIM 12 JMP 6

TMH 12 JEND 4

TMS 12 MCS 4

TMLO 12 ～ 14 MCR 4

TIMO 12 ～ 14 END 4
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ス リムタ イプ CPU モジュールの演算命令占有バイ ト 数一覧

演算命令 バイ ト 演算命令 バイ ト

NOP 4 CVYTX 14 ～ 16

MOV 12 ～ 16 AVRG 16 ～ 18

MOVN 12 ～ 16 PULS1 ～
PULS3

10

IMOV 14 ～ 16 PWM1 ～
PWM3

10

IMOVN 14 ～ 16 RAMP1/
RAMP2

10

IBMV 14 ～ 16 ZRN1 ～ ZRN3 12

IBMVN 14 ～ 16 PID 16 ～ 18

BMOV 12 ～ 14 DTML 14 ～ 18

CMP ＝ 14 ～ 22 DTIM 14 ～ 18

CMP ＜＞ 14 ～ 22 DTMH 14 ～ 18

CMP ＜ 14 ～ 22 DTMS 14 ～ 18

CMP ＞ 14 ～ 22 TTIM 8

CMP ＜＝ 14 ～ 22 RUNA 16 ～ 18

CMP ＞＝ 14 ～ 22 STPA 16 ～ 18

ICMP ＞＝ 14 ～ 26 RAD 10 ～ 14

ADD 14 ～ 22 DEG 10 ～ 14

SUB 14 ～ 22 SIN 10 ～ 14

MUL 14 ～ 22 COS 10 ～ 14

DIV 14 ～ 22 TAN 10 ～ 14

ROOT 10 ～ 14 ASIN 10 ～ 14

ANDW 14 ～ 22 ACOS 10 ～ 14

ORW 14 ～ 22 ATAN 10 ～ 14

XORW 14 ～ 22 LOGE 10 ～ 14

SFTL 14 ～ 20 LOG10 10 ～ 14

SFTR 14 ～ 20 EXP 10 ～ 14

BCDLS 10 ～ 12 POW 12 ～ 20

WSFT 12 ～ 16 SWAP 12 ～ 16

ROTL 10 NSET 12 ～ 1542

ROTR 10 NRS 12 ～ 20

HTOB 10 ～ 14 TCCST 12 ～ 16

BTOH 10 ～ 14 DTDV 10 ～ 14

HTOA 12 ～ 16 DTCB 10 ～ 14

BTOA 12 ～ 16 LC= 12 ～ 20

ATOH 12 ～ 16 LC<> 12 ～ 20

ATOB 12 ～ 16 LC< 12 ～ 20

ENCO 12 ～ 14 LC> 12 ～ 20

DECO 12 ～ 14 LC<= 12 ～ 20

BCNT 12 ～ 14 LC>= 12 ～ 20

ALT 8 FIFOF 20 ～ 22

CVDT 12 ～ 16 FIEX 10 ～ 12

WKTBL 10 ～ 88 FOEX 10 ～ 12

WKTIM 16 ～ 22 SUM 14 ～ 20

DISP 12 RNDM 12 ～ 18

DGRD 14 NDSRC 14 ～ 24
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TXD1 ～ TXD7 16 ～ 814 INC 8 ～ 10

RXD1 ～ RXD7 16 ～ 814 DEC 8 ～ 10

LABEL 8 XCHG 10 ～ 14

LJMP 8 ～ 10 DJNZ 10 ～ 14

LCAL 8 ～ 10 TADD 14 ～ 20

LRET 6 TSUB 14 ～ 20

IOREF 10 HOUR 16 ～ 22

HSCRF 6 HTOS 10 ～ 14

FRQRF 6 STOH 10 ～ 16

COMRF 4 EMAIL 12 ～ 14

DI 8 PING 12 ～ 14

EI 8 ETXD 16 ～ 814

XYFS 20 ～ 268 ERXD 16 ～ 814

CVXTY 14 ～ 16 － －

ス リムタ イプ CPU モジュールの演算命令占有バイ ト 数一覧

演算命令 バイ ト 演算命令 バイ ト
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通信ポー ト と通信方式
各通信ポートで対応している通信方式は以下のとおりです。

CPU モジュールのシステムバージ ョ ン 200 未満 

通信方式
ポー ト 1
（RS232C）

ポー ト 2
（RS232C）

ポー ト 2
(RS485)

ポー ト 3~7
FC5A-SIF2
V200 未満 

ポー ト 3~7
FC5A-SIF2
V200 以上

＊ 1

＊ 1 FC5A-SIF2(V200 以上 ) の 高通信速度は 115200bps ですが、 CPU モジュールのシステムバージ ョ ン 220
未満と組み合わせる と きは、 高速度は 38400bps とな り ます。

ポー ト 3~7
FC5A-SIF4

メ ンテナンス
通信

アップロード /
ダウンロード

○ ○ ○ × × ×

アップロード /
ダウンロード
以外

○ ○ ○ ○ ○ ×

ユーザー通信 ○ ○ ○ ○ ○ ×

Modbus RTU スレーブ ○ ○ ○ × × ×

マスタ × ○ ○ × × ×

Modbus ASCII スレーブ ○＊ 2

＊ 2 CPU モジュールのシステムバージ ョ ン 210 以上で対応しています。

○ ○ × × ×

マスタ × ○ ○ × × ×

Modbus TCP スレーブ ○＊ 2 ○ × × × ×

マスタ × ○ × × × ×

データ リ ンク 子局 × × ○ × × ×

親局 × × ○ × × ×

モデム通信 × ○ × × × ×

CPU モジュールのシステムバージ ョ ン 220 以上 

通信方式
ポー ト 1
（RS232C）

ポー ト 2
（RS232C）

ポー ト 2
(RS485)

ポー ト 3~7
FC5A-SIF2 
V200 未満

ポー ト 3~7
FC5A-SIF2
V200 以上

ポー ト 3~7
FC5A-SIF4

メ ンテナンス
通信

アップロード /
ダウンロード

（条件付）＊ 1

＊ 1 ユーザープログラムのアップロード / ダウンロードは転送モードを ASCII モードにして行ってください。
また、 RUN 中のダウンロードはできません。

－ － － ○ ○ ○

アップロード /
ダウンロード
＊ 2

＊ 2 本項目に○のついているポートでは、 上記の制約なくアップロード / ダウンロードが行えます。

○ ○ ○ － － －

アップロード /
ダウンロード
以外

○ ○ ○ ○ ○ ○

ユーザー通信 ○ ○ ○ ○ ○ ○

Modbus RTU スレーブ ○ ○ ○ × ○ ○

マスタ × ○ ○ × ○ ○

Modbus ASCII スレーブ ○ ○ ○ × ○ ○

マスタ × ○ ○ × ○ ○

Modbus TCP スレーブ ○ ○ × × × ×

マスタ × ○ × × × ×

データ リ ンク 子局 × × ○ × × ○

親局 × × ○ × × ○

モデム通信 × ○ × × × ×
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ス リムタ イプ Web サーバ ー CPU モジュール 

通信方式
ポー ト 1

（USB）
ポー ト 2
（RS232C）

ポー ト 2
(RS485)

ポー ト 3~7
FC5A-SIF2 
V200 未満

ポー ト 3~7
FC5A-SIF2
V200 以上

ポー ト 3~7
FC5A-SIF4

メ ンテナンス
通信

アップロード /
ダウンロード

（条件付）＊ 1

＊ 1 ユーザープログラムのアップロード / ダウンロードは転送モードを ASCII モードにして行って ください。
また、 RUN 中のダウンロードはできません。

－ － － ○ ○ ○

アップロード /
ダウンロード
＊ 2

＊ 2 本項目に○のついているポートでは、 上記の制約なくアップロード / ダウンロードが行えます。

○ ○ ○ － － －

アップロード /
ダウンロード
以外

○ ○ ○ ○ ○ ○

ユーザー通信 × ○ ○ ○ ○ ○

Modbus RTU スレーブ × ○ ○ × ○ ○

マスタ × ○ ○ × ○ ○

Modbus ASCII スレーブ × ○ ○ × ○ ○

マスタ × ○ ○ × ○ ○

Modbus TCP
＊ 3

＊ 3 FC5A-D12x1E は通信オプシ ョ ンを用いての Modbus TCP 通信を行えませんが、 本体内蔵の Ethernet ポー
ト を使用するこ とで、 Modbus TCP 通信が可能です。

スレーブ × × × × × ×

マスタ × × × × × ×

データ リ ンク 子局 × × ○ × × ○

親局 × × ○ × × ○

モデム通信 × × × × × ×
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各種ケーブル

モデムケーブル 1C （形番 ： FC2A-KM1C、 ケーブル長 ： 3m）

ケーブル対応表

コネク タ 通信ポー ト 対応ケーブル

RS232C Mini DIN コネク タ

CPU モジュール内蔵通信ポート FC2A-KM1C, FC2A-KC4C, 
FC2A-KP1C, FC4A-KC1C, 

FC4A-KC2C
FC4A-PC1

FC4A-HPC1

FC4A-SX5ESJ
FC4A-KC3C

FC4A-SX5ESE

RS485 Mini DIN コネク タ
FC4A-PC2

FC2A-KP1C
FC4A-HPC2
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パソ コ ン I/F ケーブル 4C （形番 ： FC2A-KC4C、 ケーブル長 ： 3m）

ユーザー通信ケーブル 1C （形番 ： FC2A-KP1C、 ケーブル長 ： 2.5m）

NC は接続し ないで く だ さい。 誤動作や故障の原因と な り ます。
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表示器接続用ケーブル （形番 ： FC4A-KC1C、 ケーブル長 ： 5m）

表示器接続用ケーブル （形番 ： FC4A-KC2C、 ケーブル長 ： 5m）
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表示器接続用ケーブル結線 ( 増設 RS232C 通信モジュールの場合 )

表示器側
増設通信
ポート側

ピン番号

名称 端子名HG3G
( コネクタ )

HG2G/
HG3G
（端子台）

HG1F
HG2F/
3F/4F

HG2S

－ － 1 1 1 FG RS(RTS)

3 1 2 2 30 SD ER(DTR)

2 2 3 3 32 RD SD(TxD)

7 3 9 4 34 RS RD(RxD)

8 4 6 5 36 CS DR(DSR)

－ － － 6 － NC SG(SG)

5 5 7 7 29 SG NC

－ － － 8 － NC FE

－ － － 20 － ER FE

FE

表示器接続用ケーブル結線 ( 増設 RS485 通信モジュールの場合 )

表示器側
増設通信
ポート側

ピン番号

名称 端子名HG3G
（コネクタ）

HG2G/
HG3G
（端子台）

HG1F＊ 1

＊ 1 端子台の端子番号を記載しています。

HG2F/
3F/4F

HG2S

－ － － 1 1 FG NC

1 8 3 10 32 RDA(RD+) A

6 9 4 16 33 RDB(RD-) A

＊ 2

＊ 2 HG3G では RS-485(422)-2 線式通信を RDA および RDB のみを用いて行いますので、 SDA と SDB を接
続する必要はあ り ません。

6 1 11 30 SDA(SD+) B

＊ 2 7 2 15 31 SDB(SD-) B

－ － － 18 37 CS-＊ 3

＊ 3 CS-/+、 RS-/+ の無い機種では結線は不要です。 表示器でハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定して
ください。

SG

－ － － 19 35 RS- ＊ 2 SG

－ － － 21 36 CS+ ＊ 2 FE

－ － － 22 34 RS+ ＊ 2 FE

5 5 5 7 29 SG FE
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Web Server ユニ ッ ト 接続用ケーブル （形番 ： FC4A-KC3C、 ケーブル長 ： 10cm）

I/O ター ミ ナル BX シ リーズ接続用ケーブル組み合せ一覧表

マイ ク ロスマー ト コネク タ ケーブル I/O ター ミ ナル 備考

モジュール 形番 形番 形番 使用コネク タ

CPU FC5A-D32K3
FC5A-D32S3

FC9Z-H □□□ A26＊ 1 ＊ 2

FC9Z-H □□□ B26 ＊ 1 ＊ 2

＊ 1 コネク タケーブル形番の□□□はケーブル長を示します。
050: 0.5ｍ,  100: 1ｍ,  200: 2ｍ,  300: 3ｍ

＊ 2 コネク タケーブル形番の A, B はシールドの有無を示します。
A: シールド付、 B: シールドなし

BX1D-*26A＊ 3

BX1F-*26A ＊ 3

＊ 3 I/O ターミナル形番の * は端子形状を示します。
T: タ ッチダウン型端子台、 S: セルフアップ型端子台

MIL コネク タ

26 極

入力 FC4A-N16B3
FC4A-N32B3

FC9Z-H □□□ A20 ＊ 1 ＊ 2

FC9Z-H □□□ B20 ＊ 1 ＊ 2

BX1D-*20A ＊ 3

BX1F-*20A ＊ 3

BX7D-BT16A1T
（16 点リ レー出力）

MIL コネク タ

20 極

出力 FC4A-T16K3
FC4A-T16S3
FC4A-T32K3
FC4A-T32S3
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1 ： 1 通信パソコンリンクシステム ......................... 1-6

1 ： N 通信パソコンリンクシステム ........................ 1-6

100 ミリ秒オフディレータイマ （TIMO） ................... 8-17

100 ミリ秒タイマ （TIM） .............................. 8-12

10 ミリ秒オフディレータイマ （TMHO） ................... 8-17

10 ミリ秒タイマ （TMH） .............................. 8-12

1 秒オフディレータイマ （TMLO） ....................... 8-17

1 秒タイマ （TML） .................................. 8-12

1 ミリ秒オフディレータイマ （TMSO） ..................... 8-17

1 ミリ秒タイマ （TMS） ............................... 8-12

2 相高速カウンタのデバイス

オールインワンタイプ ............................... 5-16
スリムタイプ ...................................... 5-32

32 ビット / 浮動小数点型の処理単位に対応 ................ 1-4

32 ビットデータの格納方法の指定 ...................... 5-97

A
AC 入力モジュール仕様 ............................. 2-51

ASCII モード ..................................... 12-15

AS-Interface コネクタ ............................... 2-105

AS-Interface マスタモジュール ........................ 2-105

AS-Interface マスタを使用する .......................... 1-9

B
BCC （ブロック ・ チェック ・ キャラクタ） の設定

受信命令 ...................................... 10-21
送信命令 ....................................... 10-5

C
CPU モジュール

オールインワンタイプ ................................ 2-1
スリムタイプ ...................................... 2-20
スリムタイプ Web サーバー ........................... 2-35

CPU モジュールと HMI モジュールを組み立てる ............. 3-3

CPU モジュールと入出力モジュールを組み立てる ............ 3-2

CPU モジュールの機種設定 ............................ 4-2

CPU モジュールのシステムバージョン ................. 付録 -9

CPU モジュールの性能

オールインワンタイプ ................................ 2-6
スリムタイプ ...................................... 2-23
スリムタイプ Web サーバー ........................... 2-39

D
DC 入力仕様

オールインワンタイプ （AC 電源タイプ、 DC24V 電源タイプ） ... 2-9
オールインワンタイプ （DC12V 電源タイプ） ............... 2-13
スリムタイプ ..................................... 2-26
スリムタイプ Web サーバー ........................... 2-43

DC 入力モジュール仕様 ............................. 2-49

DIN レールからの取り外し ............................ 3-14

DIN レールへの取り付け .............................. 3-6

DR 入力制御ラインコントロール ...................6-22, 10-34

E
END リフレッシュタイプ ............................... 9-1

ER 出力制御ラインコントロール ...................6-23, 10-35

Ethernet ポート

スリムタイプ Web サーバー ........................... 2-36

H
HMI ベースモジュール ............................. 2-114

HMI モジュール .................................. 2-112

HMI モジュール機能 ............................... 5-63

HMI モジュール機能 （オプション使用時） ................. 1-4

HMI モジュールを取り外す ............................ 3-4

I
I/O 端子台

スリムタイプ Web サーバー ........................... 2-36

I/O フォース可能なデバイスド ........................ 5-100

I/O フォース機能 .................................. 5-100

I/O フォース機能実行中の RUN LED の状態 ............. 5-100

I/O フォース機能の開始／停止 ....................... 5-101

I/O フォース設定の ON ／ OFF ....................... 5-102

I/O フォース設定の解除 ............................ 5-104

L
Link LED （橙色）

スリムタイプ Web サーバー ........................... 2-36

M
Modbus 通信を使用する .............................. 1-7

Modbus スレーブアドレスマップ ....................... 12-14

Modbus スレーブ通信 .............................. 12-11

Modbus マスタ通信 ................................. 12-2

Modbus マスタリクエストテーブル .......................序 -7
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N
Network LED （緑色）

スリムタイプ Web サーバー ........................... 2-36

P
PID 制御機能 ...................................... 1-4

PLC ステータス ....................................序 -7

R
RTU モード ...................................... 12-15

RUN LED 点滅モード .............................. 5-106

RUN ／ STOP の切り替え ............................ 5-76

RUN 中ダウンロード機能 ............................. 5-88

RUN 中ダウンロード後イニシャライズパルス （M8126） ....... 5-89

S
SwitchNet ......................................... 1-9

U
USB 延長ケーブルの結束バンドを用いた固定方法 .......... 3-5

USB カバー

スリムタイプ ..................................... 2-37

USB ポート

スリムタイプ Web サーバー ........................... 2-36

W
WindLDR でのオンラインエディットと RUN 中ダウンロード操作 . 5-90

WindLDR による運転／停止操作 ....................... 4-4

WindLDR による時計合わせ .......................... 5-85

WindLDR の基本設定 ................................ 4-1

WindLDR の終了 .................................. 4-10

WindLDR の設定

オールインワンタイプの高速カウンタ .................... 5-13
スリムタイプの高速カウンタ ........................... 5-24

あ
アウト ・ ノット （OUTN） ............................... 8-3

アウト （OUT） ...................................... 8-3

アドレス LED

AS-Interface マスタモジュール ....................... 2-105

アナログ出力仕様

FC4A-K2C1, FC4A-K4A1 ........................... 2-82
FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, FC4A-K1A1 ............... 2-81

アナログ出力データ ................................ 9-22
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